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ごあいさつ

社団法人

日本学校歯科医会

会長

　加　藤　増　夫

巻頭言■

　1995年の新春を会員の皆様ご健勝でお迎えいただき，心よりお慶び申し上げま

す。しかしながら1月17日未明の阪神大地震により，多数の方々がご逝去され真

に哀悼哀惜に堪えず謹んで深く弔意を表しますとともに30余万人にも及ぶ被災者

の方々に対し，心より深くお見舞い申し上げます。

　本誌は昨年9月29日，30日の2日間にわたる第58回全国学校保健研究大会にか

かわる詳細をまとめました。

　富山県は学校歯科保健については全国的に先進県で，遠く大正10年4月富山市

歯科医師会では市の委嘱をうけて市内11校の小学校児童12，000人について2ヵ月

間にわたり歯科健診・指導が行われました。大正14年からは富山県歯科医師会が

この事業を富山市内全小学校で実施しており，昭和33年にはユニークな形での富

山県よい歯の学校運動が展開されており昭和36年には富山県歯科医師会は多年の

活動が認められて第3回奥村賞受賞の栄に輝いております。

　一前人樹を植えれば後人涼し」，との古諺の如く先輩諸兄の学校歯科保健への

熱情が赫々たるものであり，昭和39年9月18日，19日には第28回全国学校歯科医

大会が富山市で開催されており第58回大会は2度目にあたるところで，今大会は

すばらしい成果を得ましたことに対し富山県学校歯科医会並びに富山県歯科医師

会に深甚なる敬意と感謝を表します。

　平成6年度文部省学校保健統計によれば12歳児一人平均DMFT数は4．00（男

3．69女4．27）となり，10年前の昭和59年の同保健統計では4．75（男4．37女

5．19）で，このペースではWHO1981年提唱の2000年までの歯科保健目標の数値

のクリアは仲々に至難であり，学校歯科医に課せられた使命を痛感する次第であ

ります。

　今般’学校保健法施行規則の一部を改正する省令」の施行により本年4月1日

から実施となるもので，従来使用していた3号様式は廃止となり，新たに，児童

生徒健康診断票（小・中学校用）・生徒学生健康診断票（高等学校用）・幼児健康

診断票の3種類となります。

　学校歯科医が中心になって記載する部分（歯・口腔）と学校医が中心になって

記載する一般の部分は1枚の用紙の表裏または見開きで左右に，となり児童生徒

健康診断票は小学校及び中学校の9年間連続して使用することになります。未処

置歯の記述は従来のCI～C4からCのみとし，新たに要観察歯（CO）を記入す

るようになりました。

　プライバシーの保護・事後措置など近年の児童・生徒・学生・幼児の健康上の

問題変化，医療技術の進歩，地域における保健医療の状況の変化などを踏まえ

て，児童生徒等の健康診断の検査項目等の見直しが行われました。本会はこのた

め中央研修会を行います。加盟団体でも伝達指導をよろしくお願い申し上げ，ご

あいさっと致します。
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　　　第58回

全国学校歯科保健

　　研究大会

開催要項

［i］s＝＝　s］　　生涯を通して自分の身体に合った歯科管理の方法を身につけることの重要さは

　　　　　　　　　　　言うまでもありませんが，学校における保健活動はその基礎形成に大きな役割を

　　　　　　　　　　　担っております。

　　　　　　　　　　　　また，8020運動を推進する学校歯科保健の立場からも，一層の向上・発展が求

　　　　　　　　　　　あられているところであります。

　　　　　　　　　　　　このため本研究大会は，多年にわたる研究・実践の成果を基に学校歯科保健の

　　　　　　　　　　　包括化を主題とし一発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして」に

　　　　　　　　　　　ついて，より広い視点から研究協議を深めて，学校・家庭・地域社会が一体と

　　　　　　　　　　　なって進める学校歯科保健活動の推進に寄与することを目的として開催するもの

　　　　　　　　　　　であります。

学校歯科保健の包括化

　　　　　　発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして一

　日本学校歯科医会，日本学校保健会，富山県学校歯科医会，富山県歯科医師

会，富山県，富山県教育委員会，富山市，富山市教育委員会

　文部省，厚生省，日本歯科医師会，日本歯科衛生士会，富山医科薬科大学口腔

外科学教室，富山市歯科医師会，富山県学校保健会，富山市学校保健会，富山県

医師会，富山市医師会，富山県薬剤師会，富山県学校薬剤師会，富山県市町村教

育委員会連合会，富山県国公立幼稚園長会，富山県私立幼稚園協会，富山県小学

校長会，富山県中学校長会，富山県高等学校長協会，富山県私立高等学校長協

会，富山県国公立幼稚園教育研究会，富山県小学校教育研究会，富山県中学校教

育研究会，富山県高等学校教育研究会，富山県保健会保健主事会，富山県学校保

健会養護教諭会，富山県PTA連合会，富山県高等学校PTA連合会，富山県歯

科技工士会，富山県歯科衛生士会

平成6年9月29日（木）～30日（金）

4　／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月



開催要項■

［Pt］レ第1日
　　　　　　　　　　　　　◎式典，表彰式，記念講演，シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　富山県民会館

　　　　　　　　　　　　　　　〒930　富山市新総曲輪4－18　　　TEL　O764－32－3111

　　　　　　　　　　　　　◎懇親会

　　　　　　　　　　　　　　富山第一一ホテル

　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市桜木町／0－10　　　TEL　O764－42－4411

　　　　　　　　　　　レ第2日

　　　　　　　　　　　　　◎公開授業

　　　　　　　　　　　　　（1）小学校部会1富山市立東部小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市石金1丁目5－44　　TEL　0764　一　21－3445

　　　　　　　　　　　　　　（2）中学校部会：富山市立芝園中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市芝園町3丁目1－26　TEL　O764－41－4638

　　　　　　　　　　　　　◎領域別研究協議会

　　　　　　　　　　　　　　（1）幼稚園，保育所（園）部会：北日本新聞ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市安住町2－14　　　　TEL　0764－45－3300

　　　　　　　　　　　　　　（2）小学校部会：富山県民会館大ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市新総曲輪4－18　　　TEL　O764－32－3111

　　　　　　　　　　　　　　（3）中学校部会：富山県農協会館　8階ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市新総曲輪2－21　　　TEL　O764－45－2051

　　　　　　　　　　　　　　（4）高等学校部会：富山県民会館　401号室

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市新総曲輪4－18　　　TEL　O764－32－3111

　　　　　　　　　　　　　　（5）口腔機能部会：富山県民会館　304号室

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市新総曲輪4－18　　　TEL　O764－32－3111

　　　　　　　　　　　　　◎研究協議会報告，全体協議会，閉会式

　　　　　　　　　　　　　　　富山県民会館大ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　〒930富山市新総曲輪4－18　　　TEL　O764－32－3111

［τエ奎重二：亟［：≡蚕］　　学校歯科医歯科医師，歯科教育関係者都道府県市町村教育委員会関係職

　　　　　　　　　　　員，学校・幼稚園・保育所の教職員，学校医，学校薬剤師，歯科技工士，歯科衛

　　　　　　　　　　　生士，PTA会員，その他歯科保健関係者
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8　日程及び内容

日／時
9　　　　　10　　　　　11　　　　　12　　　　　13　　　　　14　　　　　15　　　　　16　　　　　17　　　　　18　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

臨 1

29日（木） 受
付

開会式鵜式1昼食「記念講演
　　　　　　　シンポジウム
（県民会館大ホール）

移
動

　懇親会

（第一ホテル）

幼稚園

保育所部会

希望する公開
授業に参加し
てください。

受
付

研究協議会

（北噺閣ホール）

小学校部会 受
付

公開授業

（東部小）

研究協議会

繰民会館ホール）

研
究
協
議
会
報
告

全
体
協
議
会

閉
会
式

30
　
　
　
日
　
　
　
（
金
）

中学校部会 受
付

公開授業

（芝園中）

研究協議会

儂協会館ホール）

高等学校部会
希望する公開
授業に参加し
てください。

受
付

研究協議会

（県民401）

口腔機能部会 受
付

研究協議会

（県民304）

希望する部会
協議に参加し
てください，

（県民会館大ホール）

（1）開会式・表彰式

（2）記念講演

　　　演　　　　題

　　　講　　　　師

一人生みな恩人一

富永　一朗先生

（3）シンポジウム

　　　テ　　ー　　マ

　　　座　　　　長

　　　シンポジスト

「発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして」

日本大学松戸歯学部教授

日本体育大学教授

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

富山県上市町立宮川小学校校長

沖縄県歯科医師会学校歯科担当理事

（4）公開授業（30日9：30～10：15）

　●小学校

　●中学校　富山市立芝園中学校

森本　　基

吉田螢一郎

戸田　芳雄

廣田　　功

宮城　正廣

富山市立東部小学校（県民会館一ナ学校→県民会館とバスあり）
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開催要項■

（5）領域別研究協議会（30日　11：00～13：00）

　①幼稚園・保育所（園）部会

座

発

助

表

〃

〃

言

長
者

者

②小学校部会

　

表
〃
〃
言

座

発
　
　
助

日本大学松戸歯学部教授

大阪府和泉市北池田保育所看護婦

東京都練馬区歯科医師会理事

富山県八尾町立杉原幼稚園園長代理

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

長　明海大学歯学部教授

者　福井県福井市立東郷小学校教務主任

　　山口県阿武町立奈古小学校歯科医

　　富山県砺波市立砺波北部小学校教諭

者　日本体育大学教授

③　中学校部会

座

発

助

表

〃

〃

言

長　日本学校歯科医会常務理事

者　東京都江戸川区立葛西中学校養護教諭

　　滋賀県大津市立田上中学校養護教諭

　　富山県氷見市立八代中学校養護教諭

者　日本学校歯科医会副会長

④　高等学校部会

　座　　　　長　東京医科歯科大学歯学部教授

　発　表　者　鹿児島県立鹿屋高等学校学校歯科医

　　　〃　　　富山県立伏木高等学校学校歯科医

　助　言　者　青森県学校歯科医会常務理事

⑤口腔機能部会（9：30～11：00）

　座　　　　長　東京医科歯科大学歯学部教授

　発　　表　者　新潟大学歯学部助手

　　　　”　　　日本大学歯学部教授

　助　　言　　者　東京医科歯科大学歯学部病院長

森本　　基

紀之定美津代

中田　郁平

中川　悦子

戸田　芳雄

中尾　俊一

村上恵美子

和田　忠子

貝淵　悦子

吉田螢一郎

中脇　恒夫

西　　恵子

松暗　典子

高澤登志子

西連寺愛憲

岡田昭五郎

川本　陽一

四日　隆夫

奥寺　文彦

黒田　敬之

山村　千絵

赤坂　守人

大山　喬史

（6）研究協議会報告，全体協議会，閉会式（30日　14：00～16：30）
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メインテーマ

学校歯科保健

の包括化

　過去，日本学校歯科医会の大会は，昭和45年までは毎回

当面する学校歯科保健の諸問題の中から主題を設け開催さ

れてきたが，昭和46年の第35回大会では，一保健管理と保

健指導の調和」をメインテーマとして研究協議と実践を重

ね，学校歯科保健活動の推進に大きく貢献してきたところ

である。

　とりわけ，昭和53年には「小学校　歯の保健指導の手引

き』が文部省から発行され，その実践上のモデルとなる

「むし歯予防推進指定校」が全国各県に設けられるなど，

保健管理と保健指導の調和を目指した活動は小学校を中心

に大きく前進するに至った。

　しかし，幼・小・中・高校を一貫した歯科保健指導の系

統や，学校・家庭・地域社会との連携の在り方など，多く

の問題が残されている。

　このため，一保健管理と保健指導の調和一のテーマは，

学校歯科保健での永遠の課題でもあるが，これを発展的に

捉え，第51回大会を期して「学校歯科保健の包括化，．tと

し，研究と実践を重ね，課題解明に取り組んできたところ

である。

　この度（平成4年）前述のr小学校　歯の保健指導の手

引き』が改訂され発達段階に即した理解を通して，歯や口

の健康を自ら育てる態度・習慣づけの大切さや，生涯を通

じて健康な生活を送るための基礎としての歯科保健の必要

性が指摘されている。

　ここに，日本学校歯科医会は，時代の要請に対応しなが

ら，来るべき世紀に向けて，わが国の学校歯科保健の一層

の充実発展と，この活動を通じて“心豊かでたくましく生

きる人間の育成一を願うものである。
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開催要項■

◇主　題

学 校 歯 科保 健の 包 括化
一
発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして一

◇シンポジウム

発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして

1
●

学校歯科保健指導の目標と学習内容の関連

2． 学校歯科保健指導計画と指導の重点

3． 学校と家庭， 地域との連携の在り方

4． 学校歯科保健における学校歯科医の役割

◇部会鋼課題

i 1 1

（幼稚園・保育所部会） （小学校部会） （中学校部会） （高等学校部会） （口腔機能部会）

幼稚園・保育所における 小学校における 中学校における 高等学校における 口腔機能の健全な

歯科保健指導の実践 歯科保健指導の実践 歯科保健指導の実践 歯科保健指導の実践 育成をめざして

◇研究の

内容

0 幼児の発達段階 0 小学生の発達段 0 中学生の発達段 0 高校生の発達段
からみた歯科保健 階からみた歯科保 階からみた歯科保 階からみた歯科保

指導の目標と内容 健指導の目標と内 健指導の目標と内 健指導の目標と内

について 容について 容について 容について

② 幼児の自主性を ② 小学生の自発性 ② 中学生に知的理 ② 高校生に知的理

育て習慣化を図る を育て習慣化を図 解を図りながら習 解を図りながら習

指導計画と指導の る指導計画と指導 慣化をめざす指導 慣化をめざす指導

在り方 の在り方 計画と指導の在り 計画と指導の在り

方 方

③ 保護者の理解を ③ 学校と家庭， 地 ③ 学校と家庭，地 ③ 学校と家庭，地

深めるための家庭 域社会との連携の 域との連携の在り 域との連携の在り

との連携の在り方 在り方 方 方

④　幼稚園 ・保育所 ④ 小学校における ④ 中学校における ④ 高等学校におけ

における歯科保健 歯科保健指導での 歯科保健指導での る歯科保健指導で

指導での園歯科医 学校歯科医の役割 学校歯科医の役割 の学校歯科医の役

の役割とかかわり とかかわり方 とかかわり方 割とかかわり方

方

1 1 1

生 活 化
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　　　第58回

全国学校歯科保健

　　研究大会

プログラム

受付開始　9：30～

司会（フリーアナウンサー）　境　井　智　子

●期日　平成6年9月29日（木）・30（金）

●場所　富山県民会館　他

　　　公開授業指定校

1　開会式・表彰式

（10：00～12：00）

（1＞開　　会　　式

　　開　会　宣　言

　　国　歌　斉　唱

　　物故者への黙禧

②　開　　　　　会

　　開会のことば

　　挨　　　　　拶

（3）祝 辞

（4）来　賓　紹　介

（5）表　　彰　　式

　　・感謝状贈呈

　　　　前回開催地代表

・ 全日本よい歯の学校表彰

富山県学校歯科医会副会長

富山県学校歯科医会会長

日本学校歯科医会会長

富山県歯科医会会長

文部大臣

厚生大臣

衆議院議員（地元選出）

参議院議員（地元選出）

参議院議員

参議院議員

参議院議員

富山県知事

富山市長

日本歯科医師会会長

日本学校保健会会長

日本学校歯科医会会長

埼玉県歯科医師会会長

永　森　尚　之

直
夫
弘

正

増

木

藤
井

黒

加
藤

馨
一
輔
雄
裕
治
久
豊
一
爽
郎

　

正

民

良

　
畳
慶
　
正
　
敏

野

出
貫
田
上
川
島
沖
橋
原
瀬

謝与

井
綿
永
井
柳
大
中
正
中
村

夫
壽

増

健

藤
見
加
蓮
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プログラム■

6
7
8
9
晶
川

審　査　報　告

賞状授与式

・文部大臣賞
　〈受　賞　校〉

山形県

横浜市

長野県

愛知県

福井県

富山県

・日本歯科医師会特別賞

　〈受　賞　校〉

群馬県

千葉県

山梨県

静岡県

岐阜県

京都府

大阪市

全日本よい歯の学校審査委員長　西連寺　愛　憲

文部大臣

西村山郡大江町立本郷東小学校

横浜市立千秀小学校

長野市立鍋屋田小学校

常滑市立大野小学校

福井県立福井南養護学校

富山市立安野屋小学校

　　　　日本歯科医師会会長

　　　鹿児島県

・よい歯の学校表彰

　受賞校代表

・受賞校代表謝辞

祝　電　披　露

次回開催地決定報告

学校歯科の鐘引き継ぎ

次回開催地代表挨拶

閉会の言葉

高崎市立養護学校

千葉市立本町小学校

山梨大学教育学部附属小学校

引佐郡引佐町立田沢小学校

恵那市立中野方小学校

京都市立伏見板橋小学校（代表受賞校）

大阪市立晴明丘南小学校

川辺郡知覧町立霜出小学校

日本学校歯科医会会長

東京都　中央区立常盤小学校

山形県

与謝野

中　原

馨

爽

加　藤　増　夫

大江町立本郷東小学校長寒河江　明　雄

日本学校歯科医会会長　　　　　加　藤　増　夫

富山県学校歯科医会から愛知県歯科医師会へ

愛知県歯科医師会会長

富山県学校歯科医会副会長

昼

・ アトラクション（12：20～12：50）

　　　　　　「越中おわら節」

食

宮　下　和　人

成　瀬　達　雄
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プログラム■

2記念講演
（13：00～14：20）

題

師
辞

演
講
謝

「人生みな恩人」

富永　一朗先生

　　　　　富山県学校歯科医会専務理事　　金　森　安　信

休 憩

3　シンポジウム

（14：30～16：30）

・ テ　　ー　　マ

座　　　　長

シンポジスト

「発達段階に即した歯科保健活動の生活化達成をめざして一

　　　　日本大学松戸歯学部教授　　　　森　本　　　基

　　　　日本体育大学教授　　　　　　　吉　田　螢一郎

　　　　文部省体育局学校健康教育課教科調査官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　田　芳　雄

　　　　富山県上市町立宮川小学校校長　廣　田　　　功

　　　　沖縄県歯科医師会学校歯科担当理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　城　正　廣

移 動

囚亙二麩］（1）
　　　　　　　　　　（2）
　　（17：00～19：00）

開宴のことば

挨　　　　　拶

（3）乾　　　　　杯

（4）アトラクション

⑤　次回開催県挨拶

（6）閉宴のことば

富山県学校歯科医会副会長

富山県学校歯科医会会長

日本学校歯科医会会長

富山県教育委員会教育長

越中五箇山「麦や節」

愛知県歯科医師会会長

富山県学校歯科医会副会長

之

直
夫
朗

尚
正
増
信

森
木
藤
枝

永
黒
加
吉

宮　下　和　人

成　瀬　達　雄
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プログラム■

1 公開授業・領域

別研究協議会

（9　：30～13：00）

●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●●○●●■●●●●●●○●●●●●●●●●●○○●●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●

●幼稚園・保育所（園）部会　　北日本新聞社ホール

●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●○●●●●●●●■○●●

　●研究協議会（11：00～13：00）　北日本新聞社北2階ホール

テーマ

座　長

発表者

助言者

「幼稚園・保育所における歯科保健指導の実践」

　日本大学松戸歯学部教授　　　　　　　　森　本

　大阪府和泉市北池田保育園看護婦　　　　紀之定

　東京都練馬区歯科医師会理事　　　　　　中　田

　富山県八尾町立杉原幼稚園園長代理　　　中　川

　文部省体育局学校健康教育課教科調査官　戸　田

基
代
平
子
雄

　
津

　

美
郁
悦
芳

●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Oo●●●o●●●●■●●●●●●●●●●●●●●

●小学校部会
富山市立東部小学校

富山県民会館大ホール
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●○●●●●

●公開授業（9：30～10：15）

　　全校全クラスの授業公開

●研究協議会（11：00～13：00）

テーマ

座　長

発表者

助言者

富山市立東部小学校

富山県民会館大ホール

「小学校における歯科保健指導の実践」

　明海大学歯学部教授

　福井県福井市立東郷小学校教務主任

　山口県阿武町立奈古小学校学校歯科医

　富山県砺波市立砺波北部小学校教諭

　日本体育大学教授

一

子

子

子
郎

　

美
　
　
一

俊
恵
忠
悦
螢

尾

上

田
淵
田

中
村
和
貝
吉
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●●●●●・○●○●●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・中学校部会　　　髄灘灘一、、
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●○●●●●●●●●○●●●●●●●●○●●●●●●●●●○●●

●公開授業（9：30～10：15）　富山市立芝園中学校

　●研究協議会（11：00～13：00）　富山農協会館8階ホール

　　　　　テーマ　　「　　　こおける歯科保健指導の実践」

長
者
　
表

座

発

助言者

中学校1

　　日本学校歯科医会常務理事

　東京都江戸川区立葛西中学校養護教諭

　滋賀県大津市立田上中学校養護教諭

　富山県氷見市立八代中学校養護教諭

　　日本学校歯科医会副会長

中
西
松
高

脇

暗
澤
西連寺

夫
子
子
子
憲

　

　

　

志

恒

恵
典
登
愛

o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　●高等学校部会　　　　　　　県民会館40房室

●●●●●●●○○●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●○●●●■●●●●●●●●●●●●○●●

　●研究協議会（11：00～13：

　　　　　テーマ　　「’　＝lr　　　こ

座長
発表者

助言者

　　　　　　　　00）　県民会館　401号室

局等学校1おける歯科保健指導の実践一

　東京医科歯科大学歯学部教授

　鹿児島県立鹿屋高等学校学校歯科医

　富山県立伏木高等学校学校歯科医

　青森県学校歯科医会常務理事

岡

川

田

本

四　日

奥寺

郎

一

夫
彦

五
昭
陽
隆
文

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●○●●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●口腔機能部会　　　　　　　県民会館304号室

●●・●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　●研究協議会（9：30～11：00）

　　　　　テーマ　　「口腔機能の健全育成をめざして

　　　　座　長　　　　東京医科歯科大学歯学部教授　　　　　　黒　田　敬　之

　　　　発表者　　　　新潟大学歯学部助手　　　　　　　　　　山　村　千　絵

　　　　　　　　　　　　　　　　日本大学歯学部教授　　　　　　　　　　赤　坂　守　人
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2 研究協議会
報告

（14：00～15：00）

富山県民会館ホール

3全体協議会
（15：00～16：00）

プログラム■

助言者

・ 座　　　　長

◆報　告　者

・ シンポジウム

・ 幼・保部会

・ 小学校部会

・中学校部会

・ 高等学校部会

・ 口腔機能部会

東京都医科歯科大学歯学部病院長

一
県民会館大ホールへ移動し昼食

日本大学松戸歯学部教授

日本大学松戸歯学部教授

日本大学松戸歯学部教授

明海大学歯学部教授

日本学校歯科医会常務理事

東京医科歯科大学歯学部教授

東京医科歯科大学歯学部教授

休 憩

大　山　喬　史

森　本 基

基

基

一

夫

郎

之

　
　
　
　
五

　

　

俊
恒
昭
敬

本
本
尾
脇
田
田

森

森
中
中
岡
黒

・司　　　　会　　　　　日本学校歯科医会副会長　　　　　西連寺　愛　憲

・議　　長　　団　　　　　日本学校歯科医会副会長　　　　　木　村　慎一郎

　　　　　　　　　　　前回開催地代表（埼玉県歯科医師会会長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮　見　健　壽

　　　　　　　　　　　次回開催地代表（愛知県歯科医師会会長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　下　和　人

　　　　　　　　　　　今回開催地代表（富山県学校歯科医会会長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒　木　正　直

・ 報　　　　告

　　第57回大会採択事項の処理報告

　　　　　　　　　　　埼玉県歯科医師会会長　　　　　　蓮　見　健　壽
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地方交付税積算基準による学校医等の手当ての完全支給を

要望する。

　　　　　　　　　　代表提案者　　青森県学校歯科医会

CO・GOならびに咀囎機能の問題について教育的周知徹

底を要望する

　　　　　　　　　　代表提案者　　　福島県歯科医師会

学校保健委員会の設置ならびに活動の充実を強く要望する

　　　　　　　　　　代表提案者　　富山県学校歯科医会

（起草委員会を組織）

　　　　富山県学校歯科医会理事　　　　吉　田　　　茂
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プログラム■

レレレ全国学校歯科保健研究大会年次表

回 開催地 年　　月　　日 回 醗地i 年　　月　　日

0 東　京 昭和6年4月6日 ⑳
　　　　1
大　阪 昭和41年11月19～20日

② 東　京 昭和7年4月8日 ㊥ 名古屋 昭和42年11月11～12日

③ 福　岡 昭和8年5月20～22日 ＠ 熊　本 昭和43年11月10～12日

④ 名古屋 昭和9年5月20～22日 ⑭ 滋　賀 昭和44年9月21～22日

⑤ 東　京 昭和10年5月19～20日 ⑭ 静　岡 昭和45年10月25～26日

⑥ 山　梨 昭和11年5月3～5日 ⑮ 千　葉 昭和46年10月28～29日

⑦ 大　阪 昭和12年5月16～18日 ⑯ 秋　田 昭和47年10月10～11日

⑧ 静　岡 昭和13年5月1～3日 ⑰ 東　京 昭和48年11月17～18日

⑨ 京　都 昭和14年9月13～15日 ⑱ 京　都 昭和49年10月12～13日

⑩ 宮　崎 昭和15年5月11～13日 ⑲ 香　川 昭和50年11月15～16日

Φ 秋　田 昭和16年6月14～16日 ⑳ 栃　木 昭和51年10月30～31日

⑫ 兵　庫 昭和17年5月9～10日 ⑪ 神奈川 昭和52年9月30日～10月1日

⑭ 東　京 昭和18年5月16～17日 ＠ 大　阪 昭和53年11月17～18日

⑭ 名古屋 昭和25年10月21日 ⑭ 兵　庫 昭和54年11月9～10日

⑮ 福　岡 昭和26年10月5日 ⑳ 鹿児島 昭和55年11月14～15日

（D 宮　城 昭和27年8月3日 ⑲ 東　京 昭和56年11月13～14日

⑰ 香　川 昭和28年11月14～15日 ㊨ 愛　媛 昭和57年10月15～16日

⑱ 島　根 昭和29年10月8日 ⑰ 福　岡 昭和58年11月25～26日

⑲ 東　京 昭和30年11月23～24日 ⑭ 山　形 昭和59年9月28～29日

⑳ 北海道 昭和31年8月5～6日 ⑲ 奈　良 昭和60年10月25～26日

⑳ 岐　阜 昭和32年7月21～22日 ⑳ 岩　手 昭和61年9月19～20日

＠ 栃　木 昭和33年10月24～25日 ⑪ 岐　阜 昭和62年10月23～24日

⑳ 青　森 昭和34年10月11～12日 ⑫ 青　森 昭和63年10月14～15日

⑭ 和歌山 昭和35年9月25～26日 ㊥ 和歌山 平成元年10月27～28日

⑭ 神奈川 昭和36年11月12～14日 ⑭ 広　島 平成2年10月19～20日

⑳ 京　都 昭和37年11月23～24日 ⑮ 宮　城 平成3年10月18～19日

⑳ 山　形 昭和38年10月5～6日 ㊥ 徳　島 平成4年11月13～14日

⑭ 富　山 昭和39年9月18～19日 ⑰ 埼　玉 平成5年12月2～3日

⑳ 東　京 昭和40年10月17～18日 ⑱ 富　山 平成6年9月29～30日
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995年2月

最優秀受賞校

特別賞受賞校

山形県

横浜市

長野県

愛知県

福井県

富山県

群馬県

千葉県

山梨県

静岡県

岐阜県

京都府

大阪府

鹿児島県

西村山郡大江町立本郷東小学校

横浜市立千秀小学校

長野市立鍋屋田小学校

常滑市立大野小学校

福井県立福井南養護学校

富山市立安野屋小学校

高崎市立養護学校

千葉市立本町小学校

山梨大学教育学部附属小学校

引佐郡引佐町17T．田沢小学校

恵那市立中野方小学校

京都市立伏見板橋小学校

大阪市立晴明丘南小学校

川辺郡知覧町立霜出小学校



県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
都
都
都
都
都
都
都
都
県
県
県
県
市
市
県
県
県
県

森
手
城
城
城
田
城
城
木
馬
馬
葉
葉
葉
葉
玉
玉
玉
玉
京
京
京
京
京
京
京
京
劇
剤
剤
剤
浜
浜
潟
岡
岡
岡

青
岩
宮
宮
宮
秋
茨
茨
栃
群
群
千
千
千
千
埼
埼
埼
埼
東
東
東
東
東
東
東
東
神
神
神
神
横
横
新
静
静
静

八戸市立松館小学校

胆沢郡衣川村立衣川小学校

亘理郡亘理町立高屋小学校

栗原郡栗駒町立鳥矢崎小学校

紫田郡紫田町立東船岡小学校

由利郡鳥海町立笹子小学校

西茨城郡岩間町立岩間第三小学校

鹿島郡鹿島町立豊郷小学校

佐野市立植野小学校

吾妻郡長野原町立応桑小学校

高崎市立六郷小学校

船橋市立若松小学校

市川市立真間小学校

市川市立国分小学校

柏市立十余二小学校

南埼玉郡宮代町立東小学校

浦和市立常盤小学校

越谷市立大袋小学校

大宮市立桜木小学校

世田谷区立三軒茶屋小学校

中央区立常盤小学校

江東区立水神小学校

江東区立扇橋小学校

大田区立清水窪小学校

豊島区立高田小学校

豊島区立目白小学校

北区立滝野川小学校

厚木市立鳶尾小学校

平塚市立港小学校

横須賀市立豊島小学校

横須賀市立走水小学校

横浜市立能見台小学校

横浜市立南台小学校

西蒲原郡分水町立分水小学校

静岡市立城内小学校

静岡市立竜南小学校

静岡市立清沢小学校

市
市
県
県
県
県
県
県
県
府
府
府
府
府
府
府
市
市
県
市
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
市
県

雑
阜
阜
重
川
賀
椥
良
都
都
阪
阪
阪
阪
阪
阪
阪
庫
一
　
山
島
島
島
根
ロ
媛
媛
媛
島
川
岡
岡
岡
岡
岡
本

名
名
岐
岐
三
石
滋
和
奈
京
京
大
大
大
大
大
大
大
兵
神
岡
広
広
広
島
山
愛
愛
愛
徳
香
福
福
福
福
福
熊

全日本よい歯の学校表彰校■

名古屋市立牧野小学校

名古屋市立豊田小学校

瑞浪市立土岐小学校

岐阜市立厚見小学校

久居市立桃園小学校

金沢市立菊川町小学校

八日市市立布引小学校

和歌山市立中之島小学校

吉野郡川上村立川上西小学校

綴喜郡宇治田原町立田原小学校

京都市立六原小学校

大阪府立和泉養護学校

和泉市立南横山小学校

堺市立上神谷小学校

箕面市立萱野北小学校

箕面市立萱野小学校

大阪市立海老江西小学校

大阪市立中津南小学校

姫路市立野里小学校

神戸市立泉台小学校

御津郡建部町立福渡小学校

安芸郡音戸町立早瀬小学校

佐伯郡大柿町立大君小学校

東広島市立小谷小学校

八束郡玉湯町立玉湯小学校

山口大学教育学部附属山口小学校

伊予三島市立豊岡小学校

今治市立桜井小学校

松山市立小野小学校

麻植郡鴨島町立鴨島小学校

香川郡塩江町立安原小学校

北九州市立鳴水小学校

北九州市立祝町小学校

春日市立春日野小学校

大牟田市立川尻小学校

福岡市立赤坂小学校

八代市立昭和小学校
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第33回

全日本よい歯の学校

文部大臣賞受賞校

プロフィール

20／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月

山形県西村山郡大江町立本郷東小学校

〒990－11

　山形県西村山郡大江町大字本郷678番地

　　　　TEL　　O237－62－2821

　　　●校　長寒河江明雄
　　　●学校歯科医　　五十嵐　雄

　本校は明治7年に創立され，今年で120周年を

迎える歴史と伝統のある学校である。

　　　　　　　　　　　　　　あてらざわ
　JR山形駅よりローカル線，左沢線の終着駅

より西へ約2㎞，雄大な朝日連峰，月山を背景

に，最上川の支流布川のほとりに真新しい校舎が

建っている。

　現在，本校では，学校保健目標「自分の身体や

健康に関心を持ち，清潔で健康な生活に取り組め

る児童の育成」をふまえ，5っの点にっいて歯科

保健に工夫・努力している。

　①どこで，どのような歯科保健指導ができるか

　　を見極あ，年間指導計画の中に位置づける。

　　　・教科　特別活動　課程外活動

　②保健室での指導・相談活動

　　　・個に応じた歯科指導

　③日常の学校生活に浸透した指導

　　　・給食後の歯みがき　週1回のフッ素洗

　　　口，朝の会健康観察時の指導

　④児童の活動の場を大切にした実践

　　　・児童会活動の活発化，全校児童の啓発，

　　　食べ物調査，質問ポストの設置と回答

　⑤家庭や地域への啓発

　　　・学校保健委員会での結果を学年の保護者

　　　へ，そして実践へ

　　　・広報活動　歯科医の指導・助言

　そして，昭和55年のDMF2．62（6年4．93）で

あったのが今年度は0．90（6年1．81）まで下がっ

ている。



神奈川県横浜市立千秀小学校

〒244

　横浜市栄区田谷町1832

　　　　TEL　　O45－851－6950

　　　●校　　　長　　安　西　貞　子

　　　●学校歯科医　　永　渕　弥　生

　創立118年の歴史と伝統を持つ本校は，横浜市

の南西部に位置し鎌倉市と隣…接している。

　現在の児童数は278名，12学級である。

　昭和62年「神奈川県よい歯の学校表彰」を受け

たことを契機に，以来歯科保健活動を着実に実践

するよう努力を重ねた。その成果として，平成元

年・2年「神奈川県よい歯の学校表彰」，3年

「神奈川県最もよい歯の学校表彰」，5年「神奈

川県よい歯の最優秀校表彰」などを受けている。

　本校では学校教育目標の具体化のために

　強調目標

　　　　　よく考え自ら学ぶ子

　　　　　明るく思いやりのある子

　　　　　丈夫でがんばりぬく子

を掲げて教育活動を行っている。この目標には，

健康な体づくりを基盤として実践力のある人間性

豊かな児童に育ってほしいとの願いがこめられて

いる。

　学校保健活動はこれらの目標や願いをふまえて

実践されているが，中でも歯科保健活動は，むし

歯予防を核として，個別指導・学級活動・学校行

事・歯科健診・学校保健委員会・職員や児童の保

健委員会などの取り組みを通して，むし歯予防に

っいての基礎的知識や歯みがきの習慣，口腔内の

健康に対する意識の高揚に努めている。

全日本よい歯の学校文部大臣賞受賞校プロフィール■

長野県長野市立鍋屋田小学校

〒380

　長野県長野市大字鶴賀上千歳町1365－2

　TEL
●校

　

男
稔

　18

恒

　←

山
田

ヨト
丸

内

㈱　

長

医

　今年度，本校は創立90周年を迎えた歴史と伝統

のある学校である。長野市の中心地に位置し商店

街に隣接している。校地内に一歩入れば緑豊かな：

自然にかこまれている。　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　学校教育目標は，「心・身・頭ともにすこやか：
好どもを育成する＿ねばり強い子，思し・やりのi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
ある子，美しさを求ある子」と定め，その具現に・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
向けて努力している。　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　本校は，昭和61年度から歯の保健指導に取り組：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
んできている。平成4年度には「むし歯予防推進：
指定校臓会全国大会」を5鞭にeま，県vem　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
推進学校表彰で県代表校になり，また，朝日新聞：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e社主催の全日本健康推進学校表彰で全国優秀校と：

して「すこやか賞」を受賞した。　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　本校の保健指導は，「自ら気づきねばり強く実：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
践するすこやかな子ども」を目標に，健康つく・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
り，体力づくり，心づくりの三視点から研究実践：

している。　　　　　　　　　　　i
　健康づくりでは，歯科保健・性教育・生活のリi

ズムづくりの三雄で働ているが，最も中核とi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
なって日々の実践に取り組んでいるのは歯科保健：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oであり，それを他の分野にも拡大すべく努力して：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eいるところである。自ら意欲を持って実践化をは：
かるために，瞠指導をはじ喉際授業においてi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
展開している。　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
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愛知県常滑市立大野小学校

〒479

　愛知県常滑市大野町10－70

　　　　TEL　　O569－42－1011

　　　●校　長佐藤利光
　　　●学校歯科医　　久　野　　　明

　　　　　　　　　　久　野　昌　士

福井県立福井南養護学校

〒910

　福井県福井市南居町82

　　　　TEL　　O776－36－7631

　　　●校　　　長　　岩　端　幸　雄

　　　●学校歯科医　　山　崎　龍　庵

　現在，歯科保健のテーマを「自分の歯に合った

みがき方ができる子を育てるために」として，歯

の衛生に関する知識を深め，歯みがき習慣の定着と

自ら健康増進に取り組む児童の育成に努あている。

　日常は，給食後の歯みがきタイムに，児童・教

職員ともに歯みがきに励んでいるが，特に工夫・

努力している内容は下記の通りである。

（1）第2学年におけるむし歯予防活動

　①担任にむし歯予防指導

　・むし歯予防の知識習得への支援・歯科衛生士

　　の協力による歯垢の染め出しと歯みがき指導

　　・わが子の染あ出し状況チェック等

　②フッ素塗布（希望者一ほぼ全員）

　③学校歯科医による活動

　・第一大臼歯の歯科健診・歯科相談

（2）児童保健委員会の活動

　・歯みがきカレンダー・歯ブラシ点検・歯みが

　　きタイム強調週間・よい歯の児童表彰等

（3）各学年の学級活動における保健指導

　・学級活動の時間のうち，健康に関する指導や

　　学校給食に関する指導の中で，歯の健康につ

　　いて取り扱う

（4）家庭・地域への啓発

　・学校保健委員会，保健だより，治療のすすめ，

　　個別指導・歯垢染め出し錠を使用した親子歯

　　みがき点検，長期休業中の親子歯みがき等

　この実践の結果，歯みがき習慣が定着してき

て，う歯なし児童の割合15．3％，DMF指数1，75

となるなど，大きな成果を上げている。
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　本校は，福井市の南部に位置し，昭和48年10

月，知的発達に遅れのある児童・生徒を対象とし

た，初めての県立養護学校として設立された。

　学校歯科保健活動は，次のように進められている。

　①基本的生活習慣としての歯みがきを，子ど

　　もたちの生活に根づかせる。

　　・毎給食後，担任による一人ひとりに応じた

　　　歯みがき指導の実施

　　・寄宿舎，家庭での実施

　　・休業中「歯みがきカレンダー」の実施

　②歯に関する知識を持ち，むし歯予防に自発

　　的に取り組み，また，個に応じた歯の磨き方

　　を身にっかせる

　　・全校保健指導で，むし歯予防，歯の磨き方

　　　の指導

　　・体重測定後の保健指導で，カラーテストに

　　　より，一人ひとりに応じた歯の磨き方の指

　　　導，歯ブラシ検査

　　・生徒保健委員会によるポスター作成，寸

　　　劇，むし歯のない児童・生徒の表彰

　　・子どもたちの発達に合わせた教材（ビデオ

　　　など）の作成

　③学校・家庭・寄宿舎が連携し，歯科保健の

　　向上に努める

　　・保健だよりによる啓蒙

　　・学校保健委員会で対策を検討

　歯科保健は，知的発達に遅れのある児童・生徒

にとって，取りかかりやすい活動である。この活

動から，保健活動に広がり，健康・安全指導へと

充実してきている。



富山県富山市立安野屋小学校

〒930

　富山県富山市安野屋町1－1－42

　　　　TEL　　O764－32－4658

　　　●校　　　長　　白　山　明　子

　　　●学校歯科医　　柚　木　邦　夫

　本校は昭和3年に開校し，本年で創立66周年を

迎えた学校である。5月1日現在の児童数252

名，11学級（精薄1・言語1）教職員数21名であ

る。

　理科教育の研究推進の一方，校訓　明るく・［E

しく・強く一の具体化として，心と体の健康教育

にも重点を置き，昭和48年から健康づくりの一環

として，積極的な体力っくり活動やよい歯をっく

る活動，奉仕の活動等をPTAと一体になって取

り組んできた。そのために，教科年間計画や学校

運営計画を改善し児童・教師が一丸となって健康

つくりに挑戦する教育活動を展開した。また，強

い歯を育成するために「フッ素洗［」の導入も

図った。

　その結果，健康に対する児童の一人ひとりの意

識が高まり，自ら進んでスポーツに取り組んだ

り，食後の歯みがきや，清掃美化活動に励んだり

する姿が学内はもちろん家庭においても定着し，

平成3年には富山県準健康推進学校，また，昭和

63年，平成元年及び平成5年には，富山県よい歯

の学校表彰で県1位を受けるなど成果をおさめて

きている。

全日本よい歯の学校文部大臣賞受賞校プロフィール■
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第33回

全日本よい歯の学校表彰

審査を終えて

　本年は全国学校歯科保健研究大会が9月末に開催されるため，「全日本よい歯

の学校表彰」の応募締切も1ヵ月早めて6月末としたため，もしかしたら日程が

苦しくて応募が減るのではないかと心配しておりましたが，加盟団体の選考を経

て全国から88校の応募があり，7月6日に予定通り審査委員会を開催することが

でき，全国の学校をはじめ学校歯科保健関係者の熱心さを改あて痛感し感激すら

覚えたところであります。

●審査の概要

　この審査委員会では入念な書類審査を行いましたが，応募されてきた学校にお

いては，学校保健（安全）計画が策定されているだけでなく，その計画の中に歯

科保健が明確に位置づけられておりました。またDMF歯数も3以下で，高度の

むし歯もきわめて少ない優秀な学校でありましたので，審査委員会全員一致で88

校すべてを「全日本よい歯の学校表彰一として表彰することに決定いたしまし

た。

　次いで最優秀候補校および特別賞の選定に入り，審査委員の持ち点数制による

投票が行われ，5点満点で5点が5校，4点が4校，3点が5校の計14校に絞ら

れました。この14校にっいて再度慎重に審査いたしました結果，5点満点の5校

と4点の4校のうちで審査委員の評価が最も高かった1校の計6校を最優秀候補

校とし，惜しくも最優秀候補校とならなかった残り8校にっいては，全国的に見

ても優秀であり最優秀候補校と比較しても優劣っけ難く，奨励の意味も込めて特

別賞として日本歯科医師会会長賞に決定いたしました。
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第33回全日本よい歯の学校表彰審査を終えて■

全日本よい歯の学校表彰審査委員会

　　　　委員長西連寺　愛　憲

●最優秀校の決定に当たって

　最優秀候補校の6校へは，7月14日，16日，18日，8月29日，9月1日，8日

にそれぞれ数名の審査委員が学校へ伺い，実地審査を行いました。実地審査では

「学校歯科保健の位置づけ」，「学校保健への取り組み」など書類，授業風景から

学校全体にっいて詳しく見せていただき，また学校関係者や保護者の学校歯科保

健に対する意識を拝聴するなどの審査を行いました。最優秀候補校においては，

歯科保健指導の内容が児童の実態に応じて年々改訂され，充実してきており，児

童も自ら意欲を持って歯の健康増進に取り組み，自らの健康を自分で守るという

自律的管理が定着しておりました。

　その後，9月9日にそれぞれの実地審査の結果を持って最終審査委員会を行

い，この6校すべてを最優秀校に決定したうえ文部省に推薦，「文部大臣賞」と

して本日に至った次第であります。
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　●テーマ●

人生みな恩人

漫画家

富　永　一・朗

●略　歴

　大正14年京都市生まれ。

　母の里会津田島で育ち，父の里大分県佐伯市で小学校，中学校

（現　佐伯鶴城高）を終えた後，昭和18年台湾に渡り，昭和20年台

南師範学校を卒業。

　郷里佐伯で4年間の教職を経て昭和26年に上京，現在に至る。

　漫画集「一朗忍者考」にて，昭和61年には第15回日本漫画家協会

賞“大賞”を受賞。

　平成4年紫綬褒章を受賞。

　平成6年4月，富山県利賀村に「富永一朗とが漫画館」をオープ

ン。
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シンポジウム■



●シンポジウム

5Y

●発表要旨

シンポジウムを進めるに当たって

座長／日本大学松戸歯学部教授 森　本 基

　第58回全国学校歯科保健研究大会が，富山市に

おいて，r学校歯科保健の包括化』　発達段階に

即した学校保健活動の生活化達成をめざして一を

主題として開催されることとなった。

　このシンポジウムは本大会全体の構成の中核と

なるシンポジウムであり，本大会全体を把握する

ために極めて重要な位置にある。そこで，本大会

の経緯とシンポジウムの意義にっいて若干の解説

をしておくこととする。

　1　「全国学校歯科医大会」から

　　「全国学校歯科保健研究大会」へ

　本研究大会は，昭和6年（1931）に学校歯科医

としての身分が文部省によって明確に位置づけら

れたことから，同年の4月には，第1回の「全国

学校歯科医大会」が帝国学校衛生会と東京市学校

歯科医会の共催で開催された。その後，第2次大

戦の戦中および戦後の一時期には残念ながら中断

をしなければならない時代もあったが，多くの先

達の決断と継続への努力によって，今回をもっ

て，58回目という学校保健の領域にあっては他に

類例をみない長い伝統と歴史をもって大会が開催

されることとなった。

　本大会も，昭和49年（1974）には，「全国学校

歯科保健研究大会」と名称が改められ，大会参加
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者が学校歯科医だけでなく学校長，教頭，養護教

諭，学級担任など学校関係者をはじめ教育委員会

の学校歯科保健担当者も含あて参加することとな

り，大会が名実ともに拡大と内容の充実が図られ

ることとなり，学校歯科保健管理から学校歯科保

健教育の領域へも内容を広あることとなり，大会

の活性化がいっそう強力に図られることとなっ

た。

　昭和50年（1975）からは，昭和46年（1971）の

大会の主題であった「保健指導と保健管理の調

和」をメインテーマとすることと決定して，毎年

サブテーマを決めて，この実現をめざして努力し

てきた。この進あ方は昭和61年（1986）まで12年

間にわたって継続された。

　昭和56年（1981）の大会では「全国学校歯科保

健研究大会」と大会名に「研究」の2字が加えら

れることとなり，学校における研究活動にっいて

の成果の発表にも力が注がれることとなり，ます

ます，大会の内容も充実して，意義ある大会とし

て画期的な進展をみることとなった。

　その上，昭和53年3月には，文部省はr小学校

　歯の保健指導の手引き』を出し，小学校におい

て歯の保健指導を積極的に進あることとして，そ

の普及と内容の充実を図るため，文部省は同昭和

53年度から「むし歯予防推進指定校」としての研

究活動を全国的に展開することとなった。小学校



での学級活動を中心として歯科保健指導の実践研

究がダイナミックに展開されることとなり，今日

なおこの研究活動は継続されている。これらの研

究の成果については，ここでは記さないが驚くべ

き進歩を示したことだけは確かである。

　2　「保健指導と保健管理の調和」

　　から「学校歯科保健の包括化」へ

　「保健指導と保健管理の調和」を主題として取

り上げた時代は，学習指導要領に新しく特別活動

の内容として「保健指導」が位置付けられ，授業

としての保健指導が強力に進められようとした時

代であった。

　この時代は，わが国の戦後の経済の高度成長も

かなり進み，安定期に入ってきた時代でもあっ

た。価値観は多様化し，核家族化し，情報化や都

市化が非常に進んだ時期とも言うことのできる時

代であった。

　学校歯科保健の立場からは，口の中の汚れはひ

どく，むし歯は多発して，そのむし歯は，高度に

進み，手の打ちようも無かった時代でもあった。

日本学校歯科医会では「むし歯半減運動」を全国

的に積極的に進あてはみるものの，むし歯はます

ます増加してくるという時代であった。戦後は終

わったと言われた時代で経済的にも安定したわが

国にあって，甘味についても，代用甘味料の全盛

から，全てを砂糖の使用にと変換された時代であ

り「全糖」という表示が流行した時代であった。

むし歯の増加が，ますます進むこととなった。

　このような時代背景の中で，児童・生徒のう蝕

有病率はどんどん上昇を続け，学校においては，

もちろん，家庭にあっても，なんとか刷掃指導を

軸に歯科保健対策と取り組まなければならない状

況下にあった。

　このような状況下にあってのことか学校での保

健活動の重点目標にむし歯予防を取り上げる学校

も少なくなく，刷掃指導を軸とした歯科保健活動

　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム■

を積極的に取り上げる小学校が多くなってきて，

年毎に，その内容も高度となり，成果も認められ

るようになってきた。この頃になると，ただ，歯

科保健の向上ということだけでなく，児童の日常

生活にも変化が見られるようになり，学習態度に

も変化が起こり，教育的効果の大きいことも実践

活動を通じて証明されるようになってきた。

　ここに進められてきた学級における歯科保健指

導の実践とその充実は大きく学校を変えることと

なり，歯科保健における一指導と管理の調和、に

関する実践的研究は飛躍的に改善することとなっ

た。そして新しく歯科保健と取り組む学校に対し

ても勇気と活力を与えることとなった。

　その上，この活動が，ただ，学校における活動

に止まるだけではなく，小学校での活動が，幼稚

園から小学校へ，小学校から中学，高等学校へと

活動の一貫性が求められるようになり，また，こ

の活動の展開が，学校・家庭・地域との連携に

よって，より強く，確実に進あられることとなっ

た。このことは日本学校保健会による「むし歯予

防啓発推進事業」によって強く支えられている。

　ここに，本大会の主題としてきた「指導と管理

の調和」が初期の目標に達したとして総括し，昭

和62年（1987）に開催された第51回大会からメイ

ンテーマを「学校歯科保健の包括化一として，毎

年サブテーマを示して大会が開催されてきてい

る。

　3　「発達段階に即した学校歯科

　　保健指導」をサブテーマとして

　第51回大会より第55回大会までのメインテーマ

として，「学校歯科保健の包括化．が取り上げら

れ，「発達段階に即した学校歯科保健指導…」を

どのように進めるかを具体的に毎年のサブテーマ

を付して開催されてきた。毎年の大会がサブテー

マで取り上げた内容を具体的にどのように展開す

るかを，まず，大会「シンポジウム」で全体問題
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として討議して，それぞれの内容を具体的に「領

域別協議会」，すなわち，幼稚園・保育所部会，

小学校部会，中学校部会，高等学校部会に受け継

ぎ，一貫した課題研究として研究協議が進められ

てきている。毎年，毎年の研究協議の成果を眺あ

てみると，その内容の進歩と充実を着々と進めて

きていることは確実である。

　5回の大会を経て，日本学校歯科医会では大会

のメインテーマの「包括化」を始め大会の在り方

について検討した。その結果，年年の成果の向上

は極めて大きいものがあったが，未だ十分には初

期の目的を達成してはいないとの判断から，あと

5ヵ年間はメインテーマとしての　包括化一を継

続して初期の目的達成に向けて努力することを決

定し，鋭意努力が続けられてきている。

　健康についての考え方，取り組み方は時代とと

もに変化してくる。特に，従来の健康管理と言わ

れた領域であっても常に疾病を前提として組み立

てられており，疾病を軸として考えられてきた。

しかし，今日に至って，地域における歯科保健の

取り組みが疾病志向から健康を軸とした健康志向

に変わってきた。歯科保健の取り組みも，展開も

健康を基礎とした，歯・口腔の機能を基本とした

問題を中心として，その機能のiE常発育をめざし

た方向がとられるようになってきた。日本学校歯

科医会においても口腔機能を検討する委員会もも

たれており，日本学校保健会においても日腔機能

発達を研究する委員会がもたれるような時代とな

り，従来の歯・口腔の疾病を中心としたものから

人の健康，歯・［腔の健康，っまり，人の歯や口

腔の機能を重視したものの考え方が般化してき

ている。そこで，本大会においても全体シンポジ

ウムとは直接かかわりのある領域ではないが，昨

年から口腔機能の健全な育成をあざした一口腔機

能部会　がもたれるようになった。全国学校歯科

保健研究大会の将来の方向性を示す重要な部門で

あるので是非参加され，学校歯科保健の新しい考

えを十分に堪能してもらえれば有り難いと考えて

いる。
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●シンポジウム

○
●発表要旨

学校歯科保健指導の目標と
学習内容の関連について

日本体育大学教授吉田螢一・郎

　本シンポジウムは，「発達段階に即した歯科保

健指導の生活化達成をめざして」をテーマに，4

っの課題が設定されている。演者はそのうちの

「1．学校歯科保健指導の目標と学習内容の関

連　について提言しようとするものである。

　1　教育における目標の意味

　学校においては，どのような教育活動を行う場

合でも，何らかの目標を設定し，その達成を目指

している。しかし，実際にはその目標の意味や目

標そのものが明確でなかったりする場合がないと

はいえない。

　そこで，改めて教育における目標の意味に目を

向けて見ると［教育という行為ないし実践におい

て，教育する側が教育される者の中に実現しよう

とする価値D」としてとらえられている。そし

て，このような教育的に見て望ましいと思われる

価値としての目標は，教育実践を方向づけ，教育

の内容や方法を選択させ，また，その成果を評価

する時の基準として機能するものでなければなら

ないのである。

　2　学校における歯科保健指導の
　　目標

　このことにっいては，「小学校　歯の保健指導

の手引き（改訂版澆（文部省　平成4年2月）2’

に次のように述べられている。

（1）歯・口腔の発育や疾病・異常など，自分の

　歯や口の健康状態を理解させ，それらの健康

　を保持増進できる態度や習慣を身に付ける。

（2）むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯のみ

　がき方や望ましい食生活などを理解し，歯や

　口の健康を保っのに必要な態度や習慣を身に

　付ける。

　この目標は，小学校の6ヵ年間で達成すべき目

標であるから，かなり長期的で小学校における歯

科保健指導の方向を示した「方向目標」といえる

ものである。

　また，指導内容のところで次のような目標が述

べられている。

（1）自分の歯や口の健康状態の理解

　　歯・口腔の健康診断に主体的に参加し，自

分の歯や口の健康状態について知り，健康の

保持増進に必要な事柄を実践できるようにす
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壷
●歯・口腔の健康診断とその受け方

●歯・口腔の病気や異常の有無と程度

●歯・口腔の健康診断の後にしなければなら

ないこと。

②　むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯のみ

がき方や食生活

①　歯や口を清潔にする方法について知り，

常に清潔に保つことができるようにする。

●歯のみがき方とうがいの仕方

②　むし歯や歯肉の病気の予防さらに歯の

健康に必要な食べ物にっいて知り，歯の健

康に適した食生活ができるようになる。

●むし歯や歯肉の病気の原因

●咀噌と歯の健康

●歯の健康に必要な食生活

●間食のとり方，選び方

　これらの指導内容も，6ヵ年間を通じてのもの

であるが，それぞれの領域ごとに目標も述べられ

ている（一の部分）。このような指導内容に述べ

られている目標は，教師が学習者に働きかける意

図や内容を表した「指導目標．といえるものであ

り，かなり長期的な目標といえる。

　3　発達段階に即した歯みがきの
　　到達目標

　「小学校　歯の保健指導の手引き』（改訂版）

では，「発達段階に即した歯みがきの到達目標」

を例示している（33ページ　別掲参照）。

　すなわち，小学校第1学年では「第一大臼歯の

かみ合わせ面がきれいにみがける」（ぶくぶくう

がいが上手にできる。歯垢の染め出し，観察がで

きる）といったように，どの歯のどの歯面を磨く

のかを，学習者の立場に立って明らかにしてい

る。つまり，学習者が学習によって最終的にどの

ような事柄を身にっければよいかを行動的な言葉
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で表現していることから「行動目標（目標行動）一

（behavioral　objective）といえるものである。

　このような方向目標や指導目標は，長期的で，

しかも包括的・抽象的であるのに対し，行動目標

・ 目標行動は短期的で，しかも具体性があり，学

習によってどのような行動形成が図られればよい

かが明確化されている。

　したがって，このように到達目標が行動目標の

形で明文化されていると，それが実は学習内容に

なっていくことになり，成果の評価目標にもなっ

ていくことになるのである。

4　歯科保健指導の行動目標の設
　定　生活化達成からの要請

（1）学校における歯科保健指導は，保健指導

　（health　guidance）の一環として，特別活

　動の学級活動やホームルーム活動を中心に行

　われるものである。とすれば，「ガイダンス

　とは，選択や適応をしたり，問題を解決する

　ときに，人が人に与える援助である。ガイダ

　ンスとは，受ける人が自己に責任をもっ独立

　心と能力を養うことを目指すものである。3と

　という学校における保健指導の本質に立って

　行われるものでなければならない。

（2）学校における保健指導においては，児童生

　徒が現在当面しているか，ごく近い将来当面

　するであろう健康の問題がn学習内容　にな

　ることから，児童生徒の発達段階における歯

　科から見た問題（学習要求）に即して行動目

　標の形で具体的に設定される必要がある。

（3）行動目標とは，目標になる行動ということ

　であり，一’・一・ができる」一…が分かる一と

　いった行動の言葉で明確に表したもので，

　「学習者が学習の最終点において表現できる

　ようになってほしい行動4）」のことである。

　言ってみれば，学習によって身につけてほし

　い目標のことをいうものである。その場合，
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〈発達段階に即した歯みがきの到達目標〉

学年 平均的萌出部位 歯みがきの到達臼標 疾患の欝徴

第一大臼歯のかみ合わせ面がき

れいにみがける。

小学校 6　　　　　　　　　　　6 （ぶくぶくうがいが上手にでき

1学年 6　　　21　12　　　6 る）
第一大臼歯のむし歯

（歯垢の染あ出し，観察ができ
る）

前歯の外側がきれいにみがけ
る。

6　　　　1　1　　　　6
2学年

6　　　21　12　　　6
（歯みがきの基本，歯ブラシの毛 〃

先の使い方がわかる）

前歯の内側がきれいにみがけ
る。

6　　　21　12　　　6
3学年

6　　　21　12　　　6
（合せ鏡で歯の内側が観察がで 〃

きる）

小臼歯がきれいにみがける。

6　　　4　　　2　1　　　1　2　　　4　　　6
（上下，外内，かみ合わせ面に 上の前歯のむし歯

4学年
6　　　4　3　2　1　　　1　2　3　4　　　6

歯ブラシの毛先が届く） 不正咬合の顕在化

歯肉炎

第一，第二大臼歯がきれいにみ
がける。

6　5　4　3　2　1　　　1　2　3　4　5　6
（上下，外内，かみ合わせ面に 上の前歯のむし歯

5学年
7　6　5　4　3　2　1　　　1　2　3　4　5　6　7

歯ブラシの毛先が届く）

犬歯がきれいにみがける。

第二大臼歯のむし歯

歯肉炎

歯みがきで歯肉炎が改善でき
る。

すべての歯をきれいにみがくこ

7　6　5　4　3　2　1　　　1　2　3　4　5　6　7
とができる。

第二大臼歯のむし歯
6学年

7　6　5　4　3　2　1　　　1　2　3　4　5　6　7
歯みがきで歯肉炎が改善でき
る。

歯肉炎

中学校

高校
〃 〃

永久歯のむし歯

歯肉炎

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／33



小林一也らは次のような5っの条件を満たす

ことが必要であるとしている。

①学習者を主体として表現する。

②だれにも観察可能な行動の言葉で表現

　する。

③容易に評価が導き出せるように表現す

　る。

④学習内容のレベル（くわしさ，深さ）

　を明示するように表現する。

⑤学習方法，手段も示すように表現す

　る。

（注）別掲4）学校教育目標　P192より引用

（4）行動目標を設定する場合の手がかりは，当

　然のことながら指導目標とかかわって示され

　ている「指導内容」である。

①「自分の歯や口の状態」「歯のっくりと働

　き」「歯や歯肉の病気」「歯のみがき左「食

　生活とそしゃく」といった観点から発達毅階

　ごとに問題の所在を浮き彫りにする。

②学校歯科医から，発達段階における歯・口

　　腔の発育や疾病異常の特徴や課題を，定期健

　　康診断の結果などから提示してもらうように

　　する。

③児童生徒の意識や行動の実態から解決を図

　　るべき問題を発達段階別に明らかにする。

　④解決を図るべき問題に即して，学習指導に

　　よって身につけてほしい目標を設定する。

　このようにして設定された「行動目標」が「学

習内容」になっていくのである。

〈引用文献＞

1）　山村賢明：教育目標　教育学大辞典第2巻pp

261～262，第一法規，1978．

2）　文部省：小学校歯の保健指導の手引き（改訂版），

東山書房，平成4年2月．

3）　A．J．　Jones（井坂行男訳）：Principles　of　Gui－

dance（生活指導の原理）P17，文教書院1968．

4）　小林一也他編：学校教育目標（現代学校教育全集

第3巻）P190，ぎょうせい，昭和57年．

5）　吉田・西連寺編：歯の保健指導の授業と展開，

pp19～20，ぎょうせい，平成元年．

養
4
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●シンポジウム

②
●発表要旨

学校における

歯科保健指導計画の作成と指導の重点

文部省体育局学校健康教育課教科調査官 戸　田　芳　雄

　1　はじめに

　児童生徒の健康教育の重要性から，学習指導要

領の総則において，健康・安全を含む体育に関す

る指導は，①学校教育活動全体を通じて適切に行

い，②生涯を通じて健康で安全な生活を送るため

の基礎が培われるよう配慮しなければならないと

している。

　そのためには，各学校の歯科保健を含あた健康

教育を教育課程に適切に位置づけ，意図的，計画

的に実践し，家庭や地域との連携を図りながら効

果的に推進しなければならない。

　また，学級活動・ホームルーム活動や学校行事

での計画的な指導のたあには，必要な指導時数の

確保が必要であり，学校週5日制の実施に伴う教

科，特別活動等の見直しや精選が求められている

現状でもあり，一層保健指導計画の作成・確立が

求められている。

　2　学校における歯の保健指導計
　　画

1．全体計画

　学校歯科保健活動の推進充実を図るためには，

関連教科，特別活動での学習及び活動時間を確保

しなければならない。

　したがって，学校教育目標の具体化の視点を踏

まえ，学校歯科保健に関する全体計画を作成し，

教職員の共通理解を図る必要がある。

　その際学校における歯の保健指導は，教育活

動全体を通じて行われることとなるので，相互の

関連を十分に図り，指導の効果を高めることがで

きるよう年間を通じて，対象，目標や内容，指導

者等を明確にしておくことが必要となってくる。

　全体計画作成上必要な事項で，主なものは次の

とおりである。

　①教育目標の具体化の視点から歯科保健指導

　　を通じて目指す子ども像を明らかにする。

　②教育活動のどの場面・機会で歯の保健指導

　　に当たるかを明らかにする。

　③学級活動・ホームルーム活動で取り扱う時

　　間数と目標・内容を明らかにする。

　　・弾力的な運用等による短い時間の指導を含

　　　む。

　④　学校行事または学校裁量等の時間で行う指

　　導時間数及び目標・内容を明らかにする。

　　・健康診断を含む。

　⑤　日課に歯みがきの時間を位置付けるなど日

　　常の指導を計画する。

　⑥学校歯科医が行う健康相談及び養護教諭が

　　行う個別指導を計画する。

　⑦児童・生徒会活動における歯科保健活動を
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　位置づける。

⑧学校保健委員会などの組織活動や教職員，

　保護者等の研修を位置づける。

⑨広報活動の計画をする。

⑩洗口場歯ブラシ等の管理や整備。

　このような内容にっいて，十分に検討し，歯・

口の衛生週間，校内外の関連行事などとの関連を

図り，限られた時間で効率的，かつ効果的に実施

できるよう工夫して計画を作成する。表1を参考

にされたい。

表1　歯の保健指導の全体計画例（小学校）

項　　目 内　　　　　容 位置づサ 、時　　期

おく歯（第1大臼歯）のみがき方
1　年

おやっをじょうずにたべよう

前歯をきれいにみがこう
2　　年

よくかんでたべよう

新しくはえた歯をだいじにしよう
3　　年

おやつのとり方をくふうしよう

歯
の
健
康
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る

みがき残しのないみがき方を考えよう
学　級　活　動

6　　　　月

12　　　　月
4　年

むし歯の進み方を知ろう

健康な歯肉をつくろう

5　年
体の成長と歯の発育について知ろう

大切な奥歯を正しくみがこう

6　年
歯の健康によい食べ物について考えよう

健　　康　　診　　断
●むし歯の発見　●口腔内の病気の発見
●個別指導者の抽出

学校　行　事
4月　（定期）
12月　（随時）

歯垢染め出し検査
●歯の汚れやすいところ

●歯みがきの状況の確認
学　級　活　動 6　　　　月

歯ブラ　シ点検
●使えなくなった歯ブラシ
●歯ブラシの扱い方

日　　常　　指　　導

歯ブラシ保管庫の管理 ●保管庫の消毒 児童会活動 毎　　　　　月

給食後の歯みがき
●手洗い→残さず食べる→きれいにみが
　く，を一連の行動として習慣づける

日　　常　　指　　導

きゅうしょく歯みがき

カ　レ　ン　ダ　ー
●給食を残さず食べる

●歯みがきの習慣化 児童会活動 学　期　1　回

施設設備の管理
●水道の使い方

●石けんの使い方
日　　常　　指　　導

広　　報　　啓　　発
●保健だより　　●よい歯の表彰
●ポスター

広　報　活　動 年間を通して

歯の衛生週間行事
●学校歯科医の講話
●全校集会（劇，クイズ，放送）

学　校　行　事

児童会活動
6　　　　月

職　　員　　研　　修 ●歯のみがき方 研　　　　修 随　　　　時

家庭との連携
●保健だより　　●講演会
●親子カラーテスト 随　　　　時

個　別　の　指　導 ●個々の問題の解決
健　康　相　談
（保　　　健） 随　　　　時

（注）東京都千代田区立神田小学校長　森　正康による。
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表2　歯の保健指導に関する学級活動年間計画例
青森市立筒井南小学校

歯の保健指導 月 1　年 2　年 3　年 4　奪 5　年 6　隼
　食後かならず，

歯をみがこう

4 （S）給食後，楽し

　く歯をみがこう

（S）食べたらみが

　こう

⑧歯ブラシの働
　きと持ち方

（S）歯のみがき方

　の順序を知ろう
⑧順序よく歯を
　みがこう

（S＞どんなハブラ

　シがいいのかな

　自分の歯につい
て知ろう

5 （S）わたしの歯は，

　だいじょうぶか
　な

（S）むし歯は，ど

こにあるのかな

⑧　自分の歯を知
ろう

（S）自分の歯を知

ろう

（S）自分の歯のよ

うすを知ろう

⑧　自分の歯のよ

うすを知ろう

ていねいな歯の
みがき方を知ろう

6 （D歯の王様6歳
　臼歯をみがこう

●6歳臼歯がむし

歯になりやすいわ

けを紙芝居を通し

て知り，みがき残

しをしないみがき

方をみっけること
ができる。

（Dみがき方発見

●自分の前歯をよ

く観察することに

よってその特徴に

きづき，奥歯の形

にあったみがき方

をすることができ
る。

（D　自分にあった

　みがき方をしよ

　う

●みがき残しやす

いところを確かめ

順序よくすみずみ

まできれいにみが
く方法を話し合う

ことにより，自分

にあったみがき方
ができる。

（D歯をていねい
　にみがこう

●染めだしをして

磨き残しやすい部

分を知ることに
よって自分にあっ

たみがき方でてい

ねいにみがくこと

ができる。

（D歯みがき名人
　になろう

●歯のみがき方に

ついて，グループ

で話し合う活動を

通して，自分の歯

や歯ぐきにあった

正しい方法がわか

り，実践すること

ができる。

（D歯みがきの達
　人になろう

●歯のみがき方に

ついて問題点を話

し合う活動を通し

自分の歯や歯ぐき

にあった方法で工

夫してみがくこと

ができる。

早くむし歯を治
療しよう 7

8

（S）家ではどうや

　って歯みがきを

　しているのかな

（S）家ではどうや

　って歯みがきを

　しているのかな

⑧一学期の歯み
　がきをふりかえ

　ろう

（S）一学期の歯み

　がきをふりかえ

　ろう

⑧早くむし歯を
　治療しよう

（S｝早くむし歯を

　治療しよう

おやつの取り方
を考えよう

9 （Dおやつをじょ
　うずに食べよう

●むし歯のもとに

なるミュータンス

の存在を知ること

によっておやっの

とり方を工夫する

ことができる。

㊨　どんなおやっ

　がいいのかな

●おやつの献立作

りを通してむし歯

になりやすいおや

つにきづき，おや

っのとり方を工夫

することができ
る。

㊨　おやつのじょ

　うずなとり方を

　考えよう

●むし歯の原因を

考えることを通し

て，おやつの上手

なとり方を工夫す

ることができる。

（D　おやつのじよ

　うずなとり方を

　考えよう

●自分の食べてい

るおやつに含まれ

ている砂糖の量を

調べることによっ

て，むし歯になら

ないようなじょう

ずなおやっのとり

方を考え実践する

ことができる。

（Dおやっとむし
　歯について考え

　よう

●おやっとむし歯

の関係について話

し合う活動を通し

て，上手なおやっ

のとり方について

考え，実践するこ
とができる。

（D　おやっとむし

　歯について考え

　よう

●炭酸飲料等には

砂糖が多く含まれ

ていることを知
り，むし歯になら

ない生活の仕方を

考え実践すること
ができる。

　むし歯，歯周病
の予防について考
えよう

10 （Dどの歯もピッ
　カピカ

●カラーテスター

を使ってみがき残

しのあるところを

みっけ，汚れがと

れるまでみがくこ
とができる。

（D　どうしてむし

　歯になるのかな

●むし歯のできる

わけを知り，むし

歯を予防する方法

を話し合うことを

通して歯みがきの

めあてをもっこと

ができる。

（Dむし歯を早く
　なおそう

●むし歯の進み方

とその害にっいて

調べる活動を通し

て，進んでむし歯

の治療を受ける態

度を身にっけるこ
とができる。

（D歯の健康につ
　とめよう

●じぶんの歯や口

の中の様子をしる

ことによって，む

し歯の進み方や歯

周病にっいて知り

それらの予防に努

めることができ
る。

（D君の歯ぐきは
　だいじょうぶか

　な

●歯肉炎の予防に

ついて話し合うこ

とを通して，よい

歯ブラシでていね

いに磨くと歯肉炎

をふせげることが

わかり，自分の歯

みがきのめあてを

もつことができ
る。

（D12歳臼歯を守
　ろう

●12歳臼歯につい

て調べ，その大切

さを話し合う活動

を通して，奥歯の

みがき方を工夫
し，実践すること

ができる。

むし歯になるわ
けを考えよう

1
1
（S｝むし歯はこわ

　いそ

（S）むし歯はどん

　なふうになるの

　かな

（S）むし歯のでき

　るわけ

（S＞むし歯の進み

　方と歯肉炎

（S）歯や歯肉の病

気と予防

（S｝むし歯のひき

　おこす病気

冬休み歯みがき
をがんばろう

12

1

（S）家ではどうや

　って歯みがきを

　しているのかな

（S｝冬休みのめあ

　てをつくろう

⑧冬休みの歯み
　がきを考えよう

（S｝冬休みの歯み

　がきを考えよう

（S＞二学期の歯み

　がきをふりかえ

　ろう

（S）二学期の歯み

　がきをふりかえ

　ろう

歯によい食べ物

や，食べ方を知ろ
う

2 （D好ききらいし
　ないでなんでも
食べよう

●食品を3っの栄
養群に分ける活動

を通しながら，丈

夫な歯や体をっく

るためには，好き

きらいなく何でも

食べることの大切

さに気づくことが
できる。

（Dよくかんでき
　れいな歯ならび

　にしよう

●歯ならびのよい

人と悪い人を比べ

てよい歯ならびに

するために進んで

歯ごたえのある食

品をとったり，よ

くかもうという意

欲をもっことがで
きる。

（D　よくかんでお

　いしく食べよう

●するめを何回も

かむことを通して

かめばかむほどお
いしく感じられ，

よくかんで食べる

ことは，歯や体に

良いということを

理解することがで
きる。

㊨歯を丈夫にす
　る食べ物を知ろ

　う

●歯によい食べ物

とむし歯になりや

すい食べ物がある

ことを知ることに

よって，好き嫌い

なく，食べること
ができる。

（D　よくかんで食

　べよう

●歯並びと食べ物

の関係を話し合う

活動を通して，歯

やあごを丈夫にす

る食べ物や食べ方

をしり，実践する

ことができる。

（D健康な歯や，

　体を作る食事を

　とろう

●基礎食品群をも

とに，自分の食事

をふりかえること

を通して，健康を

保っためにバラン

スの取れた食生活

を考えることがで
きる。

一年間の歯の健
康について反省を
しよう

3 （S）歯みがきの反

　省をしよう

（S｝歯みがきの反

省をしよう

（S｝一年間の歯み

　がきの反省をし

　よう

（S）一年間の歯み

　がきの反省をし

　よう

（S）一年間の歯の

　健康にっいて反
省をしよう

（S）六年間の歯の

　健康について反
　省しよう

（S＞…20分程度の短い時間　（L）…1単位時間
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2．年間指導計画

　1で述べた全体計画を，年間計画に具現化した

ものが歯の保健指導年間計画である。

　全体計画に盛り込んだ内容について，「時期」

「機会・場」などを考慮しながら，内容によって

は，毎日継続して，また，重点的に取り扱うなど

の工夫が必要である。

　さらに，マンネリを防ぐ意味合いを含めて「鈷

（なた）」と「剃刀（かみそり）」をっかい分ける

ことも配慮した計画を作成したい。

　その際学校保健計画に含んだ形で概要を示

し，さらに，学級活動・ホームルーム活動等の個

別の計画を作成することなどが考えられる。

　次に，学級活動の年間計画例（小学校）を示

す。（表2）

3．実施計画例

　学校行事及び学級活動単位時間指導計画等年間

指導計画をより具体的にした，指導の細案ともい

うべき計画である。以下に一例を示す。（表3）

表3　歯の衛生週間の実施計画例

項目 内 容
4
（
火
）

5
（
水
）

6
（
木
）

7
（
金
）

8
〈
土
）

鐙
（月）
活勤の場と
位置づけ

●おとなの歯を ●自分のおとなの歯のようす・

1年
きれいにみが
こう

●前歯や6歳臼歯を大切にす
　るわけ

●前歯や6歳臼歯のみがき方
歯 ●おやつと歯み ●おやっに含まれる砂糖の量

の
2年

がき ●おやっのじょうずなとり方●おやっを食べたあとの歯み

がき

●みがき残しの ●みがき残したところ
保 3年 ない歯みがき ●みがき残しの原因●これからの歯みがき

週間内に各学級で時間を設けて
学級活動

健 ●むし歯と歯み ●自分の歯の様子
指導する

4年 がき ●むし歯の進み方と症状
●きれいにみがこう

指
●歯肉炎と歯み ●歯を失う原因

5年 がき ●歯肉炎の進み方
導 ●歯みがきのポイント

●じょうぶな歯 ●健康は歯と食べもの

6年
をっくるため
の食べものと

●よくかむこと
●みがき残しのない歯みがき

歯みがき ノ

講
話
●よくかむことと健康つく り（学校歯科医） ○ 学校行事

象 ●かめよ，かめ，かめ二亀の子（児童保健委員会） ○ 児童集会
置
歯
み
が

●全校一斉の染め出し検査●歯みがき実技教室

（該当児童） ○

○
○ ○

給　食　後

き ●親子歯みがき教室 ○ PTAとの共催

広活 ●保健だより ○

報動 ●歯の健康ポスター ○

そ ●歯の健康相談（学校歯科医） ○ ○

の ●校内放送
他 ●よい歯の表彰 0
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●シンポジウム

③

進んでよい歯をつくる宮川っ子をめざして

富山県中新川郡上市町立宮川小学校長廣田 功

　1　はじめに

　豊かな心でたくましく生きる子供を育てるに

は，まずは健康で，生涯を通して積極的に自分の

健康づくりに取り組める基礎を身にっけることが

重要視されている。

　食生活が豊かになり，医学の発達が目覚ましい

今日だが，児童生徒の健康状態には，深刻な問題

もあり，中でも歯の健康にかかわる問題が学校保

健の重要な課題となっている。

　本校では，平成5・6年度文部省「むし歯予防

推進校」の指定を受けた。これを機に，生涯にわ

たる健康生活の基礎づくりの立場で，歯の大切さ

を理解し，正しい歯みがきの習慣を身にっけ，進

んで健康の保持増進に向けて実践する子供の育成

をあざして，学校・地域をあげてささやかな研究

を進めている。

　2　本校の概要

　富山市の東部，東に立山連峰の霊峰剣岳を仰

ぎ，不動明王魔崖仏の大岩山日石寺や穴の谷霊水

で知られる上市町，その近郊の農村地帯にあっ

て，児童数276名・11学級の中規模校である。

　十数年前に体力づくり推進校として，健康優良

学校の全国表彰を受賞した経緯もあり，今回の研

究推進にも地域の関心が深く協力的である。

3　本校の歯の保健指導の全体計
　　画

1．指導目標及び指導内容

①歯・口腔の発育や異常など，自分の歯や口

　の健康状態を理解させ，それらの健康を保持

　増進できる態度や習慣を身に付ける。

　　歯・口腔の健康診断に主体的に参加し，自

　分の歯や口の健康状態にっいて知り，健康の

　保持増進に必要な事柄を実践できるようにな

　　る。

②むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯のみ

　がき方や望ましい食生活などを理解し，歯や

　　口の健康を保つのに必要な態度や習慣を身に

　　付ける。

　　歯や口を清潔にする方法にっいて知り，常

　　に清潔に保っことができる。

　　　むし歯や歯肉の病気予防，さらに歯の健康

　　に必要な食べ物について知り，歯の健康に適

　　した食生活ができるようになる。

2．歯やロの保健指導の全体構想

3．むし歯予防推進の研究構想

4．歯の保健指導要素表
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5．研究内容

①意欲を高める支援と資料・教材の工夫

　　●歯に関する実態調査と問題把握

　　●発達段階に応じた系統・発展的指導

　　●教材・教具の作成と効果的な活用

　　●指導案と実践記録の累積

②主体的に取り組む児童活動・学校行事

　　●意識を高あ，自主的に活動する児童会・委

　　　員会・係活動

　　●役割を持って工夫する集会活動

③習慣化と実践化にっながる日常活動

　　●給食後の歯みがき指導

　　●歯の健康カードの活用

④家庭・地域社会との効果的な連携

●学校保健委員会

●学習参観，講演会

●広報活動

●治療カード，歯の健康カード

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　o　●　●　●　o　o　●　●　●　9　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　0

　4　実践活動
・　●　・　・　●　o　●　●　o　●　●　■　●　●　●　●　●　●　■　●　o　o　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　o

医麺］第2学年学級活動（保健指導）

主題名レ

ねらいレ

ピカピカ前歯をつくろう

●前歯の汚れに気がついて，自分に

合ったみがき方でみがこうという

意識を持っ。

●自分の見つけたことを絵や言葉で

表わすことができる。

表1

学　　習　　活　　動 1獅の髄かけ 資　　料

ピ　カ　ピ　カ　前　歯　を　っ く　ろ　う

1　前歯の健康観察をしよう。 ●　見付けたことを自分 前歯のプリント

①　口歯鏡を使って の前歯のプリントに書
問 ●　きれいだな。 くように言う。

題 ●　おや，みがき残しがあるよ。 絵や言葉で書き表し 口歯鏡

●　歯の裏がちょっと汚いな。 てよいと知らせる。
の
②　染め出し剤を使って上下4本の前歯を ●　②の活動前に①の結 綿棒

意 染めてから鏡を使って 果を先に位置付けるこ 染め出し剤

識 ●　歯と歯の間が真っ赤になったよ。 とで②と比較できるよ タオル

化
●　歯と歯ぐきの境目が汚れているよ。

●　歯の裏が汚いよ。

　うにする。

●　あらかじめ染め出し

歯ブラシ

コツプ

●　思ったより汚いな。 剤は，溶かし分けてお 牛乳パック

●　あまりみがき残しがなかったよ。 く。

2　見付けたことを発表しよう。 ●　一つのやり方に限定 前歯拡大図

3　みがき残し0にするやり方を考えよう。 しないでいくつもの考

解 ●　歯と歯の間は，ブラシを立ててする えを認める。

決 といいよ。 ●　実際に模型を使って 前歯の立体模型

の ●　歯と歯ぐきの境目はブラシを横にし やることで具体的なイ

方 てみがくといいよ。 メージが持てるように 大きな歯ブラシ

法 ●　歯の裏は，ブラシを立てて前にかき する。

出すようにする。

実 4　みんなで見付けたやり方でみがいてみよ ●　一人一人が自分に
葵 う。 あったやり方を見付け

の
意
欲 5　前歯をみがく時の自分の目当てを書こ

られるように支援す
る。

化 う。
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展開レ　表1のとおり。

〈指導後の反省と問題点〉

　染め出しをしたことは，子供たちが歯を磨かざ

るをえないような気持ちにしたと考えられる。1

時間の授業の中に，磨く時間（実体験）を設定し

たことが，児童の気持ちにそっていてよかった。

必要に迫られてこそ意欲的な活動ができるとわ

かった。

　大きな模型を使うことは，具体的なイメージを

っかむのによい。しかし，前歯の様子（歯並び，

萌出状態）は一人ひとり違うので，それぞれに対

応できる模型があったらもっと細かなみがき方が

話し合えたのではないか。

　児童は前歯だけをみても以前より多様なみがき

方をするようになった（以前は歯ブラシを歯に平

行にあて上下か左右のどちらかに動かすことが多

　　　　表2

かったが隙間や境目を磨くとき歯ブラシを立てた

り，細かく動かしたりする児童が増えた）。しか

し，全体的には，まだまだみがき残しが多く、歯

みがきの癖（磨きの足りないところも同じ）も抜

けていない。今後は，前歯での経験を他の部位の

みがき方にも生かせるように指導していきたい。

医亟コ第5学年学級活動
主題名レ

ねらいレ

展　開レ

　　　　　　　　　　（保健指導）

歯周病ってなんだろう

●歯周病は，歯肉の病気であること

　に気づき，歯周病を防ぐ方法を考

　えることができる。

●進んで口腔内の清潔に努め，歯を

　大切にする習慣を身にっけること

　ができる。

表2のとおり。

学習活動　　1 教飾の働きかけ 資料

【歯周病ってな んだろう1
1　2枚の写真を見て，気づいたことを発 ●　2枚の写真を比べて見るこ 歯肉炎の

問 表する。 とによって学習問題の意識化 写真

題
●　健康な方は，ピンク色だけど健康で を図る。

の
　ない方は，赤くはれている。
2　今までに，自分や家の人で歯ぐきがは ●　身近な体験を想起すること ミュータ

意 れて困った経験がないか話し合う。 によって歯肉の病気の意識化 ンス（歯の

識 ●　風邪をひいたとき等。 を強める。 記録カー
化 ●　むし歯になっているところから，う ド）

みがでてきた。

3　歯周病について，調べてきたことを発 ●　歯周病を調べることによっ

問・ 表し原因を考える。 て，口の中の健康に対する意

縣 ●　歯周病は，病気だ。 識を高める。
の因
焦の
点追
化求

●　歯肉炎と歯槽膿漏がある。

●　歯周病の原因は歯垢と歯石である。

●　歯肉炎が進むと歯槽膿漏になり，歯

が抜け落ちる。

盟
4　歯周病を防ぐには，どんな方法がある
か考える。

●　養護教諭の専門的な知識を

導入し，理解を深める場を設

の ●　食べたらすぐに歯みがきをする。 ける。
解
決
方
法

●　歯みがきの仕方を工夫して歯と歯の

間をしっかりみがく。

●　みがき残しをしない。

●　子供たちが，今までに学習

　したことや体験したことを想

起するよう助言する。

護
5　歯肉の健康観察の観点で歯肉の状態を

観察する。

●　前時に行った健康観察の観

点を想起するよう助言する。

へ 6　今までの自分の歯みがきを見直し，気 ●　日常の歯みがきを見直し
の
意
欲

ついたことをミュータンスに書く。 て，初めて知ったことやなる

ほどと思ったことなども考え
化 るよう助言する。
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〈指導後の反省と問題点〉

　歯周病というあまり知られていない病気を取り

上げるので，写真を使うことによって子供の興味

や関心を高めることができた。

　また，養護教諭から歯周のポケットができる過

程の説や正しい歯ブラシの使い方を教えてもら

い，意欲的に歯みがきをしている。子供たちは，

しっかり歯垢をとるみがき方をしないと自分も歯

周病になる危険性があるということが分かり，真

剣に取り組んでいた。

　この学習の後は，子供たちの歯みがきもみがき

残しをしないようにと努力していたが，日が経つ

にっれてみがき方が乱暴になったり歯肉のチェッ

クを忘れがちなので，なぜ歯をみがかなければい

けないのかを再確認しながら，この問題に取り組

んでいきたい。

　5　日常生活における指導例

　子供たちが，自分の健康づくりに目を向け，日

常生活の中で主体的な実践を継続的に行えるよう

に、歯みがきタイムを見直したり，ランチルーム

の活用・保健室での個別指導やさわやかチェック

等を取り入れた。

1．給食後の歯みがきタイムの見直し

①　ねらい

　●歯をいっもきれいな状態に保っておくたあ

　　に，「食べたら，磨く」というよい生活習

　　慣の定着を図る。

　●授業で学んだことを生かせるよう，一人ひ

　　とりが自ら，日常生活で着実に実践できる

　　場を確保する。

②　方法

　　これまでは，給食を食べ終わった児童か

　ら，洗口場へ行って，各自歯を磨くという方

　法だったが，徹底が不十分であった。そこ

　で，「給食後の歯みがきを忘れずに，しっか
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り行うためには，どんな方法がよいだろう

か」の課題を投げかけ，児童会で作り上げた

のが「歯みがき宮川っ子方式』である。

　各教室で，一斉に音楽テープに合わせて，

どの部位ももれないよう順序を決め楽しく磨

く。また，デンタルミラーを使って，磨く部

位にきちんと歯ブラシがあたっているかを確

かあながら，自分の歯に合ったみがき方を工

夫するもので，歯みがきタイムが見違えるよ

うになった。

2．毎月8の日『歯の日』の設置と活用

①　ねらい

　　学級の自主的な係活動を生かしながら，児

　童自らが，歯や口の健康に関する問題を，発

　見したり，判断したり，処理して行く能力を

　身につける機会とする。

②　内容

　　●自分や家族の歯ブラシチェック

　　●歯みがき実行委員によるモデルみがき

3．気になる児童の個別指導

　月例体重測定の後，養護教諭によってrさわや

かチェック』を実施しているが，手足の清潔検査

に併せて歯みがきチェックを行っている。この時

の記録簿をもとに，自分だけで解決できず歯肉炎

のおそれのある児童を対象に個別・グループ指導

を行っている。

①　ねらい

　　●みがき残しの部分を知り，自分の歯に合っ

　　　たみがき方ができる。（F学年）

　　●自分の歯肉チェックを行い，歯肉炎を予防

　　　する正しい歯みがきができる。（上学年）

②実践例一歯肉の健康が気になるグループ指

　　導（5年生）一

　　●手鏡やデンタルミラーで自分の歯肉の健康

　　　状態を観察する。（色，状態など）

　　●日ごろの歯みがきを自己評価し，歯垢をき



　ちんととるみがき方を工夫する。

●観察ノートに記録をとり，継続して取り組

むことで，自らの手で解決したという成就

感を味わわせ，その自信と喜びを今後の健

康づくりへの意欲にっなぐことができた。

4．学校給食を通した指導

①食べ物と栄養の関係を知る。

　　●赤・黄・緑の食品群の働きに目を向けても

　　　らおうと給食委員会では，「3つの食品

　　群」「病気にまけない体をっくろう」など

　　栄養面から見た手作り掲示物や飾り付けを

　　工夫している。教室やランチルームの掲示

　　物を見て，「今日の赤の食べ物は○○だ

　　　ね」「○○が足りないと病気になりやすい

　　　んだね」「○○は黄色の食べ物の仲間だ

　　　ね」など栄養面の関心を高めるのに役立て

　　　ている。

②歯の健康と食べ物

　　●歯によい食べ物・おやっ調べをして，全校

　　　集会で発表している。

　　●学校給食で週1回固いものを取り入れた

　　　「かみかみデー」を設け，噛むことの効用

　　　のPRに努あている。

6　家庭・地域との連携活動

1．学校保健委員会の活用

①基本的な考え方

　　心身ともに健康な子供の育成を願い，学校

　　・家庭・地域社会が一体となり児童の健康・

　安全についての諸問題を取り上げ推進してい

　かなければならない。その活動の推進の母体

　が学校保健委員会であり，学校三師，PT

　A，児童が相互に関わりながら協議したこと

　を，全教育活動に生かし，計画的に指導援助

　することにより実践化を図ることを願ってい

　　る。

②組織と運営

図1

シンポジウム■

運営委員会（児・？1会）

保健委員会

各委員会（会長）　※議題に応じて

学校医，学校歯科医，学校薬剤師

校長

教頭

教務1・1｛1

保健｝寧

養護教諭

児革活動部会

会長

副会長（1名）

保体，補導，広報，教育委員長

学級委員（各クラス1名）

保育所，幼稚園

公民館長

地区代表

婦人会長

③前年度の取り組み例

　第1回学校保健委員会（1学期）

　〔議題〕

　●本校のむし歯予防推進の研究構想について

　●宮川っ子の体位にっいて

　●定期健康診断を終えて

　●児童会活動の歩みと親子歯みがきがんばり

　　週間について

　第2回学校保健委員会（2学期）

　〔議題〕rからだに良いおやっのとり方を考

　　　　　　えよう。」

　●おやっのとり方アンケート報告

　●児童活動の取り組みについて

　　“歯みがき宮川っ子方式”の実践

　　親子歯みがきがんばり表より

　●第2回歯科健診を終えて

　　むし歯保有率の実態，治療状況

②事後の取り組み

　　協議したことは，rPTA会報』やr学校

　保健委員会だより』を通じて，児童や家庭に

　知らせ，意識化を図り実践を促している。特
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に，おやつの問題では，関心が高く，学級で

も真剣に話し合われ，親に協力を願わなけれ

ばならないことはどんなことか…等自分達で

は解決できない面もたくさん出てきた。その

ために，その後のPTA学級懇談会の議題と

しても話し合われ，家庭に広がった。

2．PTA会員の研修と実践活動

①学習参観

　　　これまでも，特に，家庭や親子共通課題と

　なる内容を意図的に学習参観に取り入れてい

　たが，今回は，歯の保健指導に関する学級活

　動を参観していただき，さらに親子活動を盛

　　り込んだりして家庭との連携を深めることが

　できた。

　〔事例1〕3年「はじめて作った大切な歯」

　　　自分の歯を手鏡で観察したり，父母に見て

　　もらったりしながら，親子で紙粘土で歯の模

　型づくりを試みた。

　　　「どうして，4番・5番・6番目の歯は四

　角形で溝があるのかな？」「前歯と奥歯の形

　は，どうしてちがうのかな？」「あっ，4番

　の歯が顔をだしてるよ。ねえ，お母さん　み

　て！」…一緒に作り上げていく過程で，様々

　な疑問や新しい発見の“親子のつぶやき”が

　聞かれ，学習の広がりが見られた。親子で考

　えながら作り上げた自分の歯列模型はこれか

　　ら学習を進めていく上で，理解力や思考力を

　助ける効果的な教材として活用された。

②教育講演会

　　学習参観のあと，児童と父母を対象に，学

　校歯科医を講師とする「むし歯と歯肉の病気

　の成因およびその予防」と題した講演会が持

　たれた。児童にも理解できる内容にというこ

　とで，子供達の質問や意見を取り入れ，とて

　も分かりやすく好評であった。

③親子ふれあい活動

　　6月の学習参観の後，親子ふれあい集会と
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　親子バザーが行われた。

　　「強い歯をっくろう！　ピカピカ集会』で

　は，保健委員会の“歯の国の探検・けんちゃ

　んの歯”の寸劇や給食委員会の給食クイズ，

　親子で行う“ウンパッパ体操”などで心地よ

　い汗を流した。

　　その後，本校PTA名物の親子バザーで和

　やかなひとときを過ごした。今回は，特に役

　員の皆さんの協力で，「歯によい食物コー

　ナー」や児童の「歯に関する体験コーナー」

　など歯の健康づくりに役立った。

④祖父母交流学習会

　　11月祖父母から学ぶ恒例の学習会では，今

　回は，祖父母から歯に関する苦労話を聞いた

　り，自分達の歯の学習を話したりして交流を

　深あた。3年生では，昔の石うすでもち米の

　粉ひきをし，だんご汁作りを通して，「石う

　すの上下の合わさる部分が，ぎざぎざなの

　は，おくの歯のかみ合わせと似ているよ」な

　ど話題が広がった。

3．家族ぐるみの歯みがき実践活動

　毎月の第2週・3週を親子の歯みがきがんばり

週間とし，児童会の保健委員会が作ったr親子歯

みがきがんばり表』を配布している。家庭では，

児童が先生になって，家族に“歯みがき宮川っ子

方式”を広めたり，家の人たちの歯ブラシチェッ

クもしたりして子供たちの自主性や意欲を高めて

いる。

4．広報活動

①「学年だより」「保健だより」

　　毎月1回発行の学年だよりは，各学級での

　取り組みの様子や，歯の学習を終えて…等必

　要に応じて子供たちの健康面にかかわる内容

　を盛り込むよう配慮している。

　　保健だより「すこやか」は，主に子供たち

　の心と体の健康面にかかわる内容を掲載して



　家庭に通信するもので，特に，　「歯の健康」

　を意図的に盛り込み，家庭への啓発に役立て

　ている。

②PTA会報「みやかわ」

　　PTA会報は，毎学期末に発行し，4月の

　速報と合わせて年4回発行している。学校が

　推進している「むし歯予防の取り組み」や学

　習参観・教育講演会の内容を特集したりして

　啓発にっとめている。

③ファミリー新聞の活用

　　毎月8の日を「歯の日」とし，学校での活

　動と共に，家庭での家族のふれあいを大切に

　している。この日には，各家庭で歯に関する

　ファミリー新聞を作成し，掲示や紹介をして

　いるが，徐々に内容も豊富になり，意識の高

　まりが感じられる。

7　実践の成果と今後の課題

1．実践の成果

①学級活動・宮川タイムでの取り組み

　　●指導要素表をもとに学年ごとに指導計画を

　　立てて，実践することによって，教師自身

　　の歯の保健に関する認識が高まった。

　　●子供たちが，自分自身の実態や自分で調べ

　　　たことなどを資料として授業に生かすこと

　　　によって，生き生きと意欲的に取り組むこ

　　　とができた。

　　●教師の手作りの歯列模型や歯ブラシ，学級

　　　の実態を表した図，表・グラフ，専門の医

　　　師にインタビューしたVTRなどの資料や

　　　教具を活用することによって，問題点が明

　　　確になり，問題解決への意欲化を図ること

　　　ができた。

　　●本時にいたるまでの日常生活での問題や経

　　　験を生かすことによって，意欲的に問題に

　　　取り組もうとする態度が見られた。

　②　児童の活動

シンポジウム■

　●児童会が中心になって学校生活の中から問

　題点を取り上げ，各学級で話し合った。各

　学級では，「歯みがきの順番を決ある」実

　　行委員を選出することでまず歯への関心を

　　持っことができた。また，各学級の実行委

　　員は，根拠に基づいた意見を実行委員会に

　　伝え，そこで十分な話し合いをし，話し合

　　いで決まったことの理由づけを明確にして

　　学級へ伝える。みんなに選ばれた実行委員

　　が責任を果たすことによって，一人ひとり

　　が歯みがきの順番を決める理由，決め方に

　　関心を持っことができ，できあがった「歯

　　みがき宮川っ子方式」は一人ひとりの意見

　　が煮詰められた結果となった。

③日常の実践活動

　●給食後，みんなで考えた「歯みがき宮川っ

　　子方式」で音楽に合わせて歯みがきを行

　　い，みがき残しの部位のないみがき方がで

　　きるようになってきた。また，1ヵ月に1

　　度「歯の日」に，歯みがき実行委員が歯の

　　みがき方をテレビで全校に広めた。

　●1ヵ月に10日間ほど，家族の歯みがきがん

　　ばり表をっけ，歯みがきの習慣化を図って

　　きた。毎月続けることによって，歯みがき

　　への意識が高まってきた。保護者も歯みが

　　きに対してだんだん細かい見方をするよう

　　になり，みがき方を工夫する家族も見られ

　　るようになった。

　●毎月「8」の日を「歯の日」と定め，各学

　　級でテーマを決めて歯の問題に取り組み始

　　めた。

④　環境の整備

　●歯みがき戸棚の中に各自のデンタルミ

　　ラー，廊下には「さわやかミラー」を取り

　　付け，歯みがきの時や歯の学習ではすぐ自

　　分の歯を観察できるようにした。進んで歯

　　の健康状態をチェックしたり，歯みがきの

　　様子を確かあたりするのに効果があった。
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　●歯の学習室を設置し，戸棚には歯列模型や

　　子供たちが作った歯の模型を陳列すること

　　によって，だれもが歯の様子を観察した

　　り，学習に役立てたりできるようになっ

　　た。

⑤家庭・地域との連携

　●学校保健委員会を1学期に1回開き，学校

　　三師，保護者，児童が相互に関わりあいな

　　がら，1つのテーマのもとに協議したこと

　　は，各者の意見を聞き今後の課題を明らか

　　にするのに大変大切な機会であった。

　　　また，学校保健委員会の内容を，学校保

　　健委員会だよりなどで家庭に知らせたり，

　　話し合いの内容をもとに学年懇談会を開い

　　たりして，保護者の歯の健康管理に対する

　　意識を高めることができた。

　●親子ふれあい活動や学習参観では，親子が

　　一緒に歯の健康について考え，親子ともに

　　今後の学習への意欲をもっことができた。

　●PTA会報や保健だより「すこやか」など

　　の広報活動を通して，学校での取り組みの

　　様子や児童の実態などを家庭や地域に知ら

　　せた。また，親子で歯のファミリー新聞を

　　作成することによって，親子で1っのテー

　　マについて考え，お互いに歯の健康に対す

　　る意識を高め合った。

　　行かなければならない。

　●学級活動，宮川タイム，学校行事，児童会

　　活動，各教科などの相互の関連を図りなが

　　ら，児童一人ひとりの関心を高めるような

　　配慮が必要である。

　●教師による評価…子供のつかんだものや問

　　題意識をとらえ，次の学習展開に生かすた

　　め，活動状況の観点を明確にしたり，子供

　　の意識の過程が残るノートの活用の工夫を

　　したりすることが必要である。

　●子供による評価…子供自身が自分の健康状

　　態を正しく判断できる観察力を育てるため

　　に，自分を振り返る場の設定の工夫が必要

　　である。

②食生活の見直し

　●むし歯や歯肉の病気の予防に必要な食習慣

　　の実態を把握し，食生活を見直し，バラン

　　スのとれた食事ができるように，指導内容

　　を考えていかねばならない。

　●成長期の児童には，おやつの役割は大きい

　　が，歯の健康上，おやつの選び方，食べ

　　方，食べた後の処置など児童及び家庭の理

　　解と実践が大切である。

　●堅い食べ物を噛むことの効用について，周

　　知徹底を図り，食事の献立を工夫すること

　　が必要である。

2．今後の課題

①一人ひとりの意識を高める指導のあり方

　　●一人ひとりが自分の問題として，必要感に

　　立った学習を進めることが大切である。そ

　　のたあに，子供の体験や経験をもとに一人

　　ひとりの問題点を明確にして授業を進あて

　以上，残された課題にっいては，今後とも検討

を加え，研究・実践を進めていきたい。そして，

子供たちが歯に関心を持ち，自分のこととして歯

の問題をとらえ，自分で解決していこうとする自

己指導能力を育成していきたい。
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一③

顎口腔系の健全な発達を考えた
歯科保健指導を・…・・

沖縄県歯科医師会学校歯科担当理事宮城正廣

○●●●．●・・●●●●●○●o●■o●o●●●Oo●●●●●●●●●●●●●●・●・●・●o・oo

　1　はじめに

　最近の学童の口腔状況を考えたとき，はたし

て，この子どもたちが将来にわたって健康で豊か

な生活を営むことができるか，疑問と危機感さえ

覚えるものである。

　厚生省歯科疾患実態調査の結果では，全国的に

幼少児を中心にう蝕の量的な減少が認められると

同時に，質的な変化（軽症化）も起こってきてお

り，また，処置率も増加してきている。う蝕に関

しては，歯科医の増加と相まって徐々に改善傾向

にあることは学校健診時においても実感するとこ

ろである。しかし，歯周疾患，不正咬合は年々増

加傾向にある。

　また，保健関係者からは食物を噛むことや呑み

込むことの下手な子が多くなってきているという

報告や，口を開けさせるとぎくしゃくしながら開

けるという報告もある。普通の子どもであれば，

あたりまえに食事はできるものであって，口をス

ムーズに開けられない，食物を噛みくだけないと

いうことは，従来は考えられなかったことであ

る。咀囎機能のような生まれっきと考えられてい

たものが，実際は出生後に獲得していくものだと

理解されてきており，多くの研究報告もある。

　現在，沖縄県は“長寿日本一”といわれている

が，高良のアンケート調査によると，学童の好き

な食べ物はハンバーグ，スパゲッティ，カレーラ

イスというように洋食が中心で，本土の子どもと

大差はなく，長寿食として評価の高い沖縄料理を

あげる子どもは少ない。また，前述の食べ物のほ

とんどが軟らかい物で出来ており，顎口腔系の発

達に重要な影響を与えている。

　2　児童のロ腔状況

　小学校歯科健診において子どもたちの口腔状態

をよく診ると，それだけで保護者の歯科保健への

関心度や子どもの自己管理能力の程度，また食生

活環境など，その子の背負ってきた口腔内の歴史

がそこに集約されていることが理解される。特に

不正咬合，乳歯う蝕および早期喪失，晩期残存に

よる咬合の変化，永久歯との交換異常，小帯異

常，悪習癖等が多く見られ，ほとんどが歯牙の位

置異常や咬合の乱れを伴っている。また，最も重

要な問題は，それらがほとんど放置されていると

いうことである。その原因として，学校健診で異

常を見っけて治療を勧告したにもかかわらず，保

護者の歯科保健への関心の低さから放置されてい

る場合と，歯科校医のう蝕中心の健診，う蝕中心

の治療さらに従来のう蝕中心の学校歯科保健教

育に起因しているように思われる。
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　3　ロ腔内の管理の重要性

　歯科保健にとって口の管理は重要であり，ま

た，管理が十分できない子どもを下記の3つのタ

イプに分類できる。

（1）過去の歯科保健指導等により，保健への自発

　的行動はもっているが，不正咬合やその他の異

　常が原因で十分管理ができない子ども。

（2）保健への自発的行動が形成されていないた

　あ，管理がなされていない子ども。

（3＞保健への自発的行動が形成されてなく，さら

　に，不正咬合や他の異常がある子ども。

　上記3っのタイプの中で，特に注意すべきタイ

プは③で，このタイプの子どもが種々の問題を解

決しないで放置された場合，成長発育の過程でさ

らに口腔環境は悪化し，疹痛などの急性症状とし

て顕在化し，また，咀囎機能障害を伴い，種々の

疾患のSever　Caseとなるのである。

　4　今後の課題

　最初に述べたように子どもたちの口腔状況は決

して好ましいものではない。当地においては，現

在，那覇市学校歯科保健大会や日常の種々の機会

をとらえて“口”の健康の重要性を訴えている。

世の中が発展するにつれ，また生活に便利さが増

すにつれ，その代償として，人間にとって好まし

い生活環境は崩されてくる。私は職業柄，その代

表的なものが口腔に表れているように思われてな

らない。健康的な歯牙と整った歯並び．そして確

かな咀囎力，これこそ人々が健康で文化的な生活

を営むことを可能にする源である。治療から予防

へ，さらに健康増進へ，本来あるべき姿に人々を

位置づけるのは，一にわれわれ学校保健関係者の

努力にかかっている。
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・ 保育所（園）

（i≡≡∋）　幼稚園・保育所（園）における歯科保健指導の実践
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座長

幼稚園・保育所における

歯科保健指導の実践

日本大学松戸歯学部教授

　　　　森本　　基
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1．はじめに

　幼稚園・保育所における歯科保健活動には残念

ながら現時点では比較できない大きな格差があ

る。全く歯科保健活動のなされていない所から，

先進的な園にあっては，完壁な驚くほどの活動実

践をしているところまで，っまり，口腔の清掃状

態だけでなく，むし歯も極めて少なく，保健行動

も十分にできあがっているというところまであ

る。そのような園にあっては世界保健機関が国際

歯科連盟と協同で提案した「2000年の口腔保健目

標、の第1番目である「5－6歳児のむし歯の無

い者を50％以上としよう」を既に達成していると

ころも少なからず出現してきている。

　しかし，少なくなったとは言え，まだ一乳歯

は，どうせ生え変わるのであるから，そんなに気

にしなくとも良い一との昔からの考えが無くなっ

たとは言い難い状態にある。残念ながら幼児歯科

保健には未だに問題を抱えていると言うことが現

状である。今こそ，より積極的に，改善を目指し

て乳幼児歯科保健と取り組まなければならない時

であると思考している。

　現在，わが国では，80歳になった時に20本の自

分の歯を保有して，何でも十分に食べられるとい

うことを目指した「8020運動」が展開されて

いる。

　この目的は成人になってからの歯科保健問題で

はなく，永久歯がどんどん形成されている乳幼児

期からの継続的な努力が極めて大切であることは

言うまでもない。そして，この実践を通じての生

活化が将来大きく歯科保健状態の改善と確保に貢

献するはずである。より充実した歯科保健活動の

実践を進めるためのディスカッションを大いに

やっておく必要がある。

2．幼児期の健康づくり目標

健康な人間として生涯を送るための基礎づくり



の時期として，幼児期は極めて重要な時期であ

り，十分に計画した継続的な実践活動によって，

発育と発達の確保がなされなくてはならない。こ

こで幼稚園における教育と保育所における保育活

動について，若干考えておく必要があろう。

（1）幼稚園教育と保健活動

　　幼児期が生涯を通じての人間形成の基礎づ

　くり時期に当たり，幼児一人ひとりの特性を

　十分に配慮して，発達，発育の状況に応じて

　健康で安全な生活ができるよう基本的生活習

　慣と取り組む態度を育て，自立と協同，道徳

　性の芽を育て，日常生活から身近なものへの

　興味や関心を育てるなどを幼稚園教育は目標

　としている。

　　この中で，健康な心と体を育て，自ら健康

　で安全な生活をっくりだせるよう，毎日の生

　活活動を通じて身にっけさせることは重要な

　目標の1つである。このねらいを達成させる

　ためには日常の健康生活からのアプローチと

　して歯の保健指導とその実践が非常に役立っ

　ものである。身をもって体験させて理解を深

　あさせて欲しいものである。

（2）保育所の保育活動と保健指導

　　保育所とは「日々保護者の委託を受けて，

　保育に欠ける乳児または幼児を保育すること

　を目的とする」と規定される機関であり，基

　本的には幼稚園教育とは異なる目的をもって

　いる。しかし，保育は飲ませたり，食べさせ

　たりすることが主たる目的とするものでな

　く，心身の発達に伴っての養護と基本的生活

　習慣や社会的態度の獲得など乳幼児の発達に

　応じて行う保育活動である。

（3）幼稚園および保育所での歯科保健活動

　　幼稚園にあっては，幼児の心身の発達に応

　じて自らの健康を守り育てることをねらいと

幼稚園・保育所（園）部会■

した教育活動を行う場であるから，自分の健

康については，積極的に関心をもたせ，進ん

で病気の予防に取り組むような活動を教育活

動として行うものである。

　保育活動は保育に欠ける児童の保育が主た

る目的であったとしても，健康に無関心で

あって良いわけはなく，保育指針にも示され

ているように，歯科健康診断が定あられてお

り，この時，乳幼児の取り扱いに習熟して，

熱意と理解のある歯科医師を選ぶよう定あら

れている。

　以上のことからしても，幼児の心身の健全

な発育，発達を考えての保健指導，食事指

導，刷掃指導を始めとした歯科保健指導は欠

くことのできない重要事項であり，それぞれ

の教育や保育の目標の問題でなく，人として

の健康にして安全に生活するたあの基本的生

活習慣を身にっけさせるたあの教育活動であ

ると同時に，歯科保健の立場からも，欠くこ

とのできない生活上の必須活動でもある。

3．幼児の発達段階と歯科保健活動

　幼児は生涯を通じて最も発達の著しい時代であ

り，心身の発育も大であり，運動量もますます大

となる時である。この時，運動に応じて怪我をし

たり，病気になったり，健康上の対応も非常に重

要となるときである。

　歯も乳歯列が完成しており，食の傾向からう蝕

にも注意していないと多発してしまい，手のうち

ようがなくなってしまう危険性もある。したがっ

て，幼児の心身の発達に応じて，歯・口腔の定期

検査や保健指導，特に，刷掃指導も欠かせない重

要な歯科保健指導の1つである。

　斎藤（1987）の生活習慣の指導開始時期につい

ての調査結果の，3－4歳からできて欲しい項目

では，
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　　下着を取り替える（61．4％）

　　歯を磨く　　　　（60．2％）

　　好き嫌いをしない（59．1％）

　　朝，顔を洗う　　（57．4％）

　　ありがとう，ごあんなさいを言う（53．8％）

などがあげられている。

　この時期の基本的生活習慣を身にっけさせたい

親の気持ちが示されており，同時に歯みがき習慣

にっいてもかなり高いランクを示しており，保護

者の幼児に対する期待がうかがわれる。

4．幼児期の歯科保健指導の課題とねらい

　幼児期における歯科保健指導の問題点はなに

か，どのように進めたらよいか，課題とねらいに

ついて簡単に述べる。

（1）歯・ロ腔の発育状況

　　2－3歳では，全ての乳歯が生え揃い，乳

　歯列が完成しているのが普通である。そし

　て，4歳を過ぎる頃になると，顎の発育の関

　係から，特に，前歯を中心に歯と歯の間に隙

　間ができてくる。これは永久歯の出る場所を

　確保するたあのものであり，異常では決して

　ないので母親の常識として教えておく必要が

　ある。

　　6歳前後になると第一大臼歯が生えてく

　る。この歯は生涯を通じて使用する永久歯列

　の基礎となる歯であるので大切にしたい。こ

　の第一大臼歯を咬合の鍵と言われるゆえんで

　ある。ここでは歯列や咬合の大切さを十二分

　に指導しておく必要がある。

（2）歯・口腔の疾患および異常

　　最近では，歯科保健指導の機会もふえ，保

　護者の関心も高くなり，幼児のう蝕も少なく

　なり，乳前歯の隣接面や乳臼歯の咬合面や隣

　接面のう蝕をみかけることも少なくなった
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　が，これらの場所はう蝕の発生しやすい場所

　であるだけに保護者による観察や刷掃の励行

　が望まれるところである。

　　先天異常としての口蓋裂や口唇裂は決して

　多発するものではないが，発見したときには

　できるだけ早いうちに専門医の診断を受けて

　適切な処置をうけるようにしてほしい。これ

　は早ければ早いほど良いことなのである。

　　保護者や指導者には強調しておきたい。ま

　た，歯の数や形の異常，癒合歯などについて

　の情報も十分にもっていてほしい。

③　保健指導のねらい

　　幼児にとっては歯や口腔が正常機能をもっ

　ているのがふっうである。なかった場合は，

　早く見付けて対処する必要がある。

　　異常がないのが普通であるから，歯・口腔

　の機能，食べる，噛む，飲み込む，唾液が十

　分に出る，消化をする，話をする，正しい発

　音を覚える，歯と表情との係わりを考える

　等々，を十分に理解し発育・発達について考

　え，大切にする指導を忘れてはならない。

　　特に，食べる機能は歯・口腔の基本的機能

　であり，食べることは，口の中を汚すことで

　あるので，時折，保護者が幼児の口の中を観

　察して，歯垢の付着があればブラッシングをす

　ることが大切であり，幼児にたいして，積極的

　に自ら刷掃するよう指導しておく必要がある。

　　良く噛むことは歯がきれいになることを観

　察によって理解させ，食物の種類によって汚

　れもちがうことなどを認識させることは保健

　指導の実践としても大事なことである。

（4）いつも歯をきれいに

　　常に清潔に保つという習慣は努力によって

　獲得するものである。物を食べたら口の中は

　汚れることは，先に示した経験でも知ってい

　る。食べたら，ぶくぶくうがいをする，うが
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いだけでは，十分にきれいにはならないの

で，できるだけ歯ブラシを使用することが大

事であることを教育しなければならない。し

かし，歯ブラシの使い方は，自分で思ってい

るほど簡単でないので，保護者による仕上げ

磨きを並行して徹底していくことが大事であ

ろう。

（5）家庭との連携の重要性

　　幼児にとって，家庭にいる時間が最も長い

　時間であり，園での指導を十分に徹底させる

　ためには，常に家庭との連携には手落ちのな

　いようにして，習慣形成を進めていかねばな

　らない。

　　幼稚園，保育所と家庭との連携を強化して

　協調体制をとることによって初めて成果が期

　待できることを強調しておく必要がある。
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一言助

幼稚園，保育所における

歯科保健の進め方

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

　　　　　　　　　戸田芳雄

1．はじめに

（1）幼稚園教育要領等に示された幼児教育・保

　育の基本的な考え方

　　人間は生まれながらにして，自然に成長し

　ていく力と同時に周囲の環境に対して自分か

　　ら能動的に働きかけようとする力をもってい

　る。自然な心身の成長に伴い，人がこうした

　能動性を発揮して環境とのかかわりあう中

　で，生活に必要な能力や態度などを身に付け

　ていく過程を発達と考えることができる。

　　これまで，能力や態度などを身に付けるに

　当たっては，どちらかというと大人に教えら

　れたとおり幼児が覚えていくという側面が強

　調されていたが，現行の教育要領では，幼児

　自身が環境（物，人，自然，社会事象等）に

　自発的，能動的にかかわりながら，生活の中

　で状況と関連付けながら身に付けていくとい

　う側面が重視されている。発達に応じた環境

　からの刺激能動性を発揮できる信頼関係を

　築くことがその基礎となる。

　　この考え方は，幼稚園教育要領に沿って改

　訂された「保育指針」にも生かされており，

　当然のことながら，歯科保健の指導に当たっ

　ても十分配慮されなければならない。

（2）幼稚園教育の目標

　　　「幼稚園は，幼児が生涯にわたる人間形成

　の基礎を培う時期であることを踏まえ，幼稚

　園教育の基本に基づいて展開される幼稚園生

　活を通して，幼稚園教育の目標達成に努めな

　ければならない．とし，次の5つの目標が示

　されている。

①健康，安全で幸福な生活のための基本的

　な生活習慣・態度を育て，健全な心身の基

　礎を培うようにすること。

②人への愛情や信頼関係を育て，自立と協

　同の態度及び道徳性の芽生えを培うように
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　すること。

③自然などの身近な事象への興味や関心を

　育て，それらに対する豊かな心情や思考力

　の芽生えを培うようにすること。

④日常生活の中で言葉への興味や関心を育

　て，喜んで話したり聞いたりする態度や言

　葉に対する感覚を養うようにすること。

⑤多様な体験を通じて豊かな感性を育て，

　創造性を豊かにするようにすること。

（3）歯科保健に関連の深い領域

　　幼稚園教育の領域は，心身の健康に関する

　領域「健康」，人とのかかわりに関する領域

　「人間関係」，身近な環境とのかかわりに関

　する領域「環境」，言葉の獲得に関する領域

　「言葉」及び感性と表現に関する領域「表

　現」の5っであり，その中で，特に歯科保健

　に関連の深い領域は，「健康」である。

　　領域「健康」の3っのねらいのうち，「（3）

　健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に

　付ける」，また，9っの内容のうち一（8）自分

　の健康に関心をもち，病気の予防などに必要

　な活動を進んで行う、が，直接，歯科保健と

　関連が深いものと考えられる。保育指針にも

　同様の内容が含まれている。

　　幼稚園及び保育所においては，これらのこ

　とから，積極的に歯科保健を含む保健指導の

　充実に努ある必要がある。

2．幼稚園，保育所部会の研究内容に沿っ

て

（1）幼児の発達段階からみた歯科保健活動の目

　標と内容について

　①健康な生活に必要な習慣や態度を身にっ

　　　ける

　　　幼稚園における健康教育は，子ども達に

　　健康な生活を続けていくために，必要な習
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　慣や態度を身にっけるということが最も大

　切なねらいである。

　　手を洗う。うがいをする。はなをかむ。

　汗をふく。衣服を清潔にする。水呑場・足

　洗場を上手に使う。履物の区別をする。ち

　らかさない。ハンカチ・ちり紙を持っ。む

　やみに物を舐めたり，口に入れない。不潔

　なものに気が付く。よい食べ物，悪い食べ

　物の区別ができる。正しい食事の仕方。食

　事の手伝い，後片付け。食後の休憩。我慢

　しないで便所に行く。などは，生涯の生活

　基盤を確立していくためのアプローチで，

　そのねらいを明確にしながら，指導（教

　育）上のポイントを整理しておくことが大

　切である。

　　歯科保健に関連する問題で「うがい」に

　ついて考えてみると，

〈ねらい〉

○うがいをしなければならないわけを知る。

cガラガラうがい（喉のうがい）とブクブク

　うがい（口腔内の清掃）の違いを知る。

c自分で進んでうがいをする。

＜導　入＞

c風邪とウイルスとうがいの関係。

○食物残渣とむし歯とうがいの関係。

〈指導のポイント〉

○なぜうがいをするか理解し，進んでうがい

　をすることを身につける。

○正しいうがいの仕方を知る。

○いやいやうがいするのではなく，やらなけ

　れば気持ちが悪いと感性を育てるたあに

　時々刺激を与えることが大切である。これ

　　らが身についていない幼児が多い。WHO

　の提唱である幼児のう歯患者率50％を目標

　に，食事指導を含あた保健教育が望まれ

　る。

②健康診断のねらい
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○健康診断の大切なことを知る。

C自分の友達の身長，体重，健康な歯の数や

　むし歯の数などに興味をもっ。

○医師の前で固くならずに診てもらい，診断

　を受ける順番を静かにきちんと待っ。

〈指導のポイント〉

○洋服の脱ぎ着，たたむことができる。

○自分や友達の身体の成長を喜ぶ。

○医師の前でも，普通に身体を楽にし診ても

　　らう態度ができる。

O大きな口をあけることができる。

Cいろいろな身体の人のいることが分かる。

　　（太っている，痩せている，背が高い）

こ丈夫な身体になるにはどうしたらよいかを

　知って，がんばることができる。

〈指導上の留意点〉

こ診断の前に幼児なりに納得のいくように十

　分話をし，医師に対して緊張がほぐれるよ

　うにする。

c順番の待ち方，洋服のまとめ方などを覚え

　させる。

O診断の結果を幼児に分かるように知らせ

　る。

〈家庭との連絡〉

○前日に入浴し，脱ぎ着のしやすい洋服を着

　て来ること。

○異常のある場合は，連絡を密にする。

○食事は自身の責任において食べること，嫌

　いなものでも我慢して少しずっ食べると丈

　夫な身体になることを幼児に納得させる。

cよい歯が健康に大切なことを知らせる。

cむし歯の放置は，歯の生涯保健に悪い結果

　をもたらすことを知ってもらう。

③デンタルヘルスの指導（教育）

〈歯口清掃指導〉

○家庭のしっけ

　　小児における歯口刷掃の定着は，その個
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　人の歯科的健康を左右するものである。習

　慣化という面では成人より小児の方がより

　定着しやすく，教育効果も優れている。元

　来，歯口清掃そのものは，保護者によって

　日常の家庭生活で常識的な習慣として営ま

　れるべきであるが，そのしっけが実行され

　ていないために小児う蝕の多発にっながっ

　てきている。

c園における指導（学習）

　　こどものよい習慣の獲得は，学習としっ

　けによって行われる。

　　したがって次のようなことに留意して保

育にあたる必要がある。

②　反復して体得させる（学習）こと。

⑤こどもの運動機能や知能の発達段階に

　　よく合っていること。

　◎　自発的に喜んで行えるように環境づく

　　りをすること。

⑥先生がまず手本を示すこと。

　　　園児によく理解させ，幼稚園，保育所

　　全体で環境づくりをしなければならな

　　い。

　　　現実に歯ブラシを口腔内に入れること

　　を拒否する小児がいる。園での指導（学

　　習）やその役割がいかに大切かが分か

　　る。

○歯みがきのポイント

②　上手な歯みがきは，園児自身が歯に付

　　く汚れ（歯垢）を確認することから始ま

　　る。

　　　奥歯の噛み合わせ，歯と歯肉の境目，

　　歯と歯の間の汚れは「歯垢染め出し液」

　　を使うと簡単に調べられる。

⑤歯ブラシの毛先を使って磨く。

　　　歯垢をとる目的を明確にし，毛先の圧

　　力は100g～200　g（調理用ハカリの上で

　　確認）位にし，1本1本丁寧に時間をか



　　けることが大切である。こどもが歯みが

　　きを拒否する場合は400g～500gの毛圧

　　がかかっている場合が多い。つまり痛い

　　から拒否するのである。

　◎　毛先のあて方

　　　歯の形態（丸みをおびている）に合わ

　　せ，それぞれの面に直角になるようにあ

　　て，細かく動かす。奥歯の噛み合わせ

　　は，溝の中の汚れをかき出すようにす

　　る。

④教育（保育）と歯科健康管理

○萌出準備期（新生児期・乳幼児期前半）

　　この期は，口腔内の所見としては無菌期

　にあたる。

〈口腔内の問題点〉

　　無菌期であるので，この期に歯科医を訪

　れることはほとんどない。しかし，また先

　天性歯それに連なるRiga－Fede病が

　ある。また，まれに上皮真珠が出現するこ

　とがある。

〈母親との関係〉

　　核家族化の傾向が強いために，育児の経

　験に乏しくて，自信がなく，育児書への過

　信によって，画一的な育児法に陥ることが

　ある。また，人工栄養の価値の過大評価傾

　向が大きく，母乳保育が減少し，単に栄養

　上の問題だけでなく，スキンシップの不在

　などによって児の情緒の発達にも知らず知

　らずのうちに大きな影響を与えている。

　　この期は離乳開始期（体重7kgに達する

　と離乳を開始する）にあたり，人口乳の庶

　糖の多添加とともに離乳食の糖添加がう蝕

　発病環境と関連して問題となる。

〈この期の留意点〉

　　適切な育児，とくに母乳栄養による保育

　が望まれる。また，適切な離乳開始により

　栄養不全や口腔のう蝕環境の悪い布石にな

幼稚園・保育所（園）部会■

　らないことが望まれ，そういった視点から

　妊娠期中に引き続いての母親教育が必要で

　ある。

〈乳歯萌出時期（乳児期後半～幼児期前半）〉

　　この期は，下顎乳中切歯の萌出にはじま

　る乳歯萌出期で，乳歯列の完成期である2

　歳半～3歳まで続く。児の発育もめざまし

　い時期である。

〈口腔内の状態〉

　　乳歯の萌出期に，哺乳ビンう蝕bottle

　mouth　cariesの発生がみられるようにな

　る。この哺乳ビンう蝕というのは，哺乳ビ

　ンの中の砂糖を多く含んだミルクや乳酸飲

　料などによって起こる乳前歯（特に上顎）

　の唇面および舌面に発生する急性汎性う蝕

　のことである。

　　この年齢層の歯科治療は知的発達や行動

　から見ても困難であり，う蝕予防対策が最

　も望まれている。

　　また，う蝕による歯質崩壊，悪習慣（栂

　指吸引，弄舌，異常嚥下など）によって起

　こる乳歯列の後天的な不正咬合が早くも見

　られるようになる時期でもある。

くこの時期の留意点〉

●母親の育児態度がその児の人格形成に大き

　な影響を与える。

●乳歯の萌出とともにう蝕罹患が始まり，萌

　出歯の増加（加齢）とともに罹患率が高ま

　る。

●母親の手による児の歯口清掃が最も必要な

　時期である。

○乳歯列期（幼児期）

　　乳歯の萌出がすべて完了し，第一大臼歯

　の萌出するまでの3～3．5年間は，乳歯列

　の安定期であると同時に乳歯う蝕の罹患率

　がピークに達する時期である。

〈口腔内の状態〉
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　　この時期のう蝕は，5歳児前後にピーク

　になり，う蝕の被害が最も大きい。咀囎不

　全は全身的発育の現在形成されっっある永

　久歯の石灰化にも影響する。う蝕による乳

　歯の崩壊や早期抜去は，乳歯列自体の不正

　咬合と，咬合異常につながっていく。

　　また栂指吸引癖や吸唇癖などの悪癖は，

　不正咬合や顎の変形などを起こすことにな

　りかねない。

〈母親との関係〉

　　母親への依存性の強かった時代から，自

　己主張がでてきて，何でもイヤイヤという

　時代に入ってくる。（第一反抗期）

　　　4～5歳になれば，自己主張の選択がで

　き友達づきあいを通じて社会性が備わって

　きて，大人の話がよく理解できるようにな

　るが，その反面，自己の欲しないことは頑

　強に抵抗するので，この時期に歯科医や，

　母親がこどもの取り扱いを誤ると，いっそ

　う歯科治療時の取り扱いの困難な患者に仕

　上げてしまう恐れがある。

〈この時期の留意点〉

●おとなの言葉がよく理解できるようになる

　反面，自己主張が強くなる。

●歯科治療にあたっては，安易に妥協するこ

　となく，母子ともに歯科治療の重要性を認

　識するようにしなければならない。

●母親にたいして，う蝕予防のための歯口清

　掃の重要性を教育し，早期のしつけによっ

　て，これらの習慣を定着に向ける指導が必

　要である。

　　しっけは“仕立てること”といわれ

　＠　反復すること

　⑤例外を許さないこと

　◎　機能や知能の発達時期に合致すること

　⑥　こどもが自発的に喜んでできる環境を

　　つくること
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　　◎　手本を示してやらせることが成功のた

　　　めの条件

　　と，いわれている。

　　　このような条件づけによって，自然にし

　　っけを行うように，家庭と協力して指導し

　　たいものである。

　　　ある心理学者は衛生的行動の開始期を，

　　●手を洗う（2歳半）

　　●口すすぎ（3歳）

　　●鼻をかむ，歯を磨く，うがい，洗顔をす

　　　る。　（4歳）

　　●髪をとく，入浴時自分で洗う（5歳）と

　　　述べている。1っの参考となるものと考

　　　えられる。

（2）幼児の自主性を育て，習慣化を図る指導計

　画と指導の進め方

　　幼稚園，保育所における歯の保健指導は，

　家庭との連携を図りながら，計画的に進める

　ことによって，習慣化できるようになるもの

　と考えられる。

　　そのために必要な事柄としては，次のよう

　なことが上げられる。

　①日課の中に歯みがきの時間を位置づけ

　　る。

　②年間の教育計画に歯の保健指導の重点指

　　導の時間を設定して，指導を行う。

　③6月の「歯・口の衛生週間」や健康診断

　　の時期に，重点指導を実施する。

　④幼稚園，保育所の行事等に歯の保健指導

　　に関する楽しい活動を企画する。

　⑤子どもの特性に応じて個別指導を実施

　　し，ほめ，励ましながら指導する。

　⑥紙芝居や音楽などを活用し，楽しい雰囲

　　気の中で指導する。

　⑦家庭との連携により，一貫した指導を行

　　う。

　　　以下に，重点指導の一例を示す。



◎主題名「歯」ってなあに

〈ねらい〉

　　●歯について興味，関心をもたせることが

　　できるようにさせる。

　●歯の役割を知り，大切にしようとする意

　　識を持っことができるようにさせる。

〈主な経験や活動〉

　●自分の友達の口の中の様子を伝える。

　●歯医者さんごっこ。

　●歯の役目。

◎ブクブクうがいをじょうずにしよう。

〈ねらい〉

　●食べたら進んで口の中をきれいにできる

　　ようにさせる。

　●ブクブクうがいを上手にできるようにさ

　　せる。

〈主な経験や活動〉

　●ブクブクうがいの意味を知る。

　●ブクブクうがいの練習。

◎歯ブラシとおともだちになろう。

〈ねらい〉

　　●口の中をきれいにした時の気持ち良さを

　　感じることができるようにさせる。

　　●歯ブラシを正しく持ち，毛先が歯にあ

　　たった感触がわかるようにさせる。

〈主な経験や活動〉

　　●歯ブラシの持ち方，歯へのあて方，動か

　　　し方。歯みがきの感触（音）。

　　●歯みがき後の歯の感触（指でこすった感

　　　じなど）。

◎おやっをじょうずにたべよう。

〈ねらい〉

　　●甘い飲食物は歯によくないことを知る。

　　●おやっの上手な食べ方をわからせる。

〈主な経験や活動〉

　　●甘いものとむし歯。

　　●おやっの食べ方。
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（3）保護者の理解を深めるための家庭との連携

　の在り方

　　本来，幼児期の保健教育・しっけは，主と

　して家庭生活において，必要な生活習慣を身

　にっけることの一貫として行われることが基

　本的に必要とされる。しかしながら，現在，

　家庭の教育力がかならずしも十分でないこと

　が指摘されている。

　　そのような現状で，幼稚園・保育所が，保

　護者と連携しながら，保健教育を進あること

　は，子どもの心身の健康をあぐる状況の深刻

　さからみても，一層その重要性が高まってい

　るといえよう。

　　次に，保護者との連携に必要な事柄の例を

　いくっか上げてみたい。

　①学校保健委員会のような保健活動の推進

　　の核となる組織の確立

　②幼稚園学校歯科医，保育所委託歯科医等

　　による保護者への意識啓発及び歯の保健指

　　導の実施

　③親子歯みがき運動などの推進

　④歯の保健指導の授業・保育参観

　⑤　小学校との連携による指導（一日入学そ

　　の他）

　⑥行事を通じての啓発

　⑦広報等による意識啓発

　⑧　指導者の研修の充実

（4＞幼稚園，保育所における歯科保健指導での

　歯科医の役割とかかわり方

　　学校保健法施行規則に「学校歯科医の職務

　準則」が定あられているが，幼稚園の学校歯

　科医はこの規定により，職務に従事すること

　になる。保育所には，その制度はないが保育

　所の設置者が委託歯科医を委嘱した場合は，

　学校歯科医に準じた役割を期待しているもの

　と考えられる。

　　具体的には，次の7項目の職務が期待され
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ている。

①学校保健安全計画の立案に参与する。

②定期及び臨時の健康診断のうち，口腔及

　び歯の検査を行う。

③健康診断の結果に基づく予防措置のうち

　う歯その他の歯疾の予防措置及び保健指導

　を行う。

④指導・生徒の健康相談のうち，歯及び口

　腔の相談に従事する。

⑤市町村の教育委員会の依頼に応じ，就学

　時の健康診断のうち，歯及び口腔の検査に

　従事する。

⑥以上に掲げるほか，必要に応じ学校にお

　ける保健管理に関する専門的事項の指導を

　実施する。

⑦　学校歯科医は，以上に掲げる事項にっい

　て職務に従事したときには，その状況の概

　要を学校歯科医執務記録簿に記入し，校長

　に提出する。

　幼稚園，保育所においては，このような役

割を認識し，歯科保健指導を効果的に進めて

いくことが必要となってくる。

　また，歯科医師にあっても，幼稚園や保育

所の教育・保育の目指している目標・内容の

理解に努あ，幼児の発達などを考慮しながら

その職務に当たることが望まれる。

3．おわりに

　高齢化社会が急速に進展する昨今，生涯健康で

ありたいということが，国民の大きな願いとなっ

てきている。その1っの重要な柱が歯・口の健康

づくりであるということは，誰もが異論のないと

ころであろう。しかしながら，ローマは1日にし

てならずといわれるように，歯・口の健康も日々

の小さな営みによって築かれる。私たち大人は，

子ども一人ひとりの自立に向かって，温かく，根

気強く支援したい。小さくて，偉大な日々の歩

み。
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幼稚園・保育所（園）部会■

発達段階に即した保育園における
歯とロの健康づくりの実践
（おひさまとおともだち）

團 大阪府和泉市北池田保育園看護婦 紀之定　美津代

概要
　大阪府の南部，泉州地区に位置する和泉市は人

口約15万人，面積85k㎡，東西6．9km，南北18．　8　km

と細長く，北の平野部は市街地であり，南の山間

部は和歌山県と接している。

　中央部の丘陵地では，関西国際新空港へ繋がる

高速道路（阪和自動車道），鉄道（泉北高速鉄

道）が敷かれ，平成7年度開設予定の駅周辺は，

現在住宅地や市街地等の大規模な開発が急ピッチ

に進められている。

　本園はその開発の進んでいる地域の一角に位置

し，都心までは1時間圏内にある。昭和29年に創

立されたが，老朽化のため昭和62年に改築され

た。それと同時に，それまでの3～5歳児を保育

する幼児園から0～5歳児を保育する総合園にな

り，保育時間は午前8時から午後6時（通常9～

5時）となった。

　園児の約60％が他地域からの転入であり，途中

入退園児も多く核家族家庭は全園児の75％であ

る。

　保護者の職業は以前，織物業関係等の自営や兼

業農家が多かったが，最近では父母とも公務員や

会社員の占める割合が多くなった。

　親同士の交流も少ないことから，子どもの健や

かな成長を願い，今年度保護者会が結成され活動

が始まった。

保育目標

〈テーマ〉おひさまとおともだち

〈目　標〉○基本的生活習慣を身につける

　　　　　○健康で丈夫な体をっくる

　　　　　○仲間を大切にする

　　　　　○豊かな感性を育てる

　子育てには熱心な家庭が多く，子どもの気持ち

を大切にしようとしているが，まだまだ大人の

ペースに合わせた生活の家庭が多く感じられる。

　また，全国的に勉強やけいこごと等の塾に親達

の関心が集まっている現在，当園でも「少しでも

早くから…」という親の願いは強く，水泳，ピァ

ノ，習字，英語等のけいこごとに通う園児もい

る。

　園に対して文字や数，ピアニカ等の指導をして

ほしいという要望もでているが，本園では，乳幼

児期は何より全身の発育を促すことが大切と考え

rおひさまとおともだち』をテーマに心身両面の

健康を願い保育を進めている。

　園のまわりはまだ自然が多く残っており，0～

2歳児の散歩の範囲では乳牛を飼っている所や馬

事公苑がある。3～5歳児になると30～60分の道

のりを歩くが，この範囲には，光明皇后ゆかりの

地に，府下でも最大級の「光明池」があり，その

近くには「野鳥の森」や自然の残った大きな公園

がある。

　天気のよい日は園外に出かけていろいろな物を

見・聞き・触れ・臭い・味わいと，五感の発達を
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　　　　　　　　　　　　　　表1　年間歯科保健年齢別指導計画（乳児用）

［年間目標］

●何でもよくかんで食べ，丈夫な体をっくる

●歯みがきを通して口の中を清潔にし，気持ちよく過ごす

ね
ら
い

指

導

内

容

及

び

実

践

教

材

留
意
点
及
び
配
慮

登　歳

●歯みがきに慣れる

●「マンマ，おいしい
　ね」などいろいろなこ

　とばがけをしながら，

楽しく食事する

●離乳食時より，そのも

の本来のうす味で，い

　ろいろな食品の味を知

　らせる

●「モグモグ」　「カミカ

　ミ」など口をしっかり

動かすような言葉がけ

　をしたり，いっしょに

　口を動かしてみせたり

　し，かむことを知らせ
　る

●食べたら磨き，歯みが
　きを嫌がらないよう，

　習慣づけていく

●未萌出歯の乳児は滅菌

　ガーゼで清拭する

●上前歯萌出児は，乳児

用歯ブラシ（ラブ）使

　用

●4本萌出すると，毛を
　3列（乳児用歯ブラシ
の毛を抜いて）にして
使用

1　歳

●食べたら歯みがきをし

てもらう

●しっかりかんで食べる

　ことを，知らせる

　ことばがけをしたり
　いっしょに食べてかむ

様子をみせたりする

●食べたら歯みがきをし

　てもらい，口の中をき

れいにする気持ちよさ
を味わう

●乳児用歯ブラシを使用

●ぶくぶくうがいの練習

　をする

　（ほっぺを膨らませる

　ことから始め，水を口
　にふくんではき出す）

2　歳

●食べたら自分からすす

んで磨いてもらう

●ぶくぶくうがいをし
て，気持ちよく過ごす

●やわらかいものでも
　しっかりかんで食べる

●奥歯でしっかりかむ

●「これを食べると力が

でるよ」など，食品の
簡単な効用を話して，

　自ら嫌いなものでも食

べようとする気持ちを

持つようにする

●食べたら歯みがきをし

　てもらう

●ぶくぶくうがいをする

　　●鏡あそび

　　●歯

　　●舌

　　●唾液など

家庭連絡及び啓発

●連絡帳に毎日の様子を

記入してもらい，園か

　らも園での様子などを

記入

●月令，年令に合った歯

　ブラシの紹介

※幼児用参照
（表2）

備 考

※2歳児については，歯
　ブラシの扱い方を指導

　しても，十分理解でき

　なく，力を入れ過ぎた

　り，かんだりするの
　で，保育者が全面的に

　行っている

●絵本

　「ムシババも

　「ムシババと

　「ムシババと

●紙芝居

こわ一いむしば」

は・は・は・きゅうきゅうたい」

そのなかまたち」

「みんなげんき」

「たべないおばけ」

●エプロンシアター

●パルシアター

●歯みがきを嫌がらないよう，寝かせ遊び（お話し，うた，体ほぐしなど）して，

　「磨いて」と，子どものほうから寄ってくるような雰囲気をっくる

●磨くときにも「シュッシュッ」や「きれいに，きれいに」などのことばかけをし，

　（上前歯奥歯の咬合面，歯と歯ぐきの間は特に丁寧に磨く）

●歯ブラシの毛先が全部歯面にあたるように磨く

●歯ブラシ，コップは常に清潔に保つ

●一人，歯みがきが終わる毎に手をきれいに洗う

●歯ブラシはいたんだら，その都度交換する

●嫌いなものは小さくし食べやすいようにする

安心して，楽しんで

1本1本丁寧に磨く
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促すとともにまた，「臭覚」の重要性も考えそれ

らの多くの機会をっくることに努力している。

保健目標

○心身ともに健康な子ども

　保育園に通う子どもたちは，起きている大半の

時間を園で過ごすことになる。保護者にとっても

仕事をしながらの子育てで一番困るのが健康問題

であり，したがって保育時間の長い集団生活での

健康管理は極めて重要である。

　平成3年度は小さな外傷も含め医療機関に診せ

る必要のあるけがが19件あった。

　そこで，反省をふまえ，環境を整備し基本的生

活習慣の確立をめざして毎月1回は合同集会で，

健康面及び安全面に関する重点指導を実施してい

る。

歯科保健計画

○歯と口の衛生に気をつけ，どのような食べ物で

もよく噛んで食べる。

　保護者も歯の健康については気にしているが，

子どもからの訴えがなければ，っい忙しいから…

とおざなりにされやすいのが現状である。

　そこで園歯科医による暦年齢にあった「噛むこ

との重要性』や保育保健にとっては切り離せない

r食育』等の講話等，ここ数年間歯の健康に取り

組んできた。

　人生のスタートを切って間もない子どもの時代

から高齢化社会を迎えるために必要な準備をし

て，自ら健康なライフスタイルを確立していくこ

とをふまえ，r心身ともに健康な子ども』をめざ

し，保護者会の発足と同時に園と家庭が連携して

保育に携わるよう計画を作成した（「年間歯科保

健年齢別指導計画」表1～2参照）

歯科健診

幼稚園・保育所（園）部会■

●親子歯科健診

〔一～三次健診及び途中入園時臨時健診〕

（1）園歯科医の講話（園児，保護者・職員）

　　①　乳歯のむし歯治療の重要性

　　②乳歯と永久歯の混合時期について

　　③指吸いや口唇をなめるクセの害

　　④主食に対して補食としての間食の与え方

　　⑤よく噛んで食べることの大切さ

　　⑥永久歯がスムーズに萌出するための顎づ

　　　くり

　　⑦　歯みがきの大切さと歯ブラシの選び方

　　⑧生活習慣並びに食生活の大切さ

　　⑨不幸にしてむし歯になった時

　（2）健診と結果

　　　保護者とともに個人の歯ブラシとコップを

　　持って健診を受ける（その時歯ブラシ・コッ

　　プの点検）。

　　　歯と口の状態（顎の発育・歯肉炎の有無・

　　歯並び等）を知ってもらい，一人ひとりに見

　　合った指導を担任及び関係職員も共に受け

　　る。親子健診の実施は，健診の時間を園歯科

　　医に配慮していただき降園時間帯（15～18

　　時）に合わせて行う。

表3　歯科健診結果

平成3年 平成峰 三賊5年 乎戒6年

受　診　児　数（人） 104 105 85 105

むし歯のなかった児（人） 45 49 33 51

全部治療していた児（人） 10 14 23 14

健診児平均むし歯数（本） 3．7 3．3 3．2 3．4

第一大臼歯萌出児数（人） 6 5 2 6

第一大臼歯むし歯数体） 2 0 0 0

災害発生件数（件） 19 11 1

今年度は，むし歯のない園児が増えているに

もかかわらず，受診児平均むし歯数が増えてい

る。これは一園児が保有するむし歯数が多いと
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表2　年間歯科保健年齢別指導計画（幼児用）

3 歳児 4 歳児 5 歳兇
ねらい 指導内容及び実践 ねらい 指導内容及び案践 ねらい 指導内容及び案践

家庭連携及び啓発

●コップと歯ブ ●コップと歯ブラシ ●コップと歯ブ ●コップと歯ブラシ ●食後やおやつ ●保育者と一緒に丁 毎月発行
ラシの扱い方 を持ち歩く時は片 ラシの扱い方 を持ち歩く時は片 の後すすんで 寧にみがき，点検 ●園だより
を知る 方の手に持ち片方 を知る 手に持ち，歯みが 歯みがきをす みがきをしてもら ●保健だより

4 の手はあけておく きのとき力を入れ る う ●栄養だより

●歯ブラシは力を入 すぎていないか確 ●おやっだより

れすぎないよう一 認 ●クラスだより

人ずっ確認し個別 ●ぶくぶくうが ●他の人の迷惑にな 随時発行
月

に指導 いを丁寧にす らないよう，そっ ●ぴぴちゃんからの
る とはき出す おたより

●点検みがきをして （健康に関するお
もらう たより）

●いやがらずに ●健診について前 ●歯科健診を受 ●健診の必要性を知 ●自分の歯に関 ●歯科健診を受け， ●歯科健診参加呼び
歯科健診を受 もって必要性を話 け自分の歯に らせる 心をもちいや 治療の必要な子に かけ（おたより，ポ

ける し不安をとり除い 関心をもっ ●園歯科医の話 がらずに受診 は必要性を知ら スター掲示）

ておく ●口腔模型を使い1 ・治療 せ，受診できるよ 健診後の指導及び
●園歯科医の話 本1本丁寧にみが ●音楽に合わせ うにする 事後処置用紙配布
●個々に指導し，点 く指導 て1本1本丁 ●園歯科医の話

5 検みがきをする ●音楽に合わ ●うた「歯をみがき 寧にみがく ●保育者と一緒にみ ●アンケート調査
●うた一歯をみがき せ，保育者と ましょう一 ●よくかんで味 がく

ましょう． 一緒に丁寧に わう ●同じ素材でも作り

月 みがく 方により，味やか
たさのかわること
を知る

（空豆を使って）

●紙芝居作り

（卒園記念品とし
て年間取り組み）

●家族の人と・ ●ぴぴちゃんからの ●家族の人と一 ●ぴぴちゃんからの ■家族の人と・ ●ぴぴちゃんからの ●歯みがきカードを
緒にみがく 話を聞く 緒にみがく 話を聞く 緒にみがく 話を聞く 配布し，夜の歯み

●鏡の前で口を大き ●今後むし歯を作ら ●今後むし歯を作ら がきの徹底を図る
くあけてみたり， ないよう話す ないよう話す と共に緒にみが
お友達と口の中を ●むし歯のない子， ●むし歯のない子， いてもらうことを
見あったりする 治療の済んだ子か 治療の済んだ子か 習慣づける

●今後むし歯を作ら ら順次表彰 ら順次表彰 ●治療をできるだけ
ないように話す ●家でもしっかりみ ●寝る前にしっかり 早く済ませてもら
●むし歯のない子， がく（歯みがき みがく（歯みがき うよう，再度よび
治療の済んだ子か カード） カード） かけ

ら順次表彰 ●みがき残しの ●壁面制作歯とバ ●みがき残しの ●歯垢の染め出し， ●アンケート集計報

6 ●家でもしっかりみ 部分を知り， イ菌一 部分を知り， 口腔写真 告

がくよう励ます 気をつけてみ バイ菌の折り紙 気をつけて丁 ●RDテスト ●講話，園歯科医
（歯みがきカード） がく ●歯垢の染め出し 寧にみがく ●位相差顕微鏡で口 ●歯科衛生上による
●エプロンシアター ●RDテスト 腔内細菌をみる 話

月 をみる ●手にもいっぱいバ ●手にもいっぱいバ
一乳歯の大切さ．

●絵本一ちいちゃん イ菌がついてるこ イ菌がついてるこ
辱

かむことの大切
のはいしゃさん一 とを知らせると共 とを知らせると共 さ」

●紙人形作り「おく に，歯みがきの大 に，歯みがきの大
一

歯のみがき方一
ちをアーンー 切さを知らせる 切さを知らせる について

●パネルシアターを （職員劇） ●歯に関する取り組
みる （寒天培養） みの様子を保育参
●親子で日の中を見 ●紙芝居作り 観する

あう。歯の並び方
一

けんちゃんの冒
をみる 険？，

●絵本作り一お口の ●紙芝居上演
中は？．

●しっかりかん ●やわらかいもので ●しっかりかん ●やわらかいものも ●しっかりかん ●やわらかいものも ●歯みがきひとこと
で食べる もかむと味がよく で食べる しっかりかむ（バ で食べる しっかりかむ 交換

分かることを知ら ナナ） ●かむことに挑戦 歯みがきカード
せる（バナナ） ●・次健診後の ●かむことに挑戦 ●一一次健診後の ●ぴぴちゃんからの にひとこと書いて
●かむことに挑戦 自分の歯の知 （するめ，小魚） 自分の歯を知 話 もらい，家での様
（するめ，小魚） る ●ぴぴちゃんからの る ●紙芝居作り続き 子を知らせてもら

7 ●ぴぴちゃんからの 話 ●二次健診 う。園からひとこ
話 けんちゃん人形 ●ミュータンスSM と書いて返す。

けんちゃん人形 （ごっくん人形） テスト，乳酸かん ●二次健診参加呼び
（ごっくん人形） ●絵本作り続き 菌LBテスト かけ

月
●歯みがきカード ●二次健診 ●ふりかけづくり ■健診後の指導及び
●エプロンシアター ●絵本「は，は，は くつド人形づくり 未処置歯児に対し
「グリーンマント の言乱 （粘土・紙粘ヒで て勧告
のピーマンマン　　　　　　ー ●歯みがきカード 歯作り） ●講話，園歯科医に

●エプロンシアター ●くつ下人形あそび よりアンケートに
一グリーンマント ●歯みがきカード 基づいた話
のピーマンマン　　　　　　ー
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3 歳児 4歳児 5歳児
ねらい 指導内容及び実践 ねらい 指導内容及び実践 ねらい 指導内容及び実践

家庭連携及び啓発

『 ●歯によい食べ ●けんちゃん人形 ●歯によい食べ ●けんちゃん人形 ●赤，黄，緑の ●体のしくみに興味 ●歯みがきカードの
物を知る ●絵本一ムシババと 物を知り，何 ●絵本一ムシババと 食品を知り体 をもっような絵本 ひとこと交換

8 そのなかまたち」 でも食べる そのなかまたち一 に必要な食べ をみる「食べ物の ●治療のすすめ
物を知る たび」 ●歯によいおやつ紹

ρ

ウェルとヘル 介

シーのわくわく月
ワーク．

●赤，黄，緑の迷路
ゲーム

●食べたらみが ●かむことに挑戦 ●食べたらすす ●かむことに挑戦 ●永久歯（特に ●かむことに挑戦 ●治療の後，むし歯

9 く
（こんぶ） んでみがく （こんぶ） 第一大臼歯） （こんぶ） を作らないよう，

●絵本一ムシババと ●絵本　ムシババと の大切さを矧 ●うた一〇黄色：赤 点検みがきをよぴ
はははきゅうきゅ はははきゅうきゅ り，食べたら △緑一 かける
うたい． うたい一 すすんでみが ●第・大臼歯，前歯

月 く 永久歯のみがき方
を指導

●カを入れすぎ ●歯みがき指導と話 ●1本1本J°寧 ●歯みがき指導と話 ●自分の歯を知 ●歯みがき指導と話 ●はみがき指導参加
ないよう」寧 （園歯科医） にみがく （園歯科医） り自分に合っ （園歯科医） 呼びかけ
にみがく （歯科衛生士） （歯科衛生士） た歯みがき方 （歯科衛生士） ●祖父母への参加呼

10 ●鏡指導 ●鏡指導 法で1本1本 ●歯の染めだし びかけ

●イメージ指導 ●お年寄りとの交流 丁寧にみがく （鏡指導） 講話，園歯科医よ
（ありさんみがき） （8020をめざす） ●いたんだ歯ブラシ り

月 ●お年寄りとの交流 は自分で気づき交
（8020をめざす） 換してもらう

●お年寄りとの交流
（8020をめざす）

●夜，寝る前の ●歯みがきカード ●寝る前の歯み ●歯みがきカード ●寝る前の歯み ●歯みがきカード ●家族の人と緒に
歯みがきの大 ●食べられる木の実 がきの大切さ ●食べられる木の実 がきの人切さ ●食べられる木の実 夜の歯みがきの徹

1
璽 切さを知る を採取し味わう を知りすすん を採取し味わう が分かり，す を採取し味わう 底を呼びかける

●おやつ作り でみがく ●おやつ作り すんで1噛寧に ●おやっ作り

（収穫物を使って （収穫物を使って みがく （収穫物を使って
月 さっまいも団子） さつまいもかりん さっまいもけん

とう） ぴ）

●絵本作り

●何でも食べる ●かむことに挑戦 ●何でもよく食 ●かむことに挑戦 ●健康に関心を ●家でのおやつにつ ■歯みがきカードひ
12 OHP一体の好き べることの人 ●OHP一体の好き もち何でも いて話し合う とこと交換

な食べ物なあに． 切さが分かり な食べ物なあに． しっかりかん ●OHPをみる ●休み中の注意及び
月 体に関心をも で食べる ●絵本作り 食べたらみがくの

つ ●紙芝居作り 励行呼びかけ

●きれいにみが ●鏡指導 ●みがき残しが ●鏡指導 ●みがき残しが ●鏡指導 ●点検みがきの呼び

1 けているか点 ●うたFワンダー ないか確かめ ●うた一ワンダー ないよう確か ●うたFワンダー かけ

検してもらい フードランドー ながら，J寧 フードランドー めながら，1 フードランドー

ながらみがく にみがく 本1本J’寧に

みがき，臼分
月

でほぼみがき
あげる

●みがきにくい ●鏡指導 ●自分の歯を知 ●鏡指導 ●永久歯のはえ ●紙芝居上演 ●卒園前健診参加の
2 部分を知る ●絵本臼ムシババも りみがき残し ●絵本一虫歯ミュー 初めはむし歯 ●鏡指導 呼びかけ

こわ一いむしば一 のないように タンスの冒険一 になりやすい ●絵本一虫歯ミュー ●健診後の指導
丁寧にみがく ことを知り， タンスの冒険一 ●卒園制作

月 しっかりみが ●卒園前健診 紙芝居皿けんちゃ
く んの冒険？一をみ

3
　
　
月

●歯の人切さを
知る

●みがいた後の口の
中のさっぱりした
気持ち，歯の感触
を舌で確かめる

●歯の大切さを

知りすすんで
歯みがきをす
　る

●みんなで1年間の
歯みがきについて
話し合う

●みがいた後の歯の
感触を舌で確かめ
　る

●自分の健康に
ついて考え，

　自主的に歯み

がきをし健康
によい生活を

心がける

●反省
生活習慣全般●就学後よい生活習

慣を続けるための
話し合い

てもらい親rの共
通理解を深める

●小学校へ行っても
今までの習慣を続
けてもらうよう呼
　びかける
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いうことである。

　また，間食を補食とする考え方や与え方及び

食後の適切な歯みがきの必要性についての啓発

不足，歯みがきをしているつもりでも，みがい

ていることとみがけていることの違いも考えら

れる。

（3）健診後の指導

レ保護者に対して

　①健診結果を全園児の家庭に通知

　　ア．園歯科医からの諸注意（歯と口の健康

　　　の重要性）等個別に記入する。

　②未処置歯のあった園児の家庭には治療を

　　勧告

　　ア．乳歯のむし歯治療の重要性を知らせ

　　　る。

　　イ．治療終了後は，主治医の歯科受診報告

　　　書を提出するよう呼びかける。

　③　治療終了後は，今後むし歯をっくらない

　　よう注意を呼びかける。

レ園児に対して

　①結果を知らせる

　②歯口の健康児には，これからもその状

　　態を維持するようほめ言葉を添え，手製の

　　表彰状を贈る。

　③未処置歯のあった園児には，治療の重要

　　性を知らせ受診を勧める。

　　ア．受診を嫌がる園児を指導し励ます。

　　イ．受診時，待合室では人に迷惑をかけな

　　　いよう指導する。

　　ウ．治療終了児には今後むし歯をっくらな

　　　いよう指導し，手製の表彰状を贈る。

　さを指導する

◎歯みがきの大切さを指導する

◎食生活の指導をする

（1）導入のためのマスコット人形

　　健康指導時の案内役としてマスコット人形

　（指人形）を作製，園児に“ぴぴちゃん”と名

　前をつけてもらいみんなの仲間入りをした。こ

　の人形もOHP用・パネルシアター用・棒人形

　用・職員劇用とだんだん増え今では5体にも

　なった。

　（2）指導用教材

　　健康指導は毎日の繰り返しが大切なので，園

　児が集中しかっ楽しみ喜ぶことを心がけ，マン

　ネリ化しないよう職員が手作りしたOHP・エ

　プロンシアター・紙芝居・パネルシアター・

　ゲーム・人形等を使用している。

　　　　　（絵本・紙芝居等の既製の物も使用）

　（3）歯ブラシの管理

　　①歯ブラシは一人ひとりに合わせたものを

　　　使用

　　②歯ブラシが痛んだらその都度交換

　　③使用後はいつも清潔に保てるように歯ブ

　　　ラシ立てを工夫

　　　ア．歯ブラシの毛先の部分が他の歯ブラシ

　　　　とっかない

　　　イ．いっも風通しがよく乾燥している

　　　ウ．ケースをバラして洗える

　　　エ．立てたまま消毒できる

　　④使用後は毎回消毒（ミルトン）し各保育

　　　室で保管

実践に際して

＠歯と口に関心を持たせる

◎歯の役割を知らせ大切にする意識を持たせる

◎むし歯になるメカニズムや第一大臼歯の大切

歯みがき指導
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●0～2歳児

①言葉がけやからだ遊びにより十分コミュ

　　ニケーションをとるようにする。

②歯の萌出にあわせた歯ブラシを使用す



　　る。

③生えかけの歯や生えたばかりの歯はむし

　歯になりやすいので，寝かせみがきで1本

　　1本ていねいに歯みがきをする。

④年齢に応じてブクブクうがいの練習を重

　　ねる。

⑤口に興味を持っよう鏡を見せたり教材で

　指導する。

●3～5歳児

①歯ブラシとコップの扱い方の指導

　　ア．歯ブラシは口にくわえて歩くと危険な

　　　ことを知らせる。

　　イ．歯ブラシとコップを持って歩くとき

　　　は，片手で持ち一方の手は空けておく。

②歯ブラシの持ち方や動かし方の指導

　　ア．日々の歯みがきは保母が口腔模型を

　　使って見本を見せる。

　　イ．他の保母は歯ブラシの持ち方・使い方

　　　を個別に指導（特に歯肉を傷っけないよ

　　　う留意）

　　　※歯面に毛先がすべてあたり，力を入れ

　　　過ぎないで磨くということが子どもた

　　　　ちにも分かりやすくするために“アリ

　　　　さん”にイメージ化し，“アリさんみ

　　　がき”といって指導する。

③口の中をきれいにした時の気持ちよさを

　　体得させる。

　　ア．毎日の繰り返しによって口の中の清潔

　　感を身に覚えさせる。

　　※障害を持つ園児の治療は困難なことが多

　　　いので，むし歯をっくらないよう留意す

　　　る（体ほぐしでリラックスを図る・ラブ

　　　を使用することもある）

④夜の歯みがきの徹底

　　ア．歯みがきがんばり表を作成し，家族と

　　　ともに歯みがきをする（点検みがきをし

　　　てもらう）

　　※年齢別指導計画参照（表1）

幼稚園・保育所（園）部会■

栄養指導

　食育は生命を維持するうえで最も大切なことで

あり，歯の健康にとっても切り離すことができな

い。

　：コ年間栄養指導計画作成

　Z献立作成（給食及び間食）

　二栄養指導

　tアレルギーのある子どもの除去食の実施と指

　　導

　CL肥満予防と指導

　こ偏食のある子どもの指導

　こクッキング保育の指導

　　　おやつには野菜スティック・するめ・さっ

　　ま芋・野いちご・よもぎ等，自然の材料を多

　　く取り入れ，よく噛んで食べられる物を考慮

　　している。

　　　また，園児による菜園活動も行っており，

　　収穫時の笑顔はとてもステキである。収穫し

　　たものはクッキングに取り入れている。

　　　OHP・紙芝居・エプロンシアター等の教

　　材を使用し，栄養士が合同集会または各クラ

　　スを廻って個別指導を行う。

事例
1．園歯科医による指導

（1）噛むことの重要性と歯の役目について

　〈対象4～5歳児〉

　　うのみをするとバナナの味はせず，超特急

　　でお腹（胃）の中へ入ってしまう。

　　　　　　　　　　　」

　　スピードをだし過ぎると特急電車でも事故

　　を起こしてしまう。

　　　　　　　　　　　1

　　お腹もスピードをだし過ぎるとお腹の中に

　　は歯がないので事故（腹痛や下痢）になっ

　　てしまう。
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　　　　　　　　　　　1

　　事故を防ぐには口の中の歯でしっかり噛む

　　ことが大切である。

等の講話。

　講話の前にバナナを半分食べ，講話後残りを

食べる。

　やわらかい物でもしっかり噛むことによりそ

のものの味があじわえることが分かった。

　また，歯の役目を意識しながら奥歯でしっか

り噛もうとする姿がみられた。

2．園歯科医・歯科衛生士による指導

（1）みがき残しの部分を知り丁寧に磨く。

　〈対象4～5歳児〉

　　　（歯垢染めだし液を塗布後うがいをしてき

　た子どものことば）

　子ども「わあ一あかい」「きもちわる一い一

　　　　鏡で［の中を見てごらん，どこが赤く

　　　　なっているかな？

　子ども「はとはのあいだ」「はぐき」「あっ

　　　　おくばも！」

　　　　赤いところがきれいにみがけていない

　　　　ところ，むし歯になりやすいのよ。

　　　　　（画用紙に書いた歯に，子どもと一緒

　　　　　に赤くなっている場所を確認しなが

　　　　　ら赤鉛筆で色を塗る）

　　　　それでは，その赤いところがきれいに

　　　　なるようにみがこうね。

　　　　　（鏡を見ながら一生懸命みがく）

　子ども「せんせいみてみて，もうきれいに

　　　　なった？」

　　　　まだ赤いところが残っているよ。もう

　　　　一度かがみをよく見てみがこうね。

　　　　　（歯みがきに再度挑戦）

　子ども一もうこれでいい？」

　　　　　（一人ずっ点検し歯ブラシの使い方を

　　　　　指導）

　　　　さあ！　これできれいになった。次は

68／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月

　　　　ブクブクうがいよ，丁寧にしようね。

　　　　（ブクブクうがいをする）

一一一一 歯ブラシとコップを使った後はきれい

　　　　に洗おうね。

　　　　（流水で洗う）

一　　口の中きれいになって気持ちよくなっ

　　　　たかな？

　子ども「は一い」「気持ちよくなったよ一

　　　　（染あだし前後の口腔写真を撮影し，

　　　　　保護者への啓発に使用，点検みがき

　　　　　の大切さを知らせる）

　個別にみがきにくいところの歯ブラシのあて

方や持ち方を指導してもらうことにより，自分

のみがき残し部分のみがき方が分かり，きれい

にみがいた気持ちよさも分かった。

3．歯によい食べ物は体にとってもよい食

べ物

　〈対象2～5歳児〉

（1）人形をみんなに紹介，名前を募集。

　　　（けんちゃんと決まる）

②　けんちゃんがクイズ方式で話を進める。

　　A：けんちゃん　B：子ども

　A一この名前はなんというでしょう？－

　　B一ピーマン！」

　　A’みんな，これはピーマンでいいのか

　　な？－

　　B一そう，ピーマンー

　A「あたり！」

　　　「では，歯にいい食べ物かな？－

　　B「歯にいいよ！一

（3）いろんな食品の分類が終わった後，再度食

　品名と歯にいいもの，悪いものの確認をす

　る。その後偏食の話へ移行し，歯にいいもの

　は体にとってもいいものであることを知ら

　せ，“何でも食べる”ことをけんちゃんと約

　束する。



4．大型紙芝居製作

　〈対象5歳児〉

　みんなで話し合いながら歯の大切さを確認して

紙芝居づくりに取り組む

rけんちゃんのぼうけん』（現在製作中）

　この大型紙芝居は子どもたちからでた「こと

ば」をもとに子どもと保母が一緒に製作，最終的

には10～12枚の場面にし，「歯の大切さ」から

「健康づくり」に繋げていきたいと考えている。

　なお，生活発表会（2月）で保護者の前で発表

し，その後卒園記念に残そうと取り組んでいる。

その他の取り組み

c口腔内写真撮影

c位相差顕微鏡による細菌観察

c唾液中の乳酸桿菌量検査（デントカルドL

　B）

○唾液中のストレプトコッカス・ミュータンス

数の検査（デントカルドSM）

c迅速判定う蝕活動性試験（RDテスト）

G手指，唾液，歯垢の細菌培養

c個人健康ファイル作成

○アンケート調査

園児の変容

　園歯科医の指導のもと，いろいろな方法で繰り

返し実施してきたことによって，体にとってよい

食べ物が分かってきたようで，年齢の大きいクラ

スほど「○○ちゃんこれたべたらはにええよ」

「ほねもっよなるでえ」等互いに励まし合い，嫌

いなものでも頑張って食べている姿が見られるよ

うになった。

　年齢の小さい子どもの中には歯みがきを嫌がっ

ていた子どももいたが，今では，自分から喜んで

磨いてもらうようになった。

　歯を磨くことの気持ちよさが分かることによ

　　　　　　　　　　　幼稚園・保育所（園）部会■

り，手洗い等の清潔面にも関心が高まった。

　ぴぴちゃんが登場すると「きょうはどんなおは

なしがあるのかな？」と目を輝かせ集中して話が

聞けるようになり，製作にも落ちついて根気よく

取り組む姿が見られるようになった。

　これは，災害件数が減ってきていることにも繋

がっているように思われる。

保護者との連携

　園歯科医の来園の際は保護者に参加を呼びか

け，子どもとともに指導を受ける。参加できな

かった家庭にはお便りで知らせたり，送迎時に話

をしたりこまめに連絡をとりあい，家庭と園が同

じ方向で指導することができてきた。

　参観時には「歯の健康について考える．取り組

みを行ったところ保護者の歯についての関心が高

いことが分かり，改めて歯の大切さをともに考え

る機会にもなった。

　歯と口の健康は小さい年齢になるほど大人の力

によるところが大きい。年齢が高くなると園児の

頑張ろうとする気持ちも，保護者の関心度と協力

の姿勢によって大きく左右されるので，子どもも

楽しみながら歯みがきができるように“はみがき

カード”を用意し，「子どもと一緒に磨く・夜の

歯みがきの徹底・点検みがきをする」等続けるこ

とを呼びかけている。

　今後も保護者とともに考え取り組んでいきたい

と思っている。

まとめと今後の課題

　保育園は保護者の就労等で時間的ゆとりのない

家庭が多いため，園歯科医及び園からの指導・啓

発も一方通行になることが多かった。

　しかし，園歯科医に時間帯を考慮していただ

き，保護者の時間帯に合わせた健診・講話の実施

や，子どもとともに経験する活動で共通の話題が
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でき，ともに考えることができるようになったこ

とは大きな収穫となった。

　なお，園歯科医との連携は重要で一年のうち健

診その他で15回前後の来園，本年度は特に例年よ

りも多く　“報連相”（報告・連絡・相談）は頻繁

にしている。

　保育者集団でも健康と安全は保育において最も

基本的で重要なことと考え，特に体の玄関口であ

る歯と口の健康指導の重要さを，一人ひとりが再

認識し，心身の発育段階に応じた保育を積極的に

取り入れ，生活習慣や食生活・間食等を見直す話

し合いも進めている。

　これまでの園歯科医の指導や啓発の熱意が保護

　　　　　　　　　　　幼稚園・保育所（園）部会■

者にも伝わり，園児を取り巻くよい環境づくりが

でてきたと思われる。

　春の健診時，未処置歯のあった園児全員が処置

完了しても，これは“終わり”と言うのではなく

これからがむし歯予防の“始まり”ということで

あり，保護者とともに取り組んでいかなければな

らない大きな課題と考えられる。

　人生のスタートをきって間もない子どもたちが

みずからのライフスタイルを確立して8020運動の

展開をめざし，保護者とともにしていけること

は，私たち保育者にとってこのうえない喜びであ

り，園児に対しての大きな願いである。
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幼稚園・保育所（園）部会■

保育園における歯科保健指導での
園歯科医の役割とかかわり方

匡璽ヨ　練馬区歯科医師会 練馬区学校歯科医会理事 中　田　郁　平

1．はじめに

　練馬区は，東京都23区の北西部に位置し，板橋

区，豊島区，中野区，杉並区に接し23区の中で

は，大田区，足立区，江戸川区に次いで4番目の

広さである。練馬区の人口，世帯数は平成5年1

月1日現在621，140人，258，219世帯である。

　歯科保健においては，保健所，保健相談所にお

いて，1歳6ヵ月児健診，3歳児健診，幼児歯科

相談，母親学級を行っている。

　練馬区では，児童福祉の向上として，保育の充

実をかかげている。

（1）乳児保育

　　区立保育園では，昭和62年4月に，生後58日

　からの産休明け保育を開始し，現在10園で実施

　し，また22園で生後100日から，13園で8ヵ月

　からの乳児を受け入れている。私立保育園で

　は，5園でそれぞれ生後58日（3園），6ヵ月

　（2園）からの乳児を受け入れている。

（2＞障害児保育

　　区立，私立の全保育園で，原則として，中・

　軽度の障害のある幼児を受け入れ，健常児との

　統合保育を行っている。

　　平成5年4月1日現在，区立保育園54園に133

　人，私立保育園6園に22人が在籍している。

　　以上をふまえて，練馬区歯科医師会では，平

　成元年4月から，保育園嘱託医制がとり入れら

　れ，東京23区で歯科嘱託医制を実施している区

　は6区である。

　練馬区内には，現在区立保育園59園，私立保育

園15園，無認可保育園5園，合計79園がある。

　また，練馬区内には，米軍家族宿舎グランドハ

イツが国に返還され，その跡地に住宅が建設さ

れ，人コ約4万人，その中には，区立保育園11

園，小学校7校，中学校4校，高等学校2校があ

る。

〈嘱託歯科医の職務内容〉

①園児の歯科健康診査及びその結果に基づく

　適切な歯科指導

②園児及び保護者に対する歯科保健指導

③緊急時の対応

④保育園における歯科保健管理に関する専門

　的事項についての指導

〈勤務形態〉

①歯科健康診査年2回

②園児及び保護者に対する歯科保健指導年1

　回以上

　年1回練馬区歯科医師会と区児童部，保育園

園長，看護婦との研修会を開催。

〈園児及び保護者に対する歯科保健指導事業実施

結果〉

実施内容・実施結果報告（平成5年度）

　練馬区歯科医師会では，嘱託医制になって，

年1回園児，保護者に歯科保健指導を各嘱託医

の先生方が毎年いろいろな考え方を持って，各

保育園でお話し，スライド，ビデオ，カリオス
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タット，またある先生は，木の葉で実験をし，

園児，保護者に一歯」に関心を持っていただく

よう，毎年同じお話をしないように演題を変え

てお話を実施している。このことをふまえて，

前にも述べたように10月，11月頃嘱託医の先生

方と区児童部・保育園園長，看護婦さんをまじ

えた研修会を年1回開催し，平成6年で4回目

になる。

　この研修会には，特別講演として，東京都学

校歯科医会会長：西連寺愛憲先生，練馬区学校

歯科医会副会長：穂坂正典先生，練馬区保育課

栄養指導主査：中山光先生に講演をしていただ

き，その後ディスカッションで我々嘱託医に対

しての要望あるいは我々が区・児童部・保育園

に対しての意見や要望を伝える場をもうけ，一

っひとっの問題点を解決できるようにと研修会

が開催されるようになったしだいである。

　今年度で3回目，20名のクラスを保護者の参

加できる人数で3グループに分け，時間を30分

ずっずらし，1グループごとに子供の口にあう

歯ブラシの大きさ，みがき方，食べたら磨くと

1いうことが大事等，医師より話があり，次に保

護者の各家庭でいつもしているように子供の歯

みがきをしてもらう。その後看護婦が歯垢染液

を使って染めだしをした。それを保護者が見て

どの部分がみがけていないかを理解する（表を

使って）。

　その表を見ながら福田先生の奥さん（小児歯

科医師）が一人ずっ汚れている場所の，みがき

1方を丁寧に指導してくださった。その際質問の

ある人は直接医師に子供の歯を見ながら話が伺

えた。全体的になごやかな雰囲気の中で行えて

良かった。

72／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月

福田先生からは，まだ全体的に歯ブラシが「大

きいね一と感想がありました。

目　的：6歳臼歯の萌出を知り，なぜむし歯に

　　　　なりやすいかを模型で知る。

対　象：3歳，4歳，5歳児

内　容・3歳，4歳，5歳児クラスがホールに

　　　　集まり，「バイバイむし歯菌」の紙芝居

　　　　をみる。

アーマ：歯みがきをいっもきちんとやっている

　　　　子どものきれいな口の中には，むし歯

　　　　菌は住めない…ことを知らせる。

　　　　紙芝居は，4歳児担任と5歳児担任が

　　　　担当。もっと見たい…と子どもたちか

　　　　らアンコールがあり好評だった。そこ

　　　　から，きれいな口の中にするにはどん

　　　　なみがき方をすれば良いかを歯医者さ

　　　　んに教えてもらうことになった。

　　　　5歳児クラスは手鏡で各自6歳臼歯を

　　　　確認。歯ブラシの握り方，当て方，み

　　　　がき法（フォーンズ法）を指導しても

　　　　らった。

　　　　　フォーンズ法は，少しむずかしかっ

　　　　たが，むずかしいと感じるほど熱心に

　　　　なる…と励ましの言葉をいただいた。

　う歯り患率を最小限にとどめ，個別に歯科衛

生の話をしていただくため，保護者同伴の歯科

健診を実施した。

〈対象園児＞1～5歳児



〈保護者同伴の歯科健診〉

　保護者に同伴してもらい歯科健診後，保護

者がその場で実際にわが子の歯の状態を見な

がら，その子に合った食生活の仕方，歯みが

きの仕方など歯科衛生の指導をうける。

　フッ素について，歯ぐきからの出血，奥歯

のみがき残しについてなど親からの質問に具

体的に答えていただいた。

〈その他〉

　春・秋・の歯科健診後には，歯科医師の感

想や今後気をっけてほしいことなどのコメン

　トをいただき，7月と12月の園だよりに載せ

て指導していただいている。

テーマ　A．各保育園の歯科健康管理の現状

　　　　B．歯みがきの必要性とその実践方法

　　　　C．質疑応答

講　師　中田先生（光七）・山本先生（光三）

　　　　鶴見先生（光六）

　　　　永沼先生（旭二）・根岸歯科衛生士（光

　　　　が丘保健相談所）

内容　　（詳細は別紙参照）

　　A．各園の歯科健康管理の現状

　　　各歯科医より自己紹介をかねて，5分程

　　度ずっ話してもらう。

　　B．歯みがきの必要性とその実践方法

　　　歯の生え始めから就学までの歯の管理の

　　ポイントをスライド・ビデオ・図などを活

　　用して，とても分かりやすく話していただ

　　いた。子どもの発達段階に合わせた配慮も

　　話され，大変理解しやすかったものと思う。

　　C．質疑応答

　　　会場から，時間がオーバーしても熱心に

　　質問された。

幼稚園・保育所（園）部会■

1．カリオスタットテスト

（目的）口腔内がむし歯になりやすい状態かど

　　　　うかを調べる（対象）全園児

（方法）歯と歯の付け根の部分を滅菌綿棒で擦

　　　　り，培養液に入れ，37度で24時間培養

　　　する。その結果の培養液を色の変化で

　　　　口腔内の汚れ具合を見る。

2．歯の話

（目的）歯医者さんと接し，歯に関心をもたせ

　　　　る（対象）4歳児，5歳児

（内容）むし歯の段階・永久歯について

　　　特に，初期のむし歯の症状，冷たいも

　　　　のを食べて少しでもしみる感じがあっ

　　　　たら既にむし歯になっているので，早

　　　　く歯医者さんにいくように。

感想：大勢の子ども相手に話をするのは初め

　　　　てで，ご苦労されていた。先生が話を

　　　　進めるより先に子どもから矢継ぎ早に

　　　　質問があり少々申し訳なかった。しか

　　　　し，子どもたちの質問に気長に答えて

　　　　下さり，先生が話したかった内容はお

　　　　そらく一部しか話せなかったと思うが，

　　　　歯医者さんと一緒に自分たちの考えが

　　　　確認できたという思いは子どもの中に

　　　　残ったものと思われる。

　　　　　案外，先生に特に用意をしてもらわ

　　　　ず，一クラスのみを対象に，一緒に歯

　　　　の話しをする会のようにしたほうが効

　　　　果的だったのかもしれない。

3．歯みがき指導

（対象）3歳児，2歳児

（目的）保育園における歯みがきの現状を見て

　　　　もらう。

（方法）食後，クラスに入ってもらって，様子

　　　　を見ながらみがき直しをしたり，みが

　　　　き方を見てもらう。
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感想：2歳児組の食事が終わる頃を見計らっ

　　　て，クラスに入り，子どもの磨く様子

　　　を見てもらう。適宜，磨き直しをして

　　　もらう予定であったが，こちらで「歯

　　　医者さんだよ，歯みがき見てもらおう

　　　ね，磨いてもらおうか」という言葉が

　　　けだけで，のろのろごはんを食べてい

　　　た子も必死で終わらせ，歯ブラシを先

　　　生に差し出すという状態であった。特

　　　に，いっもは「磨こうか？」といって

　　　もけっして歯ブラシを渡さない子まで

　　　先生にはすんなり磨きなおしてもらっ

　　　ており，この差は何だろうと少しこち

　　　らが自信を無くしてしまった。また1

　　　日たっても，2日たっても「歯医者さ

　　　んは…」という子どもたち。本当に嬉

　　　しかったようです。

　　　　3歳児にっいては，食事時間が延び

　　　てしまい，食事の様子のみ見てもらい

　　　ました。

　　　子ども達が次に先生に会えるのを待っ

　　　ています。

2．健診結果

　東京都練馬区歯科医師会は，このような観点か

ら歯科健康事業の一環として，区内59ヵ所の保育

園での歯科健診ならびに口腔衛生指導を行ってき

た。

（1）平成元年時の受診者総数は5，681名，2年

　は5，692名，3年前期は5，336名，後期は5，536

　名，4年前期は5，352名，後期は5，486名，5

　年前期は5，410名，後期は5，539名であり，毎

　年近似していた。

　　健診結果をまとめてみると，1歳児から5

　歳児の受診者総数のうち，う蝕のある子の割

　合は平成元年前期（4月）が39．8％，後期
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（10月）が45．7％と後期が明らかに高く，ま

た平成2年の前期は40．6％，後期46．2％，平

成3年前期40．1％，後期45．9％，平成4年前

期38，9％，後期44．5％，平成5年前期38．6

％，後期43，0％であり毎年ほぼ同様の結果を

得たが年を増すごとに減少傾向が伺われる。

また前期から後期への増加率も毎年6％前後

であり，わずか半年の間に6％もう蝕罹患者

が増えていることが分かる。しかし，平成元

年から5年までの前期から後期への増加率

は，それぞれ5．9％，5．6％，5．8％，5．　6％，

4．4％，とわずかながら減少傾向がうかがわ

れる。

（2）一人平均う歯数をみると，平成元年前期が

　2．3本，後期が2．8本，平成2年の前期は2．4

　本，後期2．7本，平成3年前期2．4本，後期2．7

　本，平成4年前期2．1本，後期2．6本，平成5

　年前期2．　1本，後期2．4本であり年々減少傾向

　にあり，平成元年から5年までの前期から後

　期への増加う蝕歯数は，平成元年が0．5本，

　平成2年が0．3本，平成3年が0．3本，平成4

　年が0．5本，平成5年が0．3本とほとんど変化

　なく，う蝕になる者にとっては平成元年から

　平成5年まで前期から後期への半年後のう蝕

　歯数に変化はみられなかった。

（3）各年齢別の一人平均う歯数では，1歳児に

　おいて平成3年前期は0．2本，後期はO．　4本，

　4年前期は0．1本，後期は0．3本，5年前期は

　0．2本，後期は0．5本であった。

　　2歳児において平成3年前期は0．9本，後

　期は1．4本，4年前期は0．8本，後期は1．3

　本，5年前期は0．7本，後期は1．1本であっ

　た。

　　3歳児において平成3年前期は，2．3本，

　後期は2．8本，4年前期は1．9本，後期は2．5

　本，5年前期は2．0本，後期は2．　6本であっ



た。

　4歳児において平成3年前期は3．4本，後

期は3，9本，4年前期は3．4本，後期は3．9本，

5年前期は3，3本，後期は3．7本であった。

　5歳児において平成3年前期は4．9本，後

期は5．　0本，4年前期は4．4本，後期は4．8本，

5年前期は4．5本，後期は4．5本であった。

（4）以上の結果を全体的に捉えてみた。

　　平成3・4・5年の経時的にみると，平成

　5年にかけて減少傾向がみえる。

（5）う歯率をみると，平成元年前期が13．0％，

　後期が14．7％，平成2年の前期は12．9％，後

　期14．2％，平成3年前期13．0％，後期14．2

　％，平成4年前期11．8％，後期13．5％，平成

　5年前期11．8％，後期12．8％で年々減少傾向

　にあり，平成元年から5年までの前期から後

　期への増加率は，1．7％，1．3％，1．2％，1．7

　％，1．0％であり，平成5年と元年を比較す

　ると，う歯率は減少している。

（6）処置率をみると，平成元年前期が40．1％，

　後期が46．0％，平成2年の前期は44．7％，後

　期50．5％，平成3年前期49．8％，後期54．7

　％，平成4年前期50．7％，後期53．6％，平成

　5年前期49．7％，後期54．0％で年々増加傾向

　にあり，平成元年から5年までの前期から後

　期への増加率は5．9％，5．8％，4．9％，2．9

　％，4．3％であり，平成4年度前期から後期

　への処置歯増加率は低かった。

（7）全体的にみると，う蝕のある子どもの割合

　は平成元年から平成5年にかけて年々わずか

　ながら減少傾向を示すものの，後期の健診で

　40％強の子どもが，う蝕に罹患している。一

　人平均う歯数も年々減少し，後期健診で2．4

　本となっていた。
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　次に平成3年から平成5年までを年齢別に

一人平均う歯数でみると，1歳児の一人平均

う歯数は後期健診で0．4前後と3年間の変化

はあまりなかった。2歳児においては1．4本

から1．1本と減少を認める。3歳児において

は平成4・5年度が3年度より減少傾向にあ

るが，平成5年度後期において2．6本う蝕罹

患を認める。4歳児においては3年度の3．9

本から5年度の3．7本とわずかに減少してお

り，5歳児においては3年度の5．0本から4．5

本へと減少している。しかし，一人の子ども

に4．5本も，う歯を有している。う蝕を有す

る子どもは，すでに1歳児から認められるこ

と，またう蝕を有する子どものほとんどは，

3歳以降であり，またこの年齢に達すれば歯

科治療時の取り扱いは可能であるにもかかわ

らず，処置率は決して高くないこと等を考え

ると，今後の歯科衛生の啓蒙のあり方を再検

討せねばならないと思われる。

（8｝次にう蝕予防として一般的である，歯ブラ

　シとう蝕罹患にっいて検討してみた。

　　0歳児から指導している園が15．3％もあっ

　た。一方1～2歳児からの園は少なく，3歳

　児からが最も多く，39．0％であった。っいで

　4歳児からの27．0％であり，5歳児までに95

　％の園で，歯みがき指導を行っており，園で

　の口腔衛生への関心の強さは，明らかに高い

　ことを物語っている。

（9）しかし，その歯みがき指導の開始時期とう

　蝕の関係を，う歯のある子の割合とう歯率で

　みると，乳児から開始した園でのう歯のある

　子の割合は41．1％に対して，幼児から始あた

　園では41．3％と差は認められず，う歯率でも

　おのおの12．6％，13．4％と，差は小さかっ

　た。
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（10）さらに，平成4年度においては5歳児での

　一人平均う歯数と歯みがき開始時期を年齢別

　に分け検討を加えてみた。

　　0歳児で開始した園での5歳児の一人平均

　う歯数は4．3本，1歳児からでは3．8本とやや

　減少していたが，2・3・4歳児からでは4．5

　本と変化なく，5歳児に開始した園では5．0

　本と多かった。

　　歯みがき指導は口腔衛生上，必要ではある

　が，今回の調査では歯みがき指導は，直接う

　蝕予防には結びついておらず，そのやり方に

問題があることが伺われ，検討せねばならな

いと思われる。

　今回は，練馬区在住の0歳児から5歳児までの

歯科健診を平成元年から平成5年まで年2回行っ

た結果から，ここ数年のう蝕罹患状況，処置状況

の推移を報告させていただいた。う蝕のある子は

減少し，う蝕率，一人平均う歯数も減少し，また

処置率も向上しており，歯科医師会の活動の成果

と思われる。
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わかって出来て続ける
健康な子供の育成

一
幼稚園と家庭で進める幼児の歯科保健指導

團富山県婦負郡八尾町立杉原幼稚園園長代理中川悦子

1．地域，園の概要

　杉原地区は，八尾町の東北部に位置した農業地

帯である。最近兼業農家の増加とともに，かつて

の純農村地帯からは薄らいでいる。

　近年，山間部や町の中心部からの移住や企業，

スーパーマーケットの進出が目だち，市街地化が

見られるようになってきている。

　この地域には，保育所，幼稚園，小学校，中学

校が1っずっある。保護者の多くは，教育に対し

て深く関心をもっており，教育熱心でPTA活動

への参加率も高い。

　子供達は，素直で明るくのびのびしている。し

かし，やや消極的で競争心に欠ける面も見られ

る。

　当地区は，昭和61年度より3ヵ年，日本学校保

健会から「むし歯予防啓発推進事業」の指定を受

け，生涯歯科保健活動として地域ぐるみで研究に

取り組んできた。この研究を機会に「むし歯予防

活動を続けましょう」と現在も継続されている。

また，杉原小学校は，平成3年度に「全日本よい

歯の学校」で賞を受けており，健康教育に力を入

れている。

　本園は，昭和53年に八尾町立として創立され，

杉原小学校に併設されている。4歳児，5歳児各

1学級ずつの小規模園である。園長は，小学校の

校長が兼務している。

　園の周りには，田畑があり自然に恵まれてい

る。しかし最近は交通量も多く幼児達は，帰宅後

友達の家へ遊びに行き，室内で遊ぶことが多く

なってきている。

　ほとんどの幼児は，祖父母との同居の家庭から

通園しているが，反面，企業の進出による転勤者

など，核家族の家庭から通園している幼児も増え

てきている。

　園舎は広く活動しやすい。園庭には，ブラン

コ，すべり台，チビッコハウスなどがある。あま

り広くはないが幼児達の興味のある遊び場で，心

も体も動かして遊びを展開している。花壇や菜園

もあり，ウサギやモルモットも飼い，幼児達と一

緒に世話をし育てる経験をするなど，動植物のふ

れあいを多くもつようにしている。自然の恵みを

受けたり，働くことを体験したりして，感動体験

をすることで自然の偉大さや不思議さ，命の尊さ

などに気付くようにしている。

2．本園の教育方針

〈教育目標〉

“明るく生き生きとした子供”を育てる

　社会の変化に主体的に対応できる健康で心豊か

な人間となる基礎を養う。

（1）めざす幼児像

　○じょうぶでたくましい子

　　　自分から体を動かして遊び，健康で安全

　　な生活に必要な習慣や態度を身にっける子
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　c友達と仲よく遊べる子

　　　情緒が安定し，自分のことは自分でし，

　　友達と喜びや悲しみを共感し合える子

　○やさしくて思いやりのある子

　　　愛されていることに満足し，相手の気持

　　ちになって分かってあげたり，親切にした

　　り，手伝ってあげたりする子

　○自分の力で最後までがんばる子

　　　いろいろな物事に興味，関心をもち，見

　　たり，考えたり，試したり，工夫したりし

　　ながら創造してやりとげる子

（2）健康教育と歯科保健について

　　幼児期は，発育の最も盛んな時期である。

　また，自ら健康な生活を営み始ある時期であ

　り，人の一生の健康の基礎づくりの重要な時

　期でもある。

　　幼児が心身共に健康な生活を営むために

　は，運動と共に健全な生活習慣が形成される

　ことが大切である。

　　しかし，最近の幼児をとりまく社会は，大

　きく変化してきている。特に体作りの源にな

　る食生活が変化し，栄養の偏りがみられるこ

　とや生活が夜型となり，家庭での生活リズム

の乱れがみられる。また，交通量の増加によ

　り室内遊びが多くなってきている。このよう

　に幼児の生活は，心や体にさまざまな歪みを

　もたらすようになってきている。

　　このような現状から，幼児の望ましい発達

を考える時，まず自ら健康な生活を営むため

の基本的な生活習慣を身にっけ，健康な生活

のリズムを整えることや，自らの健康に関心

を持ち，病気などの予防に必要な活動を進ん

で行う意欲や態度を育てるようにすることが

必要である。

　特に体づくりの源となる食生活や自分の歯

の健康について，興味や関心を持たせ，園生

活の中で幼児の主体的な活動を通して，歯の

働きに気づかせたり，歯を大切にする意識を
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持たせたりして，自分の歯は自分で守る態度

や習慣を身にっけていくことが大切であると

考える。

　研究主題の“わかって出来て続ける健

康な子供”を，自分の健康のようすに気づ

き，健康によいことを進んで体験し，体験し

たことを生活の中に生かしていける力を身に

つけていく子と捉え，自分から進んで健康な

歯づくりに取り組もうとする幼児の育成をめ

ざしていきたいと考えた。

　しかし，幼児の発達段階や歯の特徴から考

えると，幼児一人で取り組むことは困難であ

る。歯の健康は，食後の歯みがきやおやっの

とり方など，毎日の生活の仕方と深いかかわ

りがあるため，育児の責任者である両親と幼

稚園が一緒に協力し合いながら，幼児の健康

な歯づくりに努めていく必要があると考え

た。

3．研究の仮説

こ日常生活の中で，幼児の発達段階を考慮し

　て，歯の健康について適切な指導を積み重ね

　ることによって，幼児自ら気づいたり，やろ

　うとしたり，続けようとしたりして，健康な

生活の習慣や態度を身にっけるようになる。

c幼稚園と家庭とが協力して，健康な生活の習

慣を身にっけさせることにより，幼児の歯の

健康への実践的な態度が育っようになる。

4．研究の基本的な方針

①日常生活の中に無理なく歯科保健活動を，

　組み入れる。

②幼児の主体的な活動を通して，習慣化態度

　化を図る。

③家庭との信頼関係を築き，ともに育ててい

　く姿勢を整え，習慣化を図る。
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④小学校との連携を密にして，指導の効率化

　を図る。

5．研究の内容

（1）日常活動の面から

　ア．給食後の歯みがきの徹底を図る。

　イ．幼児達が意欲を高め積極的に取り組むた

　　めの環境を工夫する。

　ウ．6歳臼歯の重要さに気づかせる。

　エ．自分の歯に合ったみがき方，正しい歯の

　　みがき方を知らせる。

　オ．カラーテストの実践から，歯垢のみがき

　　残しに気づかせ，みがき残しのないように

　　するみがき方をわからせる。

（2）家庭との連携の面から

　ア．歯に合った歯ブラシを与えてもらう。

　イ．親子で一緒に歯みがきを実践してもら

　　う。

　ウ．歯科医より歯に関する話を聞いたり，栄

　　養士におやつの与え方やっくり方をおそ

　　わったりして知識を高める。

　エ．ほけんだよりなどで，歯の健康について

　　のポイントを知らせる。

6．幼児における歯科保健指導要

素一覧表

表1のとおりである。

表1

基本的観点（ねらい）

強い歯をつくる

指導内容（行動目標）

歯や口の中の

　　病気と健康

●どうしてむし歯になるのかを知る。

●歯科健診を受ける。

●むし歯の怖さを知り，進んで治療を受ける。

歯のはたらき 一［離雛撫議捲畿モ食べる．

歯によい食べ物

歯をきれいにする 歯みがき
一

一　

　●歯によい食べ物を知り，いやがらずに食べる。

一
●歯ごたえのあるものを，よくかんで食べる。

　●歯の汚れが分かる。

　●なぜ歯みがきをするのか分かる。

　●ブクブクうがいができる。

一●歯の各部位のみがき方を知る。

一●食べた後，忘れずにみがく習慣をつける。

さとうを

　　取り過ぎない
お　や　つ

「：其黙課購襟灘卸ナる゜

一
●食事やおやっの時間を決める。
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7．歯の健康についての意識調査

（1）調査のねらい

　　保護者の歯科保健に対する意識や関心の様

　子を把握し，指導に生かす。

（2）調査対象　園児49名

（3＞調査実施日　平成6年3月10日

（4＞調査内容

　①お子さんの歯について，関心をもたれる

　　のはどんな時ですか。

治療カードをも

らった時30％

歯みがきカレンダー

をもらった時32％

　　1

11％
　
1

歯みがき

する時27％

　　　　　　　　　　歯が痛い時

②お子さんは家で歯をみがいていますか。

毎日必ずみがく　80％
時々

14％ 6
％
1

　　　　　　　　　　歯みがきカレンダーの時

③家で一日何回みがいていますか。

1回　37％ 2回　63％

④　一日のうちいつみがきますか。

80％

朝おきて
1・％

朝食後
136％

おやつの後 0％

夕　食後
1・％

ね　る　前 79％1

⑤はみがきの後チェックしていますか。

1日1回
　14％

時々　67％
しない

19％
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⑥歯みがきのようすから，磨けていると思

　いますか。

だいたい磨けている
　　　　　　　51％

磨けていない
　　　　34％

分から
ない

15％

⑦　お子さんの偏食について考慮しています

　か。

調理の工夫

　21％
嫌いなものを少しでも食べさせる

　　　　　　　　　　62％
由
％
自
1
7

⑧おやつの時間は決めていますか。

は　い　61％ いいえ　39％

⑨おやっを食べさせる時，

　をつけていますか。

どんなことに気

　　　　　70％

飲み物と一緒 45％1

歯にっかないもの 22％1

甘い物を食べない
［・％

ガムはかまない 18％1

乳製晶を食べる
1・％1

かたいおかし 25％1

炭酸飲料水なし 37％1

だらだら食べなし 53％1

特にな　し
1・％1

⑩おやつの後どのようにしていますか。

うがい
　15％

なにもしない　85％

歯みがきしている　0％



⑪乳歯がぬけた時，どのようにしています

　か。

35％

鴎O・を示さない 0％

すてさせる
i・％

抜けた場所を見る
24％1

抜けた歯を観察 23％

生えてくることを謝 33％

そ　の　他 22％

②　歯みがきカレンダーについて

続けてほしい　87％ 13％

　　　　　　　　　　　　　　やめてほしい

⑭　歯みがきカレンダーの続け方について

⑭家庭でむし歯予防のために実行されてい

　ることは，どんなことですか。

○歯みがき習慣化

　●食事の後は，進んで磨いている。

　●家庭で一緒に磨き，励まし合うようにし

　　ている。

　●できない時は，うがいをする。

　●時間を決めて磨くようにしている。

○きれいに磨く

　●磨いた後，点検し，仕上げみがきをして

　　いる。

　●時々カラーテストをする。

　●歯ブラシを選び，歯みがきを楽しめるよ

　　うにしている。

　●時間をかけて磨くようにしている。

　●下の歯より上の歯を磨くようにしてい

　　る。

○おやっと食事

　●おやっを選ぶようにしている。

　●甘いお菓子は買わないようにしている。
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　●甘いおやっの時は，お茶や水と一緒にと

　　るようにしている。

　●おやっの時間を決めている。

　●歯によいものを食べるようにしている。

　　（小魚・牛乳・昆布・スルメなど）

　●偏食をさせないようにしている。

○その他

　●定期的に健診を受け，歯にフッ素をぬっ

　　ている。

　●自作の話でむし歯の怖さや歯みがきの大

　　切さを知らせている。

⑮歯の健康で，家族の方やお子さんの変

　わったことは，どんなことですか。

こ親子の歯みがき指導・カラーテスト・歯み

　がきカレンダーを行ったことで

　●歯みがきに関心をもつようになった。

　●ていねいに磨くようになった。

　●自分から進んで行うようになった。

　●子供に影響されて，家族共々磨くように

　　なった。

　●歯みがきの後見せにくるようになった。

　●むし歯のことやカラーテストのようすを

　　話してくれるようになった。

　●磨かないと　気持ちが悪いよ一と言うよ

　　うになり，自分から進んで磨くように

　　なった。

：歯がぬけたことで，歯を大切にする心がで

　きてきて，朝晩忘れず磨くようになった。

［砂時計を使い始めた時，3分間が長いよう

　で時計を揺すっていたが，今では時計を使

　わなくても3分間位じっくりと磨くように

　なった。

C甘いお菓子をほしがらなくなった。

○「歯みがきしたら，食べられんよ」と親に

　注意するようになり，間食が少なくなって

　きた。

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／81



［．その他

●親がもっと真剣に見てやることが必要で

　ある。

●これ以上むし歯を増やさないように，親

　子でがんばりたい。

●休み中の歯みがきカレンダーは，子供に

　励まされるなど，親のためにもよいので

　続けてほしい。

●カラーテストの後，前回と比べるなどし

　てアドバイスをしてほしい。

●むし歯になったら大変であることを意識

　づけてほしい。

●みがき方が雑なので，ていねいに磨いて

　ほしい。

●カラーテストや歯みがきカレンダーによ

　り，忘れがちな歯みがきの習慣づけにな

　るし，家での指導の必要性にも気づくこ

　とができるので，今後も続けてほしい。

〈考　察〉

　：L歯みがきを通して，家族のかかわりが見ら

　　れるようになった。また，歯のみがき方や

　　習慣化が家族の中に広がってきていること

　　が分かった。

　　⊃歯について関心を示すのは，治療カードや

　　歯みがきカレンダーを渡した時というのが

　　多い。このことから幼稚園での歯みがき指

　　導が関心を示す基盤になっていることが分

　　かる。

　こ予防のために定期的に健診を受けたり，

　　フッ素をぬったりする。自作の話で歯の大

　　切さを知らせる。おやっを選んで，だらだ

　　ら食べさせないなど，積極的な姿もみられ

　　るが，おやっの後の歯みがきやうがいをす

　　る幼児が少ないなど気になる姿もみられ

　　る。

　C．「歯を磨かないと気持ちが悪い」というよ

　　うになったり，自分から進んで磨いたり，
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歯が抜けたことで関心を示し，朝晩磨くよ

うになったり，幼児の行動に自分からやろ

うとする姿がみられる。

8．歯科保健指導の実際

（1）日常活動の面から

　0　先生と一緒に（4歳児　4月・5月）

　こ保育者が歯みがきをはじめる姿を見て，保

　　育者の横で磨きはじめる。

　こ保育者の給食終了を待って保育者と一緒に

　　みがく。

　〈考　察＞

　O保育者と一緒ということで幼児達は，安心

　　して歯みがきを楽しんでいる姿である。

　こ保育者の歯を磨く姿がよい環境となり，幼

　　児達の意識づけになっていく。

　②がんばり表（4歳児5月～7月）

　／t一シールを貼ることを通して，歯みがきに関

　　心をもち，磨いたらシールを貼ることで楽

　　しみながら習慣づけていきたい。

　二降園時，カバンをかけた後にがんばり表を

　　見ていたK子’あれ，Kちゃん歯みがき忘

　　れてた一と洗面所に行き，歯みがきを始め

　　る。

　こ保育者「もう一番上までシールが届いたん

　　だけど，シール貼るのやめる。どうしよう

　か」，S男「いや，まだシール貼りたい」，

　　M子「私もシール貼りたい」保育者

　　’じゃ，がんばりシール続けることにしよ

　　うね」，S男・T男「やった、

　〈考　察＞

　f一シールを貼ることで，目で見て，磨いたか

　　どうかが明らかであり，まだ磨いていない

　子の意識づけになる。

○友達同士刺激し合ったり，かかわり合った

　　りする場になっている。

　こ保育者も磨いた子，磨いていない子が分か



　り，言葉かけの参考になる。

○歯を磨かなければいけないという雰囲気づ

　くりにもなり，少しずつ食べたら磨く習慣

　がっいている。

⑤　ばいきん　おちとらん（4歳児　6月）

cあっという間に歯みがきを終わってしまっ

　たT男を見ていたS男「Tちゃん，そんな

　に早かったら，ばいきんおちんよ一T男

　一おちた，おちた，おちたもん」保育者

　「Tちゃん，ほんとうにばいきんおちとら

　んわ，ここ，ここにあるよ，もう1回みが

　こう」T男「どこ，どこけ」と鏡の前に歯

　ブラシを持ってきて，保育者の指さしたと

　ころを一生懸命に磨いていた。

〈考　　察＞

c友達や保育者の言葉がけや励ましが，歯を

　もっときれいに磨こうと気持ちを切り替

　え，取り組もうとする姿になった。

④やっぱりついとる（5歳児4月）

〈考察〉

○友達同士で見せ合いっこをして，歯につい

　ている物を実際に確認したことで，自分達

　のみがき方がよくなかったことを知り，今

　度はきれいに磨こうという気持ちで，やり

　始めたと思う。

⑤　6歳臼歯だよ（5歳児　5月・6月）

〈考察＞

c自分の歯の変化（抜けたり，生えたり）に

　気づいたり，気づかされたりすることで，

　うれしさを感じ，歯に対する関心がより高

　まっていく。

C親も子供も歯に対して関心を示すように

　なってきている。

c6歳臼歯が生え出した時に“どんな歯”か

　を知らせることで，自分の歯を大事に思

　い，きれいに磨こうとするようになり，習

　慣化にもつながっていく。

　　　　　　　　　幼稚園・保育所（園）部会■

⑥　ちょっとにしよう（5歳児　7月）

〈考察〉

○甘い物の取り過ぎが歯によくないことを友

　達に知らされたことで，おやっに関心をも

　ち，量なども考えて食べるようになってい

　くと思われる。よいことを友達に教え合う

　輪を広めていってほしい。

⑦カミカミ週間（6月）

c6月4日のむし歯予防デーにちなみ，6日

　月曜日から10日金曜日まで，よくかんで食

　べる食品が取り入れられた。

　　この機会に歯ごたえのある食べ物は歯や

　体によいこと，よくかむことであごが発達

　し，きれいな歯ならびになる。きれいな歯

　は，磨きやすくてむし歯になりにくい。ま

　た，かむことで脳を刺激し，頭がよくなる

　ことなどを話した。歯と食べ物に興味をも

　ち，丈夫な歯をっくろうとする意識の芽生

　えになればと考えた。

〈幼児の反応＞

Cかむことをあまり経験していない子は，す

　るめや豆をたべながら「かんでも，かんで

　もかみきれん」　「まだかまんなんがけ」と

　抵抗を示していた。しかし，かむことの必

　要性や大切さを知り，少しでも食べるよう

　になってくれると思う。

⑧　嫌いだけど，食べられたよ

c幼稚園では，畑にさっまいもや枝豆，とう

　もろこし，胡瓜，じゃがいも，トマト，茄

　子，さといもなどを植えている。

　　幼児が植え，水をやり，草をとって世話

　をすることで，収穫を楽しみに待ち，食べ

　る喜びも大きい。

　　収穫した野菜を使って，クッキングをし

　ている。

（2）家庭との連携の面から

　O　Y男の歯みがき（4歳児）
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c入園するまでのようす

　　小学校1年生の兄と一緒に歯みがきをし

　ているので，子供達にまかせきりにし，点

　検することも全くしていなかった。

こ幼稚園での歯科健診の結果

　　むし歯が13本あることが分かった。治療

　カードを渡した時，母親は頭を強くなぐら

　れたようなショックを受け，力がぬけ倒れ

　ていきそうになったそうである。

cその後

　　お母さんは，歯の大切さを知らせ，一緒

　に歯を磨き，仕上げみがきもするようにし

　た。また，すぐ歯医者さんで順番をとり治

　療を受けることにした。

こがんばり賞

　　1週間毎日がんばって磨き，全部青色を

　ぬることができたので“はみがきがんば

　り賞”をもらった。嬉しそうに，そして大

　事そうにして家へ持ち帰った。

②保育参観（親子のはみがき指導）
“

むし歯のばいきん　追い出そう”4歳児

oねらい

●むし歯の話を聞いたり，カラーテストをし

　たりして，歯をみがこうという気持ちをも

　つo

こ活動の流れ

●パネルにたっちゃんが泣いている顔を貼り

●どうして泣いているのか考える。レ①

●どうして歯が痛くなったかを考える。レ②

●大きな口を貼り，ドリルやっるはしを持っ

　たばいきんを数ヵ所に置く。どうしたらこ

　のばいきんを口の中から追い出せるか話し

　合う。レ③

●ペープサートのばいきんを出し，丁寧に磨

　かないと追い出せないことを話し，歯ぐき

　の中にばいきんをかくしておく。レ④

●飴，チョコレート，ケーキの絵を貼り，甘

　いものばかり食べていると追い出せないこ

84／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月

　とを話す。それどころか元気が出て，仲間

　が増えることを話し，ペープサートを裏返

す。レ⑤

●丁寧に歯を磨かなかったり，甘いものばか

　り食べていては，ばいきんを追い出せない

　ことを繰り返し話し，強調する。

●r丁寧に歯を磨かない子はいないかな」

　「甘いものばかり食べている子はいないか

　な一と言う。レ⑥

●ばいきんが入ってしまった友達がいるかも

　しれないということで，ばいきんを見っけ

　るまほうの薬をつけ調べてみようとカラー

　テストをすることを話す。

●必要なものを配布し，手順の説明をする。

●準備のできたところから実施する。レ⑦

●結果，感想を記入する。

c幼児の反応，考察

①一番はじめに泣いている顔が出てきたこ

　とで，どうしたのかなと興味をもって見る

　ことができたと思われる。

②「歯みがかんから一一ブクブクうがいせ

　んから」と声をさらに大きくして言う。自

　分たちが日常聞いたり，実際に行っている

　ことを結びっけていると思われる。

③「歯みがけばいい一「ブクブクうがいす

　ればいい、「歯医者さんにとってもらえば

　いいjと思い思いに言う。家や園で歯を守

　ることにっいて話を聞いたり，実施したり

　していることで知識として頭の中に入って

　いるようだ。

④「あっ，ばいきんかくれた」「みえるよ

　少し」と言いながら興味深くみる。

⑤「あっ，ケーキだ∫あめもある」と顔

　をほころばせる。ばいきんが増えると集中

　して見る。

⑥思わず手で口を押さえる子，口をしっか

　り結ぶ子など，ばいきんを歓迎しないこと



　を態度で示していた。話の世界に入り，興

　味をもって参加している。

⑦鏡で見て自分の「歯」の色にとまどい

　「こんなにいっぱいばいきんいるの．と驚

　く。

c評価・反省

●ペープサートやパネルシアターを使い，視

覚から訴えていったことや，幼児に問いか

　けながら進めたことで，どの子も興味を

　もって話を聞いたり，思ったことを言葉で

言い表したりしていた。

●幼児達の反応から，歯については，どの子

　も関心をもち，歯みがきは大切であること

　が少しずっ意識づけられてきていると思わ

　れるので，周りの大人がより興味をもって

　磨いたり，継続していけるよう働きかけて

　いくことがむし歯予防のカギになっていく

　と思う。

●6歳臼歯が生えてきている子も1名おり，

　今後も幼児達の歯に目を向けて，みがき方

　の指導をしていきたい。今日は，お母さん

　と一緒に活動したことで，お母さんたちの

　意識も高めることができたと思う。

③　講演会

○むし歯は，身体面だけでなく精神面にも影

　響を及ぼすため，乳歯をむし歯から守り，

　健康な永久歯が生えそろうようにとの願い

　から，お母さん方の意識を高めてもらうた

　めに，園の歯科医さんにお願いし，スライ

　ドを使って分かりやすく話してもらった。

④　おやつ作り講習会

○発育ざかりの幼児達にとっておやつは大切

　である。しかし，おやっを食べ過ぎると偏

　食，肥満，わがままを助長する原因にもな

　る。

　　そこで，おやっに関心をもってもらいた

　いと考えて，町の栄養士さんにお願いして

　　　　　　　　　幼稚園・保育所（園）部会■

　講習会を行った。

〈親の感想〉

：一手作りは大変であるという思いをしていた

　が，身近にある材料を使って，ちょっとし

　た1二夫をすることで作れることが分かり，

　とても参考になりました。また，楽しく作

　り，おいしくいただきました。

Lおやつは食事にも大きな影響があることを

　教えていただき，おやっの大切さをあらた

　めて，考えさせられました。

［甘さをおさえてもこんなにおいしく食べら

　れるのですね。もっと歯や体のことを考え

　て与えていきたいと思います。

⑤歯みがきカレンダー（年9回）

［．家庭での歯みがきの習慣化を図るたあに，

　毎月1回1週間と長期の休み（夏・冬）に

　行っている。毎月のものは幼児だけ，長期

　の休みのものはお母さんの記入欄ももう

　け，親子で意欲的に取り組むようにしてい

　る。幼児だけだとっい面倒になったり，親

　も幼児まかせにしがちなので，親子で一緒

　に励まし合って楽しんで磨くことで，歯み

　がきの大切さを意識すると共に習慣つくよ

　うにとの考えで行っている。

c時には成績を評価し，“がんばり賞”をあ

　げることでより意欲を持たせ，実践の強化

　を図るようにしている。

⑥カラーテスト（年6回）

○「みがいた」と「みがけた」のちがいを見

　るために，保育参観時に親子で行ったり，

　保育者が行い結果を家へ持ち帰らせたりし

　て，正しいみがき方を知り，実践してもら

　うようにしている。

〈幼児の反応＞

C初めは，赤く染まることで気持ち悪がる幼

　児もいたが，磨くことでとれることが分か

　ると嫌がらなくなった。

o友だちと見合いっこをしてPあっ，Tちゃ
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　んここ赤いわ」「朝みがいてきたのに，ど

　うしてかなあ」一まだばいきん取れとら

　ん．と汚れの落ちていないことに驚いてい

　た。

⑦配布物による連絡

Cカラーテストをした時に親や幼児へのアド

　バイスを書き，みがき残しのないように気

　をっけてもらうようにしている。

こ配布物で歯の健康に関する情報を流す。

（3）小学校との連携

　0　歯みがき指導

　c小学校の養護の先生に歯みがき指導を受け

　　ることで，より興味，関心を示して，歯の

　　健康に取り組むようになる。また職員の研

　　修にもなると考えた。

　②保健委員会の訪問指導（6月）

　c保健委員17名が幼稚園へ訪問し，自分達で

　　作った’むし歯予防」の劇を見せたり，歯

　　みがき指導をしたりしてくれた。

　　　小学生も幼児も初めての経験であり，お

　　互いにとまどっている面もみられたが，幼

　　児はお兄ちゃんやお姉ちゃんに教えても

　　らったことで，よき刺激となり，教わった

　　ことを実践の場で生かし，きれいに磨こう

　　という意欲にっながると思う。また親しみ

　　をもっよい機会になった。

9．研究をふり返って

（1＞気づいたこと

　C保育者の歯をみがく姿に関心を示し，一緒

　　に歯みがきしたり，認めたり，励まされた

　　りすることで，歯みがきの大切さや正しい

　　みがき方を知り，関心が高まった。

　C幼児たちの様子をみながら“歯みがきがん

　　ばり表”や“6歳臼歯生え出し表”を取り
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　入れたことが，よき環境となり，がんばっ

　て磨こうとしたり，自分の歯に興味や関心

　をもっようになったりと意識づけや習慣化

　にっながっていった。

こ幼児達が気づいたり，疑問におもったりし

　た時に指導することが望ましいと考え，教

材として模型だとか紙芝居，絵本，ペープ

　サートなどを準備しておいた。それ等を使

用することで，言葉だけでなく視覚でも訴

えることができ，楽しく，理解しやすかっ

　たと思うし，関心の高まりにもなった。

c保育参観時に親子でむし歯や6歳臼歯にっ

　いて学習し，カラーテストをしたことで，

親の意識を高めることができたことと，自

分の子供の実態を知ってもらうことができ

て良かったと思う。

c小学校と連携をすることで情報や知識を提

供してもらうことができた。また，幼児と

児童との親しみをもっ場となり，教わった

歯のみがき方も実践に生かされている。

：保育者の歯に対する広い知識をもっことや

職員の共通理解の大切さを感じた。

（2）今後の課題

　Z歯の健康についての意識の高まりや，歯み

　　がきの定着化がみられるようになってきて

　　いるが，マンネリ化にならないように，一

　　人ひとりの興味，関心を引き出すような教

　　材や内容に工夫をし，楽しく効果的な指導

　　を考える。

　Z幼児の歯の健康は，将来の健康に大きく影

　　響を与えるため，幼稚園と家庭とがお互い

　　に信頼関係を大切にし，共に力をよせ合

　　い，歯の健康の習慣や態度を身にっけさせ

　　るように，今後も日常の生活の中に無理な

　　く取り入れて，継続していきたい。
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　本校は，JR富山駅から東へ約2km，閑静な住

宅地の中に水田や畑が点在する，市街地と自然が

程良く入り混じった環境にある。

　富山市の中心からわずかにはずれた位置は，か

ろうじてドーナツ化現象の穴の番外側といった

格好で，昭和40年代に児童数のピークをむかえ，

その後は暫減を続けて現在（児童数657名，学級

数20学級）に至っている。

　本校の学校教育目標一強く正しく美しく、の

中のr強く．に関連して，らL・身ともに健康な子

供一の育成を目指して，教職員，児童，保護者が

一体となって保健活動に取り組んできた。その結

果，平成4年度富山県健康推進学校の指定を受け

た。

　歯科保健活動にっいては，保健活動全体の中の

一分野としての取り組みを行ってはきたが，なか

なか充実した活動へと深めていくことができな

かった。

　そこで，今回の第58回全国学校歯科保健研究大

会公開授業指定を契機に，健康教育の中でもr口

の中の健康」にっいての比重を高め，「自らの健

康を作り上げる子供の育成」を主眼に研究を進め

てきた。

　今後とも今回の経験を基にして，健康教育の充

実を図り，自らの健康を自らの手で作り上げるこ

とができるような子供を育てていきたいと考えて

いる。

《研究の概要》

1．研究主題

自らめあてを持ち，意欲的に

　　　　　活動する子供を目指して

一一・人一人の子供が生きる

　　　　　　　　支援の在り方一



2．主題設定の主旨

　本校では豊かな知性をそなえ，自己決定力を身

にっけた，心身ともに健康な子供の育成を目指し

ている。特に，①：子供の対象についての疑問や

驚き，願いを自らの問題として受けとめ，それを

主体的に究明していこうとするめあてをもっ，

②：その問題を自力で解決していこうとする，と

いった姿を期待し，子供が活動する場を多様に設

定したり，適切な支援を行ったりする必要がある

と考える。

　このような考えをもとに，学校の保健教育活動

を進めていく上での研究主題を以下のように設定

した。

3．保健指導に関する研究主題

　自分の身体の状態に関心を持ち，進んで自

らの健康を増進していこうとする子供を育て

るための，教師の支援の在り方

4．保健指導に関する主題設定の趣旨

　自らの健康に関心を持ち，それを保持増進する

たあの自己課題を見っけ，課題解決の行動を起こ

す姿こそが，学校課題という「自らめあてを持

ち，意欲的に活動する子供」であると考える。こ

のような子供を育てるために教師は，一人ひとり

の子供がその子なりの関心を持ち，問題を見つけ

ることができるような場，解決の見通しを持って

活動する場，活動を振り返る場の設定の仕方と，

活動の子供への支援の仕方を工夫する必要がある

と考えて，本主題を設定した。

5．保健指導に関する研究仮説

（1）健康に対する意識を高めるような手だてを

　講じることで，子供は自らの身体の健康につ
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　いて関心を持っようになる。

②　自分の健康状態を正しく知ることができる

　ように支援することによって，子供は自らの

　問題を発見することができる。

（3）学校生活でのあらゆる機会をとらえて保健

　活動を繰り広げることで，子供は主体的に課

　題を解決するようになる。

（4＞子供の活動を全校や家庭，地域に知らせる

　場を設定したり，知らせる活動を充実できる

　ような支援をすることで，子供は自分の活動

　を見直したり，新たな課題を発見したりする

　ことができる。

6．研究内容

（1）学校の全教育活動を通じての保健教育推進

　　の在り方

②　日常活動の充実と，日常活動と授業との関

　連の持たせ方

⑧　保健教育並びに保健教育関連領域の授業研

　　究

　①自己の身体の諸事項に関する円滑な意識

　　　化を図る資料提示の在り方

　②子供が活動する場の確保の仕方

（4）家庭，地域との連携の在り方

7．．指導の実際

（1）子供の自主的な活動による，保健活動の実

　践の場を工夫する。

　①学校裁量の時間を利用して，身体や健康

　　　について興味を持っていることや疑問に

　　　思っていることを縦割りの集団で研究する

　　　「元気っ子タイム」を設定して子供たちの

　　　興味関心を大切にしながら，自らの中に生

　　　まれた問題意識を追求しようとする体制を

　　　整えている。
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　②「元気っ子集会」を，7月と1月の2回

　　設定し，自らの追究を発表する場を設ける

　　ことで，目的意識の高揚と追究意欲の持続

　　を意図している。

　③「元気っ子タイム」の活動の拠点となる

　　ように，高学年活動室を「元気っ子ルー

　　ム」として整備し，各種の書籍や資料，子

　　供の作品や測定機器を常備して，常時活動

　　の参考になるような空間を整備している。

　④　児童集会の中に「健康に関する学年発

　　表」の時間を設定し，発達段階に応じた内

　　容の寸劇を設定し，発達段階に応じた内容

　　の寸劇を演じたり，研究の成果を発表した

　　りして，自らの知識を増やすと同時に，友

　　達の発表を見ることでも興味を持ったり，

　　知識を増やしたりできる機会を設けてい

　　る。

②　効果的な日常の指導の在り方を追究する。

　①「歯の保健指導の基本要素とその内容及

　　び，学年別の重点」を作成し，学級活動

　　（1単位時間以上の活動）や教科の学習と

　　効果的に関連させられるように，学級活動

　　（1単位時間未満）や日常指導の内容の精

　　選を図る。

　②食後の歯みがきの習慣を身につけさせる

　　たあに，給食後の時間帯に歯みがきタイム

　　を全校一斉に実施する。食べる早さや，休

　　憩時間へのこだわりといった個人差を克服

　　して「一斉」に実施するために種々の工夫

　　をしている。

（3）仮説や研究の視点に基づき，研究主題を解

　明するための授業実践をする。

　①関心や問題意識を持っことができるよう

　　な場を日常的に設定しておくことで子供た

　　ちは，自ら課題を持って授業に臨むであろ
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　　う。したがって教師は，子供たちが繰り広

　　げている日常の活動と授業を有機的に関連

　　付けることが大切になってくる。

　　　授業の導入についても，子供たちの既存

　　の経験や知識をフルに活用して，主体的に

　　学習課題に向かっていくような支援を工夫

　　している。

　②健康に関する学習では，実際には目に見

　　えない内容を学習することが多い。そこ

　　で，実際には見えない（または見にくい）

　　ものをいかに「見える」形にするかが重要

　　であると考える。昨年度の実践の中には，

　　口腔内の糖分の残留度を測るために「尿糖

　　試験紙」を用いたり，歯垢の中のミュータ

　　ンス菌をテレビに映し出すためにマイクロ

　　スコープを用いたりといった工夫をしてい

　　る。

　③指導内容に応じて，多様な指導形態を工

　　夫することも，大切である。特に専門的な

　　地域を授業で扱うような場合には，歯科医

　　や歯科衛生士，養護教諭や学校栄養士と

　　いった人たちとのTT（ティーム・ティー

　　チング）を実施することで，指導効果を高

　　ある工夫をしている。

（4）家庭，地域との連携の在り方を探究する。

　①学期に1回の頻度で，学校保健委員会を

　　実施している。

　　　事前に各学級と各児童委員会でテーマに

　　ついて話し合い，児童保健委員会をもって

　　話し合ってきた内容を出し合って意見や発

　　表を精選し，学校保健委員会の場へ持ち寄

　　るという経過を踏むようにしている。

　　　委員会の参加者は，ときには保護者全員

　　にも参加を呼びかけ，体育館で実施したり

　　している。
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　　最近取り上げたテーマは次のようなもの

　である。

　　●健康な一日をすごすたあに

　　　　　　　　　　　　（平成4年12月）

　　●健康な東部っ子になるために

　　　　　　　　　　　　（平成5年2月）

　　●食べたら磨く習慣を身につけるには

　　　　　　　　　　　　（平成5年7月）

　　●むし歯予防に意欲的に取り組む子供を

　　育てるには

　　　　　　　　　　　　（平成5年11月）

　　●1年間の健康生活を振り返ってみよう

　　　　　　　　　　　　（平成6年3月）

　　●1年間の健康生活のめあてをもとう

　　　　　　　　　　　　（平成6年6月）

②学校参観の折りに親子活動を設定し，親

　子で歯科保健活動に取り組むことも行って

　いる。

　　右上の写真は4年生の例だが，一自分の

　歯列の模型をっくろう」ということで親子

　活動を行った。

　　このような活動を通じて，学校での保健

　活動にっいて，家庭の理解を図っている。

　鴫匂L4」よゼ’

　　　　親子での歯列の模型づくり

　③家庭への連絡としては，毎月1回発行し

　　ている「学年だより」と「保健だより」

　　「給食だより」がある。また，月に数回発

　　行している一学校だより一もある。これら

　　の発行物で折りにふれて情報を提供したり

　　問題を提起したりしている。また，家庭か

　　ら出される疑問に答えたり，提案や意見を

　　掲載したりして学校と家庭との意思の疎通

　　を図っている。

以上が本校の研究の概要である。
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座長

小学校における

歯科保健指導の実践

明海大学歯学部教授

　　　　中尾俊一

1．はじめに

　WHO世界保健機構は1948年4月7日に誕生

し，WHOはこの日を「世界保健の日」として，

世界全体で健康増進のための運動を展開する日と

して活動を行ってきている。1994年は，WHO誕

生から46年目で，本年の4月7日を一口腔保健の

日Oral　Health　Day一と定めた。そして4月7

日から1年間を国際歯科連盟（FDDは「口腔

保健年．として，すべての人々とともに歯と口腔

について考え，行動をする年と決めた。一人ひと

りが毎日の生活を通して健康の保持増進（ヘルス

プロモーション）を目指し，併せて歯・口の健康

っくりに励まなくてはならない。

　世界口腔保健年のメインテーマは，“健やかな

生活は口腔保健から”（Oral　Health　for　A　He－

althy　Life）となっている。80歳まで自分の歯を

保っていこうという一8020運動．とあいまって，

多面的な歯科保健活動を展開し，歯・口の健康づ

くりに対する機運が大いに高まる年である。

　小学校における歯科保健指導の実践は，生涯に

わたる歯・口の健康っくりの重要な時期であるの

で，各人は本部会での研究協議で口腔保健につい

て考え，取り組む方向を見つけ出していただきた

い。

2．歯の保健指導により児童の意識と行動

　を変容させること

　歯の保健指導の本質は，いかに児童に自発性を

もたせるかである。また，発達段階からみて児童

が解決しなければならない課題がある。口の中や

歯は直接目でみることができ，その人の過去の悪

い生活習慣の積み重ねが，歯の汚れや口臭，むし

歯歯肉の病気，歯列不正などとしてあらわれて

くる。歯や口の中の病気の中でむし歯は大部分の

児童がもっており，児童の一人ひとりが自分の歯

や口の健康状態に関心をもち，生涯を通して自分
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で自分の歯や口を健全に保つことができる習慣や

態度を育てる保健指導の推進にあたっての絶好の

素材であり，歯科保健指導の位置づけを明確にし

ている。

　むし歯や歯肉の病気は，子供の発達段階からみ

て永久歯列弓の完成をみる小学校の年代が生涯を

通しての歯科保健指導の極めて重要な時期で，歯

の病気の特性を考え，第一大臼歯や第二大臼歯が

萌出するという永久歯の萌出を考えた発達段階に

応じた，低学年，中学年，高学年での歯科保健指

導が望まれる。

　むし歯や歯肉の病気は，その発生原因が自らの

生活の中にあり，毎日の悪い生活習慣の積み重ね

に原因があり，生活病であるともいわれている。

このため，学校での指導はもとより家庭での生活

態度がより重要で，家庭の役割の認識が重要視さ

れる。

　自らの手で健康を守り，歯の病気にならず白い

ピカピカした歯を守り育てていくことが80歳になっ

ても20本の歯を保ち，質の高い人生（Quality　of

Life）を送ろうという「8020運動」にも通じるも

のである。児童一人ひとりが基本的生活習慣をよ

り健康的にする努九すなわち口の中の清潔や食

生活を含めたライフスタイルの改善を図り，生涯

にわたって継続させていく必要がある。習慣の中

でも基本的習慣は，特に人間が生活を営み，これ

を発展させる上で最も基準となるものである。

3．小学生の発達段階からみた歯科保健指

　導の目標内容について

　小学校における歯の保健指導の目標及び内容は

「小学校　歯の保健指導の手引き（改訂版）』に

次のように示されている。
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〈目　標〉

（1）歯・口腔の発育や疾病・異常など，自分の

　歯や口の健康状態を理解させ，それらの健康

　を保持増進できる態度や習慣を身に付ける。

②　むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯のみ

　がき方や望ましい食生活などを理解し，歯や

　口の健康を保っのに必要な態度や習慣を身に

　付ける。

〈目標達成のための指導内容＞

q）自分の歯や口の健康状態の理解

　　歯・口腔の健康診断に主体的に参加し，自

　分の歯や口の健康状態について知り，健康の保

　持増進に必要な事柄を実践できるようになる。

　c歯・口腔の健康診断とその受け方

　O歯・口腔の病気や異常の有無と程度

　○歯・口腔の健康診断の後にしなければなら

　　ないこと。

（2）むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯のみ

　がき方や食生活

　①歯や口を清潔にする方法にっいて知り，

　　常に清潔に保つことができる。

　　C歯のみがき方とうがいの仕方

　②むし歯や歯肉の病気の予防，さらに歯の

　　健康に必要な食べ物にっいて知り，歯の健

　　康に適した食生活ができるようになる。

　　　こむし歯や歯肉の病気の原因

　　　c咀しゃくと歯の健康

　　c歯の健康に必要な食生活

　　　O間食のとり方・選び方

　以上の歯の保健指導の目標と内容を基本とし

て，発達年代別，すなわち低学年，中学年，高学

年という発育発達年代別に具体的に指導していか

なくてはならない。

　発達段階別に平均的歯牙萌出部位を示すと次の

ようである。

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／93



レ小学校1学年

　・下顎中切歯，側切歯

：騰三奏自翻←÷一£

　・疾患の特徴：第一大臼歯のむし歯

レ小学校2学年

：畿犠側切歯｝濡
　・上顎第一大臼歯

　・下顎第一大臼歯

　・疾患の特徴：第一大臼歯のむし歯

1レ小学校3学年

　・上顎中切歯

　・上顎側切歯

　・下顎中切歯

　・下顎側切歯　　　　　6　　21il2　　6

　・上顎第一大臼歯　　　『
　・下顎第一大臼歯

　・疾患の特徴：第一大臼歯のむし歯

レ小学校4学年

　・上下顎中切歯

　・上下顎側切歯

　・上下顎第一大臼歯

　・下顎犬歯

　・上下顎第一小臼歯

　・疾患の特徴：上の前歯のむし歯

　　　　　　　　不正咬合の顕在化

　　　　　　　　歯肉炎

レ小学校5学年

　・上下顎中切歯

　・上下顎側切歯

　・上下顎犬歯

　・上下顎第一小臼歯

　・上下顎第二小臼歯

　・上下顎第一大臼歯

　・下顎第二大臼歯
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　・疾患の特徴：上の前歯のむし歯

　　　　　　　　第二大臼歯のむし歯

　　　　　　　　歯肉炎

レ小学校6学年

　・上下顎中切歯

　・上下顎側切歯

　・上下顎犬歯

　・上下顎第一小臼歯

　・上下顎第二小臼歯

　・上下顎第一大臼歯

　・上下顎第二大臼歯

　・疾患の特徴：第二大臼歯のむし歯

　　　　　　　　歯肉炎

（以上7小学校　歯の保健指導の手引き一改訂版』

33頁より引用）

4．小学生の自発性を育て習慣化を図る指

導計画と指導の在り方

　むし歯や歯肉の病気は，成人病と同じで，その

発病は，口の中の清潔や食生活を含めた生活習慣

と関係が深い。各個人がむし歯や歯肉の病気にっ

いての正しい知識をもち，主体性をもった健康維

持習慣ならびに健康行動を生涯にわたって持ち続

けることである。

　歯の保健指導の指導計画は，歯の保健指導の手

引きによれば次のようになっている。

　歯の保健指導の指導計画は，全校的に組織的，

計画的に指導を推進していくために必要な全体計

画と，学級活動や学校行事における歯の保健指導

を計画的に進めるために必要な計画がある。すな

わち，全体計画，年間指導計画，主題ごとの指導

計画があり，それぞれどのように作成したらよい

かを英知をしぼって考え，作成していかなくては

ならない。

　この際に考えておかねばならないことは，歯や

口の病気は，口の中をたえず清潔にしておかなく
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てはならないことである。口腔内が不潔になるの

は歯垢がその原因であるので，歯垢が歯に付着し

ないように日常生活でよく咀しゃくすること，す

なわち毎日の食生活を正しいものにし，食後の歯

みがきを忘れてはならない。子供達の自主性を育

てることは，相互に支え合う健康っくりを考えて

いかなくてはならない。好ましい健康習慣とは何

かということを，歯・口の健康っくりをきっかけ

として自主性を育てるようにしなければならな

い。不健康な生活習慣や行動様式とは何なのかを

児童に考えさせる必要がある。健康つくりや歯・

口の健康つくりのねらいは，日々くり返される生

活習慣を好ましいものにすることである。

5．家庭・地域との連携のあり方

　歯や口の健康に関する実践力をっけさせるため

には，学校と家庭が一体となった連携協力が極め

て重要である。そのためには，学校における歯の

保健指導を家庭に周知徹底させることである。家

庭生活における好ましい態度の育成は，PTAと

の協力や地域の関係機関・団体との協力も忘れて

はならない。また，学校保健委員会の活用や地域

学校保健委員会の活動も考えなければならない。
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劇言助

小学校における

歯科保樹旨導の実践

日本体育大学教授

　　　吉田螢一・郎

　本研究大会の部会別課題に即した研究内容は，

次のように設定されている。

①小学生の発達段階からみた歯科保健指導の

　目標と内容について

②　小学生の自発性を育て習慣化を図る指導計

　画と指導の在り方

③学校と家庭地域社会との連携の在り方

④小学校における歯科保健指導での学校歯科

　医の役割とかかわり方

1．歯科保健指導の目標と内容について

（1）学校における歯科保健指導（School　den－

　tal　health　guidance）は，教科で行われるの

　ではなく，特別活動の学級活動を中心に保健指

　導の一環として行われるものである。

（2）学校における保健指導は，自己の健康に責

　任をもっ独立心と能力の育成を目指してい

　　る。

（3）学習内容は，児童が現在当面しているか，

　　ごく近い将来当面するであろう歯科的な問題

　に即して設定する。

（4）学習内容は，可能な限り1行動目標（be－

　havioural　objectives）」で設定し，児童が

　学習によって身にっけてほしい内容を，誰に

　でも分かるようにrどんなことが分かり．

　　「どのような技能を身に付ければよいか」を

　行動的な表現で設定しておくようにする。

（5）行動目標は，評価目標として機能しうるよ

　　うに具体化されていることが大切である。

2．指導計画と指導の在り方について

　指導計画には，「全体計画」「年間指導計画」

一単位時間（題材）ごとの指導計画　があるが，

本研究大会の研究内容とのかかわりでは「年間指

導計画一と一単位時間（題材）ごとの指導計画一

が取り上げられることになる。
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（1）年間指導計画について

　　指導（授業）によって解決を図るべき児童

　の課題は決して少なくない。そこで，いくっ

　かの課題を組み合わせて授業を構成する手続

　き，っまり「構造化の作業が必要になって

　くる。

（2）題材ごとの指導計画について

　　学級ごとの授業をよりよく進あるために必

　要な計画のことで，年間指導計画に基づいた

　指導すべき題材名，指導のねらい，ここで解

　決を図るべき児童の課題，内容，方法，指導

　上の留意点，評価の観点，資料，他教科・領

　域との関連などを明らかにした具体的な計画

　のことである。したがって，指導計画の作成

　に当たっては，特に次のような事柄に留意す

　る。

　①指導のねらいは，何を指導するかが分か

　　るような具体性のある表現にする。

　②指導内容は，すでに作成してある児童の

　　課題のどれとどれなのかを明らかにしてお

　　く（資料1）。

　③指導課程は，「問題の意識化・共通化」

　　「問題の原因，理由の追究・把握」「問題

　　解決の方法・技術の発見」「実践への意欲

　　化」といった問題解決的な方法を工夫し，

　　実践に結びつくようにする。

　④　視聴覚教材や模型，実物などを用意し学

　　習意欲が高められるようにする。

　⑤歯のみがき方の指導については，実習的

　　に扱うようにする。

　⑥評価の観点は，学習の課程にも用意され

　　るようにする。

　⑦関連にっいては，歯の保健指導の系統の

　　中での関連や他教科・領域との関連につい

　　ても明らかにしておくようにする。

　⑧養護教諭や学校歯科医をはじめ，保健所

　　などの歯科衛生士の協力にっいても積極的

小学校部会■

　　に考慮する。

（3）指導（授業）について

　　指導については，新しい学習指導要領が求

　めている学力観に立って，児童が学ぶことの

　楽しさや成就感を味わいながら，問題解決の

　方法を考え，発見し，常にそれができるよう

　にしていくことを可能にしていく方法を工夫

　することが大切である。

　　とりわけ，歯のみがき方については，画一

　的な方法よりも，個性化の観点に立っことが

　強く望まれる。

3．学校と家庭地域社会との連携につい

　て

　歯・口腔の健康の問題は，児童も保護者も共通

の問題として受容されやすいという特質をもって

いる。また，地域社会との連携にっいても，8020

運動という共通の行動目標が設定されているだけ

に生涯保護という観点からの環境が醸成されっっ

ある。したがって，学校としては一開かれた学校

の促進」に歯科保健を積極的に取り込んでいくこ

とが望まれる。

　（1）学校参観日に歯科保健指導の授業を公開す

　　るなど保護者の啓発に努める。

　（2）歯みがきカレンダーを活用するなど，家族

　　ぐるみの歯みがきを推進する。

　（3）学校保健委員会の議題を工夫し，家庭や地

　　域の役割にっいて話し合い，家族や地域社会

　　の活動を推進する。地域の観点としては，幼

　　稚園，中学校との連携に留意する。

4．歯科保健指導における学校歯科医の役

割とかかわり方について

（1）学校保健安全計画に歯科保健指導の活動内

　容が，無理なく位置づけられるようにする。

（2）健康診断などの結果から，歯科保健指導の

　課題を学年別に提言する。
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（3）歯科保健指導の年間指導計画の作成に参画

　する。

（4）学級を単位とした歯科保健指導の授業に協

　力する。

（5）歯科保健に関する教員の校内研修に積極的

資料1

　に協力する。

（6）保護者の啓発に協力する。

（7）平素から保護主事・養護教諭との交流を深

　めておくようにする。

1．題　　材　　名

2．重点指導項目

3．関　連　項　目

4．題材設定の理由

「第一大臼歯を磨こう」（第1学年）

●第一大臼歯のかみ合わせのところを丁寧に磨くことができる。……………・…・・…No26

●第一大臼歯を見っけることができる。…・…………・…・…………・…・…・……………No　8

●大臼歯は，生えてくる途中から，むし歯に冒されやすいことが分かる。…………No10

●染め出し液を使って，歯の磨き残しの場所を見っけることができる。……………No24

●歯垢のっいているところが分かり，きれいに落とすことができる。………………No29

●一本一本の歯を丁寧に磨くことができる。………・・………・………・…・……・………No28

●食べたらすぐに，自分から進んで歯を磨くことができる。……………・・…・………No17

第一大臼歯は，歯並びや噛み合わせにおいて，最も大切な役割を担っている永久歯であ

る。しかし生え始めの歯は，乳臼歯に隠れて高さが揃わず磨きにくく，かつ磨くという技

能からみた場合，歯ブラシの毛先を臼歯の噛み合わせ面に直角にぴったりと当てて磨くこ

とが難しい。それゆえにむし歯になりやすく，本学級でもすでに2名の児童がむし歯に

なっているという状況がある。平成4年4月の歯科健診結果では，本学級児童の66％にす

でにこの第一大臼歯が萌出しはじめている。この実態をふまえた時，本時では，第一大臼

歯をむし歯にしないため，「正しく磨こうとする実践的技能と態度．を児童に身にっけさ

せたいと考えこの主題を設定した。

5．児童の実態
（1）6歳臼歯の生えている児童数

第一大臼歯の生えている数 0本 1本 2本 3本 4本 全体児童数

生えている児童数 12人 3人 4人 5人 15人 39人

パ　ー　セ　ン　ト 31％ 8％ 10％ 13％ 38％ 100％

　※生えていない児童，1～3本生え始めている児童，完全に生えた児竜がそれぞれ3分の1ずつある。
　　生えていない児童の指導は，乳臼歯を第一大臼歯に見、Zてて磨かせる。

（2＞歯科校医の健診結果による児童の「歯の磨き方」評価

歯の磨き方の評定尺度 A B C 隅査児童数

対　象　児　童　数 22人 15人 1人 38人

パ　ー　セ　ン　ト 58％ 39％ 3％ 100％

　※きれいに磨けている児竜は，半数を少しヒ回っている程度であるから，ここで染め出して指導する
　のは有効と考えられる。

（3）歯垢染め出し検査による歯みがきの実態（第一大臼歯の磨き残し状況）担任・養護教諭に

　よる観察調査

歯の磨き方の解定尺度 A B C 調査児童数

対　象　児　童　数 8人 24人 7人 39人

パ　ー　セ　ン　ト 20％ 62％ 18％ 100％

※歯科校医の視診による汚れ検査では，半数以ヒがAであったが，第一大臼歯の染め出しでは8割が
　磨けていない。
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6．指導計画　4単元4主題合計135分（15×2，15×3，15×2，15×2）扱い
　　　　　　　　　　　　〈第1次〉単元名〔歯や口の中のようす〕　主題名「第一大臼歯を見っけよう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月第4週30分扱い

　　　　　　　（本次）　〈第2次〉単元名〔歯の磨き方〕　　　　　主題名「第一大臼歯を磨こう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月第2週　45分扱い

　　　　　　　　　　　　〈第3次〉単元名〔歯や口の中の病気〕　　主題名「むし歯の原因を知ろう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月第1週30分扱い

　　　　　　　　　　　　〈第4次〉単元名〔食べ物と歯〕　　　　　主題名「おやっを上手に食べよう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月第2週　30分扱い

7．本時のねらい　　●第一大臼歯のかみ合わせ面を正しく磨くことができる。

8．本時の展開（45分扱い）
習
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絵図「むし歯の入数」

　　6翻歯が

むし歯になっている

子が多いことが

　　　かる

　6歳臼歯は

丁寧に磨く必要が

　　かる

6歳臼歯を染め出し

歯垢付着を調べる

気づいたことを

　発表する

連
昌
鰻
項

No．10

Nα24

資料・鐸劔

●自分の組で6歳

　臼歯がむし歯に

　なっている人数

　を示す絵図

●2年生，6年生

　の実態を表す絵

　図

（評）6歳臼歯がむ

し歯になりやすい

ことが分かる。

●染め出し用具，

染め出し液，手

鏡水筒

牛乳パック，タ

オル，洗濯ばさ

み

教師の働きかけ

①「何でも一番歯の王様6歳臼

　歯」の話の中で，四つの一番

　がありましたね。どんなこと

　がありましたか。

②今日は一一一番むし歯になりや

　すい6歳臼歯一にっいて勉強

　しましょう。

③私たちの組では，6歳臼歯が

　むし歯になっている人はこれ

　だけいます。

④2年生，6年生では，どうで

　しょうか。

⑤6歳臼歯は，むし歯になりや

　すいことが分かりました。む

　し歯にしないようにするに

　は，どうしますか。

⑥それでは，みなさんの6歳臼

　歯がきれいに磨けているかど

　うか，どうやって調べます

　か。

⑦染め出しをしたら，自分の6

　歳臼歯はどうなると思います

　か。

⑧では，一人一人6歳臼歯を染

　あて調べましょう（6歳臼歯

　の萌出のない児童は乳臼歯で

　調べる）。

⑨さあ，どうでしたか。よく鏡

　を使って調べてみよう。

児鷺の反応

●歯が大きい。

●根がしっかり。

●噛む力が強い。

　　　　　（力持ち）

●むし歯になりやす

　い。

●1年生は2人だ。

●きれいだと思う。

●2年生は多いなあ。

　○人いるよ。

●6年生は多いと思
　う。

●歯みがきをする。

●歯をしっかりきれい

　に磨く。

●ていねいに磨く。

●朝，昼，晩と忘れず

　に磨く。

●染め出しをする。

●赤く染まるだろう。

●きれいだと思う。

●磨き残しがある。

●きれいだった。

●赤くなった。

●磨き残しがあった。

●奥まで突っ込んで磨

　く。

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／99



行
動
化

意
欲
化

（3）6歳E噛

　の磨き方

（4戻っ込み

　磨き

（5にれから

　の努力目

　標

1
1
1
－
I
I
－
－
1
ー
ー
l
I
I
▼
　
I
I
I
I
I
I
I
I
I
ー
ー
ー
1
－
1
ー
－
ー
ー
ー
－
－
ー
：
－
：
－
－
　
－
－
－
ー
ー
ー
－
－
1
ー
ー
ー
－
1
－
1
1
1
1
ー
ウ

　

　

：
；
－
I
　
　
－
▼
　
　

－
－
I
I
－
1
－
1
ー
ー
－
ー
ー
ー
ー
ー
1
－
1
ー
ー
I
I
I
－
I
I
r
－
1
ー
！
ー
ー
1
－
I
I
！
ー
ー
ー
ー
I
I
－
1
－
1
ー
ー

1
ー
－
ー
ー
ー
－
ー
1
ー
ー
ー
1
ー
▼

6歳臼歯のよい

磨き方を考える

噛欝）

＼購離／

　　　＼　　　　　一「

　6歳離i　　個l
　　　　　　　　I別1のよい磨き方が　　　　　　　　・指1

　　できる　　　1導l　　　　　　　　L＿」

歯を磨くときに6歳

臼歯に気をっけて

　しっかり磨く

（おわり）

1

No．29

No．28

Na　19

（評）染め出しをし

た結果の確認

（発表と観察）

●歯列模型

●大型歯ブラシ

●ビデオ画面（口

　の真横から突っ

込んで歯ブラシ

　の毛先が届き，

　小さく小刻みに

　動かしている場

　面）

（評）6歳臼歯のよ

い磨き方をしてい

る。

（評）自分が努力す

ることについて，

発表できる。

⑩6歳臼歯をきれいに磨くには

　歯ブラシをどのように使った

　らよいでしょうか（模型を

　使って，磨き方を発表させ

　る）。

⑪背が低い生え始めの6歳臼歯

　は，どうしたらよいでしょう

　か。

⑫6歳臼歯のよい磨き方を知ら

　せる。

⑬6歳臼歯の良い磨き方を突っ

　込みみがきといいます。

っっこみみがき

⑭それでは臼分の歯をきれいに

　磨きましょう。うまくできる

　かな。　　　　　（机問巡視）

⑮きれいに磨けましたか。では

　何人かの人に確かめてもらい

　ましょう（⑧で汚れていた児

　童を対象に4人ほど確認染め

　をして賞賛する）。

⑯今日の勉強でどんなことが分

　かったか，言えますか。

⑰よい磨き方をするには，これ

　からどんなことに気をつけて

　磨くとよいでしょうか。

●口の横から歯ブラシ

を入れて磨く。

●ごしごし磨く。

●歯ブラシの毛先がよ

　く当たるように磨

　く。

●奥まで突っ込んで磨

　くC

●口の横から歯ブラシ

　を入れて磨く。

●口の横から入れる。

●突っ込むとよい。

●歯ブラシの毛先がよ

　く当たるように磨

　く。

●突っ込み磨き。

●うん，できるよ。

●磨けました。

●磨けたかな？

●よくわからない。

●きれいだった。

●突っ込みみがきをす

　る。

●力を入れすぎない。

●やさしく磨く。

●奥歯をしっかり磨

　く。

●歯ブラシの毛先を

　しっかり当てて磨

　く。

9．評

10．考

　（1）

価

察

●第一大臼歯のかみ合わせ面を正しく磨くことができたか。

①突っ込み磨きができる。（主たる指導内容）

②　歯ブラシの毛先がかみ合わせ面に直角に当てることができる。

③小さく小刻みに歯ブラシを動かすことができる。

　学習内容にっいて

　指導計画第1次「6歳臼歯を見っけよう」の学習を土台にした，本時「6歳臼歯をみがこう一は，児童自ら

が実際に歯を磨いてみて，自分なりによい磨き方をっかむ学習である。したがって，第1次と本時はあまり期
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間をおかないで行われることが効果的であるので，長くとも1週間を置かずに指導することを考えたい。

　　　本時は，歯みがきの活動時間を十分に確保することが一番大切である。問題解決学習のあり方を考えてみて

　　も，教師の指示，発問は極力最小限に抑えることが必要である。

　　　授業に使われた歯列模型に唇を付けたことは，突っ込みみがきを指導するためにはよい工夫であったと思わ

　　れる。ただ，児童によく見えるように模型を置く高さや位置にっいては，十分配慮が必要である。

　（2）指導案の形式について

　　　前回の研究協議会で決まったフローチャートの形式は，授業を展開する上で，学習の流れが一目で分かり，

　　適切な指導助言ができるという点から有効であった。

　　　指導案に用いる用言吾も児童の側に立つ表現が望ましいと考え，「指導内容を「学習内容一に変えた。児童

　　自らが行動して確かめることと学習がこれからの実践に確実に結びっくように，学習課程をt”問題の発見一

　　「解決の構想」「行動化」「意欲化」とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都立川市立第7小学校）
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主体的に取り組み
地域に根ざした歯科保健活動

翻 福井県福井市立東郷小学校教務主任 村　上　恵美子

1．本校の概要

　本校は，児童数303名，学級数11学級で幼稚園

児54名，2学級が併設される中規模校である。明

治4年の創設以来，120年の伝統と歴史を誇る学

校である。県都福井市の市街地より約10km東部に

位置し，足羽川の清流と緑濃い山々の間に開けた

田園の町である。

　かつて，戦国武将の朝倉氏が，本校より約3km

奥に越前一乗谷城を築いたとき，その関門とし

て，本校裏手にある槙山に城を固あたのが当地発

展の始まりと言われる。本校の北側には，街並を

東西に流れる用水があり，この用水のせせらぎを

守ろうと，現在，大規模な改修工事が行われてい

る。古い街並の情緒を残して，新しい街へと生ま

れ変わろうとふるさとおこしシンポジウムも毎年

行われている。戸数約800戸は，数年来ほとんど

変動がなかったが，平成4年度末ごろより住宅団

地の造成が2ヵ所で行われ，新築住宅も少しずつ

増えて，児童数も少しずっではあるが，増えっっ

ある。しかしながら，児童の家庭の大半は，三世

帯同居で落ちついた雰囲気にあり，経済的にも社

会的にも安定しており，地域に根ざした教育活動

にも協力が得られやすい

　昭和27年の健康優良校県1位入賞以来，同賞受

賞5回，学校安全文部大臣賞，学校保健統計調査

優良校文部大臣賞表彰等，児童の健康・安全に関

する表彰が多いことでも示されるように，学校を

とりまく地域全体で健康・安全教育に取り組んで
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いる。学校教育目標にも「創造性豊かで，心身と

もにすこやかな児童の育成」とあり，心身の健康

づくりを第一目標としている。

2．歯科保健活動の基本的方針と実践

　人が行う健康管理への文字どおりの入り口とし

て，歯科保健活動は，非常に重要な意味をもっ。

ある意味では，人が健康な生活を送るたあに，食

生活を含めた口の中の健康は最重要課題と言える

のではないだろうか。全身の健康の入り口とし

て，かほど大切な口，歯の保健活動をおろそかに

しないために，乳歯から永久歯に生えかわる小学

校の時期の指導は，計画的かっ継続的に行われな

ければならない。そこで本校では，次の4点を基

本方針として，毎日の継続実践を行っている。

　①学級活動を中核とした「むし歯予防」の保

　　健指導の充実

　②児童の実態に即した個別指導の充実と徹底

　③地道な努力と継続の重視

　④学校と家庭が一体となった地域ぐるみの健

　　康教育の推進

である。

　以下，その4点について，それぞれの具体的な

実践事例を紹介する。

　（1）学級活動を中核とした「むし歯予防」の保

　　健指導の充実について

　　　指導要項が改訂されて，従前の学級指導が

　　学級活動という形で統合された。したがっ



　て，本校では，学級活動の年間計画の中に，

　むし歯予防の指導項目を次のように入れてい

　る。

　・6年（5月）健康な歯と食生活

　・5年（5月）むし歯のこわさを知ろう

　・4年（5月）むし歯の予防

　・3年（6月）おやつのじょうずなとり方

　・2年（6月）歯の衛生と自分の体

　・1年（6月）正しい歯のみがき方

　　また，保健部より出される年間計画の中に

　も，重点項目を設け，意欲化，習慣化を図っ

　ている。

（2）児童の実態に即した個別指導の充実と徹底

　について

　　毎年6月4日のむし歯予防デーの前後に，

　歯科校医による「歯の健康教室」を開き，カ

　ラーテストやRDテストなど，個々の児童の

　歯の状態を調べ，個に合った歯みがきの仕方

　を指導している。また，その場で，養護教諭

　や歯科衛生士による個別指導も行っている。

　　年2回（4月，10月）の歯の検査の後に治

　療勧告カードも渡し，養護教諭の手づくりに

　よる健康手帳「すこやか」を通じて，家庭と

　の連絡も密に行い，治療率が上がっている。

③　地道な努力と継続の重視について

　　「自分の健康は自分で守る」ためには，児

　童一人ひとりが，自分の健康状態に関心を持

　ち，生涯を通して自己の健康を管理できる能

　力をっけなければならない。学校教育の中

　で，ともすれば二の次になりかねない健康へ

　の関心を喚起するには，日々の地道な努力と

　継続への強力な意思が必要であると考える。

　　本校では，平成3年度から3年間，毎日歯

　みがきカレンダーに歯みがきの様子を記入

　し，児童に継続的な歯みがきの大切さを意識

　づけることができた。歯みがきカレンダー

　は，児童の喜ぶ楽しいイラストに1日3回歯

　みがきができたら青，2回なら黄，1回なら

　　　　　　　　　　　　　　　小学校部会■

赤のように色ぬりをしていく簡単なものであ

　るが，ぬり絵を楽しみながらも，「1日3

回，食べたら磨く」という習慣化には役立っ

　た。

　　今年度は，さらに健康全般にも目を向けさ

せる意味で，「元気かな」という形で，今朝

　の体調と共に，昨日の歯みがきの様子を○△

　×の方式で記入することにした。それは，3

年間継続してきた歯みがきカレンダーのマン

　ネリ化を防ぐ意味でも有効であると考えたか

　らである。

　　また，毎年6月には，高学年を対象にした

　むし歯予防の標語を募集し，全校児童の投票

　による優秀作品の選定を行っている。標語を

　書いたり選定したりすることで意識の高揚が

　図れると考えるからである。今年度の標語の

　中で全校1位に選定されたのは，5年生の

　「自分の歯，80までの宝物」である。また，

　毎年6月4日前後の児童集会でも20分間の短

　時間ながら，児童自身の製作したOHPシー

　トやクイズカードなどを使ってむし歯予防の

　大切さを全校児童に啓蒙している。

（4）学校と家庭が一体となった地域ぐるみの健

　康教育の推進について

　　健康づくりの推進には，家庭との連携が必

　要不可欠である。特に，むし歯予防には，食

　生活の改善ということも含あて，家庭での家

　族ぐるみの取り組みが肝要である。いかに地

　域ぐるみの運動へ導くかが鍵である。

　　本校では，毎月の保健だよりや保健室から

　の連絡が一方通行でなく，家の人からのサイ

　ンや一言欄を設けてあり，学校での取り組み

　に対する理解が深められている。

　　また，毎年行われる学校保健委員会でも，

　PTA会長，母親代表等保護者の積極的な参

　加を得ている。学校がリーダーシップを取り

　ながら児童の歯の健康づくりのたあ，随所で

　地域とのっながりを深めているのである。
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学校・家庭・地域とで実践している

むし歯予防活動

團 山口県阿武郡阿武町立奈古小学校学校歯科医 和　田　忠　子

1．はじめに

　学校医の制度が開始されたのは明治31年である

が，学校歯科医は昭和6年とずい分遅れて設けら

れた。戦後保健管理に関する専門的事項に関し

て，具体的な規則が文部省より出された。しか

し，一般的に歯科保健とは入学時期の歯科健診と

年に1度の児童の口腔検査を年中行事として行う

ものと考えられている。したがって教育関係者や

行政からもややもすれば雑務的な扱いを受けてき

た。しかし，近年になり個人の健康の保持や増進

及び予防という意識が高まり，地域社会でもだん

だんと受け入れられてきた。

　自分と学校歯科医との関わりは約20年になる。

最初の健診で学童のう蝕患率の高いことと永久歯

の残根が多いのにびっくりしたものである。ちな

みに阿武町の国保運営協議会から出た報告には昭

和45年から50年までは口腔に関する疾病が受診率

も費用額も第1位であった。その時期に学校歯科

医の委託を受けた。

　これを機会に地域の人たちと一体となり，う蝕

予防に力を入れてみようと行政に働きかけて，快

く受け入れてもらい会合を持った。そのメンバー

は助産婦，保健婦，保育園の保母，小・中学校の

養護教諭，学校歯科医だった。これが後の拡大学

校保健委員会へとっながった。

　目標としては，1．妊産婦及び乳幼児期のう蝕

予防の啓蒙とブラッシング指導，2．小学生，中

学生では永久歯の残根状態を無くすことであっ
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た。

　昭和55年から60年には，口腔に関する疾病によ

る受診率と費用額が第2位にまで下がってきた。

昭和60年から63年にかけて奈古小学校がむし歯予

防推進の指定校になった。関係者一同が予防対策

に本腰を入れて取り組むために地域の皆様や保護

者の協力を得て実践活動を進あた。そして指定校

が終わっても保健活動は続いており，平成4年に

は奈古小学校は「全日本よい歯の学校最優秀校」

に選ばれた。また山口県では「よい歯の学校」と

して奈古小学校と奈古中学校が県知事表彰をア

ベックで受けた。

　当初の目的であった6歳臼歯の喪失と未処置の

C，を無くすことはできたし，現在では口腔内の

疾病の費用額及び受診率も3位までに下がった。

ところがDMF歯数を0にすることはとても困難

であるが，今後共に継続してこの活動を全員でが

んばっている。

2．本校の概要

　阿武町は歴史のまち萩市に隣接し，広大な日本

海と緑の濃い中国山地に囲まれた自然豊かな町で

ある。地形は東西に長く，一方は海に開け，三方

は山に囲まれ，平地は郷川に沿って開けている。

気候は温暖で平均気温は14℃～15℃であり，晴天

は180日前後で雨量は1，300～2，000mmである。校

区の奈古地区は人口が3，161で世帯数は987であ

り，この地区の児童はすべて在籍している。奈古



小学校は児童数192名，教職員20名，7学級で明

治6年に開校し120年という伝統ある学校であ

る。

　保護者の家庭はほとんど恵まれている方で共働

きが大部分を占めている。その勤めは，地区の企

業や母親は近隣の萩市や島根県の益田市に働きに

出ているものが多い。

　保護者は教育熱心であり，学校教育，社会教育

にも，とても協力的で学校行事への出席率は極め

て高く，特にPTAの保健体育部の活動には伝統

的なものがある。

3．歯科保健の概要

　歯の健診は年2回行っており，春は学校の保健

室で行うが，第2回目は校外研修を兼ねて徒歩で

5分の学校医の診療室にて学年ごと3日間ぐらい

かけて行う。平成6年の1回目の歯科健診結果を

　　　　　　　　　　　　　　　　小学校部会■

表1に示す（表1）。

　永久歯のう歯罹患率は5％であり，う歯処置歯

率も89％と全国平均に比べてよい結果を示してい

る。歯肉炎はブラッシングの指導がゆきとどいて

いて該当者はなかった。

　歯列不正は全校中6名で反対咬合3と交叉咬

合，切端咬合2と認められた。

　また歯科健診結果のう歯状況で昭和59年から平

成6年の11年間の推移を示す（表2）。文部省よ

り指定を受ける前と終わってからの永久歯う歯罹

患率も14．4％から4．9％と約i／3に減少している。

また永久歯1人当たりのう歯数も1981年のWHO

大会では「12歳児の平均DMFTを3以下にしよ

う」と目標を掲げているが，当校では0．7と一部

目標を達成している。これからの目標は歯周疾患

及び不正咬合の予防に力を注ぐ必要があると考え

られる。

　学校におけるむし歯予防の基本は学童と一番接

表1　平成6年度歯科健診結果

乳歯 永　　久　　歯
学
年
性
別
在
籍

受験

韻
萌出歯数（本）

う
　
歯
り
患
歯
率
（
％
）

う　歯
処置歯率（％）

未処置本数

う
歯
の
な
い
者
（
人
）

治療
を要
する者
（
人
）

鶴
黎
（
人
）

CO
の
本
数
（
本
）

処置歯

本数

未処置

歯本数

処置
完了
者数 健全歯 処置歯 未処置 喪失 C1 C2 C3 C4 計

男 15 15 35 30 1 74 4 0 0 5．1 100 2 9 0 0

1
女 10 10 16 24 40 0 0 0 3 6 0 0

男 7 7 26 16 56 0 0 0 0 6 0 0

2
女 9 9 39 7 2 74 4 0 0 5．1 1 4 0 0

男 21 21 69 29 1 223 5 1 0 2．6 83．3 1 1 0 13 1 2

3
女 17 17 62 9 3 223 8 0 0 3．5 100 2 6 0 5

男 15 15 45 11 2 160 6 2 0 4．8 75．0 1 1 2 1 8 2 2

4
女 23 23 55 11 10 330 17 1 0 5．2 94．4 1 1 3 11 1 3

男 19 19 22 9 6 313 21 0 0 5 7 0 2

5
女 20 20 21 9 4 384 11 3 0 3．7 78．6 2 1 3 7 8 3 5

男 18 18 25 5 8 346 14 1 0 4．2 93．3 1 1 7 3 1 1

6
女 18 18 8 1 12 373 31 7 0 9．8 81．6 4 3 7 3 4 3 4

男 95 95 222 100 18 1，172 50 4 0 4．1 92．6 2 1 1 4 15 46 4 7

計
女 97 97 201 61 31 1，404 71 11 0 5．5 86．8 7 3 1 11 19 39 7 17

合計 192 192 423 161 49 2，576 121 15 0 5．0 89．0 9 4 2 15 34 85 11 24

L584一 2，712 136

2，712
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表2　う歯状況推移

歯科健診結果 う歯状況推移

永久歯う歯リ患率 異歯一人当り

う　歯　数
永久歯一人

甕りう歯数

昭和59年度 14．4％ 4．3本 2．0本

昭和60年度 12．6 3．9 1．7

昭和61年度 9．4 3．8 1．3

昭和62年度 9．0 3．3 1．3

昭秘3年度 7．0 3．1 1．0

平成1年度 6．0 3．1 0．9

平成2年度 5．9 2．6 0．8

平成3年度 4．9 2．8 0．7

平成4年度 5．3 3．1 0．7

平成5年度 4．8 3．2 0．7

平成6年度 4．9 3．0 0．7

1
：
：
ll
l
l
l
l

1
：
＃

：
　　乳歯一人当りう白数
1°

1””’一一一一一一一

〇

　　　永久歯一人当りう當数hx－一一．一一．J：i－一一一

1．34

1．29

0．90

0．81

0．70

0．71
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旬
6
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昭
和
6
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昭
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昭
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9
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している教師を通して予防指導が行われ学校保健

年間指導計画の立案から学校歯科医が参加するこ

とが望ましいと考える。

　校長一学校保健主事一学級担任教師一養護教諭

一拡大保健委員会のメンバー一学童のラインで実

施されている。

　主な役割は，

　①学級活動一学級担任教師（立案には学校歯

　　科医が相談及び指導を行う）

　②学校行事及び健診後の保健指導一養護教諭

　　一学校歯科医一その他で保健婦及び衛生士が

　　協力
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③児童会の活動における指導一学校保健主事

一養護教諭一相談者として学校歯科医

④個別指導一養護教諭

⑤日常指導一学級担任教師一養護教諭

⑥学校保健委員会一年に3回行う。その中で

　1回は拡大学校保健委員会で，中学校のPT

　A及び生徒も参加。一般的には学校医，学校

　歯科医，学校薬剤師，中学校養護教諭，保育

　園保母，保健婦，教育長，教育事務主事，民

　生課課長，栄養士，学校長一保健指導主事一

　担当の養護教諭一PTAの会長一保健体育部

　会委員等からなっている。

　歯科保健指導において重要な役割は，やはり学

級での担任教師であり，その先生の歯科保健に対

しての関心度により指導内容に違いが出てくる。

そこで奈古小学校では文部省の指定校になった時

点で全教師と養護教諭及び栄養士を含めて歯の基

本的な勉強会を行い，レベルを一一定にした。困る

ことは先生が途中で転勤されることであった。

　春の健診では県で行われている「よい歯のコン

クールーの代表者選びも兼ねて行い，秋の健診で

は該当しそうな学童には個人と家庭に連絡をし，

予防には特に心がけてもらう。ここで受賞したと

きの作文で書いているように意識の向上がうかが

える。

　また健診後には計画的に児童と家庭へ連絡を

行っている。

　むし歯予防の行事はマンネリ化を防ぐために講

演や学童の劇，学童達の研究発表会，作文の発

表，絵画による展示会，老人ホームよりお年寄り

に出席してもらい，年老いてからの歯のはなし，

入れ歯になるとどこが違うか等，学童との話し合

いを行う。また親子で歯みがきや歯みがきカレン

ダーを作る。

●日常指導と個別指導

　毎月，歯みがきの結果は一覧表にして各クラス

担任に知らせ，指導を要する児童には家庭連絡と
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表3　阿武町におけるむし歯予防に関するアンケート集計結果

1．あなたは，お子さんのむし歯の有無について
知っていますか。

保育園

小学校

中学校

全　体

4．どこにむし歯ができやすいか，
か。

0

知っています

知っている

　　50
100

96　　　　　　1

96　　　　　　　1

（単位：％）

100

　口平成3年
　囮昭和60年

　　0
保育園

小学校

中学校

全　体

知っている

　50
77　　　　　1

80　　　　　1

一84暫一80　　　　　1
79

＿、、悪

100

　口平成3年
　翅昭和60年

2．歯の検査結果の通知を受けたとき，どうしまし
　たか。

5．むし歯予防について，

ありますか。

家族で話し合ったことが

保育園

小学校

中学校

全　体

0

治療した

　50
65　　　　1

㎜52熈91　　　　　　1
一74’一85　　　　　　1
愚69’｛㎜刎

84　　　　　　1

愚67黙

（単位：％）

100

　口平成3年
　翅昭和60年

歯の検査結果を受けてそのままにしていた理由（阿武町全体）

　　　　　　　　　　　（単位：％）
　　0　20　40　60　80100□時間がない

平成3年

昭和60年

［コまだ痛くない

圏近くに医院無し
ll［i待ち時間が長い

目いやがる

翻その他
翻治療費が高い

3．日ごろ，歯が痛くなったらどうしますか。

保育園

小学校

中学校

全　体

ある

50

6．あなたの子供さんは，

いをしていますか。

すぐ、医者に行かせる

　　　　50

（単位：％）

100

口平成3年
囲昭和60年

（単位　％）

100

　口F成3年
　彫日召1…II60無乙

家庭で，歯みがきやうが

保育園

小学校

中学校

全　体

している

50

（単位　％）

100

　口’F成3年
　搦日召禾【】60年三

保育園

小学校

中学校

全　体
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表3－2

うがいをするのは、いつですか。

　0　　　　20　　　40　　　60　　　80

平成3年

昭和60年

（阿武町全体）

　　　（単位
100

16　12
　ゐ
姦　⑲　，皆1128

　　　　　％）

口食後
圏朝食前

，圏就寝前

邸時々する

目おやつの後
§§その他

7．あなたは，

ていますか。

お子さんに，歯みがきについて教え

保育園

小学校

中学校

全　体

0

教える

　50

94　　　　　　1

一9須i一82　　　　　1

柵1、珈
73

平成3年

昭和60年

平成3年

昭和60年

馳F成3年

昭和60年

’F成3年

昭和60年

　　教えている（保）

0　　　20　　　40　　　60　　　80

0

　教えている（小）

20　　　40　　　60　　　80

11L35事㌔54㌦
　　　　　　　　、」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

141．ぎ・．1’．16藁

　　　　教える（中）

0　　　20　　　40　　　60　　　80

　　教えていない（全体）

0　　　20　　　40　　　60　　　80

（単位：％）

100

　口平成3年
　脇昭和60年

　（単位：％）

100

　口親と一緒に磨く

　目うるさく注意
　［ll時々教える

　（単位1％）

100

　口親と　一系者に磨く

　［コうるさく注意

　囲時々教える

（単位：％）

100

　口親と一緒に磨く

　E］うるさく注意

　園時々教える

（単位：％）

100□自主性に任せる

［1］面倒

翻時間がない

口分からない

目学校に任せる

薗その他
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8．おやつについて，答えて下さい。

（1）おやつは、いつごろ食べていますか。

　　　　　　　　平成3年
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
　　0　　　　　　　　50　　　　　　　100

保育園

髪校ソ～

匡校らヂ書

全　体．

0

保育園、

庭校～

中学校

全　体、，

昭和60年

　50

口帰宅直後
翅夕食まで
翻夕食～就寝

翻欲しい時

（単位：％）

100

口帰宅直後

閣夕食まで

麗夕食～就寝

圏欲しい時

（2）次の中から、主に食べているおやつを選んで下さい。

　　　　　　　阿武町全体

0　　20　　40　　60

　　　（単位：％）

80　100

平成3年

昭和60年

15 41 15 1旛鵬轡ナ。ク
　　　”囲果物

　　　9飲物
　　　目補食となる物
　　　§§その他



表3－3

9．あなたのお子さんは，

　ますか。

食べ物の好き嫌いがあり

保育園

小学校

中学校

全　体

ある

50

「ある」と答えた人は、次のうちどれですか。

　　　　　　　　　平成3年

　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80

保育園

小学校

中学校

（単位　％）

口平成3年
閉昭和60年

（単位’％）

100

　口魚類

圏肉類
團野菜類

　口果物類

目海草類

懸その他

保育園

小学校

中学校

昭和60年

40　　　60 100

口魚類
團肉類
　囲野菜類

鵬果物類
自海草類
悪その他

小学校部会■

10．お母さんは，妊娠中に，丈夫な歯を作るための

　努力をしましたか。

　　　　　　　　　努力をした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　　　0　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翅昭和60年
小学校

中学校

全　体

　「努力した」と答えた人は、次のうちどれですか。

　　　　　　　　　阿武町全体　　　　　（単位：％）

　　　0　　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100

平成・年［i盤易繍毒綴
昭和60年

圏肉・魚・玉子

翻その他

11．あなた自身，好き嫌いがありますか。

保育園

小学校

中学校

全　体

ある

50

（単位　％）

100

　口平成3年
　閉昭和60年
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保健室にて個別に指導を行う。またがんばった子

には表彰を行う。

　学校保健委員会は前述したようなメンバーで構

成されており，その中には学童の研究発表をおり

込んだり，う歯予防だけでなく，肝炎の予防，感

染症，エイズにっいての知識や予防等多彩な面に

ビデオで学習をしている。

　学校保健委員会が開催された後は，PTAの保

健委員による「保体だより」が発行される。

●学校歯科保健について地域活動

　特に昭和60年からは小学校が中心となり阿武町

全体におけるむし歯予防アンケートを募りその集

計や分析を行ったり，意識向上のために地域への

ポスターや各機関に掲示をしてまわる（表3）。

　乳幼児健診や保育園での健診では保健婦と衛生

士とでブラッシング指導を行う。またフッ素塗布

も小学校，保育園，1歳半から6歳児までを一緒

に行っている。

4。学校歯科医のかかわり方につ

　いて

　順に奈古小学校における学校歯科医の実状を述

べてきた。指定校になる前までは，学校での学校

歯科医はただ単にむし歯予防週間の時と健診だけ

で，その予防対策は養護教諭の仕事として任せて

おけば良いと思われていた。それには行政の協力

と教員の意識改革と歯科医自身の意識改革が必要

であると思った。我々は学校側から協力を求めら

れた場合には，いっでも指導及び助言ができるよ

うに専門家としての準備が必要である。それには

110／日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月

学校保健指導年間計画にも積極的に参加し，学童

の授業においても講義時間を持っくらいの働きか

けをしてもいいと思う。一口に予防と言うが，や

はり先生と学童と学校歯科医とのコミュニケー

ションがあってこそ実行できると思う。

5．おわりに

　約20年間学校歯科医として関わってきて感じた

ことは，我が奈古小学校の先生を始めとし，皆さ

んがとても協力的であったからこのようなよい結

果が出たものと考える。

　しかし，保健教育というのは社会保障と同じよ

うに「ゆりかごから墓場まで」と考えると我が国

のように母子保健は厚生省，学校保健は文部省，

成人すればまた厚生省と，2省にまたがった行政

は考えてほしいと思う。

　また歯科予防を推進するにあたっては養護教諭

の他に歯科衛生士が常駐するとよいと思う。疾病

に対しては早期発見早期治療であるが，中には経

済的な理由から通院できない学童もいることから

初期う蝕に対する学童の無料化をすることによ

り，WHOの提唱しているDMFTを3以下に
持っていけるように行政サイドからも検討してほ

しいと考える。

参考文献

1）第57回全国学校歯科保健研究大会大会要項，1993．

2）祖父江鎮雄：学童に対する歯科管理の現状と問題

　点，歯科ジャーナル22（1）：7～16，1985．

3）深田英朗：学校歯科医の任務と各国の事情，歯科

　ジャーナル22（1＞：17～24，1985．
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むし歯・歯肉炎予防の実態から

匪表岡富山県砺波市立砺波北部小学校教諭貝淵悦子

1．はじめに

　本校は，平成2年度に市学校保健会の研究指定

を受け，子供たちの健康づくりへの取り組みを

行ってきた。その後，平成3・4年度に文部省の

むし歯予防推進校に指定され，それを機にむし歯

予防活動に取り組んでいる。

（1）本校の概要

　　本校は，砺波市の北部に位置し，広々とした

　田園地帯であるが，兼業農家が多いこと，近く

　に大型店舗や新興住宅が増えたことで，教育活

　動に対する考え方に多様化が見られる。地域の

　人々の学校教育に対する期待はきわあて高く，

　協力的である。

　　学校の規模は，5月1日現在で15学級，444

　名の中規模校である。

2．研究の概要

（1＞研究主題

　自分で考え，目当てをもって進んで活動する

子供を育てるには，どのようにしたらよいか。

　～むし歯・歯肉炎予防の実践を通して～

（2＞研究主題について

　①今日的な面から

　　　豊かな食生活，加工食品の氾濫糖分の

　　多量摂取，食べ物の軟食化などによりかむ

　　力が弱くなり，顎や歯肉の発達が遅れ，む

　し歯罹患率が増大し，歯肉の病気が増えて

　きている。平均寿命が延びた今日，生涯健

康な歯でよくかんで食べることができるよ

　うに，児童期からむし歯予防の意識を高

　め，自分の健康は自分で管理していこうと

　する態度を身にっけさせることが大切であ

　る。

②本校の教育目標から

　　本校では「心身ともに健康で，人間性豊

　かな創造力と実践力のある児童の育成」を

　目指している。子供たちが心身共に健康で

　あるために，歯の果たす役割は大きい。し

　かし，本校の子供たちは，歯に関する関心

　が低いことから，歯の保健指導を通して健

　康に留意すると共に，心をみがき，意欲的

　に実践しようとする子供を育成していきた

　いと考えた。

③児童の実態から

　　健康の保持増進の基盤として歯の果たす

　役割は大きいと考えるが，本校の子供たち

　は，むし歯の罹患率が極あて高く，むし歯

　及び歯肉炎の予防に対する意識が低く，

　しっかりした知識も身についていない。そ

　こで，歯の保健指導を通して歯への関心を

　高めると共に，望ましい生活習慣を育成

　し，自分の健康は自分で作るという意識を

　育てたいと考えた。また，むし歯予防活動

　に取り組むことを通して，自主的に活動す

　る子供を育成したいと考えた。
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　〈健診結果〉

　　　（平成3年4月と4年4月の比較から）

　　・むし歯の罹患率は，永久歯乳歯を加え

　　　ると，平成3年度は97％，4年度は98％

　　　ときわめて高い。

　　・本校6年生のDMFTは，3年度4．9
　　　本，4年度5．3本と多くなっている。

　　・未処置歯率は，少なくなっている。

（3）主題解明の仮説

　①　健康な歯を作るための保健指導の方法を

　　工夫し継続することによって，歯の大切さ

　　を自覚し，むし歯・歯肉炎予防の実践力が

　　高まる。

　②歯の健康を自ら守ることを目指す積極的

　　な児童の活動を進めることにより，進んで

　　実践しようという意欲が育っ。

　③　歯を大切にする取り組みを学校・家庭・

　　地域の共通の課題として相互の連携を密に

　　することにより，健康づくりへの意欲が高

　　まり，望ましい生活習慣が育つ。

（4）むし歯予防の基本的な考え方

　①歯の保健指導の目標

　　・歯・口腔の発育や疾病・異常など，自分

　　　の歯や口の健康状態を理解させ，それら

　　　の健康を保持増進できる態度や習慣を身

　　　に付ける。

　　・むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯の

　　　みがき方や，望ましい食生活などを理解

　　　し，歯や口の健康を保つのに必要な習慣

　　　を身に付ける。

表1．むし歯の保有状況 （平成4年4月現在）　表3　6学年の永久う歯の状況
【むし歯保有　　　　者

処置完了者 未処置歯の
あ　る　者

一
人当たりの平均むし歯保有数

H3 H4

H3 68．2％ 31．4％ 36．9％ H3 4．6本 A検査を受けた者
男

H4 71．0％ 43．2％ 27．8％
男

H4 5．5本
92人 103人

全

体

の

状
況

H3 71．4％ 32．3％ 39．1％

第
6
学
年
の
状
況

H3 5．3本 B処置完了歯の数

女

H4 78．2％ 47．7％ 30．5％
女

H4 5．5本
91本 438本

H3 69．8％ 31．9％ 38．0％ H3 4．9本 C未処置歯の数
計

H4 74．7％ 45．5％ 29．2％
計

H4 5．3本
164本 112本

表2　全校児童の永久う歯の状況（各学年の昨年と今年の比較）

D＝8十C
う歯総数 455本 550本

　　　　　　　　　　学年項　目

壌学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年
E喪失歯数

0本 0本

A検査を受けた者
IH4

61人 83人 73人 92人 105人 103人 FDMFT

（D＋E）／A
H3 21人 38人 68人 92人 92人

4．9本　　　1 5．3本

B＝C＋D
むし歯を保有している者

H4 17人 43人 53人 77人 99人 98人

H3 10人 17人 43人 38人 37人C処置完了の者

H4 7人 20人 34人 57人 69人 49人

H3 11人 21人 25人 54人 55人D未処置のある者

H4 10人 23人 19人 20人 30人 49人

H3 60人 34人 23人 11人 9人E＝A－B
う歯のない者 H4 44人 40人 20入 15人 6人 5人

F躍E／A
Eの比率　　　　％

H3 74．1％ 47．2％ 25．3％ 10．7％ 8．9％

H4 72．1％ 48．2％　27．4％ 16．3％ 5．7％ 4．9％
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②目標達成のたあに指導内容

　・自分の歯や口の健康状態の理解

　・むし歯や歯肉の病気の予防に必要な歯の

　　みがき方や食生活

指導要素表　1

（5）指導計画

　　歯の保健指導の目標を達成するために，ま

　ず，r歯の保健指導の手引き」（文部省）を基

　に，各学年で指導すべき基本的な事柄をはっ

　きりさせた。

　　　　　　　　　　　　　砺波市立砺波北部小学校

項
　
目
基本要素 指　　　導　　　内　　　容 1

年
2
年
3
年
4
年
5
年
6
年

暴
馨
毒
難

・自分の歯の様子に関心をもって検査を受けることができる。 C o ◎ ○ ○ C○　自分の歯や歯
肉の様ヂ ・ 合わせ鏡で歯の内側を観察することができる。 ○ ◎ ○

・ 自分のむし歯の部位，本数，治療状況が分かる。 ○ ◎ ○

・自分の永久歯の萌出状況が分かる。 ◎ ○

・ 乳歯と永久歯の違いや自分の歯列の様了が分かる。 ◎ C
・ 自分の歯肉の健康観察ができる。 ◎ ○ ○

・ 歯の汚れとむし歯の関係が分かる。 ○ ◎○　むし歯の原因
○　むし歯の進行
　と治療

・ むし歯の3要素が分かる。 ◎

・むし歯になりやすい場所が分かる。 C ○ ○ ◎ ○ ○
・むし歯は臼然に治らないことを知り，早期治療を受けることができる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

・むし歯の進行過程を知り，治療の大切さが分かる。 ◎ ○

歯

　
や
　
ロ
　
の
　
健
　
康

・生活のあり方とむし歯の関係が分かる。 ○ CI ◎

・ 歯肉炎になりやすい場所や歯肉炎になるわけを知る。 ◎ ○○　歯肉の病気の
原因
○　歯肉の病気の
進行と改善

・ 歯肉炎の進行過程が分かる。 ◎ ○

・ 歯肉炎の歯肉を発見したら，歯みがきで改善することができる。 ◎ ○ ○

・ 生活のあり方を見直し，歯肉炎を防ぐことができる。 ◎ ○

・ 前歯，奥歯，犬歯の特徴とその働きが分かる。 ○ ◎ C○　歯のつくりと
働き ・ 第・大臼歯の働きを知り，むし歯にしないように努力する。 ◎ ○

・第二大臼歯の萌出にっいて知り，その特徴や働きが分かる。 ◎ ○

・歯が顔の形，発音，そしゃくに影響することが分かる。 ◎ ○

・よくかむことは歯列やあごの発育によいことを知り，かたいものを食べることの

大切さが分かる。

◎ ○

・ 歯垢を染め出し，観察ができる。 ◎○　歯の汚れと見
分け方 ・ 染め出しで歯の汚れの自己評価ができる。

（
⊃ ◎ c ○ ○

・歯垢のできかたが分かる。 ◎ c ○ C
・ 臼分の歯に合った歯ブラシを選んで使うことができる。 C ○ ◎ ○

○　歯ブラシの選
び方や取り扱い
　方

・ 歯ブラシの交換時期が分かり自分で歯ブラシを取り替えることができる。 C ◎ o o c C C ○
・歯ブラシの衛生的管理ができる。 ○ C ○ ◎ C c

（
） o

・ 歯ブラシの毛先を磨こうとする歯の面に直角にあてることができる。 ○ ◎ o ○ ○ C ○○　歯ブラシの毛
先のあて方と力
の入れ方

・ 磨こうとする場所に応じて歯ブラシの刷毛面を使い分けることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（っま先，わき，かかと）

○ ○ ◎ c o

・ 歯ブラシの毛先を小きざみに動かすことができる。 C ◎ ○ c o C c
・ 歯ブラシを軽い力で当てることができる。（毛先が乱れない程度） こ ◎ ○ ○ ○ ○ C

歯

・

ロ
の
汚
れ
と
取
り
方

・ 磨こうとする場所に応じて，工夫した歯ブラシの持ち方ができる。 ○ ◎ ○ c ○ C ○
・ヒド，外内，かみ合わせ面に毛先がとどく。 ○ c o ◎ ○ ○ c
・ みがき残しのないように順序よく磨くことができる。 ◎ ○ ○ ○

○　自分の歯の形
や並び方に恋じ
た歯のみがき方

・ 第一・大臼歯のかみ合わせ面をきれいに磨くことができる。 ◎ ○

・ 前歯の外側をきれいに磨くことができる。 ◎ ○ ○ ○

・ 前歯の内側をきれいに磨くことができる。 ◎ ○ ○

・ 小臼歯をきれいに磨くことができる。 ◎ ○

・ 第一・，第二臼歯，犬歯をきれいに磨くことができる。 ◎ ○

・ すべての歯をきれいに磨くことができる。 ◎ ○ ○

・ 食べた後，すぐ磨くことができる。 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

○　うがいの仕方 ・ぶくぶくうがいの大切さが分かり，正しいぶくぶくうがいができる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 甘いおやつは，むし歯になりやすいことが分かる。 ◎ ○ ○
○　おやっのとり
方 ・粘着性のあるおやつは，むし歯になりやすいことが分かる。 ◎ ○ ○ ○

・ おやつは時間，回数，組み合わせを決めてとることができる。 ◎ ○ ○ ○

食
生
活
の
あ
り
方

・ 1日にとってよいおやつや，飲み物の量が自分で判断できる。 ○ ◎ ○ ○

・ 好き嫌いをしないでなんでも食べることができる。 ○ ○ ○ ○ ○
○　望ましい食生
活 ・ モ食規則正しいバランスのとれた食事をすることがよい歯や健康な体を作るのに

大切なことが分かる。

◎ C ○

◎　弔点指導要素　○　関連指導要素

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／113



指導要素表　2 砺波市立砺波北部小学校

項臼 指導内容 1年 2　年 3　年 4　年 5年 6　年
○自分の歯や口の中の様子 ・むし歯の位置，数について分かる。

・合わせ鏡で歯の内

側を観察することが

・自分の歯の様子に関

心を持ち，検査を受け
・自分の歯肉の健康
観察ができる。

できる。 ることができる、

・自分の永久歯の萌 ・自分のむし歯の部
出槻鋤ち｝かる。 位本数治療状況が

分かる。

・乳歯と永久歯の違

いや自分歯列の様子

が分かる。

歯
　
や

○むし歯の原因○むし歯の進行と治

療

・歯の汚れとむし歯の関係が分かる。・むし歯は自然に治

・むし歯の3要素が
分かる。・むし歯の進行過程

・むし歯になりやすい場所力扮かる。

・生活のあり方とむ

し歯の関係が分か
る。

らないことを知り， を知り，治療の大切
口

早期治療を受けるこ さが分かる。

とができる。
の
　
健

○歯肉の病気の原因○歯肉の病気の進行と改善

。歯肉炎になりやすい場所や歯肉炎にな

るわけを知る。

・生活のあり方を見
直し，歯肉炎を防ぐことができる、

康 ・歯肉炎の進行過程
がわかる。

・歯肉炎の歯肉を発

見したら歯みがきで

改善できる。

O歯のっくりと働き ・第大F噛の働き
を知り，むし歯にし

ないように努力す
る。

・前歯，奥歯，犬歯の特徴が分かる。・歯が顔の形，発

音，そしゃくに影響

・よくかむことは歯
列やあごの発育によいことを知り，かた

いものを食べること

・第汰臼歯の萌出
について知り，その

特徴や働きが分か
る。

することが分かる。 の大切さが分かる。

○歯の汚れと見分け ・歯垢を染め出し ・染め出しで歯の汚れ

方 観察ができる。 の自己評働並きる。

・函垢のできかたが
分かる。

O歯ブラシの選び方や取り扱い方
・歯ブラシの交換時
期が分かり，自分の

・自分の歯に合った
歯ブラシを選んで使

。歯ブラシの衛生管
理ができる。

歯ブラシを取り替え うことができる。

ることができる。

歯 ○歯ブラシの毛先の
当て方と力の入れ方

・歯ブラシの毛先を

磨こうとする面に直

・磨こうとする場所に応じて爾ブラシの

● 角に当てることがで 刷毘面を使い分ける
きる。

ことができる。（つ

口 ・歯ブラシの毛先を
小ぎさみに動かすこ

ま先わき，かかと）・上下，外内，かみ

の
　
汚

とができる。・歯ブラシを軽い力

で当てることができ

合わせ面に毛先がと
どく。

る。（毛先が乱れな

れ い程度1

・磨こうとする場所
と に応じて工夫した歯

取
ブラシの持ち方がで
きる。

り
　
方

○自分の歯の形や並
び方に応じた歯のみ
がき方

・みがき残しのない

ように順序よくみが
くことができる。。第一・大臼歯のかみ合

・前歯の外側をきれいに磨くことができ

る。

・前歯の内側をきれ

いに磨くことができ
る。

・小臼歯をきれいに
磨くことができる。

・第一、第：臼歯，
犬歯をきれいに磨くことができる。

・すべての歯をきれいに磨くことができ

る。

わせ面をきれいに磨く

ことができる、

・食べた後すぐ磨
くことができる。

Oうがいの仕方 ・ぶくぶくうがいの
大切さがわかり，正

しいぶくぶくうがい

ができる。

食
生

○おやっのとり方 ・けいおやつは，む

し歯になりやすいこ

と泌｝かる。

・粘着性のあるおやっは，むし歯になり

やすいことが分か
る。

・おやつは時惜1回
数組み合わせを決めてとることができ

る。

。1日にとってもよ
いおやっや飲み物の

量が自分で判断でき
る。

活
の
あ
り

c望ましい食生活 ・好き嫌いをしない

で何でも食べること

ができる。

・r食規則正しいバ
ランスのとれた食事

をすることがよい歯

方 や健康な体を作るの

に大切なことが分か
る。
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3．研究の実際

（1）授業（学級活動）での取り組み

　①　1年

　　主題名

だいじにしようね「よこづなくん」

cねらい

　　第一大臼歯の特徴から，かみ合わせが

むし歯になりやすいことが分かり，みぞ

　に食べかすが残らない磨き方を工夫する

　ことができる。

○展　開

　　表4のとおり。

○活動の様子

〈問題に気付かせる場での工夫〉

　　第一大臼歯の立体模型「よこづなく

　ん」（子供の背丈ぐらい）を作り，その

　「よこづなくん」をとおして第一大臼歯

　の大切さやむし歯になりやすいわけなど

を考えさせたり，話して聞かせたりし

た。マスコットを登場させたことによっ

て，子供たちは，非常に興味を持って学

習した。　「よこづなくん」の話から，自

分の第一大臼歯はむし歯にならないか心

配だなという気持ちになり，自分の歯が

きれいに磨けているかどうか調べてみる

ことになった。

〈問題の解決に向かって追究する場での工

夫〉

　第一大臼歯の1本を染め出し，赤く染

まったところがなくなるようにそれぞれ

工夫をして磨いた。磨き方の中で特に

っっこみ磨きをしている子供の磨き方を

取り上げ，みんなで「っっこみ磨き」の

練習をした。

〈進んで実践しようという意欲化へっなげ

る工夫〉

　終わりに，「よこづなくん」を再び登

表4

学習活動
0　第一大臼歯（よこづなくん）の特徴やむし歯になり

　やすいわけを聞く。

・大きくて，力持ちだ。

・ かむ力がいちばん強い。

○どうしてむし歯になりやすいのだろう。

・ みぞが深くて，かすがたまりやすい。

・ 出たばかりの歯は，弱い。

②右下の第一大臼歯に染め出し液をっけ，赤く染まっ

　たところがなくなるように工夫してみがき，その方法

　を発表する。

・歯ブラシを奥まで入れてみがいた。

・ 毛先で何回もみがいた。

・ 横から歯ブラシを入れてみがいた。

⑤　もう一度染めて，赤いところがなくなっているか確

　かめてみる。

・ きれいになった。

・ まだ，みぞが赤くなっている。

④これから，自分の「よこづなくん」をどのようにみ

　がいて大事にしていくか，手紙を書く。

・ みぞに歯ブラシをしっかりあてて，みぞにかすが残ら

　ないようにみがく。

指導上の留意点
・立体模型の「よこづなくん」を登場させることにより

第一大臼歯に親しみを持たせ「よこづなくん」の言う

ことを素直に聞かせる。

・絵やグラフなどの視覚に訴える資料を提示して，第一

大臼歯の特徴やむし歯になりやすいわけをっかませ
る。

・背の低い第一大臼歯のみがき方は，歯ブラシを横から

いれてみがく「っっこみみがき」としておさえる。

・ 染め出し結果に応じて，

シールをはらせる。

自分で判定させ青，黄，赤の

・自分の歯に応じたみがき方の工夫を書いている子供の

ものを全体に広め，これからの歯みがきの意欲化を図

る。
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場させ，むし歯にしないでほしいと語りかけた。

この後，子供たちは，どうやって「よこづなく

ん一を大事にしていこうと思うのかを「よこづな

くん」へのお手紙に書いた。手紙には，しっかり

みがいてむし歯にしないようにするという気持ち

があふれていた。

　　②　3　年

　　　主題名　　かむ力と歯ならび

　　　cねらい

　　　　　かむことが，あごの発育，ひいては歯

　　　　ならびをよくすることにっながることに

　　　　気付き，かむことから歯の健康を考える

　　　　ことができる。

　　　o展　開

　　　　　表5のとおり。

c活動の様子

く問題点に気付かせる場での工夫〉

　　事前に自分の歯ならびの様子や食べ物

について調べ記録させておく。授業で

　は，その記録をもとに自分の歯ならびの

問題点に気付かせた。歯の大型模型を

使って説明させ，いろいろな歯ならびを

示すことによってみんなの問題とし，歯

ならびが悪くなる原因を考えさせた。

〈問題点の解決に向かって追究する場での

工夫〉

　現代人と古代人のあごを比較できるよ

うにしたものを指示することによって，

子供たちは，かむこととあごの発育とに

関連があることから，自分達があまりか

みこたえのあるものを食べていないから

ではないかと気付き，食べ物調べを使っ

て，自分の生活を振り返った。

〈進んで実践しようという意欲化へっなげ

る工夫〉

　ふだん，よくかむという経験の少ない

子供たちに，実際にスルメをかむという

活動を取り入れることにより，よくかむ

・ かみこたえがあるということを体感さ

せた。

　そして，昨年同じような学習をしてい

る4年生の子供の書いた手紙を聞かせる

ことで，軟らかい物でもよくかむことが

大切であることを意識づけ，自分の歯な

らびもよくしたいという気持ちが高まっ

た。

③　6　年

　主題名

　cねらい

歯と歯ぐきの病気

　歯周病の症状・進行過程・原因などが

分かり，その予防や治療につながる適切

なブラッシングを実戦しようとする。

表5

学習活動
0　自分の歯ならびをふり返る。

②　歯ならびが悪くなる原因を考える。

⑧めあてを書く。

指導上の留意点
・歯ならびカードを見て発表させる。

・歯の模型を使い，歯ならびがどんな様子か分かりやす

くする。

・ かむことによってあごが発育することを分からせるた

めに，昔の人と今の人のあごを比べさせる。

・スルメをかむことによって，よくかむには力がいるこ

とに気付かせる。

・ 4年生の手紙を読み，よくかむようにしようという意

欲を高める。

・どの子もめあてを持つことができるように助言する。
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c展　開

表6の通り。

O活動の様子

く問題点に気付かせる場での工夫〉

　　まず，歯をなくす原因を問いかけ，自

（2）日常における実践活動

　①給食後の歯みがきタイム

　　　給食後に歯みがきの時間を設定し，正し

　　い歯みがきの仕方を習得させ，むし歯予防

　　にっいての意識を高めるとともに，歯みが

分の経験や家族の様子から考えを出し合 きの習慣化を図ることをねらいとして実施

わせ，今まであまり意識していなかった している。

歯周病に意識を向けさせた。その後，健 当初は，歯みがきのビデオを使い，クラ

康な歯肉と歯周病にかかった歯肉を写真 スごとに給食を食べ終えた後の10分間を歯

で提示し視覚的に病気の様子をとらえら みがきタイムとして一斉に歯みがきをし

れるようにした。症状の進んだ歯周病の た。こうすることにより，歯ブラシの当て

写真を見て，子供たちは驚きと不安を 方や磨き方が分かり，みがき残しなく全部

持った。　「自分の歯肉は大丈夫だろう の箇所を磨くことができた。また，一斉に

か」各自にデンタルミラーで十分に観察 行うため，全員に歯みがきを徹底すること

をさせ，今まで気付かなかった自分の歯 ができた。リズミカルな音楽に合わせて行

肉の問題点に気付かせていった。 うので，楽しく磨くことができた。

〈問題の解決に向かって追究する場での工 子供たちが慣れるにつれて，同じビデオ

夫〉 を使うことによるマンネリ化や洗口場の混

歯周病の原因や予防法などにっいて， 雑を避けるため，ビデオを新しく制作した

学校歯科医に専門的な立場から説明をし り，　一斉みがきの日と，個々に磨く日とを

てもらった。子供たちの歯肉の状況やブ 組み合わせて行ったりしている。

ラッシングについては司会にも机間指導 ②個人ファイルの活用

に加わってもらいより確かなものにし 子供たち・人ひとりに歯についてのファ

た。また，こうすることによって，これ イルを用意し，各学級で学習時に使用した

からも気をっけようとか，なんとかしな 資料や保健室から出される「歯・歯だよ

くてはいけないという個々の実践意欲が り」，自分の歯や歯みがきの様子や自分達

高まった。 が調べたことなどをとじることにした。

表6

学習活動 指導上の留意点
0　永久歯が抜ける原因について既習事項やグラフを基 ・ 歯が抜けたときの経験や家の人の様子などから歯がな

に話し合う。 いと不便であることを意識付けながら考えさせる。

・ 歯をなくす原因を表すグラフを提示する。

②　自分の歯肉の様子を観察する。 ・健康な歯肉，歯肉炎，歯周病の3枚の写真を提示し比

較させ，病気に対する驚きや疑問をふくらませる。

③　歯周病の原因や予防法にっいて詳しく知る。 ・ 症状・進行過程・原因・予防法などにっいて説明して

（学校歯科医，芳尾先生に聞く） もらう。

④　自分の歯肉の観察をし，自分の歯肉に合せて，予防 ・ 病気の歯肉を見分けるポイントを見っけさせる。

法を工夫する。 ・デンタルミラーで確かめながら磨くようにさせる。

⑤　今後の目当てを書く。 ・ 具体的な目当てを立てさせるようにする。
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　　歯についての学習は，単発に終わりやす

　いが，資料を累積することによって，以前

　に学習したことと新しく学んだこととをっ

　ないで考えることができ，歯についての学

　習意欲を持続させることができた。また，

　「歯・歯だより」などを一緒にとじていく

　ことによって，専門的な知識や情報を蓄積

　していくことができた。自分の歯の様子や

　取り組みの記録にもなった。

③歯みがきカレンダーによる歯みがきの習

　慣化

　　むし歯予防・歯周病予防のたあに朝・昼

　・夜と1日3回の歯みがきを実施する。ま

　た，歯みがきの習慣化を図るために，実施

　記録をかき込めるように工夫した歯みがき

　カレンダーを作成した。

　　これは，毎月4日から10日までの1週

　間，歯みがきができたかどうかを色をぬっ

　て記録していき，1年間の歩みが1枚の記

　録用紙に表されるようにしたものである。

　子供たちの様子を見ると，最初は，あまり

　磨いていなかった子供も，徐々に磨くよう

　になってきている。自分の歯みがきの様子

　が記録として残り，毎月それを見ることに

　よって，きちんと磨いていない自分に気付

　いたためではないかと思われる。

　　むし歯予防週間のある6月と夏休み・冬

　休み期間中は，年間の歯みがきカレンダー

　とは別に「親子歯みがきカレンダー」とし

　て，家族も一緒に歯みがきを行い，家庭で

　の習慣化に役立てるようにした。

④完全治療を目指した個別指導グループ

　指導

　　歯の治療を進めるためにそれぞれの家庭

　へ治療カード，治療のしおり・治療のおた

　より（はがき）と形を変えて知らせ，早期

　治療の重要性を呼びかけたり，個別に相談

　にのったり，声をかけたりした。
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　　　また，治療の終わっていない子供を学年

　　ごとに集め，早期治療を促すグループ指導

　　を行った。

　⑤保健環境の整備

　　ア　洗口場の整備

　　イ　歯ブラシかけの設置

　　　　洗口場上部に歯ブラシかけ（手作り）

　　　を設置した。こうすることにより，洗口

　　　場に向かったときに手軽に歯みがきがで

　　　きるようになった。全員の歯ブラシがか

　　　かっているので，歯ブラシの大きさ，毛

　　　先の状態や汚れが一目瞭然であり，歯ブ

　　　ラシの点検や指導がしやすくなった。

　　ウ　資料室の設置

　　　　空き教室を利用し，資料室を設けた。

　　　ここには，歯に関する資料やポスターな

　　　どの作品や集会での発表資料を掲示した

　　　り，ガラスの戸棚に歯の模型を陳列した

　　　り，学級活動で使用した資料・参考文

　　　献　ビデオなどを保管したりしている。

（3＞特別活動における実践

　①保健委員会の取り組み

　　ア　「歯みがきマンーのマスコット作り

　　　　みんなにきれいな歯をっくろうという

　　　気持ちを持ってもらうために，作った。

　　　これを教室の入り口に歯の未治療者の数

　　　とともにかけることによって，まだ歯の

　　　治療をしていない子供たちに早期治療を

　　　呼びかけた。

　　イ　「親子歯みがきカレンダー．のまとめ

　　　　歯の衛生週間に歯みがきの様子を調べ

　　　たものの集計を行い，集会で発表した。

　　　　結果から，1日3回歯みがきをしてい

　　　るのは，親よりも子供の方が多いことが

　　　分かった。また，みがかない者は少なく

　　　なってきていて，歯みがきに対する意識

　　　は高まってきている。

②指示委員会の取り組み



　　　6月のむし歯デーにちなんで，全校児童

　　にむし歯予防に関心を持ってもらおうとい

　　うことから，絵やポスターを募集し，校内

　　に掲示した。

（4＞学校・家庭・地域との連携

　①学校保健委員会

　②広報活動を通しての啓発活動

　〈歯・歯だより（保健だより）〉

　　　毎月，保健だよりを出して保護者に配布

　　しているが，平成3年度からむし歯予防の

　　啓発を目指して歯の健康を考える特集号と

　　して「歯・歯だより」も毎月配布してい

　　る。

　　　Nα　1「歯のっくり．

　　　No．　2「むし歯の進み方」

　　　Na　3「かむことと食べ物．

　　　Na　4　e歯みがきアンケート」

　　　Nα　5「食物のかみこたえ調べ」

　〈学校だより〉

　　　家庭・地域へのむし歯予防推進の理解と

　　協力を得るために，学校だよりやPTA広

　　報を校下全家庭に配布している。

　〈活動内容〉

　　　学校保健委員会では，学校医の吉田先

　　生，広野先生，学校歯科医の芳尾先生に専

　　門的な見地からむし歯予防活動について指

　　導助言をいただいた。その概要について

　　は，学校だより，PTA広報活動を通じて

　　全家庭に知らせ，啓発活動を行った。ま

　　た，学校職員には資料と全体記録を配布し

　　て共通理解を深め，指導に役立てるように

　　している。

　〈PTA広報「ひまわり」＞

　　　PTA広報は，毎学期（年間3回）発行

　　している。平成3年度に文部省の指定を受

　　けたのを機会に，PTA保健委員会では，

　　広報紙「ひまわり」にむし歯予防シリーズ

　　「ハッピースマイル」を組んだ。

　　　　　　　　　　　　　　小学校部会■

〈学年だより〉

　　各学年とも，毎月学年だよりを発行し，

　それぞれの学年の様子を知らせている。そ

　の中で，むし歯予防の推進のための学年の

　取り組みや健診の結果をのせたり，歯の健

　康のために学年に応じた情報を紹介したり

　している。

③PTA会員の研修と実践活動

　〈学習参観・講習会〉

　・祖父母学級での講演会

　　　歯科衛生士高島きぬ子先生に，　一むし

　　歯と食生活」と題して講演をしていただ

　　いた。子供が家に帰ったときに世話をし

　　てもらうことが多い祖父母を対象に，む

　　し歯の原因が食生活と深く関係している

　　ことをおやっの取り方を例に分かりやす

　　く説明された。

　・むし歯予防に関する学習参観とPTA教

　　養講座

　　　各学級で「歯」に関する学習を展開

　　し，子供たちがどのようにむし歯予防活

　　動に取り組んでいるかを保護者に参観し

　　てもらった。参観後，学校歯科医芳尾先

　　生より「子供の歯とむし歯」と題し，第

　　一大臼歯について講演していただいた。

　　4年度には，やはり「歯」に関する学習

　　参観の後「歯周病について」講演してい

　　ただいた。2年度の積み重ねにより，子

　　供の意識ばかりでなく保護者の意識の高

　　まりも感じられた。

〈PTA保健委員会を中心とした標語募集〉

　　平成3年度は，むし歯予防の意識を高め

　るねらいで，標語を募集した。その中の優

　秀な作品2点をステッカーにし，校下全戸

　に配布した。

　　平成4年度は，スローガン・図画を募集

　し，歯の資料室に掲示したり，横断幕にし

　たりした。また，子供のむし歯予防のボス
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ターを公民館などに掲示したりして，子供

はもちろん地域・家庭へのむし歯予防の意

識を高めるよう努力している。

〈親子料理教室〉

　平成3年に歯によいおやつや食べ物に

ついて考えよう一と砺波市学校給食セン

ターの栄養士大川美智子先生を招き，親子

料理教室を開いた。

　親子で調理した後，みんなで試食をし

た。砂糖の含有量を考え，砂糖の量を控え

たおやっ，かむ必要のあるおやっなど，味

や栄養のバランスを工夫したメニューに参

加者は大変満足し，好評であった。そし

て，市販のお菓子や飲み物を控え，牛乳な

どを使って手軽にっくれるおやっの工夫が

大切だという意識が高まったようである。

4．研究のまとめ

（1）児童の変容

　①　むし歯の状況

　　・平成2年から平成3年のDMFTより平

　　　成3年から平成4年のDMFTの方が少

　　　なく，良い傾向である。

　　・むし歯の処置完了者を見てみると9月現

　　　在で，永久歯の治療率は，昨年は92．　8％

　　　であったが，今年は96．2％と良くなって

　　　きている。

　②　意識の変容

　　・学級活動を中心とする保健指導の授業や

　　　児童集会や児童委員会などにむし歯や歯

　　　肉炎の予防に対する関心が高まってき

　　　た。

　　・歯みがきについては，今まであまり磨い

　　　ていなかった子供が磨くようになった。

　　　また，今まで磨いていた子供も，磨く回

　　　数が増えたり，みがき残しがないように

　　　丁寧に磨いたりするようになってきた。
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　　　休日の歯みがきができなかった子供もで

　　　きるようになり，歯みがきの習慣が身に

　　　付いてきた。

　　・デンタルミラーを使って自分の歯を観察

　　　する機会が多くあったので，自分の歯の

　　　様子や歯肉の様子に関心を持つように

　　　なった。

　　・健康な歯と食べ物は深い関係があること

　　　が分かって，おやつの取り方やかむこと

　　　に気をつけようとする子供が出てきた。

（2）研究の成果

　①授業での取り組み

　　・指導要素表をもとに，学年ごとに指導計

　　　画を立てて実践し，記録を累積すること

　　　により，全教職員の歯科保健に関する認

　　　識が高まった。また，系統的な指導内容

　　　の把握と指導の方法の工夫により，良い

　　　授業作りができた。

　　・高学年の歯の保健指導では，担任と養護

　　　教諭・学校歯科医が連携して授業を実施

　　　した。「問題の意識化・焦点化、の部分

　　　と一実践への意欲化」の部分を担任が受

　　　け持ち，　r問題解決の方法一の部分で養

　　　護教諭の話や学校歯科医から助言をいた

　　　だくことにより，子供たちは，助言を真

　　　剣に受けとめ，納得し，実践への意欲を

　　　高あるのに効果があった。

　　・大型の歯の模型や歯ブラシの模型・学級

　　　の実態を調べた表やグラフ・写真や絵な

　　　ど，教師のアイディアを生かした手作り

　　　の資料・教具を数多く作製し，活用する

　　　ことによって，子供のむし歯予防に対す

　　　る心情を高めることができた。

　　・子供たちが自分たちの歯の実態を調べた

　　　り歯にっいて調べたりしたものを授業に

　　　生かしたところ，とても生き生きと取り

　　　組んでいた。

②日常における実践活動



　・ビデオを使っての給食後の歯みがきは，

　　歯の各部位のみがき方をマスターさせる

　　のに効果的であった。そこで，歯みがき

　　を徹底しっっ，もっと子供たちが進んで

　　磨くようにと考え、上・下学年用の2種

　　類の歯みがきビデオを作製し使用した。

　　こうすることにより，さらに食後の歯み

　　がきに対する意識を高めることができ

　　た。

　・強調週間中は，1日3回みがくことを目

　　当てに歯みがきカレンダーをっけさせて

　　歯みがきの習慣化を図ってきたが，期間

　　中はふだんより意識して歯を磨くようで

　　ある。

③　児童の活動

　・代表委員会や保健委員会を中心にしなが

　　ら，各委員会がそれぞれの立場を生かし

　　て歯の保健啓発活動に取り組んだ。そし

　　て，それを集会活動に反映したことが児

　　童活動の意欲を盛り上げることにっな

　　がった。

④環境の整備

　・洗rl場をきれいにしたり，歯ブラシかけ

　　を設置したりして，気持ちよく歯みがき

　　ができるように環境を整備してきた。子

　　供たちの歯みがきの意識を高めるのに効

　　果があった。

　・歯の資料室を設置し，歯に関する資料や

　　ポスターなどの作品，集会での発表資料

　　などを掲示したことにより，歯みがきに

　　対する意識を継続させることができたよ

　　うである。また，戸棚には歯の模型を陳

　　列したり，参考文献やビデオなどを保管

　　したりして，次の学習に役立てることが

　　できた。

⑤家庭・地域との連携

　・講演会・親子料理教室・「たより」の発

　　行・学習参観・幼小の連携を図るなどし

　　　　　　　　　　　　　　　小学校部会■

　　　て，家庭・地域のむし歯予防の意識の啓

　　　発に努めてきた。PTAの保健委員会が

　　　中心となり，親子で考えたむし歯予防の

　　　標語のステッカーを校下全戸に配布した

　　　り，子供たちが描いたむし歯予防のボス

　　　ターを地域の掲示板に掲示したりして，

　　　地域のむし歯予防への意識を高めるよう

　　　に務めてきた。

　　　　8020運動の言葉が地域の人から聞かれ

　　　るようになった。

（3）今後の課題

　①個々の意識にくい込む指導の在り方

　　　むし歯の学習は一人ひとりの子供の必要

　　感に基づいて成立しなければならない。一

　　人ひとりに成立する授業の進め方にっいて

　　の研究実践が一層必要になってくる。

　②　歯肉炎の予防

　　　平成4年度より文部省のr歯の保健指導

　　の手引き』が改定され，むし歯予防と治療

　　のほかに歯肉の病気の予防についても重点

　　がおかれているが，この面の啓発も重要に

　　なってきている。

　③おやつ後の歯みがき

　　　食後の歯みがきは実践しようとする子供

　　が多くなってきたが，おやつを食べた後の

　　うがいや歯みがきがもっとできるよう指導

　　の工夫が必要である。

　④食生活の改善

　　　偏食をなくして調和の取れた食生活がで

　　きるようにしたい。特に，かむことの重要

　　性について児童にも家庭にももっと呼びか

　　けていく必要がある。

　⑤　評価の工夫

　　　むし歯予防の生活習慣形成は，日常の指

　　導の積み重ねによってその成果が現れる。

　　したがって，評価も長期にわたって継続的

　　に実施し，その成果を的確に判断できるよ

　　うに努めることが大切である。
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5．おわりに

　2年間の取り組みで，子供たちや家庭の意識は

高まったが，むし歯は，あまり減らなかった。そ

こで，平成5年度からフッ素洗口を取り入れ，全

校の希望者（97％）を対象に週1回給食後に行っ

ている。今後も，本校の児童が健康な歯を持ち，

心身共に健康になるよう望ましい生活習慣の育成

に努力を重ねていきたい。
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公　開

授業校

富山県

富山市立芝園中学校

＼1

●学　校　長

●学校歯科医

大　泉 仁

金　森　安　信

端
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　本校は，富山市の中心部に位置し，校下には繁

華街や諸官庁があり，そのうえ国道，主要県道，

r　f’i内軌道が交差する交通繁雑な地域である。

　平成3年11月，［よい歯の学校運動最優秀校一

として，表彰され，平成4年度・平成5年度の2

年間，学校歯科保健研究指定校となる。

　現在，生徒数412名，学級数13学級で，歯科保

　　　　〈平成6年度　歯科保健指導計画〉

月 活　　動　　内　　容

4 ●研究主題研究内容の修正，作成

●年間指導計画の作成・歯科健診

●研究組織づくり

5 ●年間指導計画の確認

●歯の意識調査

●むし歯の治療啓蒙活動

●学級活動，道徳の学習指導案の検討

●［歯によい献立作り」講習会

●歯科医による講話

6 ●学校訪問授業研究

●教科関連指導（環境づくり）

国語1年習字　3年標語　美術2年ポスター
●歯垢，カラーテスト

●むし歯の治療啓蒙活動

7 ●1学期のまとめと反省

●学校保健委員会（大会に向けての家庭との連
携）

8 ●2学期の取り組み方

●全国学校歯科保健研究大会

授業研究の主題の確認

●学級活動，道徳の指導案の検討

9 ●学年部会

●全国学校歯科保健研究大会

授業公開

10 ●文化活動発表会　保健委員会発表

12 ●歯科健診

●RDテスト
●歯垢カラーテスト

1 ●アンケート調査…間食調査

●研究のまとめ

2 ●学校保健委員会

3 ●研究のまとめ

●次年度の研究について
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健活動の実践を通して，積極的に健康を保持し，

心身共に健康で実践力のある生徒をめざして次の

ような3っの研究仮説をあげ，学校歯科保健研究

を進めている。

仮説1　自分自身の歯の健康状態やむし歯保有

　　　率，歯周疾患等を理解させることにより自

　　　らの健康づくりに気づき，歯科保健活動の

　　　必要性を認識することができる。

仮説2　学級活動，生徒会活動，学校行事を通し

　　　て，歯の健康づくりを実践することによ

　　　り，規則IEしい生活習慣を身にっけさせ

　　　る。また，よりよい生き方を考えることに

　　　より，積極的に健康を保持，増進する能力

　　　や態度を養うことができる。

仮説3　学校，家庭や，地域の専門家との連携を

　　　深めることにより，歯科保健に対する関心

　　　を高め，より充実した多様な活動を養うこ

　　　とができる。

b
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座長
1．はじめに

　中学校における保健教育は，平成5年に改定さ

れた学習指導要領に即して教育課程の中で編成さ

れている。

中学校における

歯科保健指導の実践

日本学校歯科医会常務理事

　　　　中脇恒夫

2。中学校歯科保健指導の新しい展開

　中学校歯科保健指導は実践的な能力や態度の育

成を図る上で，その新しい学習指導要領の改定の

趣旨である1自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的

に対応できる能力の育成．を踏まえ，心身の変化

の著しい発達段階としての中学生期はその目標に

ある心身の調和のとれた発達を図る上で，特別活

動における指導の充実は重要である。また，学級

活動，学校行事，生徒会活動等についてもその活

動内容における健康で安全な生活態度の習慣形成

に対するさまざまな題材を取り上げ，生徒自らが

日常生活の中で積極的に心身の健康増進について

の科学的理解力や知的好奇心の高まりを活かした

望ましい生活態度の習慣化，生活化の確立という

大きな目標達成を目指した各学校の創意工夫が大

いに求められる。

3．中学生の発達段階からみた歯科保健指

　導の目標及び内容

　歯の保健指導をより適切に進めるためには，そ

のよりどころとなる目標及び内容の設定が必要で

ある。

　文部省は平成4年，14年ぶりに「小学校，歯の

保健指導の手引き』を改定した。その内容の内
一

目標と内容、は中学校の指導にも十分通じると

考えられる。

4．学校と家庭，地域との連携

　学校での指導を実際の生活に結びっけるたあに

は家庭，地域社会との一体となった組織活動が不

可欠である。
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　中学生期の健康問題も近年ますます多様化，複

雑化の傾向にあり，成人歯科疾患とその隔たりを

縮めている実態がある。

　食教育に対する指導も学校内での生活よりもむ

しろ家庭における日常生活における適切な実践を

伴っての指導こそ，その効果は大きい。

　学校と家庭がそれぞれの依存性を捨てた明確な

役割分担を確立した共通理解の上に立った連携機

能の活性化こそがその目標達成をあざすための

キーポイントであろう。

　学校での歯科保健教育が，生涯を通じて健康の

基礎を培う実践の場である家庭といかに効果的に

連携を保っことできるか。幼・小・中・高の発達

段階を通しての…貫性のある好ましい生活習慣を

家庭教育での体験の積み重ねの中からしっかりと

自立性を身に付けた生徒に育てあげられるかが重

要な課題である。

5．学校歯科医の役割とかかわり方

　健康教育の担い手としての学校歯科医の役割と

活躍のフィールドはますます広がりっっある。

　健康教育の中で学校歯科医がその専門性を十分

に活かした適切なかかわり方を掲げると，

①健康診断と事前指導，事後措置

②学校保健委員会での指導・助言

③健康相談・個別指導

④生徒保健委員会への積極的な協力

⑤　教職員とのコミュニケーションづくり

⑥歯科保健指導の授業へのアドバイス

⑦資料・教材・教具及び有効的な情報提供

　等々である。

6．おわりに

　たまたま，本年1994年は歯科界にとって特別な

年である。WHOでは今年の世界保健デー（4月

7日）のテーマに「口腔保健」を取り上げ世界各

国にその推進を呼びかけ，世界の歯科医師の団体

組織FDIはこの1年を「口腔保健年」と決定し

世界各国の歯科医師会に強力な支援を呼びかけて

いる。わが国でも7月に世界口腔保健学術大会を

東京で開催，そのシンポジウムの1つに学校歯科

領域からテーマー8020運動の達成を目指した学校

歯科保健活動の新しい展開」で盛況を博した。

　学校歯科保健という，険しい山登りの58回目の

挑戦は富山からである。
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国言助

第58回

全国学校歯科保健

研究大会中学校部会

日本学校歯科医会副会長兼専務理事

　　　　　　　　　西連寺愛憲
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1．思春期のロ腔管理と学校保健

　今日の多様化した社会環境のもとで，中学生の

心と体の育成を考えるには，余りにも複雑でしか

も困難な問題が山積している。

　特に学校現場や家庭では児童生徒の発達段階に

即した保健活動や家庭教育の在り方に苦慮してい

るのが現状である。

　心と体の健康は，その個体の持っている胎生期

からの成育の状態や，生活そのものの在り方に規

制されながら形成されていくものと考えられる。

　教育に位置づけられた学校保健の問題として，

多感な時期にある中学生の生活態度や生き方にっ

いて考えてみると，様々なことが問題点として挙

げられてくる。

　中学生は，思春期特有の目覚ましい身体の発育

期にあり，精神的発達段階としては，情緒不安定

でf供でも大人でもない第二次の反抗期にあたっ

ている。

　彼らの目覚ましい身体発育と情緒不安は，成長

のために越えなければならない…過程であるが，

新幹線のような授業の進あ方や，苛酷な受験戦争

のための対応に追われ，日々の健康生活を彼ら自

身で，自己管理するという大切なことを忘れさせ

てしまっている。

　これらの現実は，彼らが中学生らしく生きよう

とする気持ちを動揺させ，将来に対する失望感か

らしらけた中学生像を生む側面を持っている。

　中学生期の学校保健活動を効果的に進めるたあ

には，彼らの行動様式を踏まえた発達心理の側面

と教育学習の双方の側面を理解しながら，思春期

にある彼らの内面に温かいゆさぶりや働きかけを

して，共に学び，共に喜びあえる保健学習の課題

実践について学校保健関係者との話し合いの場を

数多く持っことが，何よりも大切である。

　これらの話し合いはやがて，意図的，計画的な

組織活動として展開し，効果的な活動となり，彼

らの健康な生活に対する価値判断が向Lし的確な
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ものとなり，健全な生活行動を自らのものにする

可能性が見い出されて行くものと思われる。

　学校歯科保健活動は，歯科保健教育，歯科保健

管理，歯科保健に関する組織活動を通して教育の

今日的問題である　心豊かでたくましく生きる人

間の育成　を目指した具体的で実効のある教育的

な視点に立脚したものでなくてはならない。

2．思春期の歯・ロ腔の管理

　近年思春期の口腔疾患が注目され始めてきてい

るが，しかしこの年代の口腔疾患の全体像は，ま

だはっきりとっかみきれていない現状である。ま

た，思春期は身体的，精神的そして社会的にも他

の年代と異なった特徴を持っている。大人でもな

く，子供でもないこの不安定な世代について，一

般の人々はもちろん，歯科医師も十分に理解して

いないのではないかと思う。そのために，この中学

校部会として，この年代の口腔疾患の状態，身体

的，精神的特徴及び彼らが置かれている社会的状

況を把握し，口腔の健康にっいて指導して行くた

めに，

　（1）思春期の口はどうなっているのか？

　　　思春期の口腔疾患について臨床，疫学の両

　　面から捉える。

　（2）思春期の特徴と問題点

　　工　生物学的特徴

　　　　成長の中のどのステージにあるか，

　　　　その特徴は？

　　②　精神的特徴

　　　　親離れの時期，大人でも子供でもない年

　　　代で，この不安定な心理をどう捉えるの

　　　か？

　　③社会的特徴

　　　　受験戦争，溢れる物質，情報等，彼らの

　　　置かれている環境をどうみるか？

　（3）思春期のロ腔管理

　　　思春期のLI腔管理はどうあるべきか？

　　　以上の問題を総合的に考えていく。また，

　　指導的立場にある歯科医師，養護教諭の対応

　　等について研究討議が必要である。

φ

～
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学校教育の中で，歯科保健活動を

どの古う1位置づけ，実践につなげるか
0からのスタート

國東京都江戸川区立葛西中学校養護教諭西 恵　子

1．はじめに

　東京の東部に位置する江戸川区は，都内でも公

園の数が多いことで知られている，また人口増加

率は都区内Nα1を記録している。

　江戸川区内の中学校は33校。本校は生徒数508

人，14クラスの中規模校である。

　本校には，一日本語学級一tというクラスがあり

現在24名の生徒が該当する。

　そのたあ，本校の教育目標を達成するための基

本方針の中に

　一中国引き揚げ生徒等外国からの編入生徒並び

に外国人生徒との人間愛を深めながら，よりよい

校風の樹立を目指すとともに，相互の体験を通し

ての国際理解を深める指導を進ある。」というの

がある。

（1）生徒の実態

　　一言でいうなら，本校の生徒は，元気がよ

　くきどったところがない。しかし，反面，け

　じめのないところが問題ではないかと思う。

（2）保健室から見た生徒の様子

　　保健室には毎日いろいろな理由で，たくさ

　んの生徒がやって来る。何らかの体の不調を

　訴えて来室する生徒は，毎日10～15人。

　　この他にも，休み時間には何となく遊びに

　来る生徒などがあとをたたない。

　①不登校生徒への対応

　②　性に関する指導の必要性
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③

④
⑤

禁煙教育の必要性

いじめの問題

日本語学級の生徒への保健指導

2．本校の歯科保健活動の現状

　本校は，これまで一良い歯の学校．に選ばれた

り，何らかの形で表彰されたということは一度も

ない。私自身，歯科保健には，ほとんど無関心の

まま，養護教諭として10年目を迎えた。正直なと

ころ，これだけ歯科保健に無関心な学校はないの

ではないかと思う。

　歯科保健の重要性を感じながらも，実践に移せ

ない，また何からどう始めたら良いのか分からな

いという学校が多いのではないかと思うように

なった。悩んだ末，“これは良いチャンスかも知

れない”と思えてきたのである。

　正直，本校は，発表できるようなことは，何ひ

とっ行っていないし，教師全体の意識の中に“歯
　　　　　　　　　　　ゼロ
科保健”の占める割合は0に等しい。

3．研究の概要

（1）学校教育活動の中の保健活動

　　本校では，健康教育には重点をおいていな

　い。

　　学校保健に関することは，保健安全指導部

　と，生活指導部の中の生徒会各種委員会のひ

　とっである保健委員会である。



　　ここで大きな問題なのは，教職員で構成さ

　れる委員会の中に，学校保健委員会が存在し

　ていないことである。

　　そのため，保健活動は，養護教諭の仕事と

　いうイメージが強いのではないかと思う。

（2）本校の歯科保健の現状と活動内容

　　歯科保健に関しては，学校保健年間計画の

　中で，簡単に触れている程度であり，歯科保

　健に関する年間の指導計画は立てていない。

　①歯科健診とむし歯治療の実態

　　　毎年5月の土曜日の3時間を使って全学

　　年の歯科健診を実施している。

　　　過去4年間の「う歯なし」と「未治療」

　　の割合を見てみると次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

平成3年度 4年度 5年度 6年度

う歯なし 21．1 22．1 15．7 18．3

未治療 23．7 29．9　　　35．9 38．4

　　　未治療の割合が年々増えている。これを

　　見るだけでも，指導の必要性を強く感じ

　　る。

　②よい歯の生徒の表彰

　　　江戸川区では，歯の衛生週間行事の1っ

　　として，小学校6年生と，中学校3年生を

　　対象に良い歯の生徒を表彰している。

　③歯科健診の事後指導

　　　事後指導としては，治療を促すために，

　　担任から呼びかけたり，本人が治療の必要

　　性を感じるような，興味をひく記事を保健

　　だよりに載せるというレベルにとどまって

　　いる。

　　　7月1日現在で，治療が完了している者

　　は，14％にすぎない。

（3）学校歯科校医との連携について

　　本校の学校歯科校医の先生の診療所は，学

　区域から遠くはなれていることもあり，毎年

　1回歯科健診の時しか接する機会のない生徒

　がほとんどである。

　　　　　　　　　　　　　　中学校部会■

　今年度の健診結果をもとに，昨年度の結果

と比較して，矛盾するケースのデータを調べ

てみた。

　A…昨年度C（カリエス）→今年度健全歯

　B…昨年度△（喪失歯）→今年度健全歯

　C…昨年度○（処置歯）→今年度健全歯

　　　　　　　　　　　　　　　（　）は％

1　年 2　年 3　年 全体
A 39（24．2） 36（22．5） 35（18．7） 110（21．7）

B 0 2（1。3） 5（2．7） 7（1．4）

C 36（22．4） 31（19．4） 24（12．8） 91（17．9）

　予想していた以上に，矛盾するケースが多

いことに私自身も驚いている。

　やはり大切なのは，校医とのコミュニケー

ションを密にし，いろいろな場面で，校医に

相談し，助言をいただき，校医も本校の教職

員の一人だということを，教師全体がまず意

識することが大切なのではないかと思う。

　校医の名前も顔もよく覚えていないとい

う，一般教諭が多いことはやはり問題であろ

う。

4．今後の課題

（1）養護教諭として，専門的知識を身につける

（2）学校保健委員会の設立に向けて準備をすす

　める

（3）生徒自身が，自分の口の中の興味を持ち歯

　・口腔の健康を身近な問題と考えられるよう

　な働きかけをする。

　　「歯のことばかり，やってられないだろ

　う」

　　「学校で，食後の歯みがき指導なんて無理

　な話だと思う」

　　などの，まわりの声に，現時点では，返事

　のしようがないのが正直なところである。

　　教師自らが，保健行事に関心を持つよう工

　夫する必要があろう。そのたあの第一歩とし
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て保健だよりの活用法を考え直したいと思

う。

　そして，来年度に向けて，歯科保健指導の

実践計1由」を学校行事に取り入れ，健康教育へ

の体制づくりの確立をめざしたいと考えてい

る。
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中学校における歯科保健活動の実践

匪表調滋賀県大津市立田上中学校養護教諭松崎典子

1．はじめに

　H今の子どもは，どこか変です．。生活環境の

変化や，受験のための塾通いによる不規則な生活

リズム，ジュースにポテトチップ，砂糖や塩や食

塩添加物づけの食生活に，子どもの心と体は知ら

ず知らずの間に蝕まれ，知識ばかりが発達しすぎ

て，自分から体験しようとする意欲に乏しく一な

んでも，しんどいことは嫌だ．仁という否定的な

子どもが増えていると思う。

　が，中学生ともなると，登校前には時間をかけ

てドライヤーで整髪し，ヘアーブラシ片手に廊下

を歩く生徒もよく見かける。自分の髪の毛の手入

れに比べ歯の手入れはずさんで歯科健診の際う

歯はもとより歯垢や歯肉炎を指摘される生徒がた

くさんいる。

　●　地域の特色と子どもの実態

　　　本校は，滋賀県大津市の南東部，湖南アル

　　プスで知られる田上山のふもとに位置し，東

　　西12kmの山間部の中心を大戸川が流れ，生徒

　　はその川に沿って散在する。

　　　田上地域は，古くから田上米や菜の花の栽

　　培で有名な農村地帯であったが，専業農家が

　　少なくなり，主として兼業農家，共働き家庭

　　が増加しっっある。また，急激な宅地開発が

　　進み，主として京阪神地域からの転住者が増

　　加する中で，地域連帯の希薄化，価値観の多

　　様化が進んでいる。

　　　なお田上小学校は昭和60年度から62年度に

至る3年間，文部省より「むし歯予防推進

校」として指定を受けられ，歯科保健活動の

充実をめざして鋭意研究に取り組まれ成果を

あげられた実績のある学校である。

2．具体的な実践

（1）　「意識」→「実践」を考えた掲示活動

　　一コマーシャル」→一…したい．の一意

　識．一一実践一を利用して「歯を大切にす

　る」という意識，さらには自己管理に到達で

　きるようにビジュアルな掲示物の作成に取り

　組んだ。

（2）生徒保健委員会の取り組み

　　生徒保健委員会は「自らの健康を考える人

　に！－tを活動目標とし，各学年各組男女各1

　名の53名の委員と各学年担当の教師3名で構

　成し，月1回の定例の専門委員会の時間に活

　動している。主に1年生は16ヵ所の手洗い場

　の点検と清掃活動，2年生は標語活動，3年

　生はアンケート活動に取り組んでいる。

（3）歯の保健指導の取り組み

　①学級指導による保健指導

　②教科教育に関連しての歯科指導

　③個別の保健指導

　④集団の保健指導
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3．おわりに

　健康が人間生活の基盤であり，最も大切なもの

であると頭で理解していても，実践面においては

重要性が希薄になりがちである。

　4月の職員会議において一保健室経営案一とし

て歯科保健活動をも提案しているが，学校全体の

ものにはなっていないのが現状である。　一健康に

目を向ける態度の育成」についてもその評価はむ

ずかしく，健康に関する掲示物作成により第一段

階として生徒が自主的に目を向けてくれたr見え

る物一が作成できたという自己満足にすぎない。

しかし，前向きに取り組んだことに関してはよい

評価を受け喜んでいる。今後は学校全体，さらに

は地域と係わった歯科保健活動にしていきたい。

　生徒保健委員会の標語活動においては，田上中

学校だけの流行語も生まれた。生徒はおもしろ，

おかしく口にするが，方程式よりも役にたっかも

知れないと思う。保健室前に単なる物珍しさによ

る，興味関心かもしれない。

　何よりも，過去6年間をみて，歯の健康状態が

上昇しっっあることがうれしい。

驚 く
、
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歯の健康への関心を高め主体的に

歯の健康づくりを実践する生徒を育てるために

　　　　小規模校での実践経過から

團 富山県氷見市立八代中学校養護教諭 高　澤　登志子

　1．はじめに

　社会生活や家庭生活の変化に伴い，児童・生徒

の健康問題も多様化してきている。心身の調和的

な発達を図り，健康で安全な生活を営む生徒を育

てるためには，生涯にわたる健康づくりを志向し

た健康教育が必要とされている。

　そこで，主体的に歯の健康づくりを実践しよう

とする生徒の育成を願って，前年度から歯科保健

活動に取り組んできた。

（1）本校の概要

　　校区は，氷見市街地から北西へ約10km離iれ

　た山間地で，石川県境に接する世帯数約300

　戸の地滑り危険地域に指定されているところ

　である。校区には，2小学校と1分校，1保

　育園がある。

　　また，交通も不便なため過疎化傾向がみら

　れ，年々生徒数も減少し今年度の全校生徒数

　は30名である。

（2）生徒の実態

　・生徒は，地域性を反映して純朴でおとなし

　　く大変まじめである。しかし，すすんで自

　　分の考えや意見を発表したり，自ら課題を

　　解決しようとする積極性にやや欠けてい

　　る。

　・定期健康診断では，う歯（93．3％），低視力

　　（23．3％），耳垢栓塞（10％），鼻炎（6．7

　　％），歯肉炎（6．7％）の順に被患率が高く

市や県平均とほぼ同傾向である。

　平成4年度と5年度には，県の学校健康

づくり運動推進事業の研究推進委託校とな

り，平成5年度からは，歯科保健活動を重

点に，生涯にわたって健康づくりができる

生徒の育成を願って，全職員が協力しなが

ら歯の健康教育の実践に取り組んでいる。

2．平成4年度までの活動から

（1）歯科保健管理に伴う保健指導

　①　歯の健康診断

　②歯の健康調査・歯みがきカレンダー

（2）歯科保健教育としての保健指導

　①学級での指導

　②養護教諭による小グループ指導

　③学校医による指導

3．平成5年度からの実践経過

（1＞学校教育目標と歯科保健指導計画

　①　学校教育目標

　　　心身ともに健康で，学習に意欲をもって

　　取り組む生徒の育成を目標とする。

　②保健指導の目標

　　　健康生活の意義を理解し，すすんで実践

　　しようとする生徒を育てる。

　③重点となる目標

　　　歯の健康への関心を高あ，主体的に歯の
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　健康づくりを実践する生徒を育てる。

④今年度の計画

　〈指導方針〉

　　心身共にめざましい成長をする中学生

　は，個としての発育や発達をする重要な時

　期である。この時期には一自分の健康は，

　自分で守り育てる．ことが，生涯にわたっ

　てできるように，心や身体の健康づくりに

　主体的に取り組む生徒を育てることが大切

　である。

　　そのためには，共感的に生徒を受容しな

　がら，生徒自らが健康問題について考え，

　解決の方法をさぐり実践を促すことのでき

　る指導を行う。

●歯の保健指導計画

　〈1＞重点目標

　　　歯の健康への関心を高め，主体的に歯の

　　健康づくりを実践する生徒を育てる。

　〈2＞保健教育としての指導

　（1）学級活動における保健指導

　②　小グループによる保健指導

　（3）生徒の歯と口腔の健康状態

　　①歯の健康診断から

　　②歯の健康調査から

　　③歯垢染め出し検査から

　（4）歯科保健管理に伴う保健指導

　　①　歯の健康診断

　　　　　4月と11月の2回実施

　　②　学校での日常の指導

　　③歯肉炎のある生徒への指導

　　④未受診生徒への指導

　　⑤歯のヘルスチェックと歯の健康調査

　（5）歯科保健教育としての保健指導

　　①学校医による指導

　　②学級での指導
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学級活動指導案

　　　　　1年　男子6名　女子3名

1．題材　　歯みがきの必要性

学級活動指導案

　　　　　2年　B子7名　女子5名

1．題材　　歯肉の健康を守ろう

　　学級活動指導案

　　　　　　　3年男子5名女子4名

　　1．題材　　きれいな歯でスマート

　　　　　　　　に生きよう

（6）生徒会活動

（7）保護者への働きかけ

　①　学校医による保健指導

　②　歯の健康づくり通信等の啓発

4．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　①年間2時間ではあるが，学級活動におけ

　　る歯の保健指導が開始され，継続されよう

　　としている。生徒にも，保護者にも，指導

　　にあたる教師にも，歯科保健活動への理解

　　を深あ，その重要性を改あて認識すること

　　になった。

　　　学級活動では，生徒が新しい知識を自分

　　のものにできたり，あいまいだった知識を

　　確実に再認識することができ，歯の健康づ

　　くりへの意識を高め，歯の健康づくりのた

　　めの能力や態度を育てることができるよう

　　になってきたと考えられる。

②学校歯科医の全面的な協力や指導により

　　親子健康教室が継続されて，保護者や生徒

　　の歯の健康づくりへの関心が一段と高めら

　　れた。また学校歯科医の助言や指導によ

　　り，歯の保健活動の計画や保健指導のすす
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歯科保健活動計画 氷見市立八代中学校

項　　　目 内容　・ねらい 位置づけ 時　期 主務

1①　自分の歯の汚れやすいところを知り，自分に合った

　歯みがきをすることができるようにさせる。
1
学
年
②　永久歯は一生使う大切な歯であり，歯の健康を守る

　食生活の大切さについて理解させる。

①　健康な歯肉と病的な歯肉を理解させ，歯肉炎はじょ

　うずな歯みがきで予防できることを理解させる。

①　6月

②11月

担任

養護教諭

集
　
団
　
指
　
導

歯・口腔の健
康を保つ意識・態度の育成 2

学
年
②　現在の食生活を反省し，望ましいそしゃく習慣を取

　り入れた食生活の大切さを理解させる。

学級活動

（50分間）

各学年2時間

①　病気予防だけでなく，人間関係をつくる要素・マ

　ナーとして歯と口の健康と清潔の大切さを理解させる。
3
学
年
②　間食とう歯の関係について理解し，栄養のバランス

　や口腔の清潔保持に留意して間食をとらせる。

●歯の汚れと歯みがきの必要性について理解させ，効果

的な歯のみがき方を理解させる

6～7月

小
集
団
指
導

歯・ロ腔の健

康を保つ実践

力の育成

全
学
年

●自分に合った歯みがきの方法を理解させ，歯と歯ぐき

の健康を保持する態度を養う。

放課後

（40分間）
11～12月 養護教諭

●歯間清掃用具の使い方を理解させる。 1～2月

個別指導
　　　　　　　　　　　　　　　　一
①永久歯要治療生徒

②歯肉炎のある生徒

③　歯垢清掃状態のよくない生徒

放課後

昼食後休憩時

4月～ 養護教諭

担任

歯の健康教室 ●校医による健康教育で歯の健康づくりについての理解

と関心を高める。

学校行事 7・11月 校医

保健主事

歯の健康づくり集会 ●歯の健康づくりに関する調査・発表など

●歯の衛生週間の行事

学校行事

生徒会活動

6・1月 委員会担当

教諭

養護教諭
学校祭での歯科保健 ●歯の健康づくりに関する展示 10月

歯垢染め出し検査 ●歯口清掃状況の実態把握

●歯垢の残りやすいところの確認

放課後 小集団指導時 養護教諭

歯みがきカレンダー ●歯みがきの習慣化・自己評価 生徒会活動 歯みがき週間

休業期間中

養護教諭

委員会担当

教諭

昼食後の歯みがき ●食べたら磨く習慣づけ

●ブラッシング指導，歯ブラシの点検

昼食終了後

（給食時）

月～金 担任

歯の健康診断 ●歯・口腔内の病気の発見

●歯口清掃の指導

学校行事 4・11月 校医

フッ素洗口 ●フッ化物利用による歯質の強化

●歯と口腔の健康保持増進

昼食後休憩時 週1回（木） 養護教諭

広報・啓発 ●保護者への啓発

　　歯の健康づくり通信，保健だより

保護者への啓発 毎月 養護教諭

職員研修 ●職員の共通理解

　　歯科保健指導，ブラッシング指導，評価等

職員研修会 随時 保健主事
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　　め方の検討もされて，生徒や保護者のニー

　　ズにより近づけるように指導が試みられて

　　いる。

　③小グループ指導は，担任の願いもあり養

　　護教諭が継続してきたが，学級活動の指導

　　内容を補充し強化しながら，歯の健康づく

　　りのたあの実践力を養う機会となっている

　　と考えられる。

　④昼食後の全校歯みがきや，フッ素洗口

　　は，歯の保健指導の継続と共に，今後の歯

　　の健康づくりの取り組みの効果として期待

　　される。

（2）今後の課題

　①歯の保健指導をより効果的にすすめるた

　　あの，指導のあり方や指導方法の検討が必

　　要である。

　②歯の健康づくりのための理解や実践力が

　　ト分にできていない生徒の，保護者・家庭

　　との連携のあり方についての検討が必要で

　　ある。

　③生徒の歯の健康づくりに対する意識や行

　動面からの評価にっいての研究が必要であ

　る。

④　地域の保育園・小学校と連携して，歯の

　保健指導内容の系統化や，歯の健康づくり

　活動のすすめ方の共通理解を深めていかな

　ければならないと考える。

5．おわりに

　歯の健康づくりの活動に取り組んで1年4ヵ

月。すすんで実践できる生徒の育成を願いながら

指導を進めているが，十年を経て形成された，生

徒の生活習慣や健康観へのはたらきかけは，予想

以上に難しいものだと感じさせられている。

　歯の保健指導をすすめるなかで，生徒の生き方

にも触れ，価値観にも及ぶ指導がなされれば，本

当にすばらしいと思う。

　これからも，学校と家庭，そして学校医の協力

を得ながら，保健指導や健康教育を地道に実践し

て継続していきたいと願っている。
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座長

高等学校における

歯科保健指導の実践

東京医科歯科大学歯学部教授

　　　　岡田昭五郎
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　最近の学校保健統計によると，高等学校生徒も

ここ数年，う歯のない者が少しずっ増加してきて

いる。高等学校生徒では，永久歯列がほぼ完成し

た年齢である。これからの長い生涯を通して歯や

口の状態がいっも良好な状態に保たれるように各

自が心がけるよう指導してゆかなければならな

い。

高校生の発達段階からみた

歯科保健指導の目標と内容について

　高等学校生徒の顎や顔面は成人のそれに近い状

態にまで発育しているが，個人個人の歯科疾患の

罹患状態や異常の状態にはかなりの差異がある。

　生徒は小学校や中学校では歯科保健に関する知

識や技術を学んできているが，彼らにそれが定着

していないのが現実の姿である。また，高等学校

を卒業すると歯科保健に関して十分な管理や指導

を受ける機会が極めて少なくなる。そこで高等学

校在学中が歯科保健教育の最後のチャンスだと

思って歯科保健指導は歯周疾患の予防に重点をお

いて，「生涯自分の歯を使って食べることの意義

を理解し，日常生活において良い習慣を続けてい

く一ことを目標に指導する。

　歯科保健に関する指導の内容は歯の清掃，飲食

物の摂取，生活リズム，疲労や健康に対する自己

管理のこと等で，特段変わったものではないが，

生徒が興味を示し，実践するように指導すること

が大切である。

高校生に知的理解と自主的な活動を通して，

習慣化を図る指導計画と指導の在り方

　歯科保健はセルフケアの身近な教材である。近

年，伝染病のような疾患が影をひそめ，代わって

長期にわたる生活習慣がかかわる成人病が多く

なってきている。歯周疾患は壮年期に歯を失う原

因の中で大きな比率を占あるが，その始まりは中
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学生，高校生のころの歯肉炎に端を発している。

そして壮年期までの数1－一・年間の健康状態や生活習

慣のいずれかが壮年期の歯の状態に反映するとい

われている。このように生活習慣がかかわる疾患

という点では歯周疾患は糖尿病やガン，高血圧症

等と相通じるところがあって，その予防にも共通

な点がある。そこで，歯科保健を単に歯や口のな

かの健康の保持ということだけで考えることな

く，広く生徒の将来の保健という見地からとらえ

て保健計画に組み入れた保健指導として展開する

とよい。

　規則正しい生活と歯科保健に関する良い習慣を

続けることで生徒臼身は口の中の爽やかさを体験

することができる。そして個々の生徒はどのよう

にすれば自分の口の中を爽やかに保てるかを工夫

し，爽やかな口で生活する喜びが習慣化へっなが

るように指導するとよい。

個別指導と家庭との連携の方策

受験を控えた時期の生徒が体調を整えるたあに

は，十分な栄養，睡眠，生活のリズムを整えるこ

とが大切であり，家庭との連携を保った生活指

導，保健指導が大切である。

　口臭や歯周疾患は，歯や口の汚れと全身的背景

とが関連していることもある。このようなことが

考えられる生徒に対しては単に歯科疾患の治療勧

告をするだけでなく，適切な個別指導も大切であ

る。個別指導では，歯や口のことだけでなく，生

徒の全身的背景や生活習慣等も考慮した指導を行

うことが大切である。とくに生活習慣や生活リズ

ムの是正には家庭との連携を必要とする場合もあ

るので，健康相談等の機会をとらえて指導すると

よい。

高等学校における歯科保健指導での

学校歯科医の役割とかかわり方

　学校歯科医が健康診断を行う際には，処置を要

するような生徒を選び出すだけではなく，歯や口

の清掃状態にも注意を払い，指導や相談を要する

生徒も選び出しておいて，後日教職員と連携を

保って必要な指導を行うようにするとよい。
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闘言助

高等学校における

歯科保健指導の実践

　例年，高等学校で歯科保健活動を進めることは

難しいと言われ続けてきた。またいわゆる進学校

等では，そのための時間をとることは迷惑である

とさえ考えられていた所もある。

　しかし，従来からなされて来た学校，最近始め

られた所，小規模ながらとり組み始めた所なども

見られ，例年のこの大会ではそのすばらしい実践

例をみられるようになってきた。

　そのような学校では，その活動を低下させるこ

となく続けてもらいたいと期待しながら，まだな

されていない多数の他の学校にも，いろいろな工

夫をして少しでもとりかかれるようになってほし

いと思う。

青森県学校歯科医会常務理事

　　　　　　奥寺文彦

1．高校生の発達段階からみた歯科保健指

　導の目標と内容

　目標をひと言で言うなら，一歯口の問題で自

分のことを自分で解決できる能力を持っ」ことで

あろうが，その内容は，

　今，高校生に最も多い歯，口の問題を知り，そ

の解決法を知ること。

　今回発表の川本先生のL高校歯科健診，今後の

あり方を考える一という提案では，この「自分を

知る一」という原点になる「健診」が「健診」だけ

に終わることがないように進められている。

　さらに，健診後記録統計をチェックし，その結

果を検討し，発表し，学校保健委員会に出席して

指導助言されている。

　また，四日先生の行ったようなアンケートか

ら，「健診．では見えにくい口臭や出血，歯ぎし

りなどの問題が浮かんで来るが，それに対する解

説，解決法が講演では伝えられるので，是非採り

上げたい。
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2．高校生に知的理解と自主的な活動を通

　して習慣化を図る指導計画と指導のあり

　方

　ひと言で言うと，わけが分かったら即実行す

る，つまり「やる気を起こさせる」にはどうすれ

ばよいか，ということである。

　（1）強いインパクトで伝える。

　（2）良い例，悪い例の実例を見せる。

　（3）効き目のある資料の提供

3．個別指導と家庭との連携の方策

　家庭との連携は，高校ではほとんどが健診後の

治療勧告書と保健だよりの配布ぐらいのものであ

るが，鹿屋高校ではPTAの保健委員が学校保健

委員会に出席しているということで，連携を進あ

るもうひとつの方法が見られた。

　個別指導は「いっ」「どこでするか」というこ

とを，今年4月に日本学校歯科医会発行の「高校

における歯科保健指導』の中で，神谷幸男先生が

詳細に述べているので，是非参考にして頂きた

い。

　　　　　　　　　　　　　　　高等学校部会■

4。高等学校における歯科保健指導での学

　校歯科医の役割とかかわり方

　前掲の日学歯刊r高等学校における歯科保健指

導』で，この「かかわり方」が非常に簡潔にまと

められているので，これも是非参考にして頂きた

い。

5．実践と選択

（1）学校側の希望によって

（2）生徒の希望によって

（3）学校歯科医としての自分が応じられるもの

　　を選ぶ

　　　さし当たって自分ができることから始め

　　る。検診のみから健診に進める。健康教育を

　　除いては比較的簡単に進められる。

　　講演は，時には地区のベテランのような人

　　の資料を見たり，あるいは依頼して呼んで来

　　るなどして工夫したい。

以上，助言というよりもむしろ希望を述べてし

まうことになった。
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高等学校歯科健診
今後の在り方を考える

匪麺］鹿児島県立躍高等学校学校歯科医ノii本陽一

校医歴～昭和36から現在に至る

（1）今まで行われてきた高校歯科健診

　　私が最初に受け持たされた健診校は，小学

　校3校，中学校2校，幼稚園1園，高校1

　校，総健診対象学生数，実に約3，500名。そ

　れは忙しいものでした。

　　約1週間医院を休診して朝から夕方までそ

　れこそ昼食はインスタント食品で済ませて学

　校間を飛び回ったのを良く覚えています。健

　診が終わると身も心もクタクタで，健診後の

　集計をしたり統計をとったりは疲れていて，

　到底できたものではありませんでした。

　　しかし私が1人の生徒に要する健診時間に

　ゆとりが持てるようになってきますと，そこ

でふと今やっている健診方法で果たして良い

　ものだろうかという疑問が生じるようになっ

　てきました。

　　他の高校でも行っておられると思います

が，私の学校では年2回学校保健委員があり

　まして，学校長，教頭先生，養護教諭，保健

担当教諭，学生から高学年保健委員2名，そ

れに父兄会を代表して保健委員の方が2名，

座長を父兄会長が務められて，相談を受ける

側としては外科，内科，歯科，薬剤師，が当た

　り毎年実に有意義な研修が行われています。

　　この中で父兄会を代表して出席しておられ

る特に女性の保健委員の方々は，大変勉強し

ておられある時，ふと私に何気なく「先生学
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　校の歯科健診は予診ですか，主診ですか」と

　突然質問されたのには一瞬ビックリ致しまし

　た。しかし私はさり気なく「う歯の数を調べ

　たりいかに良く治療しているかを検査するの

　が目的ですから，やはり主診ではないでしょ

　うか　とお答えしましたところ，「先生，問

　診の無い主診てあるのですか一と，追加質問

　されたのには驚きました。

　　確かに言われてみれば，その通りです。

　　今時どこの医院に行きましてもまず出てく

　るのが「問診表」で，受診者の主訴や体質を

　知らずして診査に入ることはありません。

　　私はその後毎日ご多忙な養護の先生に無理

　をお願いして，歯科健診に入る数日前から簡

　単な「問診表」（図1）を作りまして，学生

　から回答してもらうことにしております。そ

　して一番歯に自信の無い生徒や，歯に関して

　相談したい希望を持っている学生から診るこ

　とにしています。

　　後日お疲れの養護の先生と暇をみては，お

　茶でも飲みながら「集計，統計」表を見なが

　ら，自分の受け持ち校が他校と比べてう歯の

　被患率や処置率がどうだろうかまた県内では

　どの位置にあるだろうか，また全国平均では

　どのレベルにあるだろうか，それこそ玉手箱

　を開けるような気持ちで調査していくのが，

　楽しみで仕方がありません。

（2）これからの高校歯科健診について

　　私の好きな言葉に最近「説明診療，相談診



図1　問診表

歯科健診用　問診票

　　　氏名

県立鹿屋高等学校

　歯科健診をする前に歯についての質問をします。

ちらかにこ印をっけて下さい。

（はい・いいえ）ど

1．現在，自分でう歯（むし歯）があると思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はい・いいえ）
2．現在治療中の歯（矯正を含む）がありますか。　　（はい・いいえ）

3．現在，歯並び，歯の色，歯の形にっいて健診の先生に相談したこと

　がありますか。　　　　　　　　　　　　　　　　（はい・いいえ）

4．現在自分の歯は，治療が終わっていると思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はい・いいえ）
5．現在，自分の歯に自信があり，健康だとおもいますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はい・いいえ）

療一などがありますが，それならば高校の歯

科健診においても一説明健診一や「相談健

診一があってもおかしくないと思います。現

在まで約70有余年，何の変化もなく，続いて

　きた，私に言わせれば”健診医主導型一の結

　果が果たして今の高校健診に摘要するので

　しょうか，もうソロソロ考え直し，改良する

　時代にきているような気がするのですが。

　　戦後できた食管法でさえ見直されようとし

　ている今日，一健診医主導、型から「説明，

　相談」型に切り替え，昔風の「診てやる」か

　ら「診させてもらう　気持ちに変えて，これ

　からの高校歯科健診を進めていく心構えが必

　要だと思うのですが。

（3）学校歯科医から見た，歯と学年

　　男子生徒は女子生徒に，早期治療の面では

　絶対に勝てません。それは男，女別のう歯処

　置率にもはっきりと出ておりますし，歯科健

　診時でも，もし女子学生にう歯を告げます

　と，帰校時にもう歯科医に寄り治療してから

　帰りますが，男子生徒は一なんだC1か，来

　年はC2位だろうから，それからでも一と，

　放置しておく，気楽な学生もいるようです。

　　　　　　高等学校部会■

　またC3～C4の早期治療や

抜歯必要歯を3年間も持ち続

ける，物持ちの良い学生も男

子生徒が圧倒しています。

　こういう学生が，…生懸命

治療した生徒の処置率を低下

させている原因なのです。

　2年生になりますと，学生

生活にも慣れが出てきまし

て，平々凡々のためか歯科の

処置率にも，少し低下が見ら

れてきます。

　3年生になりますと，大学

受験を控えているために私は

特に体力を必要とする，体育

大学，防衛大学，商船大学，等を受験する学

生には歯を良く治療していくように勧めてい

ます。

（付記）高校歯科校医として

　私は常に，無理だとは思っておりますが，

できましたら養護の先生以一1：に生徒から，愛

され，親しまれ，相談されやすい健診医にな

りたいものだと心掛けております。

（まとめ）

　学校歯科保健は医療とは別世界とも言える

学校教育の中での健康指導要項に取り入れら

れ，例えば今日歯科医師会が盛んに推奨して

おります8020運動を可能にするには，子

供達がどのような「健康観」を持ち「実践

力」を持ち，それを基に子供達が人生に実践

できるような教育の中に学校歯科医がかか

わっていく，その結果として学校が変わり，

教職員に意識の切り替えがなければならない

と思います。

　このような革新行動を引き出させる健診行

動が，学校歯科医に求められているのではな

いでしょうか。
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高等学校の学校歯科医として

匪表調富山県立伏木高等学校学校歯科医四日隆夫

1．はじめに

　誠に晴天の露露，この権威のある全国学校歯科

保健研究大会に発表せよと言われ，ただ漫然と昭

和59年より，父の跡を次いで学校歯科医として健

診のみを，行ってきた者にとって，非常に当惑を

した。

　しかし小学校，中学校の歯科健診や母親教室，

また児童生徒の歯科保健指導を行っていて感じる

ことは，家庭生活の場での歯科保健思想の欠如で

ある。そこで学校歯科保健指導の最後の砦である

高等学校にて適切な指導を行えば，近未来の家庭

人である高校生にとって，その家庭でのいわゆる

デンタルIQの向上が図られ，8020運動の促進に

も拍車をかけることにもっながるのではないだろ

うか。

　まず高校生の歯科に対する意識調査を行いそれ

をもって今後の指導の方針としていくことを思

い，今回は調査のみと報告とさせて頂き，諸先生

からのご指導ご鞭健を頂ければ幸甚である。

2．学校の概要

　富山県立伏木高等学校は富山県の西部にある万

葉のふるさと高岡市と北部に位置し，富山湾を見

下ろす高台にあり，遠く海面上に立山連峰を望む

誠に風光明媚な所に建っていて昭和2年に伏木町

立伏木商業学校として創立され，現在教職員73

名，21学級，生徒数・男448名女381名・計829名
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で普通科と普通科国際コースのある全日制高校で

ある。

3．歯に関するアンケート

　高校生の歯科に対する意識調査として，第5回

全国学校歯科保健研究大会の東京都立成瀬高等学

校歯科医笠井康弘先生のアンケートが非常によく

できているので，比較検討も考慮にいれ参考にさ

せて頂いた。本校も同校とおなじく定期歯科健康

診断の終了後数日後，養護教諭にお願いして，保

健係教諭の協力と全学年学級担任の理解を得て，

アンケートの配布と回収を行った結果，ほとんど

全員に近い生徒の回答を得ることができた。

　またアンケートの項目には，生徒自身の歯口

腔の状態，食生活の反省，ブラッシングの必要性

など歯科保健の認識と啓発を考え，また歯科に対

する質問等を入れたことは言うまでもない。

4．考　察

　アンケートの結果から一概に言えないが，歯科

保健に対する生徒の意識の地域差が感じられる。

むし歯があるかないか，治してあるかなどや，歯

肉の炎症があるかないかなど自己診査や定期健診

結果を見ると，本校と成瀬高校との間に差があ

る。特に処置完了者において，差が見えその結果

むし歯保有者が多いことも分かる。また項目にお

いて三択してもらう場合分からないが本校が異常



表1　歯に関するアンケート調査項目

1．むし歯がありますか。

2．歯肉の炎症（歯周疾患）がありますか。

3．自分のロの中に該当する症状は。（重複回答）

①　歯ぐきから出血する

②歯ブラシが歯ぐきにあたると痛い

③歯ぐきが腫れている

④歯ぐきからうみが出る

⑤歯ぐきがムズムズする

⑥歯ぐきの色が悪い

⑦歯石がっいている

⑧歯と歯の間に食べ物がっまる

⑨冷たいものがしみる

　⑩むし歯を治していない

⑪かぶせものがとれている

　⑫歯ぎしりをする

　⑬歯並びや噛み合わせがよくない

　⑭うまくかめない

　⑮口内炎が出来やすい

　⑯口で息をするくせがある

　⑰いっも口を開けている

　⑱　口臭がある

　⑲　その他

4．人からロがくさいと言われたことがありますか。

5．歯をみがく時，歯ぐきから出血しますか。

6．今まで永久歯を抜歯してもらったことがあります

　か。※あると答えた人は，その理由は。

7。炭酸飲料水（サイダー，コーラ類）・乳酸飲料水

　　ジュース類をよく飲みますか。

8．チューインガムをかむことがありますか。

9．食事に好き嫌いがありますか。

10．間食に甘い食品をよく食べますか。

11．寝る前に菓子を食べたり，ジュース等を飲んだり

　しますか。

高等学校部会■

回収

1学年男162

　　女113

2t学：無三男132

　　女129

3学年男118

　　女128

12．いつ歯をみがきますか。（重複回答）

　a．朝起きた直後

　b．朝食後

　c．昼食後

　d．おやっ等を食べた後

　e．夕食後

　f．寝る前

　g．その他

13．一回の歯をみがく時間は何分ですか。

14．歯をみがく時使用するものについて。（重複回答）

　a．歯ブラシ

　b．歯みがき粉

　c．デンタルフロス

　d．歯間ブラシ

　e．電動歯ブラシ

　f．ジェット水流

　g．その他

15．食事をする時にカルシウムの摂取ーに注意してい

　ますか。（重複回答）

　a．気にしない

　b．意識する

　c，牛乳を飲む

　d．小魚をよく食べる

　e．その他

16．歯科医院で，むし歯の予防処置や歯石除去をして

　もらったことがありますか。

17．歯に関して知りたいこと（重複回答）

　a．歯と健康について

　b．むし歯について

　c．歯周疾患について

　d。歯列不正にっいて

　e．歯みがきについて

　f．その他
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表2　平成6年度定期健康診断疾病異常集計表

1年 2年 3年

男　　　　女 男　　　　女　　1 男　　　　女
総計

在籍者数 168　　　　　114 136　　　　　136 144　　　　　131 829

受験者数 167　　　　　113 136　　　　　136　　1 144　　　　　130 826

処置完了者 43　　　　　26 32　　　　28　2 26　　　　　38　　　　　　　　1 193

（25．7）　　　（23．0） （23．5）　　（20．6） （18．1）　　（29．2）・ （23．4）

未処置歯のある者 110　　　　　75 96　　105　i 　　　　　　　　　1
110　　　　　91 587

（65．9）　　　（66．4）1 （70．6）　　（77，2）1 （7a4）　（7α0）i （71．1）

その他の歯・口腔 42　　　　　26　　1 48　　　　　45　　　　　　　　1 56　　　　　34　1 251

の疾病・異常の者 1（25．1）　（2a・帽 （35．3）　　（33．1）1 （38．9）　　（26．0）1 （30．4）

未処置の歯の数
i　　　　　374　　　　　　　　　　　214　　　　　1

322　　　320　1 416　　　274　｝ 1，920
　　　　　　　　　i喪失歯の数

6　　　　　　1 23　　　　　14 20　　　　　21 85

処置済みの歯の数 796　　　　　699 669　　　　　967　　　　　　　　　！ 824　　　961　1 4，916
DMF歯総数
一
人平均DMFT　　　　　　　　　I

1・176　　914　［　　7．0　　　　　8．1
1，014　　　1，301

　　τ5　　961
1・260 　1・2561　　8・8　　　97i 6，921

に多いということも驚きである。これは定期健診

の方法と，生徒自身の歯科保健に対する自覚の問

題か。

　口腔内の症状においては，有位差は見られない

が，炭酸飲料水等を飲みますかの項においては，

本校は断然少なく，これは富III県には名水の所が

多く水道水そのものが違うことにもよるかもしれ

ない。チューインガムをかんだり，食事に好き嫌

いがあり，間食に甘い物をよく食べたり，寝る前

に菓子を食べたりジュースを飲んだりと，想像は

していたが，非常に多く感じられ，またいっ歯み

がきをするかには，朝食後が多くなったが，昼食

後夕食後，間食後などでまったくしていないこと

において，小中学校での歯科保健指導の場での反

省がある。最後の項目の歯に関して知りたいこと

では，生徒達は歯科保健に未知の部分があり，

もっと知りたいと望んでいる様了である。

5．おわりに

　学校歯科医の職務は①管理的，②教育的，③専

門的の職務に大別されるが，これらは教育に指向

されねばならない。例えば，学校保健委員会にお

いて，生徒たちの歯に関する生活上の問題点に対

する，生徒たち自身の努力や悩みを聞き，生徒た

ち自身と学校・家庭・地域社会の3領域のそれぞ

れの関係者に，その課題にどう取り組むべきか適

切な助言をすることが大切である。

　アンケート結果からも推察されるように，食べ

たら磨く習慣，みがき方の改善，食習慣の改善，

歯の重要性等を，定期健康診断時においてのワン

ポイントアドバイスや，歯の衛生週間等を利用し

て保健指導を生徒自身や学校，保護者やPTAな

ど地域社会に歯科保健指導及び啓発をすることが

重要ではないだろうか。
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座長

口腔機能の

健全育成をめざして

東京医科歯科大学歯学部教授

　　　　　黒田敬之
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　全国学校歯科保健研究大会の部会別研究協議会

に口腔機能部会が加えられたのが，昨年の埼玉大

会からであった。

　近年の学校歯科保健の充実と関係各位のご努力

により，研究協議会での討議もますます，活発に

なってきている。従来，進められてきた幼稚園，

小学校，中学校，高等学校それぞれの場での歯科

保健の指導と実践が，いわば，横割りの検討で

あったのに対し，口腔機能部会は，学校歯科保健

を縦割りにして，口腔のもっ機能の発達と咬合と

の相互関連性を，学校歯科保健活動の生活化のな

かで追求していこうとするものである。

　児童・生徒の口腔諸組織が健康で，咬合が健全

な発達を遂げることにより，口腔の果たす，咀

囎，発音，嚥下などの機能に加え，顎関節機能，

顎顔面の成長発育なども健全な発達を遂げること

ができる。さらには，全身の健康にも大きな影響

をもたらすことが考えられ，心身ともに健康な次

代を担う子供達の育成にっながると考えている。

　本協議会の研究内容としては，従来，学校歯科

医会第3委員会のなかで検討されてきている以下

の項目を，当面の課題として取り組んでいきたい

と考えている。これらのなかには，きわめて難し

いテーマで，専門学会にあっても，未だ十分な結

論が得られていないものも含まれているが，本協

議会での討議を重ねることにより，学校保健の現

場での対応を明確化することが少しでもできれば

と思って取り上げている次第である。

　研究内容1：歯・歯周組織・顎関節・舌などの

果たす役割について歯科保健の立場からの指導方

法

　研究内容2：［腔の果たす役割・機能を児童・

生徒の発達段階と関連して理解させる指導のあり

方

　研究内容3：発達段階に応じた咬合の変異性の

理解　個別指導との関連において



ロ腔機能部会■

　研究内容4：口腔機能の増進を図る指導計画と

実践

　研究内容5：学校歯科保健教育のなかで，口腔

・ 顔面・顎首等の傷害予防対策

　昨年度は，これらのテーマのなかから，一咀囑

の生理的メカニズム」として，噛むことの意識

咀囎に関わる神経系，咀囎筋の作用，咀囑力調節

の仕組み，歯の感覚，咀囎筋の感覚などにっい

て，大阪大学の森本先生に，解説していただい

た。次に，「児童生徒の咀囎機能の発達並びに咀

噌評価」と題して，咀囎機能の評価，児童生徒の

咀囑機能の発達と歯列咬合との関係について，日

本大学の赤坂先生にお話しいただいた。さらに，

東京医科歯科大学の大山先生に，一歯と日常生活

の関わり」というテーマで，口腔と全身との関連

性にっいて助言をいただいた。会場に入り切れず

廊下に溢れてしまわれた熱心な参加者の方々には

大変申し訳なかったと思われるが，きわあて有意

義な協議会を開催できたと自負している。それに

つけても，この協議会の果たさなければならない

使命の大きさを今さらながら痛感させられた。

　今年度は，第2回になることから，引き続き，

総論的な観点から，問題の意識化と将来の具体的

な展望を開く意味で，昨年度と同様な構成と内容

を提案していくこととした。

　幸い，東京医科歯科大学歯学部障害者歯科学の

大山喬史教授，日本大学歯学部小児歯科学の赤坂

守人教授には昨年に引き続いて，ご参画いただけ

ることができた。また，新潟大学歯学部口腔生理

学の山村千絵先生に，ご登壇いただけることがで

き，昨年より一層充実した協議会が期待される。

　山村先生からは，「咬む力の健全な育成」とい

う視点から，咬む力の育成，歯根膜咀囑筋反射機

構について分かりやすく解説していただけるよう

にお願いした。加えて，学童期の口腔損傷のなか

でも外傷等による歯の脱落・破折等に関連して歯

の再植・移植処置による生理学的機能の回復にっ

いても触れていただけることになっている。

　赤坂先生には，昨年にひき続いて，児童・生徒

の発達と口腔機能の発達との評価法についてのお

話をしていただけることになっている。

　大山先生からは，以上の先生方のお話の総括と

して，口腔の果たす全身への影響を具体的な事例

から解説していただき，学校歯科保健活動の上で

の適切な指導上の助言をいただけることと思う。

　本協議会が，参会者のご協力を得て，実り多い

会となることを願っている。
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闘言助

歯と日常生活

との関わり

東京医科歯科大学歯学部病院長

　　　　　　大山喬史
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　わたくしたちの日常生活の中で一歯一は一体ど

のような役割を演じているのでしょうか。食べ物

を噛み砕く道具くらいにしか考えておられないの

ではないでしょうか。

　実は，食べ物の味わいにかかわる感覚器であ

り，口許の美しさを表現する大事な構成要素であ

り，また姿勢とか運動とも密接な関係がありま

す。

　それでは，はじめに歯は感覚器であるというこ

とを考えてみましょう。よく歯ざわりとか歯ごた

えという言葉がありますが，一体どういうことで

しょうか。先日，鳥取で　ぼたんえび一を食べま

した。北海道で　けえび　を，東京で一車えび

を，伊豆では　伊勢えび、を食べました。いずれ

もおさしみでした。みんな歯ざわりが違います。

ぼたんえびや甘えびはとろけるようなやわらかさ

があって，車えびや伊勢えびはこりこりした歯ざ

わりがあり，それぞれおいしく頂きました。同じ

えびでも種類による歯ざわりの違いをそれぞれに

おいしいと感覚します。それは，鮮度によっても

歯ざわりは違ってきて，あるときはまずいという

ことにもなります。もちろん，甘い，辛い，酸っ

ぱいなどという味覚にも左右されます。同じ伊勢

えびでもボイルするとおさしみとは違った歯ざわ

りになります。それこそ鮮度が落ちると全く異質

な歯ざわりで，伊勢えびらしさがなくなり，まず

いものになります。

　ホウレン草のお浸しを思って下さい。歯ざわり

のある丁度よい茄で加減とアメリカのカフェテリ

アでよく出会うべろべろに茄でられたものとでは

おいしさが違います。

　生野菜として食卓に出てくるものの鮮度は歯ざ

わりに随分影響があります。鮮度のよいものはパ

リパリと気持ちよく食べられます。

　歯の丈夫な人は，圧しのきいた漬物，あわびな

ど歯ごたえを楽しむことができます。いかでも，

身の厚い紋甲いか，これはさほど歯ごたえなく噛



み切れますが，すみいかは歯をあてると裂けるよ

うに小気味よく歯と歯があたり，違った歯ごたえ

を感じます。するめいかになるとぐうっと噛み込

む歯ごたえが感じられ，それぞれ旬の味わいがあ

ります。

　ピーナッツは噛み砕く感じですが，カシュー

ナッツは噛みっぶす感じの歯ごたえです。

　こうして挙げれば切りがありません。歯は感覚

器だということがおわかり頂けたと思います。日

本料理の基本はものの性状を大切にした文化であ

り，西洋料理のソースを基本にするものと違うよ

うに思います。欧米人にはなかなか理解して貰え

ない，いかのおさしみをしょう油とわさびだけで

楽しめる日本の食習慣はすばらしいと思います。

　歯は若さ，健康美の象徴でもあります。乳歯が

抜けて，永久歯が生えるまでの歯欠けの子供の表

情は愛敬があってかわいらしいといえます。最近

テレビによく登場する，きんさん，ぎんさんが立

派な自分の歯が揃っていたら，きんさん，ぎんさ

んらしさがなくなってしまうでしょう。口許が歳

なりに可愛らしく映ります。

　でも成人で，味噌っ歯だったり歯がなかったり

するとみっともないでしょう。まずは，接客の機

会の多い仕事には就けないでしょう。歯が汚いと

他人に不快感を与えることもあり，本人が意識す

ると口許が不自然に緊張して，美しい笑顔も見ら

れなくなります。お嫁に行けないと治療室で泣い

た患者さんもいました。

　ある大銀行の支店長さんがあごの癌に罹り，歯

の根はもちろん，あごの骨までとられてしまいま

した。顔まで歪んでしまい，仕事が続けられない

とひどく落ち込んでノイローゼになった患者さん

もいました。

　とてもきれいな人で，高校時代に相談を受け，

歯列矯正をすすめましたが，結局は治療せずに航

空会社に就職しました。けれども，国際線には乗

ることもできずに，今になってやっておけばよ
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かったといってきました。

　歯は心理，精神上，日常生活の中で何かと役

立っているということです。歯も大事な顔のうち

といえましょう。

　次に歯と噛み合わせが運動と極あて関係深いこ

とをお話しましょう。

　歯が痛かったり，歯がぐらぐらしていては，

きっと集中力を欠き運動の実力も十分発揮できな

いでしょう。このことはどなたにも異論がないと

思いますし，思いあたる方もおられることでしょ

う。

　運動をするときに，例えば野球とかゴルフで

ボールを打っ瞬間，ぐうっと噛みしめる人がおり

ますが，歯が痛かったらどうなるでしょうか。

きっとよい結果は得られないでしょう。

　噛みしあることと足のふくらはぎの筋肉との関

係を調べてみたところ，噛みしあを強くすればす

るほど筋肉の興奮性が高くなることがわかりまし

た。噛むことが足の筋肉とも同調していることを

意味しています。運動時の下半身の安定がしっか

り噛むことでよくなると考えられます。また，腕

の筋力とも関係があるという研究報告もありま

す。

　噛み合わせを意図的に狂わせてみました。どう

でしょう。身体のバランスをとるのが下手になり

ました。

　基礎研究でも，歯を次から次へと抜いていくと

咀囎筋や頭を支える筋に分布する運動神経線維が

変性を起し，運動障害をもたらすともいわれてお

ります。どんな運動においても頭の位置をしっか

り決めないとうまくいかないことはどなたでもお

わかりと思います。

　あるボクシングクラブのコーチは　難しいテク

ニックを教えるときには，選手にガムを噛ませて

育てた」といっております。これは噛むことに

よって生ずる感覚としての入力が豊かになって，

運動としての出力を高めて，筋肉の学習能力がよ
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くなるということを意味しているのかも知れませ

ん。

　今日，わが国でも自らの体力増進のため，ある

いは余暇を楽しむためスポーツに参加する人も機

会も多くなりました。歯や噛み合わせにもっと注

意を払い，大切にしなければならないということ

がいえます。一流選手が，あるいは一流を目指す

選手が，より一層魅する一流選手としてスポーツ

能力を向上させるためには絶対必要なことだと思

います。

　歯と噛み合わせの役割にっいて，日常生活の中

でお話してきました。むし歯にしないように，そ

して歯肉炎にならないように歯を磨くのも，正し

い噛み合わせを持っように小さいうちから注意を

払うのも，その年齢に応じた楽しい健康的な生活

を過ごすたあのものであることを学童，生徒の皆

さんに理解して頂きたいと思います。
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咬むカの健全な育成のために
生理学的考察

團新潟大学歯学部助手（・腔生理学講座）山村千絵

はじめに

　近年子供の咬む力が衰えてきているとよく言わ

れるが，その理由は実に様々である。よくマスコ

ミでとりあげられているのは，「最近の子供は

ファーストフードや軟らかい食事を好み，あまり

咬むことを必要としなくなったことがその背景要

因となっているらしい、ということである。

　そのような食生活が咀囑能力の低下，顎の劣成

長，歯列の乱れの誘因となり，さらには現代社会

特有のストレスなどの要素も加わって咬めないと

いうことになるらしい。このr咬めない一という

現象について神経性の制御を考えながら検証して

いく。さらには「咬む力．を育成するために考慮

した方が好ましいことにっいて生理学的な立場か

ら述べる。

1．上下の歯が咬み合うことの大
切さ

　人間が一生のうちで最も強い咬合力を出せるの

は20歳代前半である。私が大学で担当している学

生の年齢がちょうどこれに一致する。毎年学生実

習では，全員の最大咬合力のデータを採取してい

る。

　図1は昨年度の新潟大学歯学部3年生（男46

名，女18名）の学生実習時に記録した最大咬合力

の平均値と，50年前の同年代のそれとを比較した

ものである。いずれも臼歯部で高く切歯部で低く

力

　30
kg

図1　成人の最大咬合力の例

　　50年前の20歳代前半男性（●上）と女性（『」二）

　　現代の20歳代前半男性（●下）と女性（二下）

左右対象というパターンは同じである。しかし絶

対値は50年前の値と比べると現代の値は60～80％

ほどに低下している。

　またグラフで示される値の低下以外に実習中に

興味を引いたことは，年々測定不能の場所がふえ

てきているということである。大きなう蝕や補綴

物が存在するたあに測定を行えないということも

理由の一っに挙げられるが，問題となるのは上下

の歯がうまく咬み合わない，したがって測定器具

を挿入できないという箇所が増加していることで

ある。

　グラフに例示した値は平均値なので，個人的に

みればいまだに臼歯部で100kg以上だせる人もい
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る一一方で，臼歯部でも10kg以下の力しか出せない

人もいる。年齢的にピークであるべき時の値が後

者のようであっては，実におそまっである。

　とはいっても，実際に普通の食事をしている限

り我々は数十kgもの力を必要としない。我々が咀

囎力として用いるのは通常最大咬合力の1／6程

度の数kgに過ぎないからである。咬合力の低い人

は非常に堅いものや粘性の高いものなどを食べる

時に少し苦労するか，食べないという選択をす

る。しかし一食べない・食べられない・咬まない

・ 咬めない一人も，今のような時代では一見ほと

んど支障がないように見える。

　食生活が多様化したこと，機能性食品，栄養補

助製品などができたことにより，無理に食べにく

いものを食べなくても，他に栄養摂取の手段がい

くらでも存在するようになったからである。しか

しいろいろな食感のものを味わうという喜びは半

減するだろう。それだけではなく，これから述べ

ていくような困った問題が実は隠されているので

ある。

　学生の咬合力の値に話を戻すが，全体的に見た

平均値に関しては多少の不満はあるものの，とり

あえず議論の対象からは外しておく。ここで注目

すべきは個々の歯に目を転じた場合，上下の歯が

咬み合わない場所が多くなっていることである。

　これは咀囎能率の低下，さらには咀囎意欲の喪

失にもっながりかねない。さらに，咬まない→顎

の劣成長→歯の萌出スペースの不足→歯列の乱れ

・ うまく咬み合わない，という運命をたどってき

たものには，以下のような悲惨な未来が待ちかま

えているといっても過言ではなかろう。

　すなわち咬あない部位の歯周組織の廃用萎縮，

また歯列の乱れのせいで逆に他より強く咬合する

部位の咬合性外傷，さらには口腔清掃がしにくい

ことに由来する歯周病→早期の歯の脱落である。

　この上下の歯が咬み合わないということに関し

て少し生理学的に考えてみると，いろいろと不都

合なことがある。
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　我々の歯は歯根膜という線維性の組織を介して

歯槽窩の中に埋め込まれている。歯根膜は歯に加

わる力の緩衝帯となっているのみならず，その中

に無数の圧受容器を有しており，数gといったわ

ずかな力の変化も検出することができる。

　この検出された力の情報は顎運動中枢にも到達

し，咀囎筋活動および咬む力の自動的な調節に関

与する。歯根膜咀囎筋反射として知られている神

経機構がここに働く（図2）。食物を咬むことが

1三叉神経主知覚核、脊髄路核

1　　　　　　　三叉神経節

　　　　　　　　　歯

図2　歯根膜咬筋反射弓（窪田，1988より改変）

　歯根膜からの感覚神経は主知覚核，脊髄路核へ
　　いく繊維と，中脳路核へいく繊維があり，反射

　経路は2通りに分かれる．

きっかけとなっておこる反射で，通常は各咀噛サ

イクルの咬合相初期において咀噛力を増し，食物

を効率よく咀囑するのに役だっていると思われ

る。

　顎運動を調節している反射の起源には歯根膜以

外にも咀噛筋や顎関節等に存在する受容器からの

ものもあるが，本稿ではこのうち歯根膜性調節に

的をしぼって話を進めていく。

　ヒトの歯は上顎の歯が下顎の歯を被蓋してい

る。したがって，閉口に伴い食物が歯に衝突する

方向は上顎切歯の場合，舌側→唇側方向，下顎切

歯の場合，唇側→舌側方向ということになる。
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図3　ヒト切歯圧刺激の方向と咬筋活動の変化

　各図とも上段が咬筋筋電図，F段が圧刺激を示す．咬む時に歯に食物が衝突する方向へ刺激が加わると，咬

　筋活動量が増加する．その逆の方向へ刺激が加わると，咬筋活動量は減少する．

　ここで実験的にこれらの方向あるいは食物が歯

に衝突しない方向（ヒ顎切歯は唇側→舌側方向，

下顎切歯は舌側一唇側方向）から歯に力を加えて

みると，咀囑筋活動および咀囎力は前者（衝突方

向）の場合反射性に増強され，後者（非衝突方

向）の場合減弱される（図3）。

　もし通常の上下顎歯列の咬合関係が損なわれ，

うまく咬み合わなくなるということは，歯に適当

な方向からの力が加わりにくくなり，歯根膜咀囎

筋反射が必ずしも生体にとって好ましいようには

作動しなくなることを意味する。咀囎運動の過程

を助けるこの反射機構に支障をきたせば，余計に

咬めなくなる。

　歯根膜咀囑筋反射はまた，上ドの歯に同時に力

が加わった時に，より強く生じるという報告があ

る。この結果からL下の歯がうまく咬み合い，正

常な神経機構による反射が起こることが健全なる

口腔機能の維持のために不可欠であると結論づけ

られる。

　さて，以上述べてきたような顎運動の自動的な

調節を行っている反射機構は我々が生来持ち備え

ているものなのであろうか，また成長・発達の過程

において修飾をうけているものなのであろうか。

2．歯根膜咀囑筋反射の生後発達

　本学小児歯科の高宮先生は幼若ラットを用いて

以下のような実験を行った（1985年）。彼はラッ

トが生まれて2日目から60日目頃まで経日的に上

顎の切歯部唇側歯肉，切歯萌出部位（あるいは切

歯），日蓋，鼻等に弱い力を加えて咀囎筋の活動

の変化を記録した。

　生後2日目では，上顎のどの部位に刺激を加え

ても咬筋が興奮し閉口反射を得ることができた。

この日齢では哺乳のため日常的に口腔内全体に刺

激が加わっている。

　上顎切歯が萌出を開始する頃の生後9日目に実

験を行うと，切歯唇側歯肉，口唇正中部，鼻と，

上顎の前中央部付近に反射を誘発できる部位が限

局されてきた。それとともに萌出間もない切歯を

一塊として刺激すると，わずかに閉口反射を誘発

することが可能であった。

　生後15日目になって歯が0．8mm程度萌出してく

ると閉口反射は切歯近辺の限局した部位からのみ

誘発されるようになった。一方，この時点ですで

に歯の刺激による反射応答に方向特異性が出現し

はじめていた。
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　すなわち上顎切歯の唇側→舌側方向刺激では閉

口反射の生じる頻度が低く，舌側→唇側方向刺激

に対しては閉口反射がおこりやすいというもので

ある（ラットもヒトと同様に上顎切歯がF顎切歯

を被蓋している）。さらに唇側→舌側方向刺激に

よる閉口反射の頻度は経日的に減少していった。

　以上のことより歯の萌出時にはすでに成熟動物

のもっ歯から誘発される反射と同じような反射機

構がおよそ確立されており，動物の歯の成長とと

もに反射機構の成熟も進むことがわかった。反射

応答に対して歯の刺激の方向特異性が強くなって

いくことは歯で食物を粉砕するのにより都合がよ

くなっていくことを意味する。

　また切歯の萌出が進むにつれて，閉口反射を誘

発できる部位が歯の近辺に限局されてくる現象

は，成熟動物の咀囎においては歯にその主な機能

が集中しているということの裏付けとなる。

　では，この閉口反射の経日的変化は，どのよう

な神経機序でおこるのだろうか。口腔内の触圧受

容器は日齢を追うに従い分布密度が増加すること

から，閉口反射の経日的な減少にこれが関与して

いる可能性は少ない。また遠心系の変化について

みると，幼若ラットの咬筋ではmultiaxonal

innervation（1本の筋線維が数本の神経軸索に

よって支配されている）を受けていたものが，成

熟するにつれて1本の筋線維を1本の軸索が支配

するようになるが，これも閉口反射の経日的変化

の原因とはなりにくい。

　結局動物の成長に伴い反射中枢が複雑に変化す

ることによるものが主因であると考えられる。成

長に伴う中枢の変化の結果生じる反射の消失の例

としては，吸綴反射，バビンスキー反射，把握反

射などがある。

　本学小児歯科の小林先生（1994年）は，発育の

早い時期に特に着目し，吸綴運動から咀囎運動へ

移行する際の末梢の発育変化による影響について

ウサギを用いて解析を行った。

　一般に動物が吸綴運動から咀囑運動へ移行する
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時期は顎反射中枢に変化が生じるといわれている

が，その時期は歯の萌出時期ともほぼ一致し，末

梢性入力の変化も大である。吸綴も咀囎もともに

周期的な顎運動である。彼の研究は末梢性に誘発

した周期的顎運動中に歯に刺激を加えた結果生じ

る反射性の咀囎筋活動の変化をウサギの幼若期か

ら成熟期にわたって調べたものである。

　生後2日目の動物の顎運動は垂直的で単なる開

閉口しか行わない。この運動中，切歯に刺激を加

えると閉口筋（頬骨下顎筋，咬筋）活動は減弱

し，開口筋（顎二腹筋）活動は増強した。生後5

日目も顎運動は依然垂直要素が強かったが，切歯

の刺激により今度は閉口筋活動が増強，開口筋活

動が減弱するようになった。この閉口筋優位の制

御効果は刺激中様々な時間経過を示すものがあっ

た。この日齢はちょうど臼歯が萌出を開始する時

期に一致することから，この反射の制御効果も開

口筋優位から閉口筋優位へと変化する移行期であ

ると思われた。

　さらに生後15日目になると切歯刺激により閉口

筋優位の筋活動が刺激中持続して出現するように

なった（以上図4）。また左右の閉口筋活動に位

相差が生じ，顎の大きな側方偏位が見られるよう

になった。顎の大きな側方偏位とそれによる片側

咀囎は，成熟ウサギで般に見られる咀囎運動時

の特徴である。

　生後，歯の萌出が進むにっれてしだいにこのよ

うな成熟ウサギの顎運動パターンおよび反射機構

に近付いていくようである。

　前のラットの例と，このウサギの例では顎運動

形態が異なるため，反射機構の成熟の様子も若干

異なる。しかしいずれも歯の萌出がきっかけとな

り，成長とともに反射機構も変化していくことは

共通である。

　別の動物実験では離乳期の動物に乳歯が萌出し

ないかあるいは歯根膜感覚が欠如している場合に

は，吸綴行動から咀囎行動への移行が遅延し，咀

囎リズムの形成が著しく障害されることが報告さ
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図4　ウサギの日齢と切歯刺激による筋活動量の増

　減との関係（小林ら，1994）

　刺激開始前サイクルの平均筋活動量をコント
　　ロール値との相対値で示した．●，■，▲：頬

　骨下顎筋，咬筋，顎二腹筋の第2サイクル，
　○，＝，△：頬骨下顎筋咬筋，顎二腹筋の第
　　5サイクル

れている。

　これらの事実は吸綴から咀囎への移行メカニズ

ムには咀囎中枢の成熟の他に歯根膜感覚からの入

力を得て行われる学習の要素も含まれていること

を示唆する。反射の切り替わりには中枢が，その

後の成熟には末梢からの入力が大いに関与してい

るといえる。

　ヒトで成長発育の過程を追って顎反射の変化を

詳細に調べた研究はない。しかし，動物実験の結

果を考慮すると乳歯が萌出しはじめる離乳期と乳

歯から永久歯にはえかわる混合歯列期に中枢なら

びに末梢の変化が訪れると思われる。咬むことは

発達現象である。

　まず離乳期に口腔内へ与えられる刺激量が少な

いと反射機構の成熟が不十分となり咀噛能力が発

　　　　　　　　　　　　　　　ロ腔機能部会■

達せず，咬めない子の予備軍となる。その後の成

長期においても咬む機会，咀囎機能が少ないと顎

発育および咀囎筋の正常発達が遅れ，より咬めな

い子となる。

　乳歯が萌出しはじめてから成長期の間はよく咬

み顎を成長させ，歯並びをよくし，iE常な顎反射

がおこるような環境設定をすることがその後の健

全なる口腔機能の育成，維持に必要である。

3．歯の再植・移植による口腔機
能の再構築

　せっかく口腔機能のトレーニングを積んでも，

学童期には思いがけない事故や転倒で顔面を強打

し，その結果歯を損傷してしまうことがある。最

近は抜けた歯を早期に同じ箇所に植えなおす再植

あるいは別の健全歯を抜歯窩に植えこむ移植の手

術の進歩が著しい。

　これらの手法は従来よりあったが，手術法の確

立や基礎研究が不十分であったため，あまり用い

られていなかった。しかし近年の治療技術の進歩

により，急速に普及しっっある。

　ブリッジや義歯などの人工物でも適切なものが

装着されればよく咬めるようになった気はする

が，人工物では歯根膜すなわち受容器がないたあ

に神経性に行われる巧妙な顎運動の調節をその部

位から期待することは不可能となる。もし人工物

ではない再植歯・移植歯の歯根膜中に再生される

圧受容器が健全歯と同様な応答を示してくれれ

ば，最良の補綴手段であるといえよう。

　その他にも歯根膜の存在により粘弾性クッショ

ン効果，骨代謝調節効果などが期待できる。今ま

でに再植・移植歯の機能にっいて神経学的に調べ

られた数少ない研究のうちのいくっかをここに紹

介しておく。

　まず歯根膜受容器の再生にっいて形態学的見地

から確認されていることは，条件よく再植されれ

ば，被覆性終末や樹枝状終末の再生は不完全なも
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のの，自由神経終末はある程度正常に近い状態ま

で再生可能だということである。実際機能面での

回復も以ドのように観察されている

　移植後6ヵ月以ヒ経過したヒト大臼歯の圧覚閾

値を調べた実験では，歯軸方向荷重，水平方向荷

重とも6～8gで，天然歯と同等の圧感覚（約7

g）を有することが報告されている。移植歯は感

覚機能の上からは十分な回復が認あられる。

　さらに運動系の制御効果に対する移植歯の役割

を調べた実験がある。それはネコの無歯顎部に移

植をし，手術後6ヵ月までの開口反射と神経活動

電位伝導速度を観察したものである。再植・移植

歯とも，開口反射は早いものでは手術後9週より

出現し，6ヵ月後にはほとんどが回復するが，伝

導速度は手術を行っていない場合の1／2程度と

遅く，潜時は長かったということである。また移

植歯における歯根膜咀囑筋反射の様相については

現在当研究室でも調査中である。

　これらの実験から歯の再植や移植では，末梢神

経の損傷後に神経機能の回復があること，しかし

その内容は健常時に比べて低下していることが明

らかになっている。

　しかし終末での受容器の再生が形態においても

分布においても不完全であると言われている原因

の一っとしては，神経線維の成熟にはきわめて長

い時間を要することが考えられる。したがってよ

り長期にわたって経過を追っていく必要がある。

　この場合再生される受容器の機能が否定されて

いるわけではなく，むしろわずかでも神経性の顎

運動調節に関与しているということが確認されて

いることは意義深い。歯根膜のない人工歯に対し

てはほんのわずかでもそのような機能を求めるこ

とはできないからである。

　まだ追いきれていない長期にわたって良好に経

過している症例あるいは将来，理想的な手術法が

確立された後には，健全歯歯根膜に類似した機能

の出現を期待できるかもしれない。

4．おわりに

　神経学的に見ると一咬めない」現象の根底には

発育の非常に早期の離乳の段階から問題がありそ

うである。正常な顎反射の形成ならびに成熟のた

めには乳歯の萌出時期から永久歯への交換時期，

さらには成長期全般にわたって適切な口腔内刺激

が存在することが必要不可欠であり，それが”咬

む．機能の発達・完成にっながるといえる。
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歯・歯列の発育と咀咽機能の発達

魑 日本大学歯学部小児歯科学教室教授 赤坂　守　人

1．はじめに

　咀囑運動は，人間が豊かに健康な生活を営むた

めの基本的な働きであるため，その機能の低下，

障害により身体的精神的にさまざまな影響がみら

れることが知られている。

　咀囑は，食物を破砕，臼磨し，唾液と混ぜ合わ

せて嚥下しやすい大きさと固さの食塊に形成する

運動であり，この運動には顎口腔系器官すなわち

歯，歯の支持組織顎骨，顎関節，顔面筋および

咀囎筋，舌などの末梢効果器，これからおこる感

覚入力系，中枢処理系，その運動出力系が総合的

に働いて食物の大きさ，性状に適した協調運動が

行われる咀囎システムにより営まれる。

　咀囎システムの育成は，成人あるいは高齢者か

ら開始したのでは手遅れであって，授乳期をス

タートとする小児期に咀囎機能を獲得，発達させ

る手だてが必要である。何故なら，現代の子ども

達を取り巻く食環境は，咀囎機能をIEしく発達さ

せ維持していくには決して好ましい状況にあると

は言えないからである。

　そして，この時期によく咀囑することは，小児

保健の分野で大きな課題である成人病の発病時期

の低年齢化，小児の肥満などの予防，抑制という

面からその意義は大きい。

　咀囎機能の基本的機能が獲得される時期は，離

乳期，幼児期前半にあるといわれている。また，

その発達は日常の食生活を通して学習獲得される

ため，とくに家庭での食生活のあり方が大きな影

響を及ぼす。これらの点を考えると，学校保健の

場で咀囎問題について取り組むことは，それなり

の限界があると思われる。

　しかし，保健教育上，この時期に咀囑の意義や

発達を理解させ，咀噌機能の面から現代の子ども

達の食生活を見直し，警告を発することは大きな

意義を有する。

　咀囎機能の発達にとって歯の萌出による歯根膜

受容器からの感覚入力が重要な役割を果たしてお

り，この面からあらためて健全な歯の重要性が認

識され，歯・歯列と咀囎の発達との関係を知って

おくことが必要である。また，咀囎機能を育成し

維持していくには，咀囎機能を可能な限り簡便で

客観的に評価する方法を持つことが指導上の面か

らとくに必要である。

　そこで，本シンポジウムでは，最近の研究を紹

介しながら，歯の萌出，歯列・咬合の発育と咀囎

機能の発達との関係について，小児に応用するこ

とが可能な比較的簡便な咀囎機能の評価法にっい

ても触れる。

2．乳歯より完成前後と咀囎機能
の発達

　金子は，咀囑の発達上，基本的機能の獲得期

は，離乳期に相当するとしており，二木も咀囎の

発達にとっての臨界期は乳臼歯が生えそろう18～

24ヵ月頃であるとしている。

　この時期は乳歯が逐次萌出する時期であって，
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乳歯の萌出によって固有口腔の容積が増大し形態

的変化がおこること，歯根膜受容器からの感覚刺

激に対応した筋群の協調運動が可能になることな

どが咀囎の発達に関連している。咀噛機能の発達

に重要な離乳期を順調に進めていくには，個人差

のある歯の萌出状態にあわせた調理形態を進あて

いくことが必要である。

　歯の萌出前の下顎運動は干渉を受けることなく

自由に運動が可能である。上下顎乳臼歯の萌出に

より歯の接触が開始されると，次第に下顎運動を

調節する反射が形成され，下顎の前方運動が抑制

され下顎の位置が決定する。特に上下顎歯の咬合

接触は顎間距離を増加させたり，舌を後退させ口

腔容積を増大させるなど構造的変化に関係して固

形食を受け入れる準備がっくられる。

　っついて上下顎第一乳臼歯が萌出を開始し1歳

6ヵ月頃には咬合接触する。上下顎歯の咬合接触

により下顎の位置が中心咬合位からずれるのを防

止するようになり，この歯の咬頭傾斜により側方

運動時の左右の限界ができて下顎位の決定の助け

になると考えられている。

　母親のアンケート調査結果によっても左右第一

乳臼歯が完全に萌出している幼児は萌出途上の幼

児に比べ食物を良く噛む割合が多くなるとの報告

がある。

　現在，わが国で広く普及している厚生省離乳基

本案（1980年発表）（表1）は月齢11ヵ月が離乳

の最終段階となっている。咀囎機能の発達は歯の

萌出に強く影響されることが明らかとなった現

在，離乳食指導の完成期は遅くとも第一乳臼歯が

萌出し咬合接触にする1歳6ヵ月から2歳頃まで

とし，萌出時期の個人差を十分考慮した指導を行

うべきであろう。

　咀囑能力の評価方法の1っとしてよく用いられ

る方法に咬合力の測定がある。西川は咬合力計に

より4～5歳児の最大咬合力を測定し，20．7kgで

あったが，30年前に測定した林の値は25．2kgで

あって，現代は約5kgほど低下しているとしてい

る。オクルーザルプレスケール法による咬合力を

測定した緒方によると第一乳臼歯，第二乳臼歯の

咬合力は第一大臼歯萌出開始期（HC）までは増

齢とともに増加するが，永久切歯萌出完了期（皿

A）では減少するとしている。ll　C期が最大値を

示したのは歯根吸収が始まる前の最も安定した時

期のためと考えられる（図1）。

　咀囎機能を総合的に評価する方法として咀囎能

力（率）測定がある。従来，食べ物の切断粉砕な

どを評価する方法としてピーナッツを用いた節分

法が咀囎能率測定法として用いられてきた。咀囎

運動は口腔内で食物を送り込み唾液との混和を行

うものである。そこで，粉砕と混和の両機能を評

価する方法として近年チューインガム法が用いら

表1　離乳基本案（1980年）

月　　齢 5 6　　　　7　　　　8 9　　　　10　　　　11

離　乳　食 1 2 3

回　数
母乳，ミルク 4 3 2

調　理　形　態 どろどろ　　　　舌でつぶせる固さ 歯ぐきでっぶせる固さ

1 穀　　類（9）
っぶし粥
5～10

っぶし粥～粥　30～70 かゆ～軟飯80～100

卵　　　　（個）
卵黄1／4 卵黄～全卵1／2～1～1／2 全卵1／3～1

食品

（1回量）
H
鳥獣魚肉（g） 5～10 10～20 20～30

皿 野　　菜（9） 5～10 10～30 30～40
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図1　咬合力の大きさの歯年齢別推移（緒方より）

　　　　　　　　　　　ロ腔機能部会■

表3　シーネ装着時の咀噌能力値

　　　　（乳歯列期）

被験者 全歯列シーネ 第一乳臼歯
欠損シーネ

第二乳臼歯欠損シーネ

Nα1

　2

　3

　4

　5

　6

10．70

6．61

10．19

9．83

9．63

7．33

6．34

1．17

3．30

2．93

3．46

4．17

10．03

4．33

8．07

6．70

6．79

5．48

Mean 9．05 3．56 6．90

S．D， 1．67 1．69 1．99

有意差
L＿＿＊＿一　　L＊■
L＿＿＿＿．＿＿＿＿」

単位：mg／g　・：P〈0．05

　　　　　（長沢らより）

噛能力に影響することがわかった（表3）。

れている。

　この方法はとくに小児は違和感も少なく簡便で

あって，集団的なフィールドにも適している。長

沢らは無う蝕で各咬合発育段階別の咀噌能力値を

測定し，表2に示すような値を報告している。乳

歯列では成人の値の68％であったと報告してい

る。

　乳歯列にう窩あるいは歯の欠損が生じた場合，

どの程度の影響が生じるのか。長沢は乳歯列期の

幼児を対象に下顎第一乳臼歯欠損あるいは下顎第

二乳臼歯欠損を想定したシーネを作成し，欠損の

無いシーネとそれぞれのシーネ装着と比較した結

果，第二乳臼歯欠損より第一乳臼歯欠損の方が咀

表2　咬合発達段階による咀咽能力値
　　　（チューインガム法）

発達段階 人数 時闇当り糖溶
出量（㎎／sec）

成人との
割合（％）

乳　　歯　　列　　期
　　（4，5歳児）

45 9．47±1．36 67．9

第一大臼歯萌出開始期
　　（5，6歳児）

8 9．79エ1．53 70．2

第一大臼歯萌出完了期
　　（8，9歳児）

28 11．28二1．29 80．9

第二大臼歯萌出完了期
　　（成人　24歳）

10 13．94二〇．98 100

3．第一大臼歯，永久切歯の萌出
期と咀噌機能の発達

　西川は咬合力計を用いて学童の第一大臼歯の最

大咬合力を測定している。男子では小学校1年生

で約25kg，女子では約23kgを示し，20歳で60kgの

ピークに達し以降減少するとしている。また約30

年前の吉松らの値と比較した結果，ほとんど変化

していないが，小学校1～4年生の女子では現在

の方が高い値を示したが，20歳代になると逆に低

い値を示したと述べている。

　緒方はオクルーザルプレスケール法により第一

大臼歯の咬合力を測定し，図1に示すごとく増加

率は永久切歯萌出完了期（皿A）から側方歯群交

換期（1皿B，10歳7ヵ月）にかけて最大を示し，

皿Bでは同じ測定法による田口の成人（26歳）値

とほぼ近い値を示したと述べている。

　さらに第一乳臼歯，第二乳臼歯，第一大臼歯の

それぞれの咬合力の総和を100とした場合，1皿B

では第一大臼歯の咬合力が70％を占め，第二乳臼

歯主働型から第一大臼歯主働型へと移行している

と報告している。

　この時期は一般には増齢とともに咬合力，咀囎
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能力が増加するが，この増加に関連する因子とし

ては，咀噌筋など筋力の増大，歯の咬合接触面積

の増加，咬合小面の変化，歯根発育による歯根表

面積の増加，歯根膜受容器及び咀囑筋防錘の成

熟，顎関節の発育による形態変化などさまざまな

因子が複雑に関係している。

　咀囎能力と咬合接触面積とは正の相関にある。

長沢はチューインガム法による咀囎能力値とブ

ラックシリコーン法により測定した咬合接触面積

との関係は，成人では0．65と有意な相関を示すと

述べている。

　土肥は上下顎第一・大臼歯が咬合接触を開始する

以前より4ヵ月毎に経時的に観察を行い，第一大

臼歯の咬合推移に伴う咬合接触面積の変化とガム

法による咀囎能力との関係にっいて検討を行って

いる。

　その結果，咀囎能力値は第一大臼歯の咬合接触

前に比べ接触時及び接触後の推移とともに有意に

増加を示し，この時期の学童の咀囑能力値の増加

に第一大臼歯の萌出とその後の咬合接触面積の増

加の影響が大きいことを指摘している。

4．小児の咀囑筋活動，下顎運動

　について

　成長発育に伴う咀囑機能の変化は，咀囎筋活動

や下顎運動により知ることができる。咀囎筋の発

達は筋付着部のヒド顎骨の発育の影響を受けて変

化し，小児での側頭筋優勢から成人の咬筋優勢に

移行する（表4）ことを堀川らが報告している。

　このような咀囑筋の使い方が乳歯列期と永久歯

列期で明らかに違いがみられ，UIA期から皿B期

が転換期であって，田村は最大咬合力もこのとき

増加することを報告している（図2）。

　咀囎運動は食品の性状の大きさや相違により咀

囎リズムは変化する。咀囎リズムは脳幹に存在す

るパターンジェネレーターによって形成され，ま

た，上位中枢における運動制御系により調整さ

れ，同時に顎は腔系器官すなわち咀噛筋筋防錘や

歯根膜受容器，顎関節受容器などの感覚受容器か

らの情報が下位中枢に伝達されフィードバック

　70

　50R
　30

　10
　200

，150

3
単100

　　　乳歯列期　　混合歯列

　　　　　　　　前期
平均年齢（5．1歳｝　（7．9歳）

　G3　　　　G4
混合歯列　永久歯列期
後期

（10．8歳｝

図2　瞬間最大咬合力と咀噌筋活動（田村より）

表4　咬合発育段階各咀噌筋の活動量の割合

規定勤作 ガム自由咀鳴 ピーナッツ自由咀唱 マシュマロ自由咀噌 最大かみしめ

　　被検物
咬合

発達段階 TA％　TP％ M％ TA％　TP％ M％ TA％ TP％ M％ TA％ TP％ M％

IIA 33．3146．1 31．2 41．4 27．4 一 32．0 43．5 24．5 35．4 40．1 24．5

IIC 29．5 30．5 一鵬 28．8 31．0 41．9 27．1 32．9

一

一 39．6 27．5

皿A 29．4 ＊　　I　I2　「 129．2
＊　　1

30．3 ・29．4 41．7 28．9
：
33．9： 37．6 28．5

：
＊

lHB 29．0
1

39．9 30．9 29．2
　　1
41．11 29．7 寧 30．2 36．0 33．8

皿C

　　　　41，11　　　　　　1

1254ト41，6

299ト

齋r
29．2

25， 7ト423 32．0 『 27．0 38．9 34．1 27．6 一 35．4 37．0

＊＊p＜0．01　＊p〈0．05 （堀川らより）
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図3　小児期の下顎滑走運動（’酬・らより）

信号によって調節され，リズミカルな運動を示す

と考えられている。

　小児も成人と同様食品の性状に応じた特有な咀

囎リズムがみられる。宮田は食品の性状が小児の

咀囑筋活動に及ぼす影響を検討し，咀囎筋活動系

は軟性弾力性食品としたカマボコ，軟性粘着性食

品としたガム，硬性線維性食品としたスルメの順

に大きいことを報告している。

　下顎運動はさまざまな顎口腔系の機能時にみら

れるものであって，筋，神経，顎関節，咬合小面

などとの相互関係に影響され決められる。小児の

下顎運動については，近年活発に研究されてきて

いるが，まだ十分解明されていない。

　平井らはサホンビジトレーナーを用いて咬合発

育段階のll　Aから㎜Cまでの下顎限界運動にっい

て報告している。側方滑走運動路と前方滑走運動

路にっいてみると，図3にみられるようにll　Aで

は両面とも直線的運動路を示し，田A以降ではド

方に強く湾曲を示すようになることを指摘してい

る。

　このような特徴は，HA期の誘導が乳前歯で

あって被蓋の大きさが成人に比べ浅いたあであ

り，また，側方滑走運動のように複雑な協調運動

を必要とする運動では，咀囎筋の使い方が成人ほ

ど習熟していないためド顎をト分に側方に動かす

ことが難しいためである。［II　A，　IH　cになると前

方滑走運動時には被蓋が深くなった永久切歯，第

一大臼歯の誘導がみられ，また，顎関節窩や関節

結節の形態的変化が関係しているものと思われる

（図4）。

図4　下顎窩と下顎頭の発育（小椋より）

　下顎運動の各ストロークの経路は図5にみられ

るように成人の場合は同一軌跡を示し変異が少な

いのに対し，幼児の場合，各経路は不安定であっ

て変異が多い。このような不安定さは咀囎や顎関

節形態の未成熟さにもよるものである。
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図5　成人と小児の咀噌経路（前頭面）の比較

　このような時期，習慣的な偏咀噌があったり，

部分的な歯列不正による早期接触があると下顎は

安易に誘導され，比較的短期間に筋機能が順応し

固定化すると，さらに下顎運動の異常を招き，形

態的歯列異常や咬合異常を増悪させる。

　森本は，歯根膜感覚は歯根膜を圧迫する大きさ

や方向によってフィードバックされる反射の大き

さや反射の現れる筋の種類が異なり，すなわち咀

囎運動は咀囎する食物の大きさや性状によって影

響を受けるのみでなく，対咬する歯の咬合面形

態，咬合関係によって歯根膜の受ける圧の大きさ

や方向に変化が起こり，咀囎運動が反射的に調節

されて反射パターンが形成されると述べている。

　このようなことから歯列不正や咬合異常がある

と異常な反射を引き起こし，咀囑運動のパターン

にも影響を及ぼすことは，歯列，咬合異常と咀噌
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運動に関する多くの報告によっても指摘されてい

る。

5．食物による咀囑評価の方法

　小児の咀囎機能の発達状態を評価する方法に

は，前述した様々の器材，器具を用いる方法があ

るが，日常，具体的な食物の可食状態によって評

価する方法があるならば便利であり，また実際的

である。

　特に，咀噛機能の育成という面から，日常生活

でどのような種類のどのような調理形態の食物を

摂ることが必要か，食物の大きさ，性状と咀囎と

の関係を知っておくことは，食事指導という面か

ら重要である。
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（1）テクスチャー測定による食物分類

　　食品の物性を咀囎の面から客観的，器械的

　に評価し，分類しようとする試みとしてテク

　スチュロメーターにより測定する報告があ

　る。テクスチュロメーターは食物の固さ，ひ

　ずみ，凝集性，付着性の4つのパラメーター

　の測定が可能である。

　　筆者らの教室と女子栄養大調理科学研究室

　との共同研究では189品目の食品を測定し，

　表5に示すように6型の物性パターンに分

　け，食物をそれぞれ分類した。

（2）咀噌筋活動量による分類

　　咀噛運動を最も反映するのは，咀囎筋活動

　であり下顎運動である。食物のさまざまな物

　性と筋電図による咀噌筋活動との関係につい

て検討した報告は多くみられる。

　筆者らの教室では前述したテクスチュロ

メータによる物性値がヒトの咀囎筋活動とど

のような関係にあるかを検討するため，物性

特性が異なる代表的食物11種を選び筋電図に

よる咀囎筋活動を測定した。

　その結果，物性の固さ，凝集性，ひずみの

積によって求められる値が咀囎筋活動量と良

好に対応することが明らかになり，この値を

“

噛みこたえ”と称して前記144品の食品に

っいて咀囎筋活動量の大きさによって表6に

示す食品群別に10段階に分類した。表7はこ

れらの食品分類をもとにして作製した日常の

摂取食品の噛みこたえ度評価のスクリーニン

グ調査票である。

　塩野らは，咀囎機能量の測定用に開発され

表5　食品物性による分類（テクスチュロメータによる測定）

食物　型 食　　　　　　　　　　　　　物

基　　　本　　　型
かぶ（ゆで），大根（ゆで），人参（ゆで），白菜（ゆで），アスパラガス缶，トマト，パイ

ンアップル，スイカ，メロン，いちご，白桃（缶），みかん（缶），ふ菓子

グループ1

まぐろ（生），塩ざけ（生），ぶり（生，焼），かっお（生），銀だら（蒸），フィッシュフラ

イ，うなぎ白焼，肉だんご，ひき肉パン粉焼き，だしまき卵，卵焼き，ゆで卵黄，グ

リーンピース，大豆水煮，なす（蒸）

1　型
グループ2

塩ざけ（焼），まぐろ（ゆで，蒸，焼），ゆでえび，イカ（ゆで），焼豚，鶏もも（蒸ゆ

で，焼），ミンチステーキ（焼），スイートコーン，なす（生），マッシュルーム

グループ3 豚もも（焼，ゆで），豚ヒレ（焼），レバー（焼），ささみ（ゆで），なまりぶし

グループ1
バタークッキー，ウェハース，プリッツ，ピーセン，甘納豆，玉ねぎ（ゆで），枝豆
（ゆで），アスパラガス（ゆで），黄桃（缶）

II　型
グループ2 スナック菓子，えびせん，かりんとう，柿の種，りんご，なし，長芋，ごぼう（ゆで）

グループ3 ソフトせんべい，カンパン，かぶ（生），アーモンド

グループ1
じゃが芋（ゆで），さっま芋（ゆで），さと芋（ゆで），かぼちゃ（ゆで），マッシュポテ

ト，スイートポテト，うずら豆，バナナ，クリームチーズ，納豆，コンビーフ

付着型
グループ2

ごはん（白米，胚芽米，玄米），うどん，ラーメン，スパゲッティー，かゆ，ういろ

う，ゆで小豆，プルーン

グループ3 白玉だんご，くしだんご，もち

ス　ポ　ン　ジ　型 カステラ，スポンジケーキ，ケーキ台，食パン，菓子パン，凍豆腐油あげ

グループ1 豆腐（絹ごし，木綿），卵豆腐，ゼリー，寒天（みつ豆）

ゲル型 グループ2 ソーセージ，魚肉ソーセージ，プレスハム，さつまあげ，こんにゃく，ゆで卵白

グループ3 っみれ，ちくわ，かまぼこ

（柳沢らより）
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たゼラチンゼリーの物性を検討するため4段

階の硬さと5種類の大きさと形を変えたゼラ

チンゼリーにっいて筋活動量を測定した結果

表8に示すような相関係数を得ている。

　これによると体積，咀囎同数などの因子と

筋活動量との相関係数が高いことが分かる。

表6　噛みこたえ（咀噌筋活動）による食物分類

ランク 穀物 芋・豆 肉 魚介 卵・乳 野菜 果物種案 菓子
Oa 豆腐（絹ごし 茶わん蒸い かぼちゃ（茄）・カブ メロン プリン・ゼ
0～200 ・木綿）・さ 卵豆腐 （茄）・アスパラ（缶） スイカ リー・水羊か

つま芋・マッ ・だいこん（茄） ん・みっ豆寒
シュポテト・ 天
じゃがいも・

さといも

② スイートポテ コンビーフ ぶり焼・うな クリームチー トマト・にんじん パイン（缶） バター・クッ

200～400 ト・うずら豆 ぎかば焼・鮭 ズ・ゆで卵黄 （卿・白菜（茄）・蒸 いちご キー・ウェ
刺身・ぶり刺 ・だしまき卵 しなす・揚げなす・ 白桃（缶） パース・ふ菓
身 玉ねぎ（茄）・枝豆 黄桃（缶） 子・スポンジ

バナナ ケーキ・カス
みかん（缶） 一　　　　岬

アブ

③ 食パン 大豆水煮 ロースハム 銀ダラ焼・ま ゆで卵白 グリンピース（茄） プリッツ

400～600 納豆 ソーセージ ぐろ刺身・さ 卵焼 クラッカー

肉だんご っまあげ・魚 ポテトチップ
肉ソーセージ ういろう

④ うどん コンニャク プレスハム つみれ プロセスチー ふき（茄） なし 甘納豆・えび

600～800 即席めん ズ ごぼう（茄） りんごAフルーン せん・スナッ
i燥子・ソフ

1トせんべい・

羊かん

⑤ 白玉だんご 長芋 チャーシュー かっお刺身 わかめ・さやいんげ ピーナツ
800 まぐろ焼 ん㍉ほうれん草＊

～ 1，000 ちくわ ・もやい・きゅう
塩鮭焼 り・ピクルス・アス

かまぼこ パデ・カブ（生）・

カブ（っけもの）・さ

やえんどう・たけの

ご・しいたけ・ス
イートコーン（缶）

⑥ 串だんご・ス フライドポテ モンゴイカ きゅうり（生）・はく

1，000 パゲティ ト （茄）・かっお さい（生）・マッシュ

～ 1，200 角煮・ゆでえ ルーム・なす（生）・

び・ほたて貝 レタス・ピーマンソ
（茄） テー・きゅうり（っ

けもの）・だいこん
（生）

⑦ もち 凍豆腐 蒸し鶏・チキ いか刺身 はくさい（つけもの） アーモンド・ かりんとう

1，200 ピザ皮 ンソテー・レ 身欠にしん ・らっきょう甘酢づ 干しぶどう

～ 1，400 バーソテー・ 酢だこ け・うど（生）

ミンチソテー

⑧ カンパン 油あげ なまりぶし・ 酢レンコン・キャベ

1，400 いわしっくだ ツ（生）

～ 1，600 煮

⑨ 豚ヒレソテー セロリ（生）・にんじ

1，600 ・豚モモ（茄） ん（生）

～ 1，800 ・牛モモソ
一

アー

⑩ さきいか たくあん

1，800～ みりん干し

a：咀噛活動量（μV．sec），＊・ゆでたもの
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表7　咀噌機能調査票とその評価法

　　　　　　　　　　　咀鳴機能調査票

　次の食品について，下の回答項目よりあてはまるものを選んで

の中に書き入れてドさい。

記載者　　　本人用

　〔O〕…よく噛んで食べられる

　〔△〕…あまりよく噛めない

　　　　（噛むことがむずかしい）

　〔×〕…嫌いで食べない

1．油あげ

2．いか刺身

3，えびせん

4．カステラ

5．かまぼこ

6．キャベツ生

7．きゅうり生

8．牛ももソテー

9．グリーンアスパラ

10，こんにゃく

11．食パン

12，スパゲティ

13．ソーセージ

　　他者（保護者など）用

　〔C〕…よく噛んで食べている

　　　　（噛んでいない）

　〔△〕…よく噛めないよう

　　　　（噛むことをいやがる）

　〔×〕…嫌いで食べない

14．チーズ　　　　　〔　〕

15，チキンソテー　　　〔　二

16．豆腐　　　　　　：　〕

17，トマト　　　　　〔　〕

18．にんじん生　　　　〔　二

19．バナナ　　　　　　〔　　〕

20。ピーナツ　　　　　〔　〕

21．フライドポテト　　〔　〕

22．プリン　　　　　〔　〕

23。干ぶどう　　　　　〔　〕

24．まぐろ刺身　　　　〔　〕

25．りんご　　　　　こ　二

食事の速さは，他のもの（子ども）に比べ

　　　　①早いと思う

　　　　②　普通

　　　　③遅いと思う

咀噌筋活動量による“噛みこたえ”ランクと評価法

段階　　1（筋活動量）

食　　　　品
ランク

分類

1　　a

O～200

とうふ，プリン

　　　　12　　　　トマト，バナナ，カステラ

200～4001
　　　　1

1

3400～600 食パン，ソーセージ，まぐろ

刺身

4600～800 こんにゃく，りんご，えびせ

ん，チーズ

　5

800～1000

かまぼこ

グリーンアスパラ，ピーナツ

　6

1000～］200

スパゲティ，フライドポテ

ト，きゅうり生

　7

1200～1400

チキンソテー，いか刺身，干

ぶどう

3

　8

1400～1500

油あげ，キャベツ生

　9

1600～1800

牛ソテー，にんじん生

1

4

（144食品噛みこたえ表より1二記食品を選択）

咀囑状態の評価 ランク

表8　各種ゼリー（全ての硬さ，形状を含む）の重

　量，体積咀噌時間，咬筋積分値の相関関係

体　　積 咀鳴回数 咬筋積分億

重　　量

体　　積

咀囎回数

阻鳴時間

0．998607＊＊＊

　　二

0．627500＊

0．625976宰

0．986153＊率宰

0．660466＊＊

0．660259＊＊

0．950469＊＊窒

0．981644料＊

＊　P〈0．05　＊＊’P＜0．01 ＊＊＊ ：P〈0．001

　　　（塩野らより）

このように咀囎筋活動量が既知のゼラチンゼ

リーを用いることにより簡便に咀噌機能量が

測定可能になったとしている。

6．咀囎の育成を考慮した日常食
品の調理形態について

　われわれは，日常生活で食物をおいしく楽しく

食べることが大切である。また，発達期の子ども

では食物を栄養学的な面から考慮して摂取するこ

とも重要である。

　筆者らの幼稚園児を対象にした調査によると，

咀噛能力に問題ある小児は，生野菜類の摂取が少
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なく，また，野菜の調理が細かく切ることが多い

としている。

　現代の子ども達は野菜類の摂取が少ないことは

よく知られている。生野菜を千切り状にして摂取

すると咀囑回数は増加するが，摂取量は少なくな

る。一方，野菜を妙めたり、煮たりすると摂取量

は増加するが，咀噌回数は減少するという矛盾が

あり，実際の指導ではこのような両面を常に考慮

することが必要であろう。

轟
拳
衣
望
訂
款
之

、

β

s一
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●座　長

　シンポジウム

　　　●報告者

　　　●報告者

小学校部会

　　　●報告者

　中学校部会

　　　　●報告者

　高等学校部会

　　　　●報告者

　ロ腔機能部会

　　　　●報告者

幼稚園・保育所（園）部会

日本大学松戸歯学部教授

日本大学松戸歯学部教授

日本大学松戸歯学部教授

明海大学歯学部教授

日本学校歯科医会常務理事

東京医科歯科大学歯学部教授

東京医科歯科大学歯学部教授

本　　　基

本　　　基

本　　　基

尾　俊　　・

脇　恒　夫

田　昭丘郎

田　敬　之

日本学校歯科医会会誌　72号　1995年2月／171



司　　会

議長団

報　　告

議　　事

●1号議案●

●2号議案●

●3号議案●

H本学校歯科医会副会長

日本学校歯科医会副会長

前回開催地代表（埼K県歯科医師会会長）

次回開催地代表（愛知県歯科医師会会長）

今回開催地代表（富山県学校歯科医会会長）

第57回大会採択事項の処理報告

　　　　　　　　　埼一i・1県歯科医師会会長

憲

郎
壽
人
直

　

一

愛
慎
健
和
正

寺
村
見
下
木

連
西
木
蓮
宮
黒

蓮　見　健　壽

地方交付税積算基準による学校医等の手当ての完全支給を要望する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！代表提案者・　　青森県学校歯科医会

CO・GOならびにITI囎機能の問題について教育的周知の徹底を要望

する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、代表提案者：・　　福島県学校歯科医会

学校保健委員会の設置ならびに活動の充実を強く要望する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・代表提案者　　　富山県学校歯科医会
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第1号議案
地方交付税積算基準による学校医等の手当の完全支給

を要望する

代表提案者　占森県学校歯科医会

●提案理由● 　公立学校の学校医・学校歯科医・学校薬剤師の報酬（以ド学校医等の手当てとい

う）は，地方交付税の標準団体行政経費積算内容に示されている通り小学校・中学校

については市田∫村分として，高等学校分にっいては都道府県分として，それぞれ　教

育費　の中の報酬の非常勤校医手当てとして積算され，国から地ノ∫自治体へ交付され

ている。

　しかしながら，地方交付税にはその使途に拘束力がないことから’部の地域を除い

ては，学校医等の手当ては積算通りには支給されず，自治体の他事業へ流用されてい

るのが実情である。

　国の将来を担う児童生徒等の健康を真に願う時，児童生徒の健康を管理し種々助詩

指導を行う学校医等の職責を考えるならは，学校医等の手当ては，最低限地方交付税

に積算されている通りに支給されてしかるべきである。

　また，地方交付税には積算されていないが，私立学校の学校医等もこれに準じた報

酬が支給されるべきではないだろうか。

　ここに，学校医等の手当ては，最低限地方交付税の積算通り完全に支給されるよう

要望するとともに私、1五学校の学校医等にっいても，これに準じた額を支給するように

行政指導を望むものである。
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第2号議案
CO・GOならびに咀咽機能の問題について教育的周

知徹底を要望する

代表提案者　福島県学校歯科医会

●提案理由●　　　近年の疾病構造の変化あるいは国民の健康志向を受けて，歯科分野においても種々運動

　　　　　　　が展開され，日本学校歯科医会でも「CO」　一GO一の設定あるいは咬合咀囎機能の問題

　　　　　　　に取り組んでいることは言’陥に値する。

　　　　　　　　しかしながら，これらの問題についてはまだその趣旨が現場に不徹底であることが見受

　　　　　　　けられ一種の混乱も生じている。

　　　　　　　　そこで会員はもとより会員外の地域医療機関に従事する者あるいは学校教育関係へも周

　　　　　　　知徹底を図るたあ，関係機関と協力して教育的な周知徹底を図ることを要望する。

第3号議案
学校保健委員会の設置ならびに活動の充実を強く要望

する

代表提案者　富山県学校歯科医会

●提案理由● 　本件と同様の協議題は，平成元年10月に開催された第53回全国学校歯科保健研究大

会から平成3年開催の第55回全国学校歯科保健研究大会まで3年連続して上程され，

同大会参加者の多数の賛成のもとに決議され要望してきた。

　つまり健康問題にっいてはもちろん，近年の児童生徒の諸問題（非行・自殺・いじ

め等）は，その根底に幼い時から家庭・学校・社会の充分な配慮と指導が受けられな

かったことが背景にあり，それらへの対処として学校・地域・家庭等が一丸となって

取り組める児童生徒を中心とした学校保健委員会の設置と活性化が必要であるとの認

識に立ち，かっ学校保健委員会が学校保健法第2条「学校保健安全計画」に関わる形

で，文部省体育局長通達の［学校保健法・同施行令の施行に伴う実施基準について一

によって定められているにもかかわらず未設置か，設置されていても充分な活動がな

されていない学校も多数見受けられる現実を踏まえてのものであった。

　以後3年が経過したが，未だに改善されていない学校も多く見られるので，児童生

徒の健やかな発育と心身ともにたくましい子どもの育成を目指して「学校保健委員会

の設置ならびに活動の充実」を図るよう行政指導を重ねて要望する。
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加盟団体・役員名簿■

会　　　名 会長名 〒 所　　在　　地 電　　話

北海道歯科医師会 甲斐雅喜 060 札幌市中央区北1条東9－11 011－231－0945

札幌歯科医師会学校歯科医会 尾崎　精一 064 札幌市中央区南七条西10丁目札幌歯科医師会内 011－511－1543

青森県学校歯科医会 立花　義康 030 青森市長島1－6－9東京生命ビル7F 0177－34－5695

岩手県歯科医師会 高橋　俊哉 020 盛岡市下の橋2－2 0196－52－1451

秋田県歯科医師会 豊間　　隆 010 秋田市山王2－7－44 0188－23－4562

宮城県学校歯科医会 松尾　　學 980 仙台市青葉区国分町1－6－7県歯科医師会内 022－222－5960

山形県歯科医師会 有泉　　満 990 山形市十日町2－4－35 0236－22－29］3

福島県歯科医師会学校歯科医部会 誉田雄一郎 960 福島市仲間町6－6県歯科医師会内 0245－23－3266

茨城県歯科医師会 秋山　友蔵 310 水戸市見和2－292 0292－52－2561

栃木県歯科医師会 櫃石　武則 320 宇都宮市一の沢町508 0286－48－0471

群馬県学校歯科医会 今成　虎夫 371 前橋市大友町1－5－17県歯科医師会内 0272－52－0391

千葉県歯科医師会 石井　　昭 260 千葉市中央区千葉港5－25県医療センター内 043－241－6471

埼玉県歯科医師会 蓮見　健壽 336 浦和市高砂3－13－3衛生会館内 0488－29－2323

東京都学校歯科医会 西連寺愛憲 102 千代田区九段北4－1－20新歯科医師会館2F 03－3261－1675
神奈川県歯科医師会学校歯科部会 加藤増夫 231 横浜市中区住吉町6－68県歯科医師会内 045－681－2172

横浜市学校歯科医会 森田　純司 230 横浜市鶴見区鶴見中央5－2－4森田歯科内 045－501－2356

川崎市歯科医師会学校歯科部会 窪田　敏昭 210 川崎市川崎区砂子2－10－10市歯科医師会内 044－233－4494

山梨県歯科医師会 武井　芳弘 400 甲府市大手町1－4－1 0552－52－6481

長野県歯科医師会 桐原　成光 380 長野市岡田町96 0262－27－5711

新潟県歯科医師会 岡田　恒雄 950 新潟市堀之内南3－8－13 0252－83－3030

静岡県学校歯科医会 庄司　　誠 422 静岡市曲金3－3－10県歯科医師会内 0542－83－2591

愛知県歯科医師会 宮下　和人 460 名古屋市中区丸ノ内3－5－18 052－962－9101

名古屋市学校歯科医会 田熊恒寿 460 名古屋市中区三ノ丸3－1－1 052－972－3246
市教育委員会体育保健課内

岐阜県歯科医師会 総山　和雄 500 岐阜市加納城南通1－18 0582－74－6116
県口腔保健センター内

三重県歯科医師会 中村宗矩 514 津市桜橋2－120－2 0592－27－6488

富山県学校歯科医会 黒木　正直 930 富山市新総曲輪1県教育委員会福利保健課内 0764－32－4754

石川県歯科医師会 竹内　太郎 920 金沢市神宮寺3－20－5 0762－51－1010

福井県学校歯科医会 天谷　信哉 910 福井市大願寺3－4－1県歯科医師会内 0776－21－5511

滋賀県歯科医師会 諸頭　昌彦 520 大津市京町4－3－28県厚生会館内 0775－23－2787

和歌山県学校歯科医会 辻本信輝 640 和歌山市築港1－4－7県歯科医師会内 0734－28－3411

奈良県歯科医師会 林　　秀彦 630 奈良市二条町2－9－2県歯科医師会内 0742－33－0861

京都府歯科医師会 鈴木　　實 603 京都市北区紫野東御所田町33 075－441－7171

大阪府学校歯科医会 大内　　隆 543 大阪市天王寺区堂ヶ芝1－3－27 06－772－8881
府歯科医師会内

大阪市学校歯科医会 松岡　　博 543 大阪市天王寺区堂ヶ芝1－3－27 06－772－8881
府歯科医師会内

兵庫県学校歯科医会 村井　俊郎 650 神戸市中央区山本通5－7－18 078－351－4181
県歯科医師会内

神戸市学校歯科医会 橋川　　司 650 神戸市中央区山本通5－7－17 078－351－0087
市歯科医師会内

岡山県歯科医師会学校歯科医部会 横山　好文 700 岡山市石関町1－5県歯科医師会内 0862－24－1255

鳥取県歯科医師会 林　　伸伍 680 鳥取市吉方温泉3－751－5 0857－23－2622
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会　　　名 会長名 〒 所　　在　　地 電　　話

広島県歯科医師会 1松島　悌二　　　　　1 730 広島市中区富士見町11－9 082－241－5525

島根県学校歯科医会　　　　i 田中　端穂i 690 松江市南田町141－9県歯科医師会内 0852－24－2725
　　　　　　　　　　　　　1
山ロ県歯科医師会 永富　　稔 753 山口市吉敷字芝添3238 0839－28－8020

徳島県学校歯科医会 白神　　進 770 徳島市北田宮1－8－65県歯科医師会内 0886－31－3977

香川県歯科医師会 西岡　忠文 760 高松市錦町1－9－1 0878－51－4965

愛媛県歯科医師会 河内悌治郎 790 松山市柳井町2－6－2 0899－33－4371

高知県歯科医師会学校保健部 西野　恭正 780 高知市比島町4－5－20 0888－24－3400

福岡県学校歯科医会 有吉　茂實 810 福岡市中央区大名1－12－43県歯科医師会内 092－714－4627

福岡市学校歯科医会 大里　泰照 810 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃 092－781－6321

佐賀県学校歯科医会 門司　　健 840 佐賀市西田代町2－5－24県歯科医師会内 0952－25－2291

長崎県歯科医師会 宮内　孝雄 850 長崎市茂里町3－19 0958－48－5311

大分県歯科医師会 吉村　益見 870 大分市王子新町6－1 0975－45－3151

熊本県歯科医師会 鬼塚　義行 860 熊本市坪井2－3－6 092－343－4382

宮崎県歯科医師会 松原　和夫 880 宮崎市清水1－12－2 0985－29－0055

鹿児島県学校歯科医会 大殿雅次 892 鹿児島市照国町13－15県歯科医師会内 0992－26－5291

沖縄県歯科医師会学校歯科医会 又吉　達雄 901－21 浦添市字港川1－36－3県歯科医師会内 0988－77－1811

役員名 〒 住　　　　所 TEし FAX
会　　長　加藤　増夫 236 神奈川県横浜市金沢区寺前2－2－25 045－701－9369 045－784－7737

副会長　西連寺愛憲 176 東京都練馬区向山1－14－17 03－3999－5489 03－3999－5428
（専務理事を兼務）

〃　　木村慎一郎 575 大阪府四条畷市楠公2－－8－25 0720－76－0275 0720－79－5231

”　　西野　恭正 780 高知県追手筋1－6－3千頭ビル2F 0888－23－5252 0888－75－3467

常務理事　立花　義康 ト031 青森県八戸市大工町16－2 0178－22－7810 0178－47－0372

〃　郷家智剥 980 宮城県仙台市若林区南鍛治町30 022－223－3306 022－223－3306

〃　　神戸　義二 372 群馬県伊勢崎市本町5－7 0270－25－0806 0270－23－5138

”　　湯浅　太郎 260 千葉県千葉市中央区富士見2－1－1 043－227－9311 043－222－0552
ニュー千葉ビル内大百堂歯科医院

〃　　麻生　敏夫 330 埼玉県大宮市堀之内3－283－2 048－647－－8504 048－647－4784

〃　　石川　　實 178 東京都練馬区東大泉6－46－7 03－3922－2631 03－3923－0007

〃　　中脇　恒夫 151 東京都渋谷区上原3－9－5 03－3467－2030 03－3467－2030

〃　　五十嵐武美 239 神奈川県横須賀市ハイランド1553 0468－48－3409 0468－49－6928

〃　　生駒　　等 550 06－531－6444 06－533－3529

〃　　中森康二 674 1兵庫県明石市魚住町清水5531 078－946－0089 078－947－5840

〃　　藤岡　道治 738 1広島県廿日市市地御前1－930 0829－36－1666 0829－36－2196

〃　　有吉　茂實 811－32 福岡県宗像郡福間町2745－10 0940－42－0071

理　　事櫻井　善忠 116 東京都荒川区西日暮里5－14－12太陽歯科 03－3805－－1715 03－3801－6499

〃　　齋藤　　浩 960 福島県福島市郷野目字上2 0245－46－6405 0245－46－6429

”　　野溝　正志 316 茨城県日立市東金沢町5　4　18 0294　34－4130 0294－34－5852

”　　梅田　昭夫 136 東京都江東区大島7－－1－－18 03－3681－4589 03－3684－2288
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加盟団体・役員名簿■

役員名 〒 住　　　　所 TEし FAX
理　　事　片山　公平 420 静岡県静岡市西草深町17－6 054－253－6800 054－253－6800

〃　　藤井　宏次 456 愛知県名古屋市熱田区千代田町17－8 052－682－3988 052－682－8189
食品ビル2F

”　　羽田　義彦 502－24 岐阜県揖斐郡池田町池野217 0585－45－2073 0585－45－2073

〃　　中島清則 930 富山県富山市中央通1－3－17 0764－2レ3871

〃　　人見　晃司 520 滋賀県大津市昭和町9－16 0775－25－4307 0775－25－4307

〃　　浅井計征 615 京都府京都市西京区松尾木ノ曽町58－5 075－391－0118 075－392－8166

”　　篠田　忠夫 545 大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋4－3－10 06－622－1673 06－622－1673

〃　　岡田　誠一 652 兵庫県神戸市兵庫区神明町1－24 078－68レ1353 078－681－1353

〃　　松下　　忍 760 香川県高松市天神前5－23 0878－33－1560 0878－33－1560

〃　　瀬口　紀夫 893 鹿児島県鹿屋市西大手町6－1 0994－43－3333 0994－42－0616

監　　事佐藤裕一 997 山形県鶴岡市山王町7－21 0235－22－0810 0235－22－2737

〃　　秋山　友蔵 310 茨城県水戸市棚町3－2－9 0292－25－2727

〃　　平塚哲夫 600 京都府京都市下京区新町通松原下ル富永町103 075－351－5391 075－351－5391

顧　　問　中原　　爽 167 東京都杉並区松庵1－17－4 03－3332－5475

〃　　関口　龍雄 176 東京都練馬区貫井2－2－5 03－3990－0550

〃　　榊原悠紀田郎 222 神奈川県横浜市港北区富士塚1－11－12 045－401－9448

参　　与宮脇祖順 546 大阪府大阪市東住吉区南田辺2－1－8 06－692－2515

〃　　板垣正太郎 036 青森県弘前市蔵主町3 0172－36－8723

〃　　西沢　　正 805 福岡県北九州市八幡東区尾倉1－5－31 093－662－2430

〃　　川村輝雄 524 滋賀県守山市守山町56－1 0775－82－0885

〃　　藤井　　勉 593 大阪府堺市上野芝町1－25－14 0722－41－1452

〃　　齋藤　　昇 980 宮城県仙台市青葉区五橋2－11－1 022－225－3500 022－221－8466
ショーケー本館ビル11F

〃　　高橋一夫 112 東京都文京区関口1－17－4 03－3268－7890

〃　　鈴木　　實 602 京都府京都市上京区河原町通今出川西入 075－231－4706
上ル三芳町150－2

〃　　松岡　　博 558 大阪府大阪市住吉区住吉1－7－34 06－671－2969

〃　　八竹良清 664 兵庫県伊丹市伊丹5－4－23 0727－82－2038 0727－82－2011

〃　　川口　吉雄 640 和歌山県和歌山市上野町1－1－2浅見ビル内 0734－23－0079

〃　　石川　行男 105 東京都港区西新橋2－3－2ニュー栄和ビル4F 03－3503－6480

”　　有本　武二 601 京都府京都市南区吉祥院高畑町102 075－68レ3861

〃　　齋藤　　尊 179 東京都練馬区土支田3－24－17 03－3924－0519 03－3921－1306

〃　　多名部金徳 535 大阪府大阪市旭区千林2－6－7 06－951－6397

〃　　田熊恒寿 470－01 愛知県日進市岩崎町芦廻間112－854 05617－3－2887

〃　　朝浪　惣一 424 静岡県清水市入江1－8－28 0543－66－5459
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編　集　後　記

◆小学校，中学校，高校で，「いじめ」そして一自殺」がまるで連鎖反応のように，あちこちで起きて

います。今後，その原因の究明，分析がなされ，防止策が講じられると思われますが，言い古された言

葉でrv健全な精神は健全な肉体に宿る　が思い出されます。規則止しい食事，ブラッシング等のリズミ

カルな生活習慣で培われた健全な肉体，そこに宿る健全な精神，と結び付けて考えるのは短絡的過ぎる

でしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤貞彦）

◆会誌72号をお届け致します。65号より編集委員として参画し，先日思わぬ事で当会誌の第1号（創刊

号）を見る機会がありました。この第1号会誌は学校歯科保健史話（榊原悠紀田郎著）によると，昭和

31年札幌市で開催された第20回学校歯科医大会，すなわち現在の全国学校歯科保健研究大会の記録を別

刷として編集して発行したものです。

　このところの編集委員会では時々会誌の表紙にっいて話題にのぼります。表紙は雑誌の顔といわれま

すが，これまでに5回デザインを変えて現在のものに落ち着き，昭和42年より27年間使われています。

今後とも先生方のご期待にそえる充実した会誌作りを目指したいと思います。ご愛読下さいますようお

願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松谷眞一・）

◆全国学校歯科保健研究大会が，平成6年度は富山県で開催されました。58回を数えています。正に歴

史と伝統を物語っています。最近はどの地で開催しても参加者が多く内容も充実しています。特に学校

関係者の出席が多いのは望ましいことです。

　「改革！を広辞苑で調べると，改めかえること，改まりかわることと書いてあります。戦後50年の歩

みの中にも学校歯科保健は必要に応じてより良き改革を行い成果を上げています。これも関係者全ての

情熱と協力の賜です。ボランティア精神に基づいた地道な活動により成り立っている学校歯科保健は，

繰り返し継続し続けることが大切であり，尊いのではないでしょうか。　　　　　　　（出口和邦）

◆大型の台風が北上しているニュースを気にしながら9月29日午前7時50分羽田を発った。1時間35分

で富山空港に着く。開会式・表彰式に次いで富永一朗氏の記念講演は漫画ペースの話に1時間20分は早

過ぎる位に終わる。次いでシンポジウムは沖縄県の学校歯科医より「顎口腔系の健全な発達を考えた歯

科保健指導」が提案された。学校健診時常に考えられることである。

　懇親会場は台風の接近だろうか，いつもの会場より空いているようだ。会場の魚は日本海の荒波にも

まれたもので美味しかった。翌朝次第に荒くなった風雨を気にしながらそれぞれの公開授業に出席しに

行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菅谷和夫）

◆日学歯と学校歯科医との間の重要なパイプ役を果たしている会誌です。毎号委員が現地に出向いて取

材をし，担当されている先生方のご努力で充実したものになっています。送られてくるものについて

は，出来るだけ目を通していただきたいと思います。そして児童生徒の健康保全に良い成果を挙げてい

ただきたい。特に平成7年度から，学校における健康診断の改定に伴い，児童生徒健康診断票が大幅に

改正となりますので是非ご協力ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（片山公平）

◆本号（72号）は，昨年9月29日・30日の両日富山県で開催されました第58回全国学校歯科保健研究大

会の大会要項から抜粋した内容記事を主体に致しております。大会にご出席の皆様は要項をお持ちです

ので，より詳しい情報がおありになりますが，日学歯の全国2万1千の会員の90％以上は大会要項が手

に入りません。そこで編集委員が手分けをして抜粋作業を致し，会員の皆様の日常の学校歯科保健活動

にプラスになる資料として会誌に登載致しております。一方記録保存の使命も果たさせていただいてい

るっもりですので，大いにご活用いただきますようお願い申し上げます。　　　　　　　（櫻井善忠）
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